
ハ
論
文
要
旨
 
ロ
 
本
稿
は
・
鈴
木
大
拙
の
十
七
歳
か
ら
二
十
歳
ま
 で
、
即
ち
、
第
四
高
等
中
学
校
、
小
学
校
教
師
時
代
の
年
譜
を
 問
題
に
し
て
い
る
。
 

と
い
う
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
こ
の
時
期
の
年
譜
は
、
空
白
が
多
 く
 、
不
十
分
な
ば
か
り
で
な
く
、
新
資
料
に
基
づ
い
て
判
断
す
 る
 限
り
、
 ほ
ば
 

全
面
的
に
訂
正
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
新
資
料
と
は
 

「
第
四
高
等
中
学
校
一
覧
」
、
㈲
「
第
四
高
等
中
学
校
 
成
 績
 原
簿
」
、
㈹
 

「
飯
田
小
学
校
沿
革
 史
 」
、
㈲
「
実
川
小
学
校
沿
革
 史
 」
等
で
あ
 る
 。
 

㈹
 、
 ㈲
に
よ
っ
て
、
 大
拙
が
 第
四
高
等
中
学
校
の
予
科
で
、
 貧
 困
 の
た
め
落
第
し
た
こ
と
、
学
友
西
田
幾
多
郎
等
と
結
成
し
、
 切
瑳
勉
励
 し
 

た
と
伝
え
ら
れ
た
「
我
尊
 会
 」
に
加
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
 が
 明
ら
か
に
な
る
 0
 ㈹
 、
 ㈲
に
よ
っ
て
は
、
飯
田
、
美
川
面
 小
 学
校
在
職
親
 

間
 、
越
中
国
表
音
に
お
け
る
最
初
の
参
禅
の
時
期
と
そ
の
機
縁
 の
 訂
正
が
求
め
ら
れ
る
。
 

ま
た
、
訂
正
さ
れ
た
年
譜
に
基
づ
い
て
青
年
大
拙
の
歩
み
を
 再
 構
成
す
る
と
、
晩
年
の
大
拙
の
思
想
と
活
動
の
萌
芽
が
 、
 既
に
 こ
の
時
期
の
 

生
活
や
苦
悩
の
中
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
 

コ
キ
一
 ・
ワ
ー
ド
ロ
鈴
木
大
拙
、
 禅
 、
年
譜
、
我
尊
 会
 

鈴
木
大
拙
の
年
譜
に
 

｜
第
亜
 。
暑
中
学
校
，
 

お
 げ
る
誤
り
と
空
白
 

小
学
校
教
師
時
代
 
｜
｜
 

浅 

見 

洋 

1  (197) 



明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
年
）
十
七
歳
 

九
月
、
石
川
県
専
門
学
校
は
第
四
高
等
中
学
校
と
改
称
、
 

同
校
予
科
 二
 

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
年
）
十
八
歳
 

九
月
、
第
四
高
等
中
学
校
本
科
一
年
に
入
学
す
。
（
 

中
 途
 退
学
。
）
 

明
治
二
十
二
年
二
八
八
九
年
）
十
九
歳
 

石
川
県
珠
洲
郡
飯
田
町
飯
田
小
学
校
高
等
科
英
語
教
師
 

と
な
る
。
 

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
 
0
 年
 ）
二
十
 先
 

四
月
八
日
、
母
、
 
檜
 残
す
（
六
十
一
歳
）
。
 

  
年 
㌃ @ - 
編 
入 
さ 
る 

@
l
 
し
 

大
拙
 の
古
時
期
年
譜
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
 

記 な が に 

的 る 「 
  

居、 
な も 世 道 思 想 
記 の 界 の 想 定 

序   
類 大 鈴 格 格 た 
の 拙 木 を 形 ち 
紹 が 大 理 成 の 
介 士 地 緯 の 経 
等 七 の す 正 歴   

  、 十 れ 極 と な 
  両 蔵 ま め い 限 
氏 ま て   て う り   的資 信頼即ち譜を ホ力 こ、 。 ばか 

踏 策 さ ら り 料 
襲 四 れ で で に 

し 高 て あ な 基 

づ、 或い 年 中学、 等 きた る 。 く、 Ⅰ そ て 
は 校 譜 の   

、 在 は   
、大 」れに 拙 ， 学 中、 。に あこ己 巨 p-   括 る 
て 英 吉 環 こ 

い 川 田 境 と 

る 小 結   が @ 
生 心   活 要 

回 教 秋 体 で   
瓦 師 兄 験 あ 
に 時 龍 
よ 代 眠 

へ る 
の     

鈴 " 譜の " 手 理 は 
木 伝 は 解 単 
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の
 

加
賀
の
実
川
小
学
校
訓
導
と
な
る
。
 

 
 

 
 

本
 

以
上
の
二
つ
の
年
譜
の
最
も
大
き
な
相
違
は
 、
第
 四
 高
等
中
学
校
の
中
退
時
期
に
関
す
る
記
述
で
あ
り
、
 他
 ほ
ほ
ぼ
同
一
と
い
っ
て
よ
㈹
 

大
 

 
 

鈴
 

い
 。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
年
譜
は
、
年
代
上
、
空
白
が
多
く
 、
不
十
分
な
ば
か
り
か
、
新
た
に
見
出
さ
れ
た
数
点
の
 資
料
に
依
っ
て
判
断
す
 

年譜におけ 

  
入 能 
九 登 
O の 
午 飯 
（ 田 
明 か 

学校 冶工 

十 の 
三 代 

  
員 

一 - と 

十 な 
歳 る 

  る 誤りと空白 

「
明
治
二
十
三
年
四
月
二
十
八
日
 

ヨ
リ
 同
二
十
七
年
四
月
 二
十
七
日
 マ
デ
四
ケ
 年
間
、
小
学
校
英
語
科
教
員
 タ
ル
 コ
ト
ヲ
 
仮
免
許
 

ス
 」
（
石
川
県
知
事
）
。
 

て
い
る
。
（
 

2
-
 

秋
月
氏
に
 よ
 る
年
譜
（
「
鈴
木
大
拙
の
言
葉
と
思
想
し
は
 

明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
年
）
二
十
一
歳
 

一
八
八
 セ
午
 
（
明
治
二
十
年
）
十
七
歳
 

一
八
八
九
年
（
明
治
二
十
二
年
）
十
九
歳
 

年
に
編
入
さ
れ
た
が
、
ま
も
な
く
家
計
の
都
合
に
よ
り
 

五
月
「
 任
 石
川
県
石
川
郡
高
等
科
実
川
小
学
校
訓
導
 

石
川
県
専
門
学
校
付
属
初
等
中
学
を
卒
業
、
こ
の
年
半
 

こ
の
頃
上
京
す
。
 

こ
の
頃
、
富
山
県
国
 泰
手
 に
行
き
参
禅
 す
 。
 

一
月
「
実
川
小
学
校
訓
導
依
願
 
免
 本
官
」
（
石
川
県
）
 、

古
田
氏
の
も
の
よ
り
簡
略
で
あ
り
、
よ
り
多
く
の
 文
 

制
 改
革
と
な
り
、
西
田
幾
多
郎
ら
と
共
に
、
新
制
の
第
四
 

中
退
す
る
。
 

」
（
石
川
県
）
、
「
五
等
下
級
 俸
ヲ
賜
フ
 
」
（
石
川
県
）
。
 

 
 

 
 

敵
 が
こ
れ
を
踏
襲
し
 

高
等
中
学
予
科
 三
 



（
明
治
二
十
年
十
月
 
調
 ）
 

生
徒
姓
名
 

第
十
八
章
 

理
科
第
一
年
 

伍
長
 

同
 

松
井
喜
三
郎
 

杢
 

石
川
松
本
文
三
郎
 

井
上
友
一
 

明
治
十
九
年
四
月
、
文
部
省
は
学
校
令
を
公
布
し
 、
中
 等
 教
育
は
中
学
校
令
、
高
等
中
学
校
令
に
よ
っ
て
規
定
さ
 れ
る
こ
と
と
な
っ
 

た
 。
そ
の
内
容
は
、
 一
 府
県
一
校
を
原
則
と
し
た
尋
常
 中
学
校
の
設
立
と
、
全
国
を
五
区
に
分
け
、
各
区
一
校
の
 高
等
中
学
校
の
開
設
を
 

骨
子
と
し
て
い
た
。
第
四
高
等
中
学
校
 は
 石
川
県
専
門
 学
校
、
石
川
県
甲
種
医
学
校
を
母
体
と
し
て
金
沢
に
設
置
 さ
れ
た
。
こ
の
際
、
両
 

校
の
在
校
生
の
大
部
分
は
 、
 改
め
て
二
十
年
十
月
に
入
 挙
試
験
を
受
け
て
、
学
力
相
応
の
学
年
に
編
入
さ
れ
た
の
 で
あ
る
。
志
願
者
総
数
 

百
四
十
二
名
、
入
学
者
は
本
科
一
年
六
名
、
予
科
第
一
級
 十
六
名
、
第
二
級
二
十
四
名
、
第
三
級
四
十
二
名
の
総
 計
八
十
八
名
で
あ
っ
 

た
 。
同
年
十
月
二
十
六
日
、
文
部
大
臣
森
有
礼
を
迎
え
 て
 開
校
 式
 が
挙
行
さ
れ
、
 翌
 二
十
七
日
か
ら
専
門
学
校
の
 校
舎
を
利
用
し
て
授
業
 

が
 開
始
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
、
専
門
学
校
か
ら
の
編
入
 土
鈴
木
真
太
郎
も
含
ま
れ
て
い
た
。
 

一
 
第
四
高
等
中
学
校
退
学
と
我
尊
 会
 

  

 
 

る
 限
り
、
ほ
ぼ
全
面
的
に
改
め
る
必
要
が
あ
る
。
 

こ
の
小
論
の
目
的
は
 
、
 新
し
く
発
見
さ
れ
た
資
料
に
よ
っ
 て
 、
青
年
大
拙
の
年
譜
を
訂
正
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
 大
 拙
の
人
格
形
成
に
 於
 

㈱
 

 
 

い
て
最
も
重
要
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
人
生
の
方
向
を
決
定
 づ
 げ
た
と
思
わ
れ
る
、
こ
の
時
期
の
青
年
大
拙
の
心
の
 軌
跡
を
よ
り
明
確
に
す
 

る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。
 



現
在
、
金
沢
大
学
付
属
図
書
館
に
残
さ
れ
て
い
る
二
十
 

年
度
（
明
治
二
十
年
十
月
 

9
 二
十
一
年
七
月
）
の
「
等
 

四
 高
等
中
学
校
一
覧
 

目
 

 
 

 
 

 
 

ぬ
 法
学
者
清
水
 
澄
 、
外
務
次
官
舎
 

知
 鉄
吉
等
が
名
を
 

連
ね
て
い
る
。
貫
太
郎
は
「
鈴
木
大
拙
全
集
し
の
年
譜
の
 

よ
う
に
九
月
に
予
科
三
年
に
 

牽
で
 忙
な
く
、
十
月
に
予
科
第
一
級
に
編
入
さ
れ
た
 

の
で
あ
る
。
更
に
、
古
年
譜
の
 

よ
 り
重
大
な
誤
解
は
第
四
 

高
等
中
学
校
中
退
に
関
し
て
 

 
 
 
 

譜
 
で
あ
る
。
 

 
 

%
 浩
二
十
年
度
の
日
第
四
高
等
中
学
校
成
績
原
簿
 

し
 （
 
参
 照
 資
料
む
で
も
、
真
大
 

 
 

は
 十
六
人
中
最
下
位
で
落
第
（
平
均
点
四
十
五
・
七
）
で
 

あ
る
。
こ
の
判
定
は
「
学
年
 

鈴
 

末
 試
業
 点
 」
が
数
学
三
角
法
を
除
く
と
全
科
目
零
点
で
 

あ
る
こ
と
と
、
百
点
満
点
の
行
状
点
が
全
て
で
 

4
 々
ス
さ
 
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
 

行
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伍 
亀 大兵米 松 長 藤 木 

谷 岡 
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科 
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級 

岡 坂 横 川 西 
  
同 
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次 
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状
点
の
 マ
イ
ナ
ス
は
、
無
届
欠
席
が
九
十
点
、
遅
刻
が
 五
点
、
「
 科
業
ヲ
休
 マ
ン
ト
シ
テ
教
員
 ヲ
欺
 」
い
た
た
め
 の
 五
点
で
あ
る
。
極
度
 

の
 貧
困
の
中
に
あ
っ
た
 真
 太
郎
は
、
退
学
を
決
意
し
て
 欠
 席
 が
ち
に
な
り
、
学
年
末
の
試
験
を
受
げ
な
か
っ
た
も
 の
と
思
わ
れ
る
。
晩
年
 

に
 、
 大
拙
は
、
 次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。
「
や
め
た
 の
は
、
授
業
料
が
出
せ
な
か
っ
た
の
だ
。
こ
ん
な
 募
 ら
 し
を
や
っ
て
 ゐ
 て
は
、
 

到
底
長
持
ち
が
で
 き
 ん
と
い
ふ
の
で
、
や
め
な
く
ち
ゃ
な
 ら
ん
こ
と
に
な
っ
た
ん
だ
が
、
今
考
へ
て
見
る
と
、
 そ
 の
 授
業
料
と
い
ふ
の
が
 

月
 に
十
銭
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
ふ
。
」
（
 

4
@
 
 
し
か
し
、
三
学
 期

の
平
常
点
の
大
都
分
は
記
さ
れ
て
お
り
、
他
の
中
退
 者
た
ち
の
よ
う
に
、
 
申
 

退
 、
或
い
は
退
学
と
の
書
き
込
み
も
な
い
こ
と
か
ら
、
 一
 一
十
年
度
 
未
 
（
二
十
一
年
七
月
）
ま
で
は
在
籍
し
て
い
た
 と
 考
え
て
よ
い
。
後
述
 

す
る
 よ
う
 に
、
二
十
一
年
八
月
に
は
飯
田
小
学
校
に
勤
 め
 始
め
て
い
る
の
で
、
落
第
と
同
時
に
正
式
な
退
学
の
手
 続
 ぎ
が
な
さ
れ
た
と
 推
 

測
 さ
れ
る
 0
 こ
の
た
め
、
二
十
一
年
度
の
日
一
覧
 口
 
（
 
一
 一
十
一
年
十
月
謝
）
中
に
は
、
本
科
は
勿
論
、
予
科
に
も
 彼
の
名
前
を
見
 ぃ
だ
す
 

こ
と
が
で
き
な
い
。
彼
自
身
「
自
叙
 溥
目
 で
「
私
は
予
科
 を
 卒
業
し
な
い
で
や
め
て
し
ま
っ
た
の
だ
」
と
述
べ
て
 い
る
の
で
あ
る
。
（
 

5
 ）
そ
れ
 

に
も
関
ら
ず
、
本
科
入
学
と
い
う
誤
り
が
修
正
さ
れ
ず
に
 現
在
に
至
っ
た
の
は
、
不
可
解
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
 。
ま
た
、
秋
月
氏
の
年
 

㈲鈴木真太郎   

落 第 16 
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鈴木大拙の年譜における 誤りと 空白 

 
 

晩
風
微
動
清
涼
 催
 
明
月
 懸
 空
似
玉
珠
 

ま
た
、
 
大
拙
と
 我
尊
会
の
結
び
っ
ぎ
を
窺
わ
せ
て
き
た
 も
の
と
し
て
、
 
司
 右
翼
立
縞
 ヒ
の
 
「
 与
 鈴
木
元
」
と
題
す
 る
二
 首
の
漢
詩
が
あ
 

 
 

 
 

（
 
0
 
l
l
 
）
 

 
 

 
 

る
 。
 

で
 手
に
し
た
卒
業
証
書
は
、
石
川
県
専
門
学
校
付
属
初
等
 中
学
科
の
も
の
の
み
で
あ
っ
た
。
 

本
科
入
学
と
い
う
誤
解
は
、
 大
拙
 に
関
す
る
文
献
の
み
 な
ら
ず
、
西
田
幾
多
郎
や
藤
岡
作
太
郎
に
つ
い
て
の
伝
記
 的
な
記
述
の
中
に
も
 

影
響
を
与
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
西
田
の
文
献
に
は
、
 し
 ば
し
ば
次
の
よ
う
な
表
現
が
見
 ぅ
 げ
ら
れ
る
。
「
明
治
 二
十
一
年
、
十
八
歳
。
 

先
生
は
、
第
四
高
等
中
学
校
第
一
部
一
年
に
在
学
し
て
 お
ら
れ
る
。
 翌
 二
十
二
年
五
月
、
級
友
藤
岡
作
太
郎
（
 東
 圃
 ）
、
松
本
文
三
郎
、
 

（
 
ム
り
 

）
 

鈴
木
真
太
郎
（
 大
拙
 ）
、
金
田
（
山
本
）
良
吉
ら
と
我
尊
 
会
を
結
成
し
、
文
集
を
作
り
、
互
い
に
切
瑳
勉
励
し
た
。
 」
「
我
尊
 会
 」
と
は
、
 

（
 
つ
 
1
-
 

良
吉
が
「
同
趣
味
の
数
人
が
文
会
を
作
り
、
各
自
の
文
 を
一
ケ
 月
江
一
回
 づ
つ
 持
ち
ょ
り
、
一
冊
に
綴
ぢ
 て
 廻
覧
 批
評
し
た
」
と
紹
介
し
 

て
い
る
よ
 う
 に
、
回
覧
紙
上
で
文
章
や
詩
歌
を
作
り
、
 相
 互
に
批
評
を
書
き
込
み
合
う
と
と
も
に
、
題
を
定
め
て
 論
説
を
披
露
し
合
 う
ょ
 

う
 な
文
会
で
あ
っ
た
。
結
成
時
は
、
「
我
尊
 会
 右
翼
 文
 稿
ヒ
の
 扉
に
、
右
翼
（
西
田
の
雅
号
）
自
身
の
筆
で
「
 此
 舎
始
十
 二
十
二
年
五
月
 

終
 翌
年
 セ
月
 ）
と
す
れ
ば
、
我
尊
 会
は
鈴
木
真
太
郎
中
退
後
に
結
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
 同
級
生
の
貞
太
郎
 と
西
 

田
 幾
多
郎
等
が
こ
の
会
で
切
瑳
勉
励
し
た
と
す
る
の
は
 明
 ら
か
に
誤
り
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
金
田
良
吉
は
我
尊
 会
 の
 説
明
を
次
の
よ
う
に
 

続
け
て
い
る
。
 

-
9
-
 
「
そ
の
会
員
で
今
 尚
 存
命
中
な
の
は
 上
 級
 生
の
松
本
文
三
郎
博
士
、
西
田
君
、
前
明
治
専
門
学
校
 の
 友
田
鎖
二
君
位
か
と
 

思
ふ
が
…
・
・
・
。
」
も
し
、
 

大
拙
が
 我
尊
全
会
員
で
あ
る
な
 ら
ば
、
積
極
的
な
著
作
活
動
の
真
中
に
あ
っ
た
 大
拙
の
 名
 が
抜
け
落
ち
る
こ
と
 

ほ
 な
い
で
あ
ろ
う
。
（
こ
の
文
は
昭
和
十
五
年
に
書
か
れ
 て
い
る
。
そ
の
時
人
拙
は
七
十
歳
で
あ
る
。
）
貫
太
郎
が
 
我
尊
 会
仁
 属
し
て
い
た
 

と
す
る
誤
り
は
、
彼
が
本
科
に
入
学
し
、
西
田
等
と
 机
 さ
 並
べ
て
い
た
と
す
る
年
譜
の
誤
り
に
影
響
を
受
け
て
い
 る
の
で
あ
る
。
 

譜
 の
よ
 う
王
局
 華
中
学
校
編
入
後
、
間
も
な
く
中
退
し
 た
 、
と
す
る
の
も
不
正
確
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
 ぃ
 0
 大
拙
 が
そ
の
生
涯
 



真
 太
郎
は
「
我
尊
 会
 」
に
属
し
て
い
な
か
っ
た
 0
 し
か
 し
、
 彼
が
西
田
、
藤
岡
、
金
田
等
、
 

ち
と
友
情
を
育
ん
だ
の
が
、
石
川
県
専
門
学
校
、
第
四
台
 
日
等
 中
学
校
在
学
中
で
あ
る
事
は
疑
い
 近

代
日
本
の
思
想
界
・
文
学
界
の
逸
材
 た
 

よ
う
 が
な
い
。
そ
の
交
流
は
彼
ら
の
 
高
 

大
地
自
身
も
回
想
の
中
で
、
専
門
学
校
時
代
に
藤
岡
等
 と
 作
っ
た
「
明
治
 鉛
潤
 し
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
る
が
 

「
我
尊
 
会
 」
に
つ
い
 

て
は
何
ら
記
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
 

ニ
 
最
初
の
参
禅
 

あ の い し ら る 
れ で る て と る 貞 窓 際 
ほ 、 貞 も い 。 大 前 芸 

哲 
学 

っ こ 郎 姫 功 
ど 沢の郎 誰人「 与 てのに 読名 

妙 
玄 

山 も の 
の の 姿 

人   無 
我 か を 兄 部 書 若 冊 心 職 
尊 確 想 」 を か い 
余 宗 像 と 我 れ 頃 日 独 
の す さ 題 尊 た か 明 尋 
ぽ、 る せ す 会 墳 ら 清 閑 

清宵 

月 

T   
を は も を 員 後 の 俗 塵 

夢 

記 困 す 文 と 述 風 塵 襟 
韓 
図 

し 離 る 稿 す す が 
た で か に る る る 

会 員 あ るでしとう ら 記 こより " 
た が あ て は に 恵 
ち " る い で " ま 

の 少 。 る き 美 れ 
し な 川 な 

中にくと「 裁 い 小 い   
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鈴木大拙の年譜に   おけ る 誤りと空白 

す
る
が
、
金
田
、
西
田
の
退
学
は
、
薩
摩
隼
人
森
有
礼
 を
 頂
点
と
す
る
明
治
政
府
の
教
育
政
策
に
対
す
る
反
発
で
 あ
っ
た
と
も
考
え
得
 

る
 。
老
境
に
至
っ
て
、
西
田
は
「
私
と
い
ふ
も
の
が
で
 ぎ
た
の
は
、
高
等
学
校
時
代
の
友
人
関
係
で
あ
る
と
思
ふ
 。
そ
れ
が
今
日
ま
で
 私
 

 
 

壊
 し
て
い
る
。
貫
太
郎
の
人
格
形
成
に
関
し
て
も
、
こ
の
 時
期
の
友
人
関
係
は
見
 

過
ご
す
 ，
 
」
と
が
で
き
な
い
。
 

加
え
て
、
粋
者
 大
拙
 に
と
っ
て
は
、
友
人
関
係
以
上
と
 も
 思
え
る
、
も
う
一
つ
の
重
要
な
出
合
い
が
あ
っ
た
。
 貞
 太
郎
の
在
学
と
前
後
 

し
て
専
門
学
校
、
高
等
中
学
校
で
数
学
、
理
科
と
、
 時
 に
 英
語
を
担
当
し
た
北
条
時
敏
と
の
出
会
い
で
あ
る
。
後
 に
 東
北
帝
国
大
学
統
 

長
 、
学
習
院
長
等
を
歴
任
す
る
こ
の
希
有
の
教
育
者
は
、
 生
徒
た
ち
に
坐
禅
を
奨
励
、
鼓
吹
し
た
の
で
あ
る
。
 北
 条
は
 、
東
京
帝
国
在
学
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（
 
巧
 @
 

の
か
知
ら
ん
が
相
田
と
い
ふ
校
長
に
勤
し
て
大
分
み
な
 反
 感
を
持
っ
て
 ぬ
 た
そ
う
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。
 

大
拙
の
 退
学
は
貧
困
を
主
因
と
 

（
向
に
）
 

男
 な
し
て
「
傍
で
見
て
い
て
も
羨
し
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
」
 と
 語
ら
 

日
 成
績
原
簿
 卜
 に
は
、
揃
っ
て
「
神
業
 ヲ
休
マ
ソ
 ト
シ
テ
 教
員
 ヲ
 

-
 
は
 @
 

る
 。
「
青
年
の
客
気
に
任
せ
て
豪
放
下
露
、
何
の
顧
慮
 す
る
と
こ
 

無
尽
に
、
か
つ
一
致
団
結
し
て
行
動
し
た
。
寡
黙
で
、
 重
 厚
 な
印
 

る
 0
 書
き
込
み
の
幾
つ
か
に
は
（
 木
 ）
と
署
名
さ
れ
て
 い
る
こ
と
 

郎
 で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
 0
 本
間
は
角
帽
に
 金
 ボ
タ
ン
、
 
白
馬
に
 

の
 語
学
力
に
は
問
題
が
あ
り
、
若
者
た
ち
の
反
抗
 と
 朝
秀
 の
的
と
 

兵
式
体
操
の
時
に
も
し
ば
し
ば
抵
抗
を
試
み
た
。
創
設
 時
の
第
四
 

し
 、
規
則
づ
く
め
で
武
断
的
な
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
た
。
 加
賀
の
 

出
身
の
生
徒
た
ち
に
は
甚
だ
耐
え
難
い
も
の
の
 よ
う
 で
 あ
っ
た
。
 

し
め
る
ほ
ど
麗
し
い
も
の
で
あ
っ
た
 0
 こ
の
仲
間
た
ち
 の
 二
十
年
度
の
 

欺
ク
 」
と
い
う
書
き
込
み
が
あ
り
、
各
人
五
点
 マ
 4
 々
 ス
 さ
れ
て
 ぃ
 

公
 
M
 ）
 

ろ
な
く
振
っ
た
」
と
い
う
西
田
の
回
想
の
ご
と
く
、
 若
 者
た
ち
は
縦
横
 

象
 を
受
け
る
晩
年
の
彼
ら
か
ら
は
想
像
し
が
た
い
青
春
 の
 上
駒
で
あ
 

か
ら
、
記
入
者
は
英
語
、
地
理
、
理
財
学
等
を
担
当
し
た
 教
官
本
間
六
 

跨
が
っ
て
登
校
し
た
と
い
う
新
進
の
文
学
士
で
あ
っ
た
。
 し
か
し
、
 そ
 

な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
西
田
の
回
想
に
 よ
 れ
ば
、
 仲
間
た
ち
は
 

高
等
中
学
校
は
、
校
長
の
相
田
鹿
文
を
筆
頭
に
薩
摩
 人
 が
 重
き
を
な
 

藩
校
明
倫
堂
の
流
れ
を
汲
み
、
家
族
的
で
学
究
的
で
あ
 っ
た
 専
門
学
校
 

大
 拙
は
後
に
「
気
風
の
上
で
薩
摩
の
人
と
加
賀
の
人
と
 合
は
な
か
っ
た
 



運
 が
自
分
の
業
（
木
銭
目
し
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
は
 じ
 め
た
。
そ
れ
か
ら
私
の
思
索
は
哲
学
的
、
宗
教
的
問
題
へ
 と
 変
り
始
め
た
。
私
の
 

す
る
問
い
掛
け
こ
そ
が
機
縁
で
は
な
か
っ
た
か
。
大
地
 自
身
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
私
が
十
七
 か
、
十
 八
の
頃
、
こ
う
し
た
 不
 

心
は
、
 母
の
死
（
二
十
三
年
四
月
）
を
機
縁
と
す
る
の
で
 は
な
い
。
む
し
ろ
、
学
業
中
途
に
し
て
挫
折
せ
ざ
る
を
 得
な
い
己
の
運
命
に
対
 

の
が
妥
当
だ
か
ら
で
あ
る
 0
 更
に
、
 国
泰
 寺
へ
の
参
禅
が
 二
十
一
年
頃
と
す
れ
ば
、
し
ば
し
ば
伝
え
ら
れ
て
き
た
 よ
う
に
、
坐
禅
へ
の
 発
 

一
年
八
月
）
以
前
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
 故
 、
大
拙
の
最
初
の
参
禅
は
中
退
直
後
、
或
い
は
中
退
 を
 決
意
し
た
頃
と
す
る
 

古
田
氏
の
年
譜
の
よ
う
に
、
こ
の
最
初
の
参
禅
を
明
 冶
 一
十
三
年
（
二
十
歳
）
の
頃
と
す
る
こ
 

ら
で
あ
る
。
一
 
つ
 に
は
、
こ
の
参
禅
は
北
条
が
金
沢
で
 禅
 会
を
催
し
て
い
た
頃
の
出
来
事
だ
と
い
 

学
 の
た
め
二
十
一
年
の
九
月
十
日
に
第
四
高
等
中
学
校
 の
職
を
辞
し
、
第
一
高
等
中
学
校
に
転
じ
 

-
 
㈹
 -
 

「
家
を
離
れ
て
遠
い
と
こ
ろ
に
出
た
の
は
生
ま
れ
て
初
め
 て
だ
っ
た
」
と
述
べ
て
お
り
、
高
岡
 よ
 と

は
誤
り
と
思
 

う
 こ
と
で
あ
る
 

-
 
㏄
 
り
 
）
 

て
い
る
 0
 第
二
 

り
 遠
方
の
飯
田
 わ

れ
る
。
次
の
二
点
か
 

。
北
条
は
、
大
学
院
 入
 

に
人
 拙
が
 回
想
の
中
で
 

で
 教
師
に
な
る
（
二
十
 

が
あ
り
、
文
字
の
わ
か
ら
ん
こ
と
が
い
く
ら
で
も
あ
る
。
 そ
れ
で
、
こ
れ
は
ど
 う
い
ふ
 意
味
で
す
か
と
い
ふ
 や
う
 な
こ
と
を
聞
い
た
。
 
さ
 

@
 
け
 -
 

ぅ
 し
た
ら
雪
門
和
尚
が
大
い
に
怒
っ
て
、
そ
ん
な
馬
鹿
 な
こ
と
を
聞
い
て
ど
 う
 す
る
ん
だ
と
い
ふ
そ
う
な
こ
と
で
 
一
遍
に
叱
ら
れ
た
。
」
 

ほ
と
ん
ど
収
穫
の
な
い
四
二
五
日
間
の
参
禅
体
験
で
あ
 つ
こ
 
ヰ
ハ
 
。
 

雪
門
に
会
っ
た
時
の
こ
と
を
 大
 拙
は
次
の
よ
う
に
述
べ
 て
い
る
 0
 ヨ
遠
羅
天
釜
ヒ
と
い
ふ
の
は
、
や
さ
し
い
本
の
 そ
う
だ
が
、
禅
宗
用
語
 

し
た
と
い
う
白
隠
の
こ
 爆
絶
 太
箸
し
を
一
冊
持
っ
て
 い
 っ
た
 。
雪
門
は
生
憎
留
守
で
、
一
り
二
日
、
雲
水
の
言
う
 ま
ま
坐
禅
を
な
し
た
。
 

は
 、
直
接
こ
の
会
に
参
加
し
は
し
な
か
っ
た
が
、
雪
門
の
 噂
を
 聞
 き
 、
 国
泰
 寺
を
訪
れ
た
。
 

金
沢
か
ら
 国
泰
 寺
の
所
在
地
高
岡
ま
で
は
徒
歩
と
馬
車
 で
 
一
日
が
か
り
の
旅
で
あ
っ
た
。
誰
の
紹
介
状
も
持
た
ず
 、
北
条
が
活
字
本
に
 

  

申
 、
大
 拙
 の
 師
 と
も
な
る
鎌
倉
円
覚
寺
の
今
北
浜
川
 の
 下
で
参
禅
し
て
お
り
、
時
折
、
禅
会
を
催
し
て
い
た
。
 最
 も
 熱
心
な
参
加
者
は
西
 
0
 

 
 

出
 で
あ
っ
た
。
神
会
に
は
西
田
哲
学
の
形
成
に
大
き
な
 形
 糾
を
与
え
た
越
中
の
国
 泰
寺
 管
長
雪
門
が
、
月
毎
に
 招
 か
れ
て
い
た
。
 
真
 太
郎
の
 

 
 
 
  
 



（
資
料
Ⅰ
一
）
 

白
 

 
 

一
年
に
は
、
一
月
早
々
 

、
 既
に
職
を
離
れ
て
い
る
の
で
あ
 

る
 0
 十
八
歳
の
時
で
あ
る
。
 

 
 

、
明
治
二
十
二
年
（
十
九
歳
）
だ
と
さ
れ
て
ぎ
た
。
 

こ
 ぅ
 し
た
解
釈
が
な
さ
れ
て
 

き
 

穏
た
 根
拠
は
、
大
 

拙
 自
身
の
次
の
よ
う
な
回
想
に
あ
 

る
と
思
わ
れ
る
。
「
徴
兵
検
査
は
、
 

里
校
 
を
や
め
て
し
ま
 

っ
て
、
や
は
り
不
軍
 

校
 の
 先
 

 
 

が
 生
を
し
て
を
 

っ
た
 
時
に
受
け
た
な
。
不
軍
 

校
 の
 先
 主
 に
な
っ
た
の
は
そ
の
 

前
 だ
か
ら
十
九
歳
の
時
か
な
。
」
 

し
か
し
、
現
在
の
飯
田
小
学
 

輔
 校
に
保
存
さ
れ
て
い
る
「
沿
革
 

史
 し
に
は
、
「
助
手
 

、
五
円
、
明
治
二
十
一
年
八
月
、
二
十
二
年
一
月
解
職
 

、
鈴
木
真
太
郎
」
（
資
料
 

三
 、
 

牌
 
・
 蓼
沼
じ
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
資
料
を
信
ず
る
 

限
 り
 、
真
太
郎
は
中
退
後
、
時
を
ほ
と
ん
ど
経
ず
し
て
 

金
 沢
を
離
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
 

鈴
 

珠
洲
郡
飯
田
町
は
奥
能
登
の
中
心
地
で
あ
り
、
当
地
の
 

小
学
校
に
は
郡
内
で
唯
一
の
高
等
科
が
設
置
さ
れ
て
い
た
 

0
 当
時
の
高
等
科
に
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助
手
五
円
明
治
二
十
一
年
八
月
二
 

十
二
年
一
月
解
職
鈴
木
真
太
郎
 

 
 

家
族
が
臨
済
 禅
に
 属
し
て
い
た
よ
 う
 に
 、
 私
が
い
く
つ
 か
の
問
題
の
解
答
を
禅
に
求
め
た
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
 っ
た
 。
」
（
英
文
 
｜
 筆
者
 

訳
 ）
中
退
と
い
う
 寅
 太
郎
の
人
生
に
お
げ
 ろ
 
"
 
業
 "
 は
 父
 良
準
 の
 死
 
（
明
治
九
年
、
貫
太
郎
六
歳
）
、
明
治
維
新
 
に
 於
け
る
武
家
社
会
の
 

崩
壊
に
ま
で
遡
る
。
鈴
木
家
は
先
祖
代
々
加
賀
百
万
石
 の
上
席
家
老
本
多
民
の
侍
医
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
時
期
 、
真
太
郎
は
こ
う
し
た
 

 
 

局
は
先
祖
の
宗
教
へ
と
回
帰
し
、
そ
の
中
で
解
決
を
求
め
 よ
 う
 と
し
た
 0
 そ
れ
は
 

真
 太
郎
自
身
の
音
生
心
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
 
に
 、
北
条
や
友
人
た
ち
の
影
響
を
見
過
ご
す
こ
と
は
で
 き
 な
い
で
あ
ろ
う
。
 

三
 
飯
田
小
学
校
教
師
時
代
と
 蛸
島
 



留
学
生
と
し
て
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
学
ん
だ
梵
語
学
 者
、
南
条
文
雄
と
親
交
が
あ
っ
た
ば
か
り
か
、
文
雄
の
 う
 イ
バ
ル
と
し
て
留
学
 侯
 

ほ
 選
択
科
目
と
し
て
英
語
が
あ
り
、
貫
太
郎
は
英
語
担
当
 の
 助
手
と
し
て
任
用
さ
れ
た
 0
 授
業
生
、
或
い
は
助
手
 の
 資
格
は
、
師
範
学
校
 

下
等
科
以
上
の
卒
業
生
で
、
年
齢
十
七
歳
以
上
で
あ
り
、
 任
命
 権
は
郡
 区
長
に
あ
っ
た
。
彼
の
在
学
し
て
い
た
 石
 川
県
 専
門
学
校
の
前
身
 

の
 一
つ
が
師
範
学
校
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
初
等
中
学
科
 を
 卒
業
し
て
い
た
彼
は
資
格
を
満
た
し
て
い
た
の
で
あ
 る
 。
就
職
の
世
話
を
し
 

-
@
 

袈
 ）
 

た
の
は
、
飯
田
の
隣
村
、
 

蛾
 島
の
小
学
校
で
校
長
を
し
 て
い
た
長
兄
九
 %
 郎
 で
あ
り
た
。
 

元
太
郎
、
真
太
郎
の
兄
弟
は
蛤
島
村
の
漁
師
上
野
 豊
左
 ヱ
門
 家
に
止
宿
し
、
真
太
郎
は
、
木
枯
の
吹
き
荒
ぶ
 秋
か
 ら
 冬
に
か
け
て
の
 内
 

浦
を
 、
飯
田
ま
で
歩
い
て
往
復
し
た
。
飯
田
と
 蛤
島
の
 道
程
は
約
一
里
で
あ
る
。
上
野
家
は
漁
村
 蛾
島
 の
網
元
 で
 あ
り
、
雪
村
随
一
の
 素
 

封
家
 畠
山
家
の
分
家
で
あ
る
。
現
在
の
畠
山
家
は
無
人
 で
あ
る
が
、
そ
の
宅
地
は
間
ロ
千
三
間
半
、
奥
行
十
六
間
 、
約
六
百
坪
の
広
大
な
 

も
の
で
、
他
に
普
通
 蔵
 、
嫁
 蔵
 、
米
蔵
、
土
蔵
二
棟
等
 が
 現
存
し
、
往
時
の
豊
か
さ
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
 鈴
 大
兄
弟
は
こ
の
邸
宅
に
 

し
ば
し
ば
招
か
れ
た
 よ
う
 で
あ
る
。
 
日
 自
叙
 博
 L
 に
は
 
「
 蛾
 島
の
漁
を
取
る
本
元
・
・
・
…
、
今
も
一
度
行
っ
て
見
た
 
い
 と
思
ふ
こ
と
が
あ
る
 

-
 
舛
 -
 

が
 、
そ
れ
は
大
き
な
家
な
ん
だ
。
こ
の
畠
山
と
い
ふ
と
，
 
」
ろ
へ
時
々
呼
ば
れ
て
で
か
け
て
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
 

と
 記
さ
れ
て
い
る
。
 
当
 

時
の
家
主
は
、
 
蛤
 島
村
の
初
代
村
長
に
な
っ
た
畠
山
雄
 之
助
氏
で
あ
っ
た
。
学
友
た
ち
か
ら
遠
く
隔
た
っ
た
寒
村
 に
あ
っ
て
、
こ
の
有
力
 

者
か
ら
の
招
待
は
貞
太
郎
に
と
っ
て
 、
 大
き
な
慰
め
で
 
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
 

畠
山
家
は
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
、
上
野
家
と
号
し
て
 き
 た
の
で
、
村
民
た
ち
は
 転
誰
 さ
せ
て
「
ウ
ェ
ン
ニ
 
ャ
サ
マ
 」
と
屋
号
を
用
い
て
 

い
た
 0
 分
家
の
上
野
は
こ
の
屋
号
を
姓
と
し
て
用
い
、
 

ま
 た
 、
近
隣
に
あ
る
真
宗
寺
院
上
野
山
元
 行
 寺
の
名
称
は
 、
寺
領
が
上
野
家
の
寄
 

進
に
よ
 る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
貫
太
郎
が
 蛤
島
 に
住
 ん
で
い
た
頃
の
寺
の
住
職
は
英
書
 燈
氏
 で
あ
り
、
住
職
の
 
息
子
 嚴
 文
民
 と
 鈴
木
 元
 

@
 
お
 -
 

弟
の
間
に
は
親
交
が
あ
っ
た
。
 

嚴
 友
か
ら
唯
識
派
の
書
 「
官
話
問
答
 ヒ
の
 教
え
を
受
け
た
こ
と
が
 大
 拙
の
回
想
 記
 中
に
記
さ
れ
て
い
る
 0
 

-
 
笏
 -
 

嚴
友
は
 、
当
時
の
奥
能
登
で
は
希
に
見
る
博
識
で
、
 

漢
 詩
を
能
く
し
、
 
英
 独
仏
語
に
も
通
じ
て
い
た
。
更
に
 、
彼
 は
 東
本
願
寺
の
第
一
回
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ぬ
 

こ
う
し
た
生
活
体
験
は
、
真
太
郎
の
後
年
の
傾
 

向
 、
即
ち
 
禅
 思
想
と
浄
土
系
思
想
、
と
り
わ
け
、
真
宗
 

思
 想
が
 究
極
に
 
拾
 い
て
共
通
す
 

-
 
四
）
 

 
 

歎
異
抄
口
を
評
価
す
る
姿
勢
と
な
っ
て
表
わ
れ
て
い
る
と
 

思
わ
れ
る
。
 

大
  
 

(209) 

捕
者
名
簿
に
も
名
を
連
ね
た
と
い
う
。
 

蛤
 島
で
は
 
大
拙
 
が
 英
語
を
教
え
、
 

嚴
友
 
が
主
に
漢
詩
を
教
え
た
と
伝
え
て
 

い
る
。
 

当
時
、
寺
の
裏
に
は
梅
友
 

ヱ
門
 
（
 
浜
忙
姓
 
）
と
呼
ば
れ
 

る
 駄
菓
子
屋
が
あ
り
、
鈴
木
兄
弟
も
し
ば
し
ば
菓
子
を
購
 

入
し
た
。
晩
年
の
大
 

拙
が
 
、
菓
子
代
（
十
六
銭
）
を
支
払
っ
て
い
な
い
の
を
 

思
い
出
し
、
使
者
に
当
時
の
代
金
に
相
当
す
る
金
子
を
持
 

た
せ
た
 
処
 、
使
者
は
代
 

金
を
渡
さ
ず
戻
っ
て
来
た
 

0
 と
い
う
の
は
、
こ
の
 

駄
菓
 
千
重
 
が
 、
水
産
会
社
を
は
じ
め
、
数
社
を
経
営
す
る
 

蛤
島
 
随
一
の
資
産
家
に
な
っ
 

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
 

為
 、
少
額
の
金
子
で
は
失
礼
 

と
 、
大
地
自
身
の
手
に
な
る
色
紙
を
送
っ
た
と
い
う
。
 

宗
教
家
人
 

拙
 の
 む
暖
ま
 

る
 真
実
に
触
れ
る
思
い
の
す
る
逸
話
で
あ
る
。
 

大
地
 
は
 、
と
り
わ
け
、
「
日
本
的
 

霊
性
 
L
 以
降
、
真
宗
 

の
 妙
好
人
の
発
掘
に
力
を
尽
く
し
た
。
「
浄
土
系
信
者
の
 

中
で
特
に
信
仰
に
 

厚
 

鰍
 
軸
 
娃
 な
お
、
真
宗
と
の
関
係
が
色
濃
く
漂
っ
て
い
る
。
 
者
た
ち
に
数
多
く
め
ぐ
り
会
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
 

そ
の
時
期
ま
で
に
、
彼
は
幾
 

点
 か
の
 
禅
書
 
に
触
 

浦
 等
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
日
頃
、
彼
が
ふ
じ
の
よ
う
 

 
 

宝
 立
は
飯
田
か
ら
、
 

蛤
島
 
と
は
 
逆
 方
向
に
一
里
の
道
程
 

 
 

に
 素
朴
な
阿
弥
陀
へ
の
信
仰
に
生
き
る
人
々
と
接
触
し
た
 

 
 

に
あ
る
。
大
袖
 

は
奥
 
能
登
の
地
で
、
大
地
に
根
ざ
し
て
 

生
 

 
 こ

と
は
疑
 

う
 余
地
が
な
い
。
 

ぎ
る
素
朴
な
真
宗
の
信
 

い
 
い
る
 

0
 浄
 
0
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明
治
二
十
二
年
の
新
春
早
々
、
半
年
余
り
で
真
太
郎
は
 蛾
 島
を
離
れ
た
。
こ
れ
に
は
、
二
つ
の
理
由
が
考
え
ら
れ
 る
 。
一
つ
は
、
 
ロ
 ル
ヰ
：
 

ル
 

太
郎
の
転
任
で
あ
る
。
転
出
先
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
 一
 
一
十
一
年
末
に
 蛾
島
 小
学
校
長
の
職
を
離
れ
て
い
る
。
 

恐
 ら
く
は
金
沢
、
或
い
は
 

そ
の
 近
効
 に
移
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
二
十
 二
年
七
月
十
五
日
に
、
元
大
郎
の
妻
が
女
児
を
死
産
し
 、
埋
葬
し
た
記
録
が
 、
 

鈴
木
家
の
菩
提
寺
（
金
沢
市
本
多
町
、
瑞
光
 寺
 ）
に
 残
 さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
今
一
つ
は
真
太
郎
自
身
が
加
 賀
の
能
美
郡
 実
 川
小
学
 

校
 に
新
た
な
職
を
得
た
事
で
あ
る
。
実
川
は
金
沢
か
ら
 五
星
ほ
ど
の
距
離
に
あ
り
、
病
気
が
ち
で
、
老
い
つ
つ
あ
 っ
た
 母
の
住
む
実
家
か
 

ら
は
能
登
の
飯
田
に
比
し
て
、
遥
か
に
近
か
っ
た
。
 

明
治
二
十
二
年
 

 
 四

 

料
 

一
月
十
四
日
安
西
 年
 三
男
 
ハ
 簡
易
 科
 実
川
小
学
校
補
助
 教
員
 ヲ
命
ゼ
ラ
ル
 
（
月
俸
六
円
）
 ヲ
 命
ゼ
 ラ
ル
 

(
 
資
 

仝
 廿
 五
日
鈴
木
真
太
郎
 ハ
 高
等
科
実
川
小
学
校
英
語
 教
師
（
月
俸
八
円
）
 
ヲ
命
ゼ
ラ
ル
 

 
 

実
刑
で
職
を
得
た
時
期
は
、
こ
れ
ま
で
の
年
譜
で
は
、
 一
 一
十
三
年
五
月
と
さ
れ
て
ぎ
た
。
「
明
治
二
十
三
年
四
月
 
二
十
八
日
 
ヨ
リ
同
二
 

十
七
年
四
月
二
十
日
 マ
デ
四
ケ
 年
間
、
小
学
校
英
語
科
 ゑ
員
タ
ル
コ
ト
ヲ
 仮
免
許
 ス
 」
（
石
川
県
知
事
）
と
記
さ
 
れ
た
仮
免
許
状
と
、
「
 
任
 

石
川
県
石
川
郡
高
等
科
実
川
小
学
校
訓
導
」
（
石
川
県
 ）
「
五
等
下
級
 俸
ヲ
賜
フ
 
」
（
石
川
県
）
と
す
る
任
命
 証
 が
 残
存
し
て
い
る
か
ら
 

で
あ
ろ
う
。
二
十
三
年
四
月
に
仮
免
許
 セ
 受
け
た
 真
 太
郎
 が
 五
月
に
美
 川
 小
学
校
に
訓
導
と
し
て
採
用
さ
れ
た
と
 解
さ
れ
て
ぎ
た
の
で
あ
 

る
 。
し
か
し
、
実
川
小
学
校
の
「
沿
革
 史
口
に
堅
 
一
十
一
 
一
年
度
一
月
二
十
五
日
の
日
付
で
、
「
鈴
木
負
太
郎
 ハ
高
 筆
料
実
川
小
学
校
英
語
 

四
実
川
小
学
校
教
師
時
代
 



 
 

 
 

 
 

鈴
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    おけら誤りと 空白 

る
 。
 真
 太
郎
は
臨
終
の
時
金
沢
に
 
い
 た
が
、
何
故
か
 
立
 ち
 会
え
な
か
っ
た
 0
 
 
「
臨
終
に
は
会
え
な
か
っ
た
が
、
 

納
 棺
後
 ふ
た
を
あ
げ
て
 
死
 

に
 顔
を
見
た
。
ど
ん
な
様
子
で
あ
っ
た
か
 

ほ
 、
ま
っ
た
く
 
覚
え
て
い
な
い
が
、
そ
の
時
の
感
情
は
今
に
残
っ
て
 

い
 る
 。
そ
れ
は
、
母
の
死
 

骸
 ほ
こ
こ
に
取
っ
て
い
る
が
、
母
は
決
し
て
死
ん
で
い
 

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
 
0
 な
ぜ
、
そ
の
よ
う
に
感
じ
 
た
か
は
わ
か
ら
ぬ
が
 
自
 

分
立
母
を
見
て
そ
う
直
感
し
た
。
」
サ
（
 

[
 
3
 
 

レ
 半
世
紀
以
上
を
経
た
 大
 拙
の
述
懐
で
あ
る
。
 

教
師
（
月
俸
八
円
）
 

ヲ
命
ゼ
 
ラ
ル
」
（
資
料
 

四
 、
参
照
）
 
と
あ
る
。
ま
だ
免
許
状
は
所
有
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
 

二
十
二
年
一
月
に
は
、
 

既
に
職
に
就
い
て
い
た
の
で
あ
る
 

0
 仮
免
許
取
得
の
一
年
 

四
ケ
 
月
も
前
の
事
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
飯
田
小
学
校
を
 

辞
し
て
、
直
後
、
美
 

川
 

小
学
校
に
職
を
得
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
身
分
は
英
 

託
 
叩
 
担
当
の
補
助
教
員
で
あ
っ
た
。
 

実
川
へ
の
主
な
移
転
理
由
の
一
つ
は
、
先
述
し
た
よ
 

う
 に
、
 
家
の
半
分
を
貸
し
た
家
賃
で
生
計
を
立
て
て
い
る
、
 

病
気
が
ち
の
母
へ
の
 

心
遣
い
で
あ
っ
た
。
「
私
は
金
沢
の
実
家
か
ら
五
里
（
 

十
五
マ
イ
ル
）
ほ
ど
離
れ
た
町
、
美
 

川
 で
改
た
に
教
師
に
 

な
っ
た
 
0
 再
び
母
と
遠
 

く
 離
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
週
末
毎
に
、
彼
女
に
会
 

う
た
め
に
歩
い
て
帰
っ
た
も
の
で
あ
る
。
五
時
間
ほ
ど
の
 

道
 の
り
だ
っ
た
の
で
、
 

 
 

 
 

 
 

わ
せ
る
ひ
と
」
と
形
容
し
た
 

よ
う
 に
、
清
楚
で
、
北
陸
 

人
ら
し
く
、
信
仰
 

心
 （
特
に
真
宗
）
の
篤
い
婦
人
で
あ
っ
た
 

ら
し
い
。
彼
女
生
一
十
 

三
年
四
月
八
日
、
六
十
一
才
で
亡
く
な
っ
た
。
死
因
は
 

ズ
親
 と
同
じ
く
、
流
行
性
感
冒
の
後
、
肺
炎
を
引
き
起
こ
 

し
た
た
め
と
さ
れ
て
い
 



万
国
宗
教
会
議
発
表
原
稿
の
翻
訳
、
渡
米
、
ポ
ー
 

る
 。
 大
拙
が
 西
欧
へ
の
禅
の
紹
介
者
に
な
り
得
た
 

こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
生
活
の
糧
を
得
る
た
め
 ル

 ・
ケ
ー
ラ
ス
へ
の
協
力
、
「
大
乗
起
信
論
」
の
英
訳
等
 へ
と
通
じ
て
い
る
の
で
あ
 

の
は
、
語
学
力
に
負
 う
 と
こ
ろ
が
多
い
 0
 彼
の
語
学
の
 オ
 に
は
生
得
の
も
の
が
あ
っ
た
 

に
 選
ば
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
教
師
生
活
も
 、
 後
の
成
功
の
 た
め
、
一
役
担
っ
て
い
る
と
 

の
頃
教
え
た
英
語
は
、
と
て
も
奇
妙
な
も
の
で
あ
っ
た
。
 そ
れ
で
後
に
 、
 私
が
最
初
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
た
時
は
理
 解
し
て
も
ら
え
な
か
っ
 

-
6
0
 

Ⅰ
 
リ
 
）
 

た
 」
（
英
文
 ｜
 筆
者
 訳
 ）
と
述
べ
て
は
い
る
。
し
か
し
、
 

一
見
、
回
り
道
と
も
見
え
る
田
舎
町
の
英
語
教
師
の
生
 活
が
、
 後
の
縄
十
本
 演
の
 

で
な
い
 0
 こ
の
時
期
に
住
居
を
変
え
た
主
な
原
因
に
は
 一
 一
つ
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
先
ず
 
、
 母
の
死
と
、
母
の
 死
後
、
生
家
が
借
金
返
 

-
 
㏄
 @
 

済
 の
た
め
三
百
円
で
売
却
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
 0
 彼
に
 は
 、
最
早
 や
、
 帰
る
べ
 き
 家
も
、
両
親
も
な
か
っ
た
の
で
 あ
る
。
更
に
、
真
太
郎
 

が
こ
の
五
月
、
任
命
 証
 に
あ
っ
た
よ
う
に
正
式
の
訓
導
 に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
情
の
た
め
、
貫
太
 郎
は
 実
川
の
地
に
腰
を
 

落
ち
着
け
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
石
川
 宗
学
事
年
報
 口
に
ょ
 れ
ば
、
こ
の
年
の
尋
常
小
学
科
教
員
 仮
免
許
取
得
者
は
男
ば
 

か
り
十
名
で
あ
っ
た
。
 

徳
澄
手
 で
の
 貞
 太
郎
は
、
寡
黙
で
、
絶
え
ず
机
の
前
に
 あ
っ
た
と
い
う
。
寺
に
は
、
そ
の
頃
貫
太
郎
が
読
み
、
 周
 囲
の
人
々
に
読
む
こ
 

と
を
勧
め
た
と
い
う
「
真
宗
蝦
名
聖
教
 L
 が
残
さ
れ
て
い
 

て
 暗
記
し
た
と
い
う
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
 

日
柳
戊
や
 藤
塚
 神
社
 称
 宜
の
子
息
（
当
時
の
）
等
は
 、
小
 

 
 学

校
で
英
語
を
習
っ
た
。
実
刑
で
は
、
真
太
郎
が
こ
の
 

 
 

、
現
住
職
の
叔
母
、
新
 

頃
、
英
語
の
辞
書
を
全
 

 
 

貫
太
郎
は
、
一
度
も
正
式
に
英
語
教
師
に
な
る
た
め
の
 教
育
を
受
け
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
の
彼
が
英
語
を
教
 え
る
よ
う
に
な
っ
た
 

の
は
、
在
学
し
た
学
校
の
教
育
方
針
と
無
関
係
で
は
な
い
 。
石
川
県
専
門
学
校
は
、
外
国
語
（
特
に
英
語
）
で
 専
 門
の
授
業
を
す
る
，
」
と
 

を
 目
的
と
し
て
い
た
し
、
こ
の
伝
統
は
初
期
の
第
四
高
 

 
 

し
た
教
育
方
針
と
二
度
 

の
 小
学
校
教
師
の
生
活
は
、
 

貞
 太
郎
が
「
世
界
の
禅
者
」
 

大
拙
 と
な
る
た
め
の
基
を
な
し
て
い
る
。
勿
論
、
真
大
 郎
は
後
に
、
「
私
が
こ
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鈴木大拙の年 註   軸
も
関
ら
ず
、
一
部
を
除
く
と
、
概
ね
正
確
で
あ
り
、
 
む
し
ろ
誤
り
の
多
く
ま
最
初
の
略
歴
の
記
述
 

因
る
も
。
 

@
 
 

7
-
3
 

（
 

ロ
 
y
 
こ
 

の
と
考
え
ら
れ
る
 0
 例
え
 

娃
は
 、
岩
倉
政
治
氏
の
手
に
な
る
「
仏
教
の
大
音
ど
の
 巻
末
に
記
載
さ
れ
た
略
歴
で
あ
る
。
こ
の
本
は
、
本
来
 、
非
売
品
で
あ
り
、
数
多
く
 

碍
 

流
布
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
古
田
氏
や
秋
月
氏
 0
 年
譜
は
、
岩
倉
 氏
 が
記
さ
れ
た
略
歴
の
影
響
を
受
け
て
 い
る
と
思
わ
れ
る
。
 

 
 

ち
か
ら
青
年
期
に
至
る
大
拙
の
歩
み
は
、
さ
ら
に
実
証
的
 に
 明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
 

 
 
 
 

早
な
ら
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
 
増
 俗
文
雄
氏
の
 ょ
 う
 に
、
鈴
木
大
拙
論
は
円
覚
寺
で
の
参
禅
（
明
治
二
十
四
 年
 ）
か
ら
記
さ
れ
る
こ
と
に
 

（
㏄
）
 

な
る
 0
 確
か
に
、
見
性
の
体
験
は
大
拙
の
生
涯
に
と
っ
て
 最
も
重
要
な
事
柄
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
背
後
に
 多
事
多
難
な
青
年
期
の
 

 
 
 
 

歩
み
が
あ
っ
た
こ
と
を
見
過
し
に
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
 ろ
う
。
青
年
貢
太
郎
の
生
活
や
苦
悩
の
中
に
、
晩
年
の
 大
 拙
の
思
想
傾
向
は
 、
は
 

 
 
 
 

既
に
萌
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
 

或 は は 到 
い か 

考 
  、 着 実 ぇ 

は 論 
そ で 

ゴヒ 貞 ス 川 る 
陸 夫 」 小 こ 

こ 取 
か り 上ロ ゑ卍 が 風のい と の 郎と 学 校 
ら 上 
め げ 
誤 た 

つ 年   
力 @  Ⅰ Ⅰ 討仮 目 、 を 残 更 
類 の 
推 誤 

既 刊 し 口 
に 留 て に 

に り 

因 は 
  

育め ま " 貞明 " 「 

て 一 
れ 或 大 治 
て い 郎 二 

い 体 い は は 十 
る 何 た 妨 故 四 
と に め げ 郷 年 
考 起 で る を 一 
え 因 
ら す 

あ 何 雄 月 

る も れ 二 
れ る 。 の た 十 
る の 
  で、 

と る 六日、 も残っ 。神戸 
は ろ 
し、 う 

， え ヰ ； ' O 
ての二 は兄 十 
い な 二 
な 頼 日 

大 難 か つ 付 

抽 づ っ て ヲ 
の か た 旅 以 
国 は 。 立 " 
想   し っ テ 

は プて か た 訓   
ず 自 しの 、 で鈴 導 
れ 具 貞 あ 木 
も の 
九 回 

太 る 貞 
郎 。 太 

十 想 が ;  そ 郎 
歳 に 世 の 依 
頃 於 
0 げ   
もる の言 - 己 

飛 化 育 

で、 @ 意 

あ 違 
る い 
ひ @ -   

  
地 に 日 
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古
田
 紹
欽
ョ
 鈴
木
大
拙
全
集
第
三
十
巻
」
岩
波
書
店
、
昭
和
四
 十
五
年
。
な
お
、
久
松
、
山
口
、
古
田
編
戸
鈴
木
大
拙
１
人
 と
 思
想
 ｜
 」
岩
波
②
 

書
店
、
西
谷
智
治
篤
司
回
想
鈴
木
大
拙
 b
 春
秋
社
の
年
譜
や
日
 近
代
日
本
思
想
家
辞
典
」
東
京
書
籍
、
の
記
述
は
、
こ
の
年
譜
 と
ほ
ぼ
同
一
で
 

あ
る
。
 

ヨ
 鈴
木
大
拙
の
人
と
学
問
 ヒ
 
（
鈴
木
大
拙
選
集
別
巻
）
春
秋
社
、
 
橋
本
隆
雄
「
清
沢
満
之
、
鈴
木
大
拙
 目
 
（
日
本
の
名
著
四
十
二
 
一
）
中
央
公
論
 

社
 等
の
年
譜
や
同
日
本
近
代
文
学
辞
典
」
講
談
社
の
記
述
は
 、
 こ
の
年
譜
に
従
っ
て
い
る
 0
 し
か
し
、
秋
月
氏
の
 ョ
 鈴
木
禅
学
 と
 西
田
哲
学
 ヒ
 

春
秋
社
の
第
三
章
「
大
地
先
生
の
生
涯
」
の
記
述
内
容
は
む
し
 ろ
 、
古
田
氏
の
年
譜
に
近
い
。
 

㍉
第
四
高
等
中
学
校
一
覧
（
自
明
治
世
年
１
車
明
治
 甘
 一
年
）
 し
 五
 0
 、
五
一
頁
。
 

向
自
叙
博
し
（
鈴
木
大
拙
全
集
第
三
十
巻
）
岩
波
書
店
、
五
八
九
 頁
 。
 

同
 、
前
掲
者
、
五
八
九
頁
。
 

西
田
幾
多
郎
博
士
碩
徳
会
ヨ
西
田
幾
多
郎
の
歌
ヒ
南
窓
 社
 、
昭
 和
 五
十
年
、
一
二
頁
 

山
木
良
吉
 
ョ
 
藤
岡
博
士
の
思
い
出
」
（
国
語
と
国
文
学
第
十
 セ
 巻
 四
号
）
昭
和
十
五
年
、
四
 0
 
一
頁
。
 

ョ
 我
尊
合
有
異
文
 稿
 」
（
西
田
幾
多
郎
全
集
第
十
六
巻
）
岩
波
 圭
 目
店
 
、
五
七
三
頁
。
 

ョ
 
藤
岡
博
士
の
思
い
出
」
 四
 0
 
一
頁
。
 

ョ
 我
尊
合
有
異
文
 稿
ヒ
六
 0
 四
頁
。
 

幾
多
郎
た
ち
は
明
治
憲
法
発
布
の
日
（
明
治
二
十
二
年
二
月
）
 を
 記
念
し
て
、
「
 頂
 大
立
地
自
由
人
」
と
い
 5
 文
字
を
掲
げ
て
 記
念
写
真
を
撮
 

っ
た
 。
こ
れ
が
我
尊
 会
 の
 底
 上
げ
と
見
ら
れ
る
が
、
貫
太
郎
は
 ，
 
し
の
写
真
に
も
写
っ
て
い
な
い
。
 

高
坂
玉
顔
 
刊
 西
田
幾
多
郎
先
生
の
生
涯
と
思
想
」
弘
文
 堂
 、
一
 九
四
 セ
年
 、
八
頁
。
 

幾
多
郎
 と
 良
吉
に
は
（
教
室
 二
於
テ
 隣
里
 二
ソ
ュ
 ヤ
ク
（
 徳
 ）
」
 
と
も
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
 ソ
ソ
 と
は
北
陸
地
方
で
は
「
ひ
そ
 ひ
そ
話
す
」
 

の
 意
で
用
い
る
。
ち
な
み
に
、
成
績
は
作
太
郎
が
一
番
、
幾
多
 郎
 が
六
番
で
あ
る
。
 

コ
 或
る
教
授
の
退
職
の
辞
 し
 
（
西
田
幾
多
郎
全
集
第
十
二
巻
）
 
岩
 波
 書
店
、
一
七
 0
 頁
 。
 

ョ
 自
叙
 博
ヒ
 五
八
九
頁
。
 

司
堀
維
老
 君
の
「
 四
 高
三
人
 熟
は
 つ
い
て
し
を
読
み
て
 口
 
（
西
田
 
幾
多
部
全
集
第
十
三
巻
）
岩
波
書
店
、
一
二
四
頁
。
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鈴木大拙の年譜における 誤り 
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Ⅰ
自
叙
 
博
 」
五
九
六
頁
。
 

上
杉
加
俸
 ヨ
 
遠
大
な
る
教
育
者
「
北
条
時
敏
先
生
」
 

唾
 北
国
出
版
 社
 、
昭
和
五
十
三
年
、
二
六
九
頁
。
 

ョ
 
自
叙
 痩
 L
 五
九
六
頁
。
 

ロ
年
ざ
 
0
 
Ⅰ
 サ
 Ⅱ
の
す
Ⅱ
 

ぢ
 円
ヨ
が
の
 

下
仁
ヨ
づ
ゴ
 

（
の
 
セ
 の
・
 
づ
 す
の
 
田
げ
巨
 0
 
め
い
 
0
 
コ
・
 
円
ゴ
 
0
 し
偉
 
自
由
 
ゴ
ガ
 
円
の
の
り
～
 

0
 
円
 
セ
 ・
Ⅰ
 
ら
コ
隼
 

つ
目
・
 
ト
ゆ
 
の
 
ト
 
・
 づ
 ・
㏄
 

い
す
 
@
 
年
 ・
 
"
 Ⅰ
・
 
い
 
Ⅰ
 

「
自
叙
 
博
 L
 五
九
 0
 頁
 。
 

蛸
島
 小
学
校
 ョ
 
百
年
の
あ
ゆ
み
 
b
 昭
和
四
十
九
年
八
頁
に
は
、
 
一
 
・
第
二
代
校
長
、
鈴
木
元
太
郎
」
の
記
事
が
あ
る
。
 

 
 

一
頁
。
 

回
 、
前
掲
者
、
六
 
0
 二
頁
。
 

蛸
島
に
 於
け
る
貫
太
郎
の
記
述
は
、
英
俊
氏
の
口
述
と
「
永
松
 

関
呵
蛸
 島
の
移
り
変
り
 
ロ
 昭
和
五
十
二
年
」
に
よ
る
と
こ
ろ
が
 

多
い
。
 

「
自
叙
 
博
口
 五
六
八
頁
。
 

円
 
真
宗
 雑
観
ヒ
 （
鈴
木
大
拙
全
集
第
二
十
八
巻
）
岩
波
書
店
、
一
 

一
四
 
0
 頁
 、
二
四
二
頁
。
 

円
ブ
 
0
 局
～
の
）
 

印
 o
H
N
 
の
 
ロ
 ・
 b
.
 
い
 

円
 西
田
の
思
い
出
 
b
 
 
（
鈴
木
大
拙
全
集
第
二
十
八
巻
）
岩
波
書
店
 

、
三
上
八
八
頁
。
 

ョ
 
自
叙
 博
 」
 六
 0
 一
頁
。
 

徳
澄
寺
 で
の
記
述
は
、
現
住
職
新
田
面
 

麿
 氏
の
口
述
に
よ
る
と
 
こ
ろ
が
多
い
。
 

ア
 ン
 ヵ
 と
は
加
賀
地
方
で
は
生
日
年
男
子
の
意
で
あ
る
。
 

ョ
四
高
の
思
い
出
 
b
 
 
（
西
田
幾
多
郎
全
集
第
十
二
巻
）
岩
波
書
店
 

、
一
工
ハ
頁
以
下
参
照
。
 

づ
す
 
0
 Ⅱ
～
の
円
ら
の
片
い
 

0
 
目
 ・
 づ
 ・
 ト
 

岩
倉
政
治
「
大
地
、
鈴
木
真
太
郎
略
歴
 

レ
 （
鈴
木
大
拙
 
円
 
仏
教
 の
 大
意
」
法
蔵
 
館
 、
非
売
品
）
昭
和
二
十
二
年
、
一
三
八
頁
 

以
 下
 。
 

増
谷
 文
雄
 日
 
鈴
木
大
拙
論
 
ヒ
 （
 
ョ
 
鈴
木
大
拙
」
現
代
日
本
思
想
 
大
 糸
八
）
一
九
六
四
年
、
筑
摩
書
房
参
照
。
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は
じ
め
に
 

聖
典
（
 ゴ
 0
 与
の
 

c
r
 

ぢ
 （
 
コ
 r
 
の
）
は
 
、
 象
徴
、
 神
話
、
 教
義
、
 儀
礼
、
 

-
"
 

(
2
l
7
)
 

 
 

 
 

聖
な
る
共
同
体
等
と
な
ら
ぶ
宗
教
学
の
一
般
的
 カ
テ
、
ゴ
 リ
 ー
と
し
て
 

塞
 冊
立
要
旨
 ロ
 
教
義
学
、
神
学
と
は
異
な
る
宗
教
学
独
自
の
視
 点
か
ら
聖
典
を
研
究
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
り
、
そ
の
方
法
を
 考
え
て
み
る
 0
 

あ
ら
ゆ
る
 フ
イ
ブ
 の
宗
教
現
象
を
宗
教
的
な
も
の
と
し
て
等
し
 く
 重
要
だ
と
認
め
る
宗
教
学
の
視
点
で
は
、
聖
典
も
一
つ
の
 宗
 教
 現
象
と
し
 

て
 相
対
化
さ
れ
る
。
こ
の
視
点
で
は
、
聖
典
の
も
つ
様
々
な
 機
 能
や
文
学
的
表
現
な
ど
の
構
造
が
、
聖
典
を
も
た
な
い
未
開
 宗
 教
 に
お
け
る
 神
 

話
や
占
い
の
機
能
や
構
造
と
比
較
さ
れ
 ぅ
る
 。
 

宗
教
学
の
視
点
か
ら
の
聖
典
研
究
は
、
一
方
で
は
聖
典
を
単
な
 る
 宗
教
的
文
書
と
し
て
扱
い
、
神
学
的
理
解
を
越
え
る
こ
と
が
 で
き
る
 0
 他
 

方
で
は
、
宗
教
学
は
、
聖
典
が
特
定
の
宗
教
の
「
聖
典
」
で
あ
 る
 面
も
探
求
で
ぎ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
神
学
的
解
釈
を
 借
用
す
る
の
で
 

は
な
く
、
宗
教
学
者
は
、
「
聖
な
る
も
の
し
な
ど
の
宗
教
一
般
 の
 カ
テ
ゴ
リ
ー
や
構
造
を
手
掛
り
に
し
て
、
聖
典
の
解
明
を
行
 う
こ
と
も
可
能
 

で
あ
ろ
う
 0
 こ
の
方
法
を
 ク
 ル
ア
ー
ン
の
解
明
で
具
体
的
に
示
 す
 。
 

円
 
キ
ー
・
ワ
ー
ド
ロ
聖
典
（
教
典
）
 

ク
 ル
ア
ー
ン
（
コ
ー
ラ
 ソ
 ）
イ
ス
ラ
ー
ム
ハ
イ
ス
ラ
ム
）
聖
な
る
も
の
宗
教
学
と
 
神
学
 

小
田
淑
子
 

聖
典
へ
の
も
不
教
学
的
 ア
 。
フ
ロ
ー
チ
 



べ で   @ ヱ を 体 の と 例 ど   

@
4
 
）
 

触
れ
て
い
な
い
。
 
J
.
 

ワ
ッ
 

ハ
 は
聖
典
の
重
要
さ
を
 認
 め
て
い
る
が
、
充
分
な
叙
述
、
解
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
 は
 い
え
 な
 い
 0
 や
や
 

外
に
属
す
る
の
は
、
フ
ァ
ン
・
 デ
ア
 
・
レ
ー
ク
 と
 R
 

オ
ッ
ト
ー
で
あ
る
（
後
述
参
照
）
。
全
般
的
な
傾
向
と
し
 
て
 、
「
教
典
論
 は
、
主
 

（
 
こ
 
Ⅰ
 
-
 

し
て
教
義
研
究
と
結
び
つ
げ
ら
れ
て
き
た
」
の
で
あ
り
、
 そ
れ
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
教
義
学
、
神
学
と
区
別
 さ
れ
る
宗
教
学
独
自
 

視
点
か
ら
の
聖
典
研
究
が
皆
無
に
近
か
っ
た
こ
と
を
 意
 抹
 す
る
。
 

土
屋
も
、
 

J
.
 

ス
ミ
ス
も
、
同
様
の
指
摘
に
基
き
、
 

各
 々
異
な
る
角
度
か
ら
、
聖
典
へ
の
宗
教
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
 の
 可
能
性
や
そ
の
 具
 

例
を
提
示
し
て
い
る
。
本
論
文
で
は
、
両
者
の
論
考
を
 ふ
ま
え
つ
つ
、
宗
教
学
独
自
の
視
点
で
聖
典
を
研
究
す
る
 必
要
性
と
そ
の
意
義
 

明
ら
か
に
し
た
い
 0
 聖
典
へ
の
宗
教
学
的
ア
フ
ロ
ー
チ
 に
も
多
様
な
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
一
つ
 0
 具
体
的
な
方
法
を
 

リ
 ア
ー
デ
の
解
釈
学
的
方
法
や
 P
.
 リ
ク
ー
ル
の
解
釈
 理
 論
を
参
考
に
し
つ
つ
考
察
す
る
。
そ
の
方
法
を
 ィ
ス
ラ
 
１
ム
 の
 聖
典
ク
ル
 
ア
 

ン
の
 宗
教
学
的
解
明
に
実
際
に
適
用
し
て
み
た
い
 0
 

 
 

既
に
、
中
村
清
治
郎
が
宗
教
学
の
方
法
論
と
絡
め
て
 ク
 ル
ア
ー
ン
の
扱
い
方
に
き
自
反
し
て
い
る
よ
う
に
、
聖
典
 

へ
 の
 宗
教
学
的
 ァ
 プ
 ロ
 

チ
は
 、
宗
教
学
の
課
題
と
方
法
論
を
ど
 う
 規
定
す
る
か
と
 い
 う
 問
題
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
 境
位
 に
存
立
 し
て
い
る
 0
 本
論
文
 

は
 、
宗
教
現
象
学
の
立
場
に
立
ち
、
更
に
神
学
と
の
 関
 係
 に
関
し
て
も
一
つ
の
答
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
 、
本
来
方
法
論
の
 

ル
で
 詳
述
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
が
、
今
回
は
 比
較
的
簡
単
に
し
か
触
れ
ら
れ
な
い
こ
と
を
予
め
断
っ
 て
お
き
た
い
 
0
 

小
 
3
 ）
 

い
 」
と
土
屋
は
指
摘
し
て
い
る
。
神
話
に
関
し
て
ほ
深
い
 洞
察
に
富
む
解
明
を
行
な
っ
て
い
る
 M
.
 
ヱ
 リ
ア
ー
デ
 
も
 、
聖
典
に
は
ほ
と
ん
 

 
 

 
 

 
 

G
 
.
 

メ
ソ
シ
ン
グ
、
 K
 
.
 

ゴ
ル
 ダ
マ
目
 G
 
.
 

ヴ
ィ
 
デ
 
ン
グ
レ
ン
の
著
作
で
、
聖
典
の
扱
い
方
が
「
一
般
的
解
説
 の
 
域
を
出
て
い
な
 

 
 

-
@
@
 
）
 

（
 り
乙
 
）
 

 
 

ナ
サ
ン
・
 Z
.
 

ス
ミ
ス
や
土
屋
 博
 に
よ
り
既
に
指
摘
さ
れ
 て
い
る
。
 

 
 

認
め
ら
れ
て
い
る
 0
 だ
が
、
宗
教
学
の
実
際
上
の
研
究
 で
、
聖
典
が
主
題
と
し
て
扱
わ
れ
た
こ
と
は
非
常
に
少
な
 い
 0
 こ
の
点
は
 、
ジ
 
。
 

 
 



聖典への宗教学的アプローチ 

形ぎ共場の ム一   J 
典 

  

究 
明 
す 
る 

ナ - @ 
め   
の " は 同 " る っ こ 界 

文 
法 
学 お な 夫 聖 可 化 史 、 、 
や ぎ デ 国 典 能 す 的 、 一 

釈 
義   
学 

は各 の 二つ 神学にの一つ 文献学 るが、 拠とさ り、信 定され 時代に に至っ は一般 歴史性 

  で と ・ そ れ 統 た " て に の の 
の 世 
伝   
統 
の 

中 参与 る筈で に そ は 、 批判的 聖典 自 にな 5 泉、原 ほ、神 期間を 編集（ 唱 者の 性は宗 

で、 

行   
わ 。 ま に 歴 
れ 宗 さ と 史 それ みな 示 、 て、 伝承 酌 宗 象 一 
て 教 に っ 的 さ 創 信 の 教 般 は 
ぎ 学 「 て   
ナ - Ⅰ 的 聖 は 超 救済 れる唱考 仰 の 収集 体験 に妥 

ァ 呉 歴 歴   の 共   
七一 五 一 ミミ 

に 圭 史 
近 プ 」 更 更 回 収 基 す と 

代 
  
後   共 記 ょ 沢 信 望 的 
の 

文 孝 史 あ 二 同錬 体 " っ て とのの " 仰兜 歴 史 
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聖
典
へ
の
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
 



だ
が
、
こ
の
こ
と
は
決
し
て
歴
史
批
判
的
方
法
の
価
値
と
 成
果
を
否
定
す
る
 

の
 歴
史
的
起
源
や
形
成
過
程
を
実
証
的
に
完
全
に
復
元
す
 る
こ
と
ほ
不
可
能
で
 

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
新
し
い
史
実
の
発
見
は
、
聖
典
 の
 新
し
い
解
釈
の
み
で
 

@
5
@
 

の
 解
明
と
も
結
び
つ
く
で
あ
ろ
う
。
 

b
 
 文
学
批
判
的
方
法
 

も
の
で
も
認
め
な
い
も
の
で
も
な
い
。
一
般
的
に
、
聖
典
 
典
 

あ
る
だ
ろ
う
が
、
史
実
は
史
実
と
し
て
可
能
な
限
り
究
明
 
明
 

は
な
く
、
聖
典
と
そ
の
形
成
に
参
与
し
た
共
同
体
の
関
係
 
係
 

（
 
4
 
1
 
り
 
-
 

く
の
歴
史
批
判
的
研
究
は
、
実
証
的
史
実
に
基
ぎ
つ
Ⅰ
 
し
か
し
、
実
証
を
越
え
た
結
論
を
も
た
ら
し
て
ぎ
て
い
 る
 。
 

就
学
的
聖
典
研
究
の
特
徴
は
、
歴
史
批
判
的
方
法
に
 ょ
 り
 聖
典
の
歴
史
的
起
源
と
そ
の
形
成
過
程
を
解
明
し
ょ
う
 と
す
る
方
向
に
あ
る
。
 

ヘ
 
Ⅰ
Ⅰ
）
 

こ
の
方
法
に
と
っ
て
 ほ
 、
聖
典
の
超
歴
史
的
起
源
は
無
視
 さ
れ
る
か
、
括
弧
に
入
れ
ら
れ
る
。
歴
史
批
判
的
方
法
 は
 、
以
前
に
は
未
知
で
 

あ
っ
た
古
代
の
諸
宗
教
の
史
料
の
発
見
や
考
古
学
に
よ
 る
 知
識
の
増
大
と
と
も
に
初
め
て
可
能
に
な
っ
た
。
 例
え
 ば
 聖
書
学
の
分
野
で
 

-
0
-
 

i
 

は
 、
旧
約
聖
書
は
セ
ム
族
や
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
諸
宗
教
と
の
 関
連
で
捉
え
直
さ
れ
、
新
約
聖
書
は
初
期
キ
リ
ス
ト
教
 教
団
の
歴
史
的
背
景
で
 

-
@
 

Ⅱ
）
 

あ
る
 
へ
 レ
ニ
ズ
ム
の
諸
宗
教
の
用
語
、
宗
教
思
想
、
 

儀
 礼
 等
と
の
関
連
で
探
求
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
が
解
明
 し
た
諸
問
題
は
大
き
な
 

（
 
円
イ
 

-
 

成
果
で
あ
り
、
伝
統
的
な
神
学
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
 自
 自
主
義
神
学
や
宗
教
史
学
派
を
生
み
出
し
た
。
 

だ
が
、
土
屋
が
指
摘
す
る
 よ
う
 に
、
歴
史
批
判
的
研
究
 の
 結
果
が
「
普
遍
的
統
一
理
念
を
前
提
と
す
る
正
典
性
に
 対
す
る
疑
問
」
を
 生
 

じ
さ
せ
、
更
に
、
「
結
論
の
仮
説
的
性
格
、
全
体
的
な
見
 通
し
の
喪
失
等
々
の
事
態
を
め
ぐ
る
疑
問
が
、
歴
史
的
 、
批
判
的
方
法
に
向
 っ
 

@
@
 

り
）
 

て
投
 返
さ
れ
た
」
こ
と
は
当
然
だ
と
思
わ
れ
る
。
何
故
な
 ら
ば
、
宗
教
的
事
柄
に
関
す
る
歴
史
的
実
証
的
研
究
は
 、
暗
黙
の
う
ち
に
厳
密
 

な
 実
証
性
を
一
歩
 踏
 越
え
る
場
合
が
多
 い
 か
ら
で
あ
る
。
 
歴
史
批
判
的
研
究
は
、
一
度
一
つ
の
統
一
と
し
て
編
集
 さ
れ
た
聖
典
の
テ
キ
ス
 

ト
を
 、
原
資
料
へ
、
あ
る
い
は
年
代
史
的
に
分
解
す
る
。
 聖
典
に
混
在
す
る
他
宗
教
の
要
素
の
発
見
は
実
証
的
な
 史
実
で
あ
っ
て
も
、
 
そ
 

の
 諸
要
素
が
聖
典
編
集
に
際
し
て
、
当
の
共
同
体
に
ど
の
 よ
 う
 に
受
取
ら
れ
、
統
合
さ
れ
た
の
か
と
い
う
点
は
実
 証
 不
可
能
で
あ
る
。
 
多
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文
学
批
判
的
方
法
は
、
一
方
で
は
、
歴
史
批
判
的
方
法
 

と
 結
び
つ
い
て
い
る
。
福
音
書
の
様
式
史
的
研
究
は
 

、
福
 
音
書
の
表
現
形
式
に
 

@
 
Ⅳ
 
-
 

 
 

方
 、
構
造
主
義
的
分
析
も
聖
典
に
適
用
さ
れ
て
い
る
。
 

こ
の
方
法
は
個
々
の
 

物
 

語
 に
内
在
す
る
構
造
・
パ
タ
ー
ン
を
分
析
解
明
す
る
。
 

そ
 の
際
、
聖
典
は
共
 

時
 的
に
扱
わ
れ
る
が
、
個
別
の
物
語
 

の
 聖
典
全
体
の
文
脈
 

へ
 

の
 関
わ
り
 
b
 
,
 
-
g
-
1
 
 

丈
 全
く
無
視
さ
れ
る
。
 

構
造
分
析
に
批
判
的
な
 

リ
ク
ー
ル
の
聖
書
解
釈
は
、
広
義
の
文
学
批
判
的
方
法
 

に
 属
す
る
と
思
わ
れ
る
 

-
 
㎎
 
-
 

が
 、
多
様
な
言
 
述
 形
式
か
ら
成
る
各
部
分
を
聖
書
と
い
 

う
 一
ま
と
ま
り
の
テ
キ
ス
ト
の
全
体
と
の
関
係
で
捉
え
て
 

い
る
（
後
述
参
照
）
。
 

井
筒
俊
彦
は
、
簡
略
で
は
あ
る
が
、
現
代
の
文
学
批
判
 

駒
方
法
を
 
ク
 ル
ア
ー
ン
に
適
用
し
て
い
る
。
 

@
 
刈
 
@
 厳
密
な
意
味
 
で
の
文
学
批
判
的
方
 

法
 で
は
な
い
が
、
井
筒
は
意
味
論
的
分
析
を
用
い
て
、
 

ク
 ル
ア
ー
ン
の
世
界
観
や
神
と
人
間
の
関
係
を
解
明
し
、
 

ま
た
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
 

@
 
乙
 
@
 

鍵
 概
念
（
信
仰
、
善
悪
等
）
を
詳
細
に
分
析
し
、
そ
れ
 

ら
の
意
味
を
 
ク
 ル
ア
ー
ン
自
体
の
用
語
や
文
脈
の
内
で
解
 

明
し
て
い
る
。
 

後
に
も
触
れ
る
 

よ
う
 に
、
聖
典
で
は
一
般
に
神
話
的
、
象
 

徴
 的
、
文
学
的
表
現
が
豊
か
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
 

あ
り
、
文
学
批
判
的
 

方
法
は
有
効
な
方
法
の
一
 

つ
 で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
 

c
 
 
神
学
的
方
法
 

チ
 
神
学
的
方
法
に
と
っ
て
は
、
聖
典
と
は
超
歴
史
的
 

起
源
の
も
の
で
あ
る
。
少
く
と
も
、
そ
れ
が
第
一
義
的
 

な
 意
味
を
も
つ
。
現
代
の
歴
 

レ
央
批
判
的
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
き
た
聖
典
の
歴
史
 

的
 起
源
と
形
成
過
程
を
ど
の
よ
う
に
、
そ
し
て
ど
の
 

種
 度
 認
め
る
か
は
神
学
者
に
 

ょ
 

真
正
性
が
疑
わ
れ
始
め
る
と
、
 

K
.
 

バ
ル
ト
の
「
 

神
の
言
葉
の
神
学
」
 

や
 、
土
屋
の
挙
げ
て
い
る
フ
ァ
ン
 

ダ
 メ
ン
タ
リ
ス
ム
の
よ
う
な
 

解
 

/
 
 
り
 異
な
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

か
 
@
 状
況
へ
聖
典
の
意
味
を
適
用
す
る
と
同
時
に
 

、
い
 わ
 

 
 

批
判
的
研
究
に
よ
り
聖
書
の
 

@
 
一
 

士
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聖
典
は
多
様
な
宗
教
的
デ
ー
タ
の
一
つ
で
あ
り
、
宗
教
 学
の
視
点
か
ら
聖
典
を
扱
う
こ
と
も
可
能
 

際
 、
既
述
の
歴
史
批
判
的
方
法
、
文
学
的
批
判
方
法
や
 意
味
論
的
分
析
の
方
法
な
ど
を
宗
教
学
独
自
 

あ
ろ
う
。
 

宗
教
学
の
独
自
の
視
点
と
は
何
か
を
ま
ず
明
ら
か
に
し
 て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
聖
典
は
 
、
そ
 

は
 見
出
さ
れ
ず
、
「
高
度
な
宗
教
」
に
多
い
の
は
事
実
で
 あ
る
。
宗
教
学
の
視
点
か
ら
聖
典
を
扱
 う
 

「
高
度
な
宗
教
」
を
扱
 う
 こ
と
に
限
ら
れ
、
「
未
開
宗
教
 」
を
扱
 う
 視
点
や
立
場
と
分
れ
る
の
か
と
 

は
 、
先
史
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
実
に
多
様
な
宗
教
現
象
 を
 人
類
の
宗
教
史
に
位
置
づ
 け
 、
そ
れ
ら
 

-
6
-
 

2
 

そ
の
主
要
な
課
題
と
す
る
。
宗
教
学
の
独
自
の
視
点
と
 は
 、
こ
の
課
題
を
遂
行
し
 ぅ
る
 視
点
、
つ
ま
 な

 筈
で
あ
る
。
宗
教
学
者
は
、
そ
の
 

の
視
点
で
用
い
る
こ
と
も
で
き
る
で
 

の
定
義
上
、
無
文
字
社
会
の
宗
教
に
 

こ
と
を
強
調
す
る
 場
 ム
ロ
、
そ
れ
は
 

い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。
宗
教
学
 

の
普
遍
的
な
意
味
や
構
造
の
解
明
を
 

 
 

り
、
 百
や
木
と
し
て
の
聖
体
示
現
、
 

  
一 

宗
教
学
の
視
点
と
聖
典
 

釈
 が
生
じ
、
聖
書
の
超
歴
史
性
を
護
ろ
 う
 と
す
る
と
 考
 ぇ
 ら
れ
る
。
（
 

2
@
2
 
 

ハ
ル
ト
は
聖
書
の
歴
史
性
を
信
仰
の
極
で
解
 消

し
よ
う
と
し
、
フ
ァ
 

ン
ダ
メ
ン
タ
 リ
 ス
ム
は
、
実
証
的
史
実
を
歪
め
て
で
も
、
 歴
史
的
真
理
の
保
証
を
信
仰
に
付
与
し
ょ
う
と
す
る
。
 そ
れ
に
対
し
、
聖
書
の
 

歴
史
性
を
歪
め
る
こ
と
な
く
重
視
し
た
上
で
、
な
お
 信
 仰
の
立
場
と
の
統
合
を
求
め
た
の
が
 R
.
 

ブ
ル
ト
マ
ン
で
 

 
 

フ
ル
ト
マ
ン
な
ど
の
様
式
史
的
研
究
が
解
明
し
た
聖
書
の
 歴
史
的
起
源
と
形
成
過
程
の
問
題
を
、
や
は
り
歪
め
る
 こ
と
な
く
重
視
す
る
 

が
そ
の
歴
史
性
の
間
題
を
原
初
的
な
信
仰
の
共
同
体
の
 
証
言
 ロ
 の
問
題
と
し
て
捉
え
る
の
が
 P
.
 

リ
ク
ー
ル
で
あ
 

 
 

 
 

成
 と
共
同
体
の
関
係
は
 、
 既
に
ヴ
ィ
デ
ン
グ
レ
ン
な
ど
 &
 
不
教
学
の
視
点
で
捉
え
ら
れ
て
い
た
事
柄
で
あ
り
、
 り
ク
 １
ル
 の
 聖
書
解
釈
も
聖
 

興
一
般
に
応
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
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聖典への宗教学的アフローチ 

よ れ ほ   ろ り の 在 「 切 葉 の 視 め 

「 と い 能 " な " と 学 説 

高 ス 避 ら が J る そ共 ス 的 ス 明 

し は い 一 匹 ; は 体 に は 」 

（こ ろ ⑧ 走るス 珪は ょ   

コ ． で 
ラ 0  "- 32       

に 無 の 作 し と 同 を い 
他 で   
方 は   

  未 「     
開 正 

  
宗 典 
教 」 

の 概 にお 

の い に 遍 よ 方 る 芸 新 

げ 念 出 で   絶 過 の 共 い   
る を ら れ 「 書さ 、 え程が通 方 ま丘 、 あ 各 
古 そ 星 聖 る 伝   西 、 典 が 統 、方 た符号 法 かれた れると 聖典 宗 ず新た として 存続す する 地 

  
の 宗 
機 教 や 五 指 教 に 捉 る 平 向 的 ム 弓 ヒ ヒ 呪 典 捕 で・健 え 事 で も 示教の神話、 内部 の レー 

や 機 物 」 す は 択 る舞美 抱 合 述べ が占 機 と る o 30 ） - ュ ダ され 五着 D@  ケ， @ える 

い 能 J ヤ て 英 日 可 た   に 的 ・ 教 歴 と し 能 視 

く捉 つ ） 
用 に ス や 史 い 、 @ 生 ， 点   

  え を い等，イ的う らし スス状限 そをに の赤道 
る 徹 ね い は う 況 定 存 唆 っ 

こ 底 " も   l へ さ 続 し て 山 祝 解 
と 的 

れ @ 甲           その古ム のをいの用 過れめ " 構いる て い 

よ 考 
り   察   

新 に 去 に る さ 作 
通 分 
常 析 

  
結 す   聖 
び る に 作 さ 典 典 

つ げ こ と 

  の 見 用 れ （ の 

」 古 溝 ら に た の 
  

  る 史 
ろ は さ い 造 れ よ も 存 つ 適 言 彼 の 
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イ
ェ
ス
・
キ
リ
ス
ト
、
ク
ル
ア
ー
ン
、
そ
し
て
新
宗
教
 の
 
教
祖
の
す
べ
て
が
「
聖
な
る
も
の
の
顕
現
」
と
し
て
等
 し
く
重
要
で
あ
る
と
 認
 



能
 に
す
る
。
古
代
、
未
開
宗
教
で
は
、
祭
儀
に
お
け
る
 

神
話
の
再
現
に
 
よ
 る
「
聖
な
る
も
の
の
存
続
」
が
む
し
ろ
 

第
一
義
の
位
置
を
占
め
 

 
 

て
い
る
 0
 

ま
 典
の
他
の
機
能
に
着
眼
す
れ
ば
、
無
文
字
社
会
に
お
 

げ
る
聖
典
の
機
能
的
に
等
価
な
も
の
を
神
話
に
求
め
る
こ
 

と
も
可
能
で
あ
る
。
 

神
話
も
聖
典
も
、
当
事
者
で
あ
る
宗
教
的
人
間
に
と
っ
 

て
は
聖
な
る
も
の
、
聖
な
る
も
の
に
よ
っ
て
開
示
さ
れ
た
 

も
の
で
あ
る
。
聖
典
は
 

「
生
の
規
範
を
啓
示
す
る
」
、
 

-
 
：
 
-
3
 
 

の
で
あ
り
、
神
話
は
「
そ
の
 
教
え
に
従
う
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
人
が
真
に
人
間
と
 

な
る
」
こ
と
を
可
能
に
 

す
る
。
 ヱ
リ
 ア
ー
デ
の
用
語
で
言
え
ば
、
両
者
と
も
「
 

宣
 一
実
在
の
あ
り
方
」
（
（
す
 

め
 「
の
色
目
。
宙
の
 

o
h
 
 

ヴ
の
ぎ
ゆ
 

）
 を
 開
示
す
る
。
そ
れ
は
、
 

「
聖
な
る
も
の
の
現
前
が
あ
る
（
 

俗
 な
る
、
非
実
在
の
）
 
あ
り
方
か
ら
他
の
（
聖
な
る
、
実
在
の
）
あ
り
方
へ
の
 

存
在
論
的
移
行
を
可
能
 

は
 、
そ
の
都
度
解
釈
さ
れ
て
歴
史
的
状
況
へ
適
用
さ
れ
る
 

こ
と
で
は
な
く
、
た
と
え
異
本
の
選
択
の
余
地
は
あ
っ
 

て
も
、
神
話
の
語
る
神
 

々
の
 範
型
 的
行
為
、
始
源
の
出
来
事
を
違
え
ず
 

再
 実
現
す
 

 
 

が
 共
同
体
の
存
続
を
可
 

れ
る
こ
と
の
な
い
文
書
と
し
て
の
正
典
と
占
い
の
道
具
 で
あ
る
呪
物
と
の
共
通
性
を
見
出
し
て
い
る
。
ま
ず
、
 聖
 典
へ
の
七
本
教
学
的
ア
プ
 

ロ
 ー
 チ
 と
い
う
点
か
ら
言
え
ば
、
聖
典
は
高
度
な
宗
教
に
 特
有
な
も
の
と
さ
れ
ず
、
宗
教
一
般
の
レ
ベ
ル
で
捉
え
 直
さ
れ
て
い
る
 0
 頁
 

に
 、
こ
の
「
 再
 記
述
」
の
方
法
は
こ
の
問
題
に
限
ら
ず
、
 広
く
既
 倒
の
 カ
テ
ゴ
リ
ー
に
も
適
用
さ
れ
る
べ
き
方
法
 で
あ
る
 0
 既
制
の
ヵ
テ
 

（
 
3
-
 

つ
し
 

コ
リ
ー
で
 抱
 え
に
く
い
宗
教
現
象
を
宗
教
学
の
視
点
で
 捉
 

J
.
 

ス
ミ
ス
は
聖
典
と
機
能
的
に
等
し
い
も
の
を
神
話
 

え
る
た
に
め
は
、
 再
 記
述
は
有
効
で
必
要
な
方
法
で
あ
 

に
 求
め
な
い
理
由
と
し
て
、
神
話
に
は
多
く
の
「
異
本
 る

 。
 再
 記
述
は
既
 制
の
 

」
（
 
4
 の
 お
ざ
弓
 
③
が
 あ
 

ヵ
テ
ゴ
リ
 ー
に
も
新
し
い
光
を
あ
て
る
こ
と
に
な
る
。
 

り
、
 必
ず
し
も
閉
鎖
さ
れ
て
い
な
し
と
 
ラ
、
 

-
 
ニ
ロ
 

O
@
4
@
3
 
 

だ
が
、
 異
 木
 が
あ
り
、
そ
の
選
択
の
余
地
は
あ
っ
て
も
、
神
話
は
 人
間
が
自
由
に
改
変
す
 

る
も
の
で
は
な
い
以
上
、
閉
鎖
性
が
な
い
と
は
言
え
な
い
 。
 J
.
 

ス
ミ
ス
の
目
下
の
関
心
が
聖
典
の
そ
の
都
度
の
 

歴
史
的
状
況
へ
の
適
用
 

と
い
う
、
聖
典
の
も
っ
一
つ
の
機
能
に
向
げ
ら
れ
て
い
る
 

@
@
 

、
、
 

@
 

故
に
、
神
話
は
不
適
当
な
の
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、
 神
話
の
機
能
は
、
通
常
 

(224) 28 



こ
す
る
」
 

ヮ
ハ
 
9
-
3
 
 

と
 述
べ
ら
れ
る
よ
う
な
人
間
の
存
在
の
様
態
で
 

あ
り
、
宗
教
的
 

生
 、
規
範
的
な
生
と
も
い
え
る
も
の
で
 

あ
る
。
 

「
真
実
在
の
あ
り
方
」
を
開
示
す
る
機
能
と
い
う
視
点
か
 

ら
 、
ワ
ッ
 
ハ
 
の
方
法
論
的
図
式
の
中
で
の
神
話
や
聖
典
 

0
 
位
置
を
再
考
す
る
 

余
地
も
あ
る
。
宗
教
の
構
造
を
、
宗
教
体
験
と
そ
れ
の
 

理
論
的
、
実
践
的
、
社
会
学
的
な
三
分
野
に
お
け
る
表
現
 

と
し
て
捉
え
る
 

ワ
ッ
ハ
 

 
 

 
 

 
 

方
 」
が
エ
リ
ア
ー
デ
 

や
ヮ
ッ
ハ
 

の
強
調
す
る
「
全
体
と
 

し
て
の
人
間
」
 

y
 
こ
関
わ
る
以
上
、
 

@
2
@
4
 
 

そ
れ
を
開
示
す
る
神
話
 

や
 聖
典
は
理
論
的
、
実
 

浅
酌
、
社
会
学
的
表
現
へ
分
化
さ
れ
る
以
前
の
統
合
的
 

表
現
と
み
る
こ
と
も
可
能
だ
と
思
わ
れ
る
。
 

ヮ
ッ
ハ
 

が
 聖
 
典
を
 
「
生
の
規
律
に
と
 

鮮
ら
 

的
 

占
戸
 

実
際
上
、
そ
れ
は
他
の
表
現
形
式
、
特
に
共
同
体
、
 

、
一
切
の
他
の
表
現
形
式
に
先
立
ち
、
原
初
的
 

レ
と
 

チ
も
 、
聖
典
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
文
書
は
厳
密
 
一
般
的
 

二
 二
口
え
る
だ
 

る
宛
ぴ
 

従
っ
て
、
宗
教
的
 

聖
な
る
共
同
体
の
空
間
的
構
造
や
精
神
的
意
義
も
そ
こ
 

る
 事
実
と
相
関
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
 

0
 聖
典
の
編
集
 

り
 、
唯
一
で
競
う
べ
き
も
の
の
 

な
 Ⅰ
知
識
の
源
泉
」
、
 

、
 
-
3
-
 

Ⅰ
 と
 

こ
の
統
合
性
は
、
神
話
や
聖
典
の
言
 

述
 が
教
義
学
、
神
 

 
 

 
 

述
べ
る
 

よ
う
 
に
、
教
義
や
神
学
の
み
な
ら
ず
、
儀
礼
や
倫
 

が
、
 
既
に
形
成
さ
れ
て
い
る
原
初
的
な
教
説
や
教
義
に
基
 

か
ら
引
出
さ
れ
、
正
当
化
さ
れ
る
源
泉
で
も
あ
る
。
 

学
の
反
省
的
、
論
理
的
な
言
 

述
 で
は
な
く
、
神
話
的
、
象
 

 
 

 
 

理
の
実
践
的
表
現
も
 

、
 

い
て
な
さ
れ
た
場
合
で
 

徴
 的
、
形
象
的
で
あ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
2
5
 



し
て
独
占
的
な
権
威
を
も
っ
。
宗
教
学
の
視
点
か
ら
の
 聖
 典
の
解
明
、
解
釈
は
伝
統
的
神
学
に
対
す
る
別
の
神
学
 の
 構
築
で
は
な
い
か
と
 

批
判
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
宗
教
学
の
視
点
 の
 独
自
性
と
宗
教
学
の
神
学
か
ら
の
独
立
を
つ
き
つ
め
て
 考
え
れ
ば
、
聖
典
へ
の
 

宗
教
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
む
し
ろ
可
能
で
な
け
れ
ば
な
 ら
な
い
。
 

三
聖
典
へ
の
宗
教
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
 

あ
ら
ゆ
る
宗
教
現
象
を
宗
教
的
と
し
て
等
し
く
重
要
な
 も
の
と
認
め
る
宗
教
学
の
視
点
で
は
、
聖
典
は
相
対
化
さ
 れ
る
。
そ
の
視
点
か
 

ら
は
、
歴
史
批
判
的
方
法
が
明
ら
か
に
し
た
問
題
、
 つ
 ま
り
聖
典
に
現
れ
る
儀
礼
や
預
言
者
の
イ
メ
ー
ジ
等
の
 ょ
 り
 古
い
宗
教
と
の
歴
史
 

的
 連
関
を
神
学
的
意
図
と
は
全
く
自
由
に
解
明
し
 5
6
 
。
 直
接
的
な
歴
史
的
関
係
を
越
え
て
、
他
の
古
代
、
未
開
 宗
教
に
見
出
さ
れ
る
 儀
 

礼
 等
と
の
構
造
的
連
関
を
解
明
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
 ろ
 う
 。
文
学
批
判
的
方
法
に
関
し
て
も
、
宗
教
学
が
既
に
 解
明
し
て
ぎ
た
様
々
な
 

象
徴
の
意
味
、
パ
タ
ー
ン
や
構
造
と
の
関
係
で
、
よ
り
 広
い
視
野
で
聖
典
の
象
徴
や
文
学
的
表
現
を
考
察
す
る
こ
 と
が
可
能
に
な
る
だ
 る
 

ぅ
 。
こ
の
よ
う
な
解
明
は
、
特
定
の
宗
教
の
伝
統
的
 神
 学
や
当
事
者
で
あ
る
宗
教
者
の
自
覚
的
な
聖
典
理
解
で
は
 気
付
か
れ
な
か
っ
た
 聖
 

典
の
宗
教
的
意
味
を
宗
教
学
の
視
点
か
ら
明
ら
か
に
し
 て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
宗
教
学
の
独
自
の
視
点
は
 、
こ
の
よ
う
に
一
方
で
 

は
 、
特
定
の
宗
教
の
神
学
的
、
自
覚
的
理
解
を
越
え
て
ゆ
 く
 自
由
を
も
つ
。
だ
が
、
こ
の
自
由
は
、
土
屋
の
言
 う
 よ
う
な
教
団
の
成
員
や
 

 
 

一
般
の
人
々
が
教
団
の
意
図
や
枠
を
越
え
て
自
由
に
聖
典
 を
 読
む
と
い
う
レ
ベ
ル
を
同
一
視
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
  
 

源 的 
の 神 類 
二 話 似 
重 に 性 
性 比 を 
を べ も 

宗 教聖 てつ 。 
掌 典 宗 
の が 教 

立 宗 学 
場 教 の 
で 学 視 

ど の ， 点 
ぅ 対 か 

扱 いと 象ら " 
う な 神 
る り 話 
の に と 

か く 同 
。 か 様 

第っに 一 一 ナ " " " 
に 原 聖 

、 国 典 
聖 は も 

典 次 扱 
宗 の わ 
教 二 れ 
で 点 る 
は は べ 

教 あ き 

義 る て   
学 。 あ 
の 策 ろ 

広一 統に。 ぅ   
確 聖 
主 典 
さ の 

  
的 特に 、 
聖 超 
呉 歴 
解 史 
釈 的 
化 こ た よ 

関 起 
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聖典 へ 

で、 

はな 宗教 

学 い 
の だ 

視 ろ 
点 ぅ 

か か ら 
イ 

ス 
  
  
  
の 

世 「 
界 
内 
存 
在 
」 

を 
理 
解 
し 
よ 

あノ 

と 

す 
る 

と 

き、 

ま 

さ 
@,@ - 
そ 
の 

中 「 
，む 
」 

て、 

あ 
め - 
  
ノン 

  
  
ソ 
を 

31@ ( 

暢
く
 

教
 
制
 
、
む
し
ろ
同
一
の
対
象
、
領
域
を
各
々
異
な
る
 
宗
教
学
の
神
学
か
ら
の
独
立
と
自
由
は
 

、
 単
に
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

チ
 
め
る
宗
教
学
の
視
点
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。
そ
し
 て
 エ
リ
ア
ー
デ
が
述
べ
る
 よ
う
 に
、
宗
教
学
者
が
各
々
 の
 宗
教
の
「
世
界
内
存
在
」
 

レ
を
理
解
す
べ
き
で
あ
る
な
ら
、
神
学
の
伝
統
の
あ
る
 
宗
教
の
場
合
も
、
神
学
の
解
明
を
借
用
す
る
の
で
は
な
 く
 、
宗
教
学
独
自
の
視
点
で
 

 
 

 
 

 
 

い
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
自
己
自
身
の
信
仰
の
解
明
と
 

護
 教
を
目
的
と
す
る
神
学
の
視
点
と
、
あ
ら
ゆ
る
宗
教
 

を
 等
し
く
重
要
だ
と
 
認
 

@
 明
白
た
と
し
う
 
-
7
-
4
 
 

た
 ガ
 
こ
れ
ら
の
宗
教
の
「
中
心
」
 が
 宗
教
学
の
独
自
の
視
点
で
捉
え
ら
れ
た
こ
と
は
む
し
 ろ
 少
な
か
っ
た
め
で
は
 

  

な
い
か
 0
 確
か
に
、
こ
れ
ら
の
山
本
教
の
「
世
界
内
存
在
」
 
は
 各
々
の
神
学
的
伝
統
、
お
よ
び
「
正
統
的
」
神
学
に
 対
立
す
る
セ
ク
ト
や
押
 

秘
 主
義
な
ど
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
 ょ
 り
に
明
瞭
か
つ
複
雑
な
神
学
の
伝
統
の
あ
る
宗
教
で
 
は
 、
そ
の
「
世
界
内
存
 

在
 」
の
解
明
は
神
学
に
委
ね
ら
れ
、
客
観
的
、
記
述
的
 研
究
を
旨
と
す
る
宗
教
学
は
こ
の
分
野
に
手
を
つ
げ
な
い
 、
つ
け
る
べ
き
で
は
な
 

 
 

教
の
場
合
に
比
べ
る
と
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
 

や
イ
 ス
ラ
一
ム
 
0
 
 
品
二
心
 
二
 

他
方
、
宗
教
学
の
独
自
の
視
点
で
相
対
化
さ
れ
て
い
る
 が
 、
聖
典
が
特
定
の
宗
教
に
と
っ
て
の
「
聖
典
」
で
あ
る
 面
 を
も
宗
教
学
の
視
 

点
か
ら
解
明
す
る
こ
と
が
可
能
で
ほ
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
 今
ま
で
神
学
や
教
義
学
の
対
象
で
あ
っ
た
聖
典
を
 、
神
 学
 と
は
異
な
る
宗
教
学
 

の
 独
自
の
視
点
で
捉
え
直
す
こ
と
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
  
 

エ
リ
ア
ー
デ
は
、
宗
教
学
者
が
あ
る
宗
教
を
理
解
す
る
，
 
」
と
は
、
そ
の
宗
教
者
の
「
世
界
内
存
在
」
を
理
解
す
る
 こ
と
だ
と
述
べ
、
 そ
 

の
 理
解
の
た
め
に
は
、
各
宗
教
の
「
中
心
」
、
そ
こ
で
 神
 話
 、
儀
礼
、
信
仰
の
総
体
が
知
ら
れ
る
中
心
的
概
念
が
 正
し
く
把
捉
さ
れ
ね
ば
 



解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
後
述
す
る
 ょ
 5
 に
 、
 P
 
リ
 グ
ー
ル
の
「
テ
キ
ス
ト
世
界
」
と
い
う
解
釈
学
的
 概
 念
は
、
聖
典
の
テ
キ
ス
 

ト
が
 与
え
ら
れ
て
い
る
限
り
、
宗
教
学
者
に
も
「
世
界
内
 存
在
」
を
解
明
す
る
可
能
性
は
開
か
れ
て
い
る
、
と
い
 う
こ
と
を
示
し
て
い
 

る
 。
宗
教
学
の
視
点
か
ら
 ク
 ル
ア
ー
ン
を
解
明
す
る
こ
と
 は
 、
「
神
の
本
質
」
「
神
の
属
性
」
と
い
っ
た
神
学
の
 術
語
を
借
用
せ
ず
、
 
む
 

し
ろ
今
日
ま
で
に
宗
教
学
が
解
明
し
て
ぎ
た
宗
教
一
般
の
 図
式
、
構
造
お
よ
び
様
々
な
 ヵ
テ
ゴ
リ
 
ー
を
手
掛
り
と
 し
て
用
い
て
解
明
を
試
 

（
 
弗
 ）
 

み
る
こ
と
で
あ
る
。
「
 畏
 る
べ
 き
 私
議
」
と
「
魅
す
る
 秘
 義
 」
の
両
義
性
を
も
つ
「
聖
な
る
も
の
」
、
ワ
ッ
 

ハ
 の
 
「
全
人
格
を
か
け
て
 
究
 

-
 
棚
 @
 

極
の
実
在
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
応
答
す
る
」
と
い
う
 ゐ
 示
教
体
験
の
定
義
、
エ
リ
ア
ー
デ
の
「
真
実
在
の
あ
り
方
 」
と
「
非
実
在
的
な
あ
 

 
 

0
 こ
の
よ
う
な
宗
教
一
般
の
構
造
や
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
 手
 掛
り
と
す
る
聖
典
解
明
 

を
 一
つ
の
宗
教
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
み
な
す
と
、
そ
の
先
 側
を
 R
.
 

オ
ッ
ト
ー
の
 

日
 聖
な
る
も
の
し
に
お
け
る
 聖
 書
 解
釈
に
見
出
し
う
 

-
 
目
 @
 

る
 0
 こ
の
著
作
は
、
「
聖
な
る
も
の
」
の
扱
い
方
に
せ
 よ
 

「
 神
 観
念
の
道
徳
化
」
と
い
う
概
念
に
せ
よ
、
問
題
 も
 多
く
、
ま
た
完
全
に
 

神
学
か
ら
独
立
だ
と
も
言
い
 き
 れ
な
い
が
、
 
オ
 

は
 一
応
「
 ヌ
 ミ
ノ
ー
ゼ
」
の
概
念
を
手
掛
り
に
、
従
来
の
 教
義
学
と
は
異
な
る
 視
 

（
㏄
 
-
 

点
か
ら
聖
書
を
解
明
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
 で
あ
ろ
う
。
 

宗
教
学
に
お
け
る
図
式
、
構
造
や
様
々
な
 ヵ
 テ
ゴ
リ
ー
 は
 、
細
論
理
的
に
構
築
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
、
半
ば
歴
史
 的
 宗
教
現
象
か
ら
 発
 

（
㏄
 
@
 

見
さ
れ
た
も
の
で
、
宗
教
の
本
質
と
い
う
よ
り
、
作
業
 仮
説
的
な
性
格
を
も
つ
。
応
用
に
際
し
て
、
 

ヵ
 テ
ゴ
リ
ー
 に
よ
っ
て
対
象
が
歪
め
 

ら
れ
て
は
な
ら
ず
、
適
用
不
適
 ム
ロ
 
の
場
合
に
は
、
 
J
.
 ス
 ミ
ス
が
 再
 記
述
で
試
み
た
よ
う
に
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
方
 が
 変
形
さ
れ
 ぅ
 る
の
で
 

あ
る
。
 

こ
の
一
つ
の
宗
教
学
的
な
聖
典
解
明
は
、
一
方
で
作
業
 仮
 説
 的
な
宗
教
一
般
の
構
造
や
 ヵ
 テ
ゴ
リ
ー
に
妥
当
性
の
 基
準
を
求
め
、
 
更
 

に
 、
こ
の
方
法
で
解
明
さ
れ
た
、
例
え
ば
イ
ス
ラ
ー
ム
 の
 
「
世
界
内
存
在
」
が
、
ど
の
程
度
イ
ス
ラ
ー
ム
の
歴
史
 
的
 諸
形
態
を
説
明
す
る
 

力
 を
も
つ
か
と
い
う
点
で
、
そ
の
妥
当
性
を
判
定
し
 ぅ
 る
の
で
ほ
な
い
か
と
思
う
。
こ
の
方
法
は
、
宗
教
学
者
の
 宗
教
理
解
の
妥
当
性
の
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リ
ク
ー
ル
の
聖
書
解
釈
は
 

、
 彼
の
解
釈
学
一
般
の
カ
テ
ゴ
 

リ
ー
を
聖
書
に
応
用
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
 

り
ク
｜
 か
め
 
解
釈
理
論
の
中
 

-
@
 

叩
 
）
 

心
的
概
念
は
「
テ
キ
ス
ト
世
界
」
（
臼
の
毛
 

0
q
 
日
 o
h
 
き
 0
%
 冷
 ）
に
あ
る
。
ま
ず
、
こ
の
概
念
を
簡
単
に
紹
介
 

す
る
。
 

 
 

チ
 
の
で
あ
る
 
0
 更
に
 、
 書
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
 

、
出
 

レ
 の
み
で
ほ
な
い
 
0
 文
学
言
語
の
お
か
げ
で
、
テ
キ
ス
 

っ
た
 
舌
口
述
は
、
物
語
や
論
述
と
い
っ
た
文
学
的
ジ
ャ
ン
ル
 

「
誰
か
が
 
護
 れ
か
に
何
か
に
つ
い
て
語
る
」
、
つ
ま
り
 

績
 

夫
事
と
し
て
の
 
言
述
は
 
単
に
崩
壊
か
ら
守
ら
れ
、
テ
キ
 

ト
の
 意
味
作
用
は
著
者
の
心
理
的
意
味
作
用
か
ら
初
雛
 

の
 一
 つ
に
 
属
す
る
 よ
う
 構
成
さ
れ
、
そ
の
編
成
、
構
造
 

不
作
用
を
も
つ
 
言
述
 （
 
臼
ぉ
 。
二
ぁ
⑧
は
、
ま
ず
出
来
事
と
 

n
 
㏄
）
 

さ
れ
、
テ
キ
ス
ト
は
著
者
の
 

ス
ト
と
し
て
固
定
化
さ
れ
る
 

に
よ
 り
客
観
化
さ
れ
る
 

し
て
実
現
さ
れ
る
。
 

出
来
事
と
し
て
の
 
言
 通
が
書
か
れ
た
作
品
と
し
て
の
 

テ
 キ
ス
ト
に
な
る
際
に
生
ず
る
疎
隔
を
リ
ク
ー
ル
は
重
視
す
 

る
 。
ま
ず
、
作
品
と
な
 

 
 

的
 
ァ
 志
向
を
超
え
て
、
自
律
的
な
「
テ
キ
ス
ト
世
界
」
を
 

意
味
す
る
 
よ
う
 に
な
る
。
 

 
 

え
ば
「
テ
キ
ス
ト
の
事
柄
」
、
テ
キ
ス
ト
が
指
示
す
る
も
 

の
で
あ
る
 
0
 テ
キ
ス
ト
は
 
、
 

 
 

 
 

  

 
 
 
 

四
 
P
.
 リ
ク
ー
ル
の
聖
書
解
釈
 

基
準
を
宗
教
学
の
内
部
（
宗
教
一
般
の
構
造
）
と
具
体
 ぬ
 歴
史
的
形
態
と
に
求
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
妥
当
性
 0
 基
準
を
宗
教
学
の
外
 

（
当
の
信
仰
者
に
よ
る
承
認
）
に
求
め
る
 

W
.
C
.
 

ス
、
、
、
 

ス
の
 、
宗
教
学
の
立
場
と
し
て
は
不
適
格
な
主
張
を
免
 が
れ
る
こ
と
が
で
 き
 

（
 
卸
 @
 

る
 。
 



与 
え 
る 

  と す 心 在 いを「 京暦 テてェ よ   
に 的 世 吉 ヂ る l 者 要 存 し l は な を は け 

ナ - Ⅰ 

著 決 」   次元に 聖 はとの親を与えることよび 釈学 れる。 @l- G のため 」の 己 それに あるよ ってい 学は、 る 。 -8 ） 5 世界の うとす テキス 

典 は 歴 る 近 に 問 対 う る 宗 放 る ト 関 
0 本 支 。 性 は 題 し な 。 教 に デ   の わ 

二 回 酌 ま の 宗 を 、 世 た 学   イ 成 っ 

教 括 宗 、 界 だ 者 解 か 立 て 
重能存ず のに在、 故 に 現 弘 敦、 で し は 秋 タ が い 

起 近 と 聖   象 に 学、 あ 、 各 
源 い し 興 り 八者、 り   リ 宗   

と の 避 

ス 宗 、 ア キ ル 性 、 釈 に   ト 教 、 @  ス の 界 テ 学 舎 
括 信 を テ テ ） 的、 デ 

弧 仰 括 キ キ 疎 の人、 はの む ト部内 学 、 存 キス をも 

に 者 弧 ス ス 歴 問、 、 歴 的 、 在 ト ヤま 隔 
入 と に ト ト の や の 

れ 異 人 と 概 前 と 故 
て な れ し 念 を 理解 史 、文 にとっ 哲学者 史的、 解釈学 た り に 

  り る て を 展 え   
与 、 こ 京 中   開 な テ 
え 聖 と 教 ，む 社 在 l 的 テ こ さ い キ 
ら 典 を 学 と 会 同 ル 背 キ と れ と ス 

る す ト でな を即れた 可能 者に する 的背 能な ほど 景を スト 仕 る の 
聖 ち に も 解 景 世 に 全 で げ 界 。 背 
共 に す 近 称 を 界 は く 解 れ 内 だ 後 
の 神 る づ 学 無 明 は 

そ内 れ拝目視さな 「   
の ま れ は 宗教 聖典の言葉テキス O ぎぅる   

べ い 
タ さ て 

ト と 一 も 学 イ に い   プ こ ろ 
世諦 界 めのでの 般 の 者 存 な な キ 世 す   を の 他 
な る 場 あ 聖 在 解 正 ス 昇 る 解 凍 者 

の 明 面 ト 内 ェ 明 隔 の 
扱こ うと 合る典 " 。 の 
可 の そ 第 解 すの生 る 故、 
能 で の 二 班     
な な 者 、 と 合 と な 自 は の だ 立 の 

く 230) 34 



聖典への宗教学的アプローチ 

述
 」
を
見
出
し
、
各
々
の
 言
述
 形
式
で
、
神
は
異
な
 

-
4
@
 

が
 表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
解
明
し
て
い
る
。
第
三
 

的
 、
多
音
的
な
啓
示
の
観
念
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
 

リ
ク
ー
ル
の
聖
書
解
釈
は
、
宗
教
学
的
視
点
に
立
 

学
の
視
点
か
ら
分
析
す
る
際
の
手
掛
り
を
与
え
て
い
 る

 人
称
で
現
わ
 

に
、
リ
ク
ー
ル
 

 
 

（
 
5
@
 

る
 。
 

っ
て
は
い
な
い
 

る
 。
 

  
ほ さ 

ナ， Ⅰ 

が ね 聖書 、 
の 神 

神 テ の 

キ 異 

なる 学 以前スト 
の 
    
べ て、 神 
ノン ひ よ と 

の 、 人 
聖 五 間 
典 い や 
の   に 世 
  射 界 
述、 ユー Ⅰ ム と 

聚 め 
T 
キ 

張 果 
し な 

ス 
  る あ 関係 ぅ 

を宗教 多様 元 態 

く
 。
神
学
以
前
の
言
述
は
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
 言
 述
か
ら
 成
立
ち
、
し
か
も
神
学
以
前
の
思
想
や
観
念
は
こ
れ
ら
 の
言
述
 形
式
と
切
離
せ
 

な
い
も
の
で
あ
る
。
リ
ク
ー
ル
は
、
聖
書
の
中
に
「
 預
舌
 
ロ
的
 言
述
 」
、
「
物
語
の
言
 
述
 」
、
「
律
法
的
言
 
述
 」
、
「
知
恵
 
の
 舌
ロ
 
述
 」
、
「
讃
嘆
の
言
 

摘
を
含
ん
で
い
る
。
 

第
一
に
、
リ
ク
ー
ル
は
「
宗
教
的
言
述
の
分
析
は
神
学
 的
 断
言
の
レ
ベ
ル
で
始
め
て
は
な
ら
な
い
」
、
つ
ま
り
「
 
啓
 示
の
解
釈
学
は
 、
信
 

仰
の
共
同
体
の
言
語
の
中
で
最
も
原
初
的
な
言
 述
 の
 様
 

 
 

第
二
の
指
摘
に
結
び
つ
 

歴
史
的
起
源
）
も
リ
ク
ー
ル
の
 前
 理
解
の
レ
ベ
ル
で
 前
 提
 に
さ
れ
て
い
る
故
に
、
リ
ク
ー
ル
の
方
法
を
そ
の
ま
ま
 聖
典
一
般
に
適
用
す
る
 

こ
と
は
で
き
な
い
 0
 だ
が
、
な
お
、
テ
キ
ス
ト
一
般
 よ
 り
 具
体
的
な
聖
典
一
般
の
レ
ベ
ル
で
の
解
釈
学
を
考
え
る
 上
 で
参
考
に
す
べ
 き
指
 

で
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
聖
典
へ
の
適
応
 側
 な
 り
ク
 ｜
ル
 自
身
の
聖
書
解
釈
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

「
啓
示
の
観
念
の
解
釈
学
に
向
け
て
」
と
い
う
論
文
で
、
 リ
ク
ー
ル
は
聖
書
と
い
う
一
ま
と
ま
り
の
テ
キ
 

-
 
㏄
 @
 

観
念
」
を
テ
キ
ス
ト
の
事
柄
と
し
て
解
明
し
よ
う
と
し
 て
い
る
。
そ
の
際
、
聖
書
の
歴
史
的
形
成
も
聖
書
が
 ス

ト
を
分
析
し
、
「
啓
示
の
 

「
啓
示
」
で
あ
る
こ
と
（
 超
 

リ
ク
ー
ル
の
一
般
的
解
釈
学
が
既
に
、
聖
典
へ
の
宗
教
学
 的
 ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
し
て
重
要
な
示
唆
や
方
法
論
的
 枠
 組
を
与
え
て
い
る
の
 

35  (231) 
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最
後
に
、
以
上
述
べ
て
ぎ
た
方
法
論
的
な
枠
組
に
従
っ
 て
 、
ク
ル
ア
ー
ン
の
解
明
を
試
み
る
。
紙
幅
の
関
係
上
、
 ク
 ル
ア
ー
ン
の
テ
キ
 

ス
ト
世
界
の
全
体
像
の
解
明
 は
 不
可
能
な
の
で
、
ク
ル
 ア
 ｜
ン
が
 神
の
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
宗
教
学
の
視
点
か
ら
 見
る
と
何
を
意
味
す
る
 

の
か
と
い
う
点
を
申
 心
 に
見
て
ゆ
く
。
 

ク
 ル
ア
ー
ソ
が
神
の
言
葉
で
あ
る
こ
と
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
 根
本
教
義
で
あ
る
。
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
 ム
ハ
ン
マ
ド
を
通
し
 

て
 伝
え
ら
れ
た
が
、
ム
ハ
ン
マ
ド
の
言
葉
で
は
な
く
、
 一
 字
 一
句
が
神
の
言
葉
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
中
村
 が
 論
じ
て
い
る
 よ
う
 

 
 

に
 、
ク
ル
ア
ー
ソ
の
著
者
を
ム
ハ
ン
マ
ド
と
す
る
 非
 ム
ス
 リ
 ム
の
研
究
者
は
多
い
。
宗
教
学
者
で
あ
る
 T
.
 ア
ン
 ド
 ン
 は
、
宗
教
心
理
学
 

の
 霊
感
の
心
理
一
般
を
基
準
に
し
て
、
そ
れ
以
前
西
欧
に
 広
ま
っ
て
い
た
 偽
預
 舌
口
者
と
い
う
ム
ハ
ン
マ
ド
像
を
否
 
冠
 し
、
ム
ハ
ン
マ
ド
を
 

真
正
の
宗
教
体
験
を
も
っ
た
預
言
者
・
宗
教
的
人
格
と
 

同
時
に
 、
 同
じ
基
準
に
 ょ
 り
、
後
期
の
啓
示
、
 教

義
的
な
法
的
規
範
に
 

関
す
る
長
い
言
通
が
神
の
直
接
的
な
啓
示
だ
と
は
考
え
 に
く
い
と
述
べ
、
預
言
者
で
あ
る
こ
と
に
自
覚
的
に
な
っ
 た
 ム
ハ
ン
マ
ド
自
身
に
 

よ
 る
言
葉
だ
と
説
明
す
 

。
 
，
 

む
 
（
 
B
@
 

O
 ア
ン
ド
レ
の
説
明
は
、
宗
教
 羊
一
般
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
基
準
と
し
た
、
一
つ
の
宗
教
 学
的
説
明
で
あ
る
。
 だ
 

が
 、
こ
の
説
明
は
、
ク
ル
ア
ー
ン
は
神
の
言
葉
で
あ
る
 @
 
」
と
が
イ
ス
ラ
ー
ム
の
根
木
教
義
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
 え
な
い
。
 

こ
こ
で
は
 ク
 ル
ア
ー
ン
の
テ
キ
ス
ト
の
構
造
を
検
討
し
て
 み
よ
う
。
一
人
称
で
現
わ
れ
る
の
は
神
で
あ
り
、
ム
ハ
 ン
マ
ド
は
多
く
の
 例
 

で
 二
人
称
で
現
わ
れ
る
。
ム
ハ
ン
マ
ド
が
と
き
お
り
一
人
 称
 で
現
わ
れ
る
場
合
に
は
、
「
言
え
」
と
い
う
神
の
命
 今
 に
先
立
た
れ
る
。
 例
 

え
ば
、
「
言
え
、
「
私
は
お
ま
え
た
ち
と
同
じ
人
間
に
 す
ぎ
な
い
。
そ
の
私
に
、
お
ま
え
た
ち
の
神
は
唯
一
な
る
 神
 だ
と
い
う
こ
と
が
 啓
 

示
さ
れ
た
の
で
あ
る
 0
,
.
.
 

…
」
 宙
 P
@
 ）
と
あ
る
 よ
う
 

 
 

者
 ・
語
り
手
で
あ
る
 @
 

三
神
の
言
葉
と
し
て
の
 ク
 ル
ア
ー
ン
 



聖典への宗教学的アブ 

むま l 言 ソ な ク ン 述 の 

か い は 形 内 
ァ だ 神 式 実 

直ち ｜、ノ、 が うか ろ の言葉 をもっ   
正 。 で 作 に 

確 あ 昇 神 
Ⅴ @ -       る と の 
  と し 言 
え い て 葉 
@ 式 ぅ 編 で 

信 美 あ 
  
  

仰 さ る 

と れ と 

  、 て もま 

マ そ い 言 

  れ る ぃ 
を 
通 
し えない 故 啓示 という 

て 以 一   
ぎ玉 口口 外 っ だ 
ら の の が 
  何 史   
た一       も 実 現 

の か 存 
円葉 

を神 

  
加 重 ク 

の       
  レア 共編され ノ 

葉 て 、 集 l 
を い な ン 

信じ な 行 の 
し " っ - ア 

き刃   と た キ 
め い 共 ス 

マの う 同 ト 

    証 体 が 

と 
が 

  
一貫し 一一一一口   の信仰 

ス を と て 
  推 証 神 
  
  
の の 測しう 語り @= 目 

信仰 

る ク と 
の め い 

て ・ で   ア ラ 

チ
 
化
し
て
考
察
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
実
証
的
 

 
 

を
 通
じ
て
語
ら
れ
た
言
葉
で
 

レ
 あ
り
、
そ
れ
が
ム
ハ
ン
マ
ド
の
死
後
現
存
の
形
に
編
 

集
 さ
れ
た
こ
と
を
史
実
と
し
て
認
め
て
い
る
。
宗
教
学
 

の
 立
場
か
ら
は
、
ク
ル
ア
ー
 

ば
 、
そ
の
編
集
と
は
、
断
片
的
に
記
憶
、
記
録
さ
れ
 保
 

リ
ス
ト
教
で
い
え
ば
、
共
同
体
の
信
仰
と
証
言
の
舌
口
業
 

か
 

存
さ
れ
て
い
た
「
神
の
 

ら
 成
る
聖
書
に
で
は
 

に
は
啓
示
以
外
の
何
も
の
も
、
人
間
ム
ハ
 ソ
マ
ド
 の
言
葉
 さ
え
付
加
さ
れ
て
い
 

葉
 で
あ
る
故
に
、
ク
ル
ア
ー
ン
は
神
の
語
り
と
い
う
 @
=
 

ロ
 
述
 形
式
で
書
か
れ
て
い
 

た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
共
同
体
が
生
じ
て
き
た
 神
の
言
葉
で
あ
る
。
 

@
 
㍗
 -
 

と
も
可
能
で
あ
る
。
だ
が
、
宗
教
学
の
視
点
か
ら
、
ク
ル
 ア
ー
ソ
を
共
同
体
に
 啓

示
」
の
み
を
す
べ
て
集
め
、
配
列
し
た
だ
け
で
、
そ
こ
   

な
い
 0
 
ム
ス
リ
ム
の
視
点
か
ら
い
え
ば
、
そ
れ
が
神
の
言
 
 
 

る
と
さ
れ
る
。
ク
ル
ア
ー
ン
は
共
同
体
に
よ
っ
て
割
ら
れ
 
れ
 

こ
の
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
の
 ク
 ル
ア
ー
ン
の
意
味
は
 
、
 
キ
 

な
く
、
イ
ェ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
相
当
す
る
と
説
明
す
る
，
 
 
 

よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
と
い
う
聖
典
一
般
の
レ
ベ
ル
 ヘ
相
  
 

 
 

ソ
も
 、
ム
ハ
ン
マ
ド
の
死
後
ほ
 ば
 二
十
午
後
、
第
三
代
 カ
 リ
フ
、
ウ
ス
マ
ー
ン
の
時
代
に
現
存
の
形
に
編
集
さ
れ
 た
 。
ム
ス
リ
ム
に
よ
れ
 

ク
 ル
ア
ー
ン
の
テ
キ
ス
ト
で
は
、
預
言
者
は
著
者
で
は
な
 く
、
 神
の
語
り
の
聴
 き
 手
と
し
て
 現
 わ
さ
れ
て
い
る
。
 

こ
こ
で
、
聖
典
は
聖
典
と
し
て
共
同
体
に
よ
り
編
集
さ
れ
 る
と
い
う
一
般
論
の
レ
ベ
ル
で
 ク
 ル
ア
ー
ン
を
考
え
て
 み
よ
う
。
ク
ル
 ァ
｜
 

述
 形
式
を
と
っ
て
い
る
 0
 ク
 ル
ア
ー
ン
の
言
葉
が
 
ム
ハ
 ン
マ
ド
を
通
し
て
告
知
さ
れ
た
と
い
う
点
で
は
、
そ
れ
は
 リ
ク
ー
ル
の
い
う
「
 預
 

 
 

言
者
の
語
り
の
背
後
に
い
る
他
者
の
語
り
」
で
あ
り
、
「
 二
重
の
著
者
」
が
問
題
と
な
る
「
預
言
的
言
 述
 」
で
あ
 る
 筈
で
あ
る
 0
 だ
が
、
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す て の の し ァ お 界 の は あ ド 典   
後
に
は
、
こ
の
自
己
証
明
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
だ
と
も
 

思
 わ
れ
な
い
。
だ
が
、
そ
の
言
葉
が
、
仲
間
の
一
人
で
あ
る
 

ム
ハ
ン
マ
 

し
て
、
ア
ラ
ブ
人
に
わ
か
る
よ
 
う
 に
ア
ラ
ビ
ア
語
で
告
 
知
 さ
れ
（
 S
 
 Ⅰ
 
，
ど
 の
（
 

n
.
 

）
始
め
た
と
き
、
そ
れ
が
 

神
 の
 啓
示
で
 

ど
こ
に
も
な
い
。
ク
ル
ア
ー
ソ
の
自
己
証
明
の
言
葉
は
 

、
 そ
の
保
証
で
あ
り
、
そ
れ
が
聖
な
る
も
の
の
現
前
で
あ
 

る
と
端
的
 

力
 あ
る
言
葉
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
 

ン
 の
き
口
薬
と
し
て
の
聖
な
る
も
の
は
、
ア
ラ
ブ
の
部
族
 

社
 会
の
人
々
に
、
「
稼
ぎ
」
等
の
商
人
言
葉
さ
え
含
む
 

ァ
 ラ
ブ
社
会
 

語
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
告
知
さ
れ
る
事
柄
は
 

ァ
ラ
 ブ
 0
 日
常
的
現
実
の
事
柄
で
は
な
い
 
0
 そ
れ
は
、
終
末
の
 
裁
き
、
 世
 

維
持
、
ム
ハ
ン
マ
ド
以
前
の
預
言
者
た
ち
と
そ
の
民
族
 

の
 運
命
な
ど
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
事
柄
を
通
じ
て
、
神
の
 

多
様
な
相
 

間
や
世
界
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
 

ソ
 の
き
口
述
は
、
リ
ク
ー
ル
の
い
う
 

箸
 一
次
の
指
示
作
用
を
 

も
ち
、
あ
る
世
界
内
存
在
を
指
示
し
て
い
る
 

0
 し
か
も
 、
そ
れ
は
 

の
 存
在
様
態
を
根
抵
か
ら
否
定
す
る
世
界
内
存
在
の
様
態
 

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ア
ラ
ブ
部
族
的
存
在
の
様
態
の
虚
 

偽
を
露
里
 

の
 存
在
の
根
抵
を
揺
が
し
、
新
し
い
、
真
実
の
存
在
様
態
 

を
 開
示
し
、
そ
こ
へ
誘
 
う
カ
 を
も
 コ
 言
葉
で
あ
る
。
 
ク
 ル
ア
ー
ン
 

べ
き
私
議
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
信
仰
者
に
は
罪
の
赦
 

 
 

（
 
コ
 ㏄
Ⅰ
二
ロ
（
 

、
コ
 
り
口
 
岸
甲
 
）
 と
柘
 
旧
土
日
（
 

ヴ
ひ
 
の
 
す
目
 
）
（
の
 

h
.
 

俺
 Ⅰ
 @
 脂
 

し
と
天
国
を
約
束
す
る
「
魅
す
る
私
議
」
で
も
あ
る
「
 

 
 

の
 
（
 
c
.
 

）
で
あ
る
。
存
在
の
根
抵
を
揺
が
し
、
終
末
の
裁
 

聖
な
る
も
 

ぎ
を
告
知
 

れ
に
 
な
る
も
の
 

懸
っ
 

  
っ ほ 。 

た 迷 ク 

" つ め 
い て ア 

# つ い l 

ば る ン 
ク の に 

ル で は 

ア も "   
め て れ 
白 い は 
己 る 神 
証 の が 

啓示 明が でも 

繰な 退 い した 

さ o ク 
れ       ノン 

て ぃそ ァ @ 
る れ ン 
o は 」 

え鯉釜 

  
系囲痒 、 不 P 
押 さ ） 

だと @- かり 口 れた 

葉 啓 か 
と 一 打 て   

し （ 「 

お前 共 いけて ミ 

同 さ た 

  
確 前 屈 

（のの 信さ ム （     
ね め ハ 
) @ ン 

聖 じ マ 
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宗教学的  
 

 
 

 
 

チ 

の
 」
で
あ
る
 0
 そ
の
 ょ
う
 な
聖
な
る
も
の
の
現
前
と
し
て
 、
そ
れ
を
聞
く
者
に
全
人
格
を
か
け
て
の
応
答
を
迫
 ま
 る
 言
葉
で
あ
る
。
 

 
 

リ
ク
ー
ル
が
述
べ
る
よ
 う
 に
、
第
二
次
の
指
示
は
日
常
的
 現
実
世
界
に
は
な
い
何
か
に
関
わ
っ
て
お
り
、
ク
ル
 ア
 ｜
ン
 の
言
述
を
日
常
 

（
 
乃
 @
 

的
 現
実
の
次
元
で
し
か
聞
 き
 え
な
い
者
に
と
っ
て
 、
そ
 れ
は
「
 づ
 く
り
 話
 」
「
虚
偽
」
な
の
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
 ム
空
 信
仰
は
、
ク
ル
 ア
 

一
ソ
の
 言
葉
を
「
神
の
言
葉
」
と
聞
く
（
 壷
佳
ぢ
 ）
 か
、
 
「
つ
く
り
 話
 」
と
聞
く
（
 守
ヰ
隼
ぎ
ヴ
 
）
か
に
係
っ
て
 い
 る
 0
 そ
 @
 
し
で
は
舌
口
女
甘
木
を
 

介
し
て
神
と
個
人
が
直
面
す
る
の
で
あ
り
、
言
葉
を
伝
 ，
 
え
て
い
る
ム
ハ
ン
マ
ド
の
介
在
す
る
余
地
は
な
い
 0
 ム
ハ
 ン
マ
ド
に
は
、
厳
密
な
 

（
く
し
）
 

7
7
 

意
味
で
他
者
を
信
仰
へ
導
く
救
済
論
的
な
機
能
は
与
え
 ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
（
 印
 ・
 づ
ト
舖
 。
お
 -
 ま
落
 の
 ・
）
 
0
 

以
上
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
テ
キ
ス
ト
を
中
心
に
、
「
神
の
壬
 
-
 
口
薬
」
の
意
味
の
解
明
の
一
部
を
粗
描
し
た
 
0
 こ
の
解
明
 に
 際
し
て
、
「
 聖
な
 

る
も
の
」
な
ど
宗
教
学
の
一
般
的
カ
テ
ゴ
リ
 @
 を
手
掛
り
 

と
し
て
用
い
、
ク
ル
ア
ー
ン
に
お
け
る
「
神
の
言
葉
」
 

の
 意
味
を
宗
教
学
の
視
 

点
か
ら
考
察
し
て
み
た
 0
 こ
の
解
明
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
 に
お
け
る
 
ク
 ル
ア
ー
ン
の
言
葉
が
、
宗
教
一
般
に
見
ら
れ
 る
 聖
な
る
も
の
の
現
前
 

の
 一
例
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
類
似
し
た
構
造
や
機
能
を
 も
つ
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
（
 ク
ル
 ア
ー
ン
 と
 古
代
、
未
開
 

宗
教
の
神
話
と
の
相
違
に
つ
い
て
ほ
別
に
考
察
さ
れ
ね
 ば
な
ら
な
い
 
0
 
）
 

イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
け
る
聖
な
る
も
の
の
現
前
が
 ク
ル
ァ
｜
 ン
の
 言
葉
で
あ
り
、
そ
れ
が
 ク
 ル
ア
ー
ン
 的
 救
済
論
の
 中
心
に
位
置
す
る
。
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聖典への宗教学的アプローチ 
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聖典への宗教学的アプローチ 
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（
 
材
 ）
レ
ー
ク
は
、
「
 教
説
も
 、
そ
れ
が
単
な
る
哲
学
論
文
に
 

な
ら
ぬ
 よ
う
 意
図
す
る
な
ら
、
神
話
的
な
表
現
を
全
く
払
拭
 

す
 る
こ
と
は
で
き
な
い
」
 

（
 
づ
 曲
目
 
年
の
 
Ⅱ
Ⅰ
の
 
e
 
仁
毛
 
、
 0 で
・
 
ぃ
 
@
 
（
・
・
 

ゅ
ひ
め
 

，
 4
 、
 ロ
 ・
 
笘
 
。
㍉
）
と
汁
 

辿
べ
 て
お
り
、
そ
の
差
は
相
対
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
 



（
 乃
 ）
特
に
、
終
末
の
目
の
甦
り
に
問
し
て
、
そ
れ
を
虚
偽
 
と
 看
し
、
信
じ
な
い
人
々
が
い
る
。
（
 臼
 ・
の
 ご
き
｜
き
 ・
 ま
 
の
 ㏄
 
1
.
 
の
 0
 の
 ヰ
 
0
.
 
）
 

（
 托
 ）
ム
ハ
ン
マ
ド
は
、
共
同
体
（
ウ
ン
マ
）
の
創
立
者
、
指
 
導
者
と
し
て
、
模
範
的
ム
ス
リ
ム
と
し
て
、
各
々
の
決
断
に
基
 い
て
信
仰
者
と
な
っ
た
 

  （ ヘ （ （ （ （ ） ） 8 7 4 ） 7 3 ） 7 72 ） Ⅰ 、 ） 7 0 ） 6 9 6 9 56666 （ （ 7 （ 6 （ （ 4 6 （ 3 6 （ 2 6 （ l Ⅰ 6 （ 0 5 
） ） ） ） ） ） ） ） ） 
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臣 0 
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    人 
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o 吊 を ネ ・批判 Ⅰさ い ・ 
円す ㏄ 

変 
容 

Ⅱ 年 0% 
す 

ミま下 臣の・ ヴせ ト 01. トい 

  
」 

めづ闘 o ヰ         
やヨ， 

目 のく 

  

    

@ ト " Ⅰ コ 。 のⅠ N の -" 卜 め ま ウ コ 

が Ⅰ 「 
（ も   自   己 

寒 。   
を 
」 精密に の円柱 。白ト   い   0 @ さ         

    は述 

ガ ヱ 的 ミ 
つう べ   

ぢ自 0 
  

      な 

  鯉口 。 ロ が ハ 之の毛 ド 

  
Ⅰ 戸 笘 " " ク   

          こ ） 
帝 珪 - が   
Ⅱ 宙   

隼の、   きオ 一二   
かぃ 

O 
す侍 （Ⅰ でパ 00 か q0 二心 
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聖典への宗教学的アプ。 一チ 

人
々
に
対
し
て
は
、
実
際
上
多
大
な
救
済
論
的
役
割
を
果
し
て
 い
る
 0
 
ム
ハ
ン
マ
Ⅰ
の
こ
の
救
済
津
 山
役
 Ⅱ
は
、
そ
の
俺
の
拮
 史
的
 叫
開
 に
お
 

い
て
、
シ
ャ
リ
ー
ア
、
い
わ
か
る
イ
ス
ラ
ム
法
の
内
実
 へ
引
肚
 か
れ
て
ゆ
く
と
考
え
ら
れ
 る
 。
こ
の
問
題
は
 、
い
 づ
れ
、
別
個
 で
 
考
察
し
た
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の
た
め
の
念
仏
と
な
る
の
で
あ
る
。
 

Ⅰ
キ
ー
，
ワ
ー
ド
り
親
鸞
、
三
 

顧
 転
入
、
臨
 丑
 来
迎
、
真
門
、
 りた @ 白 
- ヴ 

Ⅰ
論
文
要
旨
ロ
新
鷹
 

の
 "
 
信
心
 "
 は
、
い
わ
か
る
浄
土
教
を
脱
 

氏
 す
る
よ
う
な
限
り
な
い
深
ま
り
を
開
示
し
て
お
り
、
そ
の
 

歴
 程
 が
三
頭
転
入
の
 

丈
 に
吐
露
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
彼
の
実
存
に
即
し
っ
 

っ
 究
明
 
す
る
こ
と
が
、
本
論
の
課
題
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
従
来
と
は
 

柳
 か
異
っ
た
 
資
 

料
 批
判
に
 
塞
 い
て
論
を
進
め
た
。
す
な
わ
ち
「
浄
土
女
類
聚
 

紗
 」
（
以
下
「
 

略
紗
 」
と
略
す
）
と
「
愚
禿
 

紗
 」
を
「
 
教
 行
信
 讃
 し
 以
前
の
成
立
 

と
見
敬
 
し
、
そ
の
前
提
の
下
で
両
書
の
文
辞
と
、
そ
れ
を
加
筆
 

修
正
し
た
「
数
行
信
 

譚
 口
の
並
行
箇
所
を
比
較
検
討
す
る
と
、
 

親
鸞
の
思
索
の
 

具
体
的
な
深
化
過
程
が
浮
 

び
 上
る
の
で
あ
る
。
 

又
 、
論
争
点
と
 
な
っ
て
い
る
国
人
転
入
の
時
期
に
関
し
て
も
、
口
入
帰
陣
以
後
 

で
あ
る
と
い
う
 

新
た
な
結
論
に
導
か
れ
、
そ
れ
ら
に
 

塞
 い
て
次
の
様
に
各
 

境
位
 の
 解
明
を
試
み
た
。
 

十
九
 願
 位
は
臨
終
来
迎
を
指
標
と
し
、
九
品
往
生
を
期
す
も
の
 

で
あ
る
が
、
 
親
笘
は
 
、
そ
こ
に
お
け
る
浄
土
と
仏
の
感
性
的
実
 

体
性
、
多
 
食
 

仏
の
自
力
性
、
発
願
心
の
自
利
性
を
 

ヨ
 
浄
土
論
詰
 
口
 （
以
下
見
 
嗣
註
 
L
 と
略
す
）
の
触
発
に
よ
っ
て
超
克
し
た
。
二
十
顕
位
へ
の
 

国
人
 は
 、
日
恵
 

禿
鍍
ヒ
の
 
横
超
の
自
覚
 
と
 一
で
あ
り
、
そ
の
積
極
面
が
日
 

略
欽
 し
に
よ
っ
て
、
信
行
と
も
に
如
来
の
廻
向
で
あ
り
、
そ
の
廻
向
 

と
人
間
と
の
 
接
 

合
点
が
如
来
の
賜
物
た
る
名
号
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
だ
が
 

そ
の
消
極
面
と
し
て
、
経
の
教
え
に
立
脚
し
た
執
持
名
号
に
 

、
 な
お
自
我
性
 
と
 

 
 

 
 

 
 

三
顧
 転
 人
と
親
鸞
の
実
存
 

松 

岡 

由 

香 

子 
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の
 断
面
を
 

ま
ず
、
 

と
告
白
 せ
 

断
で
あ
る
 

行
と
雑
行
 

る
 。
 親
弗
 

た
 往
時
の
 素

描
し
て
お
ぎ
た
 い
 。
 

「
数
行
信
 澄
 L
 後
序
に
存
す
る
「
雑
行
を
棄
て
て
本
願
に
 帰
す
」
（
 棚
 ）
と
の
 帰
 浄
の
宣
明
は
、
如
何
な
る
修
行
 も
 及
び
難
い
 

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
叡
山
で
の
生
活
に
対
す
る
絶
望
の
 闇
か
ら
、
法
然
の
法
門
に
一
条
の
光
を
見
出
し
て
下
さ
れ
 た
 主
体
的
 決
 

「
雑
行
」
と
は
、
善
導
・
法
然
の
教
相
判
釈
の
用
語
 で
あ
っ
て
、
仏
道
が
聖
道
門
と
浄
土
門
に
分
げ
ら
れ
、
 後
 者
が
更
に
正
 

と
に
 分
 げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
雑
行
 は
 具
体
的
に
は
 弥
 陀
 以
外
の
諸
仏
を
対
象
に
、
五
行
を
修
し
て
往
生
を
期
す
 
こ
と
で
あ
 

は
 全
著
作
に
 亘
 っ
て
こ
の
用
法
を
厳
密
に
踏
襲
し
て
お
り
 

「
雑
行
を
棄
て
」
と
い
う
記
述
は
叡
山
で
の
 堂
僧
生
 活
と
 訣
別
 し
 

彼
の
実
存
状
況
と
正
し
く
 符
 ム
ロ
す
る
。
「
本
願
に
帰
す
」
 
と
は
、
金
仏
 め
 、
で
は
な
く
弥
陀
の
本
願
に
帰
し
た
こ
 と
 、
具
体
的
 

（
 
う
 
3
 ）
 

る
 。
そ
れ
ゆ
え
「
数
行
信
 澄
 」
で
至
り
着
い
た
図
式
で
あ
 る
 
"
 三
顧
 "
 
の
論
究
に
入
る
前
に
、
そ
こ
へ
と
至
る
自
 覚
の
深
化
過
程
の
三
つ
 

（
 
り
 
2
-
 

し
か
し
な
が
ら
帰
陣
文
は
二
十
九
歳
の
入
室
時
か
ら
ほ
ど
 な
く
書
か
れ
た
文
書
で
あ
り
、
転
入
文
は
後
述
す
る
 ょ
 う
 に
 

木
 執
筆
時
に
書
き
下
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
何
十
年
 も
の
時
間
的
隔
た
り
の
あ
る
前
文
書
を
 、
 直
ち
に
同
一
平
 面
上
 

対
応
点
を
求
め
る
の
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
 

親
 鵜
は
何
度
か
 、
 自
ら
の
そ
れ
ま
で
の
歩
み
を
総
括
す
 る
よ
う
な
論
述
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
 ケ
 
@
 目
 

実
存
 範
 時
を
用
い
て
い
る
。
そ
れ
は
彼
が
そ
の
都
度
、
真
 と
 思
い
な
し
た
 境
 位
の
内
に
や
が
て
虚
妄
を
自
覚
し
 、
 そ
 う
 

り
と
一
つ
に
、
そ
の
都
度
一
層
深
く
根
源
的
な
地
平
を
開
 ぎ
 出
し
て
、
実
存
の
諸
 境
 位
の
図
式
を
新
た
に
据
え
直
 し
て
 

「
 数
 行
信
 澄
 」
草
 

に
置
い
て
双
方
の
 

お
い
て
異
な
っ
た
 

い
 う
 自
覚
の
深
 き
 

い
っ
た
か
ら
で
あ
 

三
 顧
 韓
人
文
の
解
釈
に
お
い
て
は
、
従
来
必
ず
と
い
っ
て
 

よ
 い
ほ
ど
 吉
 水
入
室
時
の
帰
陣
 
文
 と
の
対
応
関
係
が
問
 
題
 と
さ
れ
て
ぎ
た
。
 

-
l
 
）
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三顧転入   と % 

に
は
第
十
八
願
を
王
本
願
と
し
て
念
仏
往
生
を
選
択
し
た
 法
然
の
門
下
に
投
じ
た
こ
と
を
指
す
。
こ
の
「
本
願
」
 は
 後
の
境
位
か
ら
見
返
 

 
 

（
 
4
4
-
 

す
な
ら
ば
、
十
九
 願
 
・
二
十
 願
 
・
十
八
願
と
分
節
さ
れ
 
る
 以
前
の
本
願
で
あ
り
、
転
入
 丈
 に
「
婁
に
久
し
く
願
海
 に
入
り
て
」
（
 瑚
 ）
 と
 

（
 
5
 ）
 

回
顧
さ
れ
た
願
海
に
相
応
す
る
。
 

と
こ
ろ
で
親
鸞
は
、
主
体
的
決
断
が
 、
 直
ち
に
は
真
の
 救
い
を
意
味
し
な
い
こ
と
を
自
覚
し
て
、
そ
の
径
庭
を
直
 祝
 し
つ
つ
、
如
何
に
 

し
て
真
実
に
救
わ
れ
る
か
、
を
畢
生
の
間
と
し
て
 経
釈
 に
 聞
き
つ
 
っ
 思
索
し
抜
い
た
稀
有
な
人
で
あ
る
。
そ
の
 間
 思
の
最
初
の
足
跡
が
 

日
略
 抄
 し
 で
あ
る
と
思
わ
れ
る
 0
 こ
の
書
は
「
愚
禿
 抄
 し
 と
 共
に
大
部
分
が
「
数
行
信
 澄
 し
と
並
行
し
て
お
り
、
 
他
の
諸
般
の
理
由
か
ら
 

ヘ
 
6
0
 

）
 

も
 、
 両
書
 と
も
「
数
行
信
 澄
ロ
の
 撰
述
以
前
に
成
立
し
 、
 そ
の
原
型
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

「
 略
抄
ヒ
は
 
、
親
鸞
が
入
室
時
に
領
解
し
た
法
然
の
教
え
 を
 問
い
直
し
、
ョ
論
詰
 ロ
の
 理
論
を
軸
に
し
て
全
く
新
 た
に
構
築
し
た
 彼
独
 

自
の
救
済
論
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
批
判
眼
を
以
て
 
「
選
択
本
願
念
仏
集
 
ヒ
 
（
以
下
「
選
択
集
目
と
略
す
）
 
や
 
日
 観
経
 疏
 口
を
読
み
直
 

し
 、
 横
 ・
 竪
 
・
 超
 
・
 出
 と
い
う
 範
 隠
で
仏
道
の
教
相
判
 釈
を
試
み
た
も
の
が
「
愚
禿
鈴
口
で
あ
る
。
横
は
浄
土
門
 、
 竪
は
聖
道
門
で
あ
 

り
、
 超
は
頓
・
直
入
を
 、
 出
は
漸
・
迂
廻
を
表
す
。
 

浄
 土
門
に
つ
い
て
は
横
超
 と
 横
田
と
い
う
図
式
が
提
示
さ
れ
 て
い
る
。
横
超
は
日
 略
 

（
Ⅰ
 

1
 
）
 

妙
ヒ
と
 基
本
的
に
同
一
圏
域
の
境
 位
 た
る
「
本
願
一
乗
 」
（
 棚
 ）
を
指
す
。
横
山
は
そ
れ
以
外
の
正
行
雑
行
を
含
 む
 浄
土
門
の
教
え
一
切
 

を
 摂
し
、
「
裏
門
」
（
 棚
 ）
或
い
は
「
仮
門
」
（
 拐
 ）
 と
 も
い
わ
れ
る
。
た
だ
そ
こ
に
初
出
す
る
「
真
門
」
（
 姐
 ）
 ほ
 弥
陀
定
散
の
念
仏
 

薪
と
 規
定
さ
れ
、
横
超
と
も
横
田
と
も
明
記
さ
れ
ず
 、

解
釈
の
幅
を
残
し
て
い
る
。
 

の
 

鸞
 

円
教
行
信
 澄
口
 化
身
 上
巻
 に
お
い
て
初
め
て
 三
 顕
位
が
明
瞭
に
区
別
さ
れ
、
そ
の
帰
結
と
し
て
次
の
よ
 う
 な
 い
 わ
か
る
韓
人
文
が
結
ば
 

れ
て
い
る
 
0
 
「
是
を
以
て
愚
禿
 釈
 の
 鸞
 、
 論
 主
の
解
義
 を
 仰
ぎ
、
宗
師
の
勧
化
に
依
 て
、
 久
し
く
万
行
諸
善
之
 仮
 門
を
出
で
、
永
く
双
樹
 

林
下
文
往
生
を
離
る
。
善
本
篠
本
の
真
門
に
回
天
し
て
、
 偏
 へ
に
離
居
往
生
左
心
を
発
し
 ぎ
 。
然
る
に
 
今
 特
に
方
 便
の
真
門
を
出
で
て
、
 

選
択
の
願
海
に
転
入
せ
り
。
速
か
に
 難
思
 往
生
の
心
を
 離
れ
て
、
 
難
 思
議
往
生
を
遂
げ
ん
と
欲
す
」
（
 
瑚
 ）
。
こ
の
 時
期
に
、
真
門
は
翻
さ
 
49  (245) 



し し て の の の は い め 

「
願
海
に
就
い
て
真
有
り
仮
有
り
」
（
Ⅶ
）
と
い
わ
れ
る
 よ
さ
に
、
親
鸞
は
、
一
度
は
そ
の
申
に
決
断
し
て
身
を
 投
じ
た
願
海
に
 、
改
 

て
 仮
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
彼
の
自
己
批
 判
 で
あ
る
と
同
時
に
 、
 総
じ
て
浄
土
門
そ
の
も
の
へ
の
 鋭
 い
 批
判
を
内
包
し
て
 

 
 

 
 

る
 0
 な
か
ん
づ
く
、
法
然
が
金
科
玉
条
と
し
た
「
 百
即
百
 生
の
専
修
正
行
」
 

@
9
 
）
が
、
「
正
行
の
中
の
専
修
専
心
、
専
 修
 雄
心
、
雑
修
 雑
心
 

、
 此
皆
 辺
地
 胎
官
辮
慢
 界
の
業
因
な
り
」
（
 珊
 ）
と
断
じ
 ろ
 ね
 、
十
九
顕
位
に
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
そ
れ
は
 象
 徴
 的
に
表
れ
て
い
る
。
 

さ
て
、
十
九
 願
位
は
 標
準
 に
 「
無
量
寿
仏
観
経
文
意
、
至
 心
 発
願
文
 願
 、
邦
宏
 聚
機
 、
双
樹
林
下
往
生
」
（
 廊
 ）
 と
記
さ
れ
、
「
大
経
口
 

第
十
九
願
文
に
由
っ
て
 修
 諸
功
徳
、
臨
終
現
前
、
現
前
 尊
主
、
来
迎
引
接
、
至
心
発
願
 と
 五
つ
の
 願
招
 が
挙
げ
ら
 れ
て
い
る
 0
 こ
の
中
 

三
つ
、
臨
終
現
前
・
現
前
導
 生
 ・
来
迎
引
接
に
明
ら
か
 な
よ
さ
に
、
十
九
顕
位
を
際
立
た
せ
る
実
存
の
あ
り
方
は
 、
臨
終
に
阿
弥
陀
仏
 

来
迎
を
期
す
こ
と
で
あ
る
。
 

一
般
に
法
然
の
教
え
は
、
そ
れ
ま
で
の
天
台
浄
土
教
と
は
 非
常
に
異
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
易
い
が
、
法
然
は
臨
 終
に
仏
の
来
迎
を
得
 

浄
土
に
往
生
す
る
と
い
う
浄
土
教
の
救
済
の
内
実
自
体
 は
寸
 車
も
変
更
せ
ず
、
た
だ
方
法
に
関
し
て
、
観
想
そ
の
 他
の
雑
行
雑
修
を
廃
 

、
口
称
念
仏
の
み
を
選
択
し
た
の
で
あ
る
。
 又
 、
往
生
 が
 臨
終
の
一
念
で
決
せ
ら
れ
る
と
い
う
点
は
踏
襲
し
た
 上
 で
、
仏
の
来
迎
に
 関
 

て
は
、
臨
終
の
正
念
念
仏
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
平
生
の
 念
仏
に
よ
っ
て
来
迎
に
与
れ
る
の
で
あ
り
、
仏
が
現
前
 す
る
が
ゆ
え
に
正
念
 

二
十
九
 願
位
 

る
 べ
 き
 二
十
 願
位
 と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
 

⑯
 

（
 
@
 ）
 

以
上
の
よ
う
な
三
つ
の
断
面
に
お
け
る
図
式
を
立
体
的
 に
切
り
結
び
な
が
ら
、
十
九
顕
位
仮
門
、
二
十
顕
位
真
門
 が
 、
い
か
な
る
覚
醒
の
 

 
 

に
よ
っ
て
 仮
 な
る
実
存
と
し
て
背
後
に
さ
れ
た
か
を
追
思
 し
 、
親
鸞
の
実
存
の
翻
り
と
そ
の
 落
在
処
を
 見
届
け
た
 い
と
思
う
。
 



三顧転入と親鸞の 実存 

と
は
、
浄
土
教
の
根
幹
を
揺
が
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
 し
 か
し
な
が
ら
、
事
実
、
親
鸞
は
「
愚
禿
 紗
 目
で
「
横
田
 は
 易
行
道
文
教
な
り
、
 

析
 求
を
以
て
木
と
為
す
。
何
を
以
て
の
故
に
、
願
力
 に
 由
て
 生
死
を
厭
 捨
 せ
し
む
る
が
救
世
」
（
 瑚
 ）
と
記
し
、
 折
求
 浄
土
と
い
う
姿
勢
 

そ
の
も
の
を
「
横
田
」
つ
ま
り
仮
で
あ
る
と
見
極
め
た
 の
で
あ
り
、
後
に
ほ
「
臨
終
ま
つ
こ
と
な
し
、
来
迎
た
の
 む
こ
と
な
し
」
（
 航
 ）
 

と
 言
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

で
は
、
臨
終
来
迎
を
期
す
実
存
の
ど
こ
に
、
 親
 究
は
超
克
 さ
る
べ
き
問
題
性
を
見
い
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
 

第
一
に
、
「
観
経
口
等
に
説
か
れ
る
阿
弥
陀
仏
は
 、
死
 に
 臨
ん
で
い
る
人
に
感
性
的
に
把
握
さ
れ
る
対
象
で
あ
り
 、
又
 そ
の
人
を
浄
土
 

に
 導
く
と
い
う
個
人
的
関
り
を
も
た
ら
す
人
格
で
あ
る
。
 も
っ
と
も
こ
の
人
格
的
 仏
 と
の
関
り
は
、
臨
終
に
限
ら
 れ
て
い
た
わ
げ
で
は
な
 

い
 。
仏
の
現
前
に
与
る
境
地
は
、
夏
身
観
な
ど
の
観
法
を
 修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
得
ら
れ
る
。
法
然
は
こ
の
 境
 地
へ
の
参
入
た
る
三
昧
 

発
 得
を
得
道
の
証
と
し
て
重
視
し
 、
 自
ら
念
仏
三
昧
に
 よ
っ
て
得
た
こ
の
種
の
体
験
を
書
き
残
し
て
い
る
 0
 丈
司
 選
択
集
目
に
は
、
「
 衆
 

生
 、
行
を
起
し
て
口
に
常
に
仏
を
称
す
れ
ば
、
 仏
 即
ち
 @
 
」
れ
を
 聞
 ぎ
た
 ま
ふ
 。
…
・
・
・
衆
生
、
仏
を
憶
念
す
れ
ば
、
 

仏
 ま
た
衆
生
を
憶
念
し
 

た
ま
 ふ
」
（
 

3
 
@
 
 

）
 と
、
阿
弥
陀
仏
と
の
日
常
的
感
応
道
交
が
説
か
 れ
て
い
る
。
個
別
的
人
格
的
結
び
付
き
は
、
そ
れ
が
 強
 ま
る
ほ
ど
排
他
的
性
質
 

を
 帯
び
る
。
当
時
流
布
し
た
絵
図
、
す
な
わ
ち
念
仏
者
 に
の
み
阿
弥
陀
仏
の
光
が
届
い
て
い
る
図
は
、
そ
の
排
他
 性
狭
降
性
が
 仏
教
に
 惇
 

（
 
4
 
i
 
せ
 
）
 

る
も
の
と
し
て
、
 旧
 仏
教
か
ら
の
指
弾
を
招
い
た
の
で
 あ
っ
た
。
 

そ
れ
に
対
し
、
親
鸞
は
「
 略
妙
 」
で
は
ま
だ
な
お
「
 信
 を
 発
し
て
称
名
す
れ
ば
、
 光
摂
議
 し
た
ま
 ふ
 」
（
 邸
 ）
 と
 、
称
名
に
よ
る
個
人
 

的
 関
係
性
を
認
め
て
い
た
が
、
並
行
す
る
 行
巻
 で
は
「
 一
切
の
群
生
、
光
照
を
蒙
る
」
（
 
趙
 ）
と
、
無
条
件
の
普
遍
 
的
 恩
恵
に
書
き
換
え
て
 

い
る
。
 又
 、
彼
は
お
 ょ
そ
 三
昧
 発
得
 を
そ
の
著
書
の
ど
 -
 
」
に
も
言
及
し
て
お
ら
ず
、
阿
弥
陀
仏
を
感
覚
的
対
象
と
 し
て
捉
え
る
こ
と
を
、
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（
 
Ⅱ
 
@
 @
 

勿
論
、
 臨
終
来
迎
思
想
は
天
台
宗
や
法
然
の
特
殊
な
見
方
で
は
 な
く
、
阿
弥
陀
 原
 伝
承
 

（
 
2
 
l
l
 

）
 

に
 遡
り
、
「
大
経
口
の
三
 
輩
段
 、
「
観
経
ヒ
 の
 九
品
往
生
女
 に
 繰
返
し
説
か
れ
る
阿
弥
陀
仏
思
想
の
要
諦
で
あ
っ
て
 、
こ
れ
を
批
判
す
る
こ
 



し
か
し
第
十
八
願
に
「
乃
至
十
念
」
と
銘
記
さ
れ
る
 よ
う
 に
 、
人
間
の
側
に
も
念
仏
と
い
う
本
願
に
 叶
 5
 業
が
要
 請
 さ
れ
る
。
念
仏
を
正
 

業
 と
す
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
業
の
果
が
予
想
さ
 れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
 よ
 い
往
生
を
得
る
為
に
は
 多
 念
仏
 を
 励
ま
ね
ば
な
ら
な
い
 

こ
と
に
な
る
。
法
然
自
身
は
日
別
 セ
 万
遍
、
或
い
は
五
万
 遍
 と
い
う
念
仏
を
行
じ
て
い
る
。
そ
の
師
に
近
侍
し
た
 親
鸞
も
、
一
時
は
そ
れ
 

を
 倣
っ
た
に
相
違
な
い
。
だ
が
日
に
何
万
遍
と
い
う
こ
 と
に
な
れ
ば
、
叡
山
で
の
 待
 と
形
態
こ
そ
異
な
れ
、
人
間
 の
 強
固
な
音
ギ
心
と
努
力
 

を
 要
す
る
行
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
。
や
は
り
 功
 徳
を
積
む
べ
く
修
す
る
人
間
の
業
で
あ
る
。
そ
れ
が
果
し
 て
 他
力
と
い
え
る
も
の
 

 
 

十
九
頭
位
と
し
て
明
確
に
批
判
し
て
い
る
。
「
化
身
上
 を
 顕
さ
ば
 、
 仏
は
無
量
寿
仏
観
経
の
説
の
如
し
、
夏
身
 観
 仏
 定
地
」
（
Ⅲ
）
。
同
様
 

の
こ
と
は
往
生
す
る
浄
土
に
つ
い
て
も
当
て
嵌
り
、
十
九
 顕
位
の
浄
土
は
「
土
は
観
経
の
浄
土
定
地
」
（
 廊
 ）
 と
 批
判
さ
れ
て
い
る
。
 

「
観
経
の
浄
土
」
と
は
、
道
場
樹
を
中
心
と
し
た
華
麗
な
 
感
性
的
対
象
世
界
で
あ
り
、
そ
れ
を
親
鸞
は
経
を
引
い
 て
 
「
目
に
 其
 色
を
観
、
 

耳
に
其
 声
を
聞
、
鼻
に
 其
香
を
 知
、
舌
に
 
其
 味
 な
嘗
 

」
（
 紺
 ）
と
記
し
て
い
る
。
十
九
頭
位
 の
 
「
双
樹
林
下
 往
生
」
と
は
、
こ
の
よ
 

-
@
 
リ
 
）
 

う
な
道
場
樹
の
下
に
生
れ
る
よ
う
な
も
の
だ
、
と
彼
は
 解
釈
し
た
の
で
あ
る
。
 

平
安
末
か
ら
鎌
倉
に
か
け
て
都
を
席
捲
し
た
折
 求
 浄
土
 の
 熱
狂
の
中
に
ほ
、
戦
禍
に
為
す
術
を
知
ら
ぬ
都
人
の
 、
 死
に
対
す
る
不
安
 

が
 、
浄
土
美
術
や
礼
讃
の
引
声
念
仏
、
或
い
は
念
仏
踊
 等
の
感
性
的
陶
酔
に
よ
っ
て
死
後
世
界
の
憧
 惧
 、
 願
求
へ
 と
錯
 倒
さ
れ
た
と
い
う
 

要
素
が
あ
る
。
そ
う
い
う
美
的
宗
教
性
は
日
本
人
に
は
 極
め
て
馴
染
み
易
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
親
鸞
に
 よ
っ
て
仮
で
あ
る
と
 見
 

抜
か
れ
た
の
だ
。
 

第
二
は
「
 修
 諸
功
徳
」
と
い
う
 願
名
 に
顕
わ
さ
れ
た
 
問
 題
 性
で
あ
る
。
臨
終
来
迎
は
個
人
的
な
往
生
で
あ
る
か
ら
 、
そ
の
往
生
の
方
法
 

も
 個
人
的
な
も
の
と
な
る
。
法
然
は
易
行
た
る
念
仏
の
 一
行
を
選
択
し
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
人
が
日
毎
に
称
え
 る
 念
仏
の
数
に
よ
っ
 

て
 、
往
生
 仁
 九
つ
の
位
階
を
認
め
た
。
す
な
わ
ち
「
観
経
 疏
 L
 
 
に
拠
っ
て
、
「
毎
日
三
万
返
は
上
品
の
業
・
・
・
・
・
・
 

二
 万
は
 中
、
一
万
は
下
な
 

 
 

に
 依
る
。
他
力
で
あ
る
が
故
、
一
称
念
仏
は
八
十
億
劫
の
 罪
を
除
く
 力
 を
持
つ
。
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三
 
濫
を
深
く
覆
い
隠
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
親
鸞
 

-
 
。
 
"
 
そ
の
自
利
性
に
気
付
い
た
日
教
行
信
 

澄
口
 

序
文
で
 

 
 

 
 

53   

の
㍽
て
は
、
「
願
力
に
由
 

媛
 
の
 目
で
見
れ
ば
、
た
か
だ
か
私
が
救
わ
れ
た
 

て
 
生
死
を
厭
 

、
、
 

捨
 
せ
し
む
」
（
 

い
と
 

 
 

 
 

  

だ
ろ
う
か
。
と
り
わ
け
、
日
々
の
生
業
の
為
、
多
く
の
時
 

を
 割
か
ね
ば
な
ら
ぬ
庶
民
に
は
上
品
往
生
は
到
底
望
み
 

難
い
。
所
詮
、
出
家
者
 

富
貴
者
に
有
利
な
不
平
等
な
教
え
で
は
な
い
か
。
こ
の
 

よ
う
な
疑
念
が
終
に
次
の
よ
う
な
見
極
め
に
結
晶
し
て
い
 

っ
 た
の
で
あ
る
 
0
 「
 
観
 

経
 往
生
と
い
ふ
は
…
…
定
書
敬
喜
三
福
九
品
の
諸
善
、
 

あ
 る
い
は
自
力
の
称
名
念
仏
を
と
き
て
九
品
往
生
を
す
 

ュ
 め
た
ま
へ
り
」
（
 
対
 ）
。
 

こ
こ
で
は
通
数
を
重
ね
る
念
仏
が
、
他
力
の
中
の
自
力
と
 

し
て
自
覚
さ
れ
て
い
る
。
親
鸞
は
十
九
顕
位
 

性
 関
し
て
 、
も
は
や
念
仏
か
余
荷
 

か
と
い
う
行
形
態
の
区
別
を
問
う
て
し
な
し
 

、
 
@
 
 

、
、
 -
7
@
 

｜
 。
 そ
れ
が
 人
 間
の
自
力
的
努
力
に
お
い
て
往
生
の
業
因
と
な
る
な
ら
 

、
た
と
え
念
仏
で
あ
っ
 

て
も
「
 修
 諸
功
徳
」
に
堕
し
十
九
顕
位
と
な
る
。
韓
人
文
 

で
 「
万
行
諸
善
の
仮
門
」
と
い
わ
れ
た
「
万
行
」
と
は
 

、
こ
の
 ょ
う
 な
意
味
で
 

一
切
の
人
間
の
行
業
を
指
す
の
で
あ
る
。
 

第
三
は
、
念
仏
に
潜
む
自
力
が
内
面
性
に
ま
で
及
ぶ
 

問
 題
性
 で
あ
り
、
そ
れ
が
「
至
心
発
願
」
と
い
う
 

願
名
 に
顕
 わ
れ
て
い
る
。
法
然
 

は
 往
生
の
必
須
条
件
と
し
て
、
念
仏
の
み
な
ら
ず
精
神
的
 

構
え
と
し
て
の
三
心
、
す
な
わ
ち
至
誠
心
・
深
心
・
 

廻
 向
 発
願
心
の
具
足
を
そ
 

の
 著
述
の
随
所
で
説
い
て
き
た
。
例
え
ば
「
一
も
 

少
 け
ぬ
 れ
ば
、
こ
れ
さ
ら
に
不
可
な
り
。
こ
れ
に
よ
っ
て
極
楽
 

に
 生
ぜ
む
と
 欲
忙
 む
人
 

ナ
、
 全
く
三
心
を
具
足
す
 

@
 
 

。
 
へ
 ざ
な
り
」
 

@
a
-
l
 
 

と
。
と
こ
ろ
が
 
法
 然
 教
学
の
眼
目
と
も
い
え
る
こ
の
三
心
を
、
親
鸞
は
「
 

愚
禿
 紗
ヒ
 に
お
い
て
 

 
 

「
諸
織
部
 
か
 各
別
文
三
心
」
（
 
荻
 ）
と
そ
の
 陥
穿
を
別
出
 
し
 、
化
身
上
巻
で
一
層
鮮
明
に
「
 
諸
 機
の
三
心
は
自
利
 
各
別
に
し
て
利
他
の
 一
 

心
 に
非
ず
」
（
 
M
 ）
と
批
評
し
て
い
る
。
け
だ
し
、
こ
の
 

三
心
を
貫
く
も
の
は
、
他
人
は
と
も
あ
れ
、
ま
ず
自
分
 

が
 救
わ
れ
た
い
と
願
 
う
 

薪
 
発
願
 心
 だ
か
ら
で
あ
る
。
通
常
、
宗
教
心
と
呼
ば
 

れ
る
神
仏
へ
の
帰
依
を
駆
り
立
て
る
誠
実
な
心
、
切
実
な
 

救
済
へ
の
願
い
も
、
醒
め
た
 



を
名
告
っ
た
時
、
世
親
・
曇
鸞
の
指
南
す
る
「
論
詰
」
 

迎
の
往
生
か
ら
の
脱
出
が
 、
秘
 や
か
に
な
さ
れ
た
の
で
 

親
鸞
は
流
罪
に
よ
っ
て
、
都
人
の
思
い
よ
ら
ぬ
厳
し
 

き
る
越
後
の
農
民
 達
と
 肌
で
接
し
、
彼
ら
に
学
び
つ
つ
 

  

  

の
 往
生
 仁
 向
か
っ
て
、
 
道
紳
 
・
善
導
・
源
空
と
伝
灯
し
て
 
き
 た
「
観
経
口
臨
終
末
 

あ
る
。
 

い
 生
活
に
叩
き
込
ま
れ
た
。
だ
が
彼
は
 、
 地
に
這
い
つ
く
 ば
り
つ
つ
も
 逼
 し
く
 生
 

生
産
に
従
事
し
、
間
 酷
 な
生
活
を
生
き
抜
い
て
い
っ
た
 の
で
あ
る
。
そ
の
実
存
を
 

  

転
入
 文
 で
、
十
九
 願
 位
か
ら
の
田
夫
 は
 、
「
論
士
の
 
解
 

"
 い
か
に
し
て
救
わ
れ
る
か
。
を
め
ぐ
る
心
行
双
方
の
あ
 

義
を
仰
ぎ
、
宗
師
の
勧
化
に
依
っ
て
 、
 久
し
く
万
行
諸
善
 

り
 方
に
対
す
る
懐
疑
は
、
死
後
往
生
と
い
う
浄
土
教
の
 救
済
そ
の
も
の
へ
の
 

之
 仮
門
を
出
で
」
と
 

根
源
的
問
を
惹
起
す
る
。
だ
が
幸
い
に
親
鸞
は
、
こ
の
 間
 に
答
え
得
る
浄
土
教
の
先
達
に
遭
遇
し
た
。
そ
れ
が
 魏
 の
 曇
鸞
で
あ
る
 0
 彼
は
 

空
観
四
諦
派
の
学
者
だ
っ
た
が
、
病
を
得
て
死
線
を
紡
 律
す
る
や
仏
道
を
擁
っ
て
長
生
不
死
の
神
仙
術
を
求
め
て
 旅
立
ち
、
そ
の
帰
途
に
 

回
心
し
 仙
 経
を
焼
い
て
 帰
 浄
し
た
の
で
あ
る
 0
 彼
岸
で
 
の
生
で
は
な
く
、
此
の
世
で
の
生
を
願
っ
た
曇
鸞
の
口
論
 註
口
 
に
は
、
も
は
や
 
臨
 

 
 

終
 来
迎
は
触
れ
ら
れ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
 空
 観
の
根
木
義
仁
基
づ
い
て
、
往
生
が
「
清
浄
本
願
撫
生
 の
生
 」
と
洞
察
さ
れ
て
 

い
る
。
 
又
 、
二
種
法
身
の
説
に
 よ
 り
阿
弥
陀
仏
の
人
格
性
 は
 止
揚
さ
れ
、
浄
土
に
関
し
て
も
、
「
彼
の
土
は
是
無
 生
 の
 界
 な
れ
ば
、
晃
生
 

 
 

の
 人
 、
自
然
に
 
減
 す
」
と
達
観
さ
れ
て
い
る
。
曇
鸞
に
 ょ
 れ
ば
、
往
生
と
は
死
後
に
実
体
的
な
浄
土
へ
生
ず
る
こ
 と
 で
は
な
く
、
無
生
の
 

界
 で
あ
る
 浬
業
 へ
と
実
存
が
翻
さ
れ
る
こ
と
に
 他
 な
ら
 ず
、
 
従
っ
て
 又
 、
こ
の
現
生
で
の
救
い
な
の
で
あ
る
 0
 億
 巻
の
冒
頭
に
は
、
「
 大
 

 
 

信
心
 は
 即
ち
 足
 長
生
不
死
の
神
 方
 」
（
㎎
）
 

と
詠
い
上
 げ
ら
れ
て
い
る
が
、
曇
鸞
と
共
に
こ
の
世
に
 逼
 し
く
生
 き
 る
こ
と
を
願
っ
た
親
鸞
 

0
 面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
。
 

 
 

@
 
四
 @
 

回
顧
ざ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
「
論
士
」
と
は
、
誤
り
な
 く
 世
親
で
あ
り
、
「
宗
師
」
は
曇
鸞
 か
 善
導
を
指
し
得
る
 。
親
鸞
が
世
親
・
曇
鸞
 

 
 

に
 親
近
す
る
の
は
、
明
ら
か
に
言
水
入
室
以
降
で
あ
る
。
 察
す
る
・
に
、
親
鸞
が
法
然
か
ら
賜
っ
た
法
名
「
純
生
」
 

を
 返
上
し
て
「
親
鸞
」
 

  

超
克
さ
る
べ
 
き
 実
存
の
様
態
と
し
て
把
握
し
直
し
た
の
 で
あ
る
 0
 

 
  

 



さ
て
、
十
九
顕
位
か
ら
二
十
顕
位
へ
の
回
天
 は
 、
親
鸞
の
 実
存
の
歩
み
に
即
し
て
見
れ
ば
、
ひ
と
ま
ず
は
「
愚
禿
 抄
 し
の
 構
 出
か
ら
 横
 

 
 

超
へ
の
覚
醒
に
当
て
嵌
る
 0
 と
い
う
の
は
、
横
田
 は
、
 「
 
浄
土
廻
向
発
願
自
力
方
便
の
仮
門
」
（
 ぽ
 ）
「
観
経
文
意
 」
（
 拐
 ）
と
規
定
さ
れ
、
 

「
観
経
の
三
心
二
の
批
判
を
含
ん
で
い
て
、
内
実
的
に
十
 
丸
顔
 と
 対
応
す
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
「
愚
禿
 妙
ヒ
 に
お
け
る
 横
 出
の
叙
述
 

は
 、
臨
終
来
迎
に
言
及
し
て
い
な
い
の
で
、
横
田
の
 境
位
 に
 更
に
省
察
が
加
え
ら
れ
て
十
九
顕
位
の
 表
詮
に
 至
っ
 た
と
い
え
よ
 う
 。
 又
 、
 

横
超
は
、
「
品
位
階
次
を
云
は
ず
、
一
念
 須
 曳
の
頃
に
 、
 速
か
に
疾
く
無
上
正
真
 道
 を
超
 証
す
 。
故
に
横
超
 と
日
 ふ
也
 」
（
 

n
,
0
 

）
と
規
定
 

さ
れ
る
よ
 う
 に
、
業
因
と
な
る
通
教
を
時
む
念
仏
を
超
克
 し
て
お
り
、
同
人
の
自
覚
に
対
応
す
る
。
だ
が
、
だ
か
 ら
と
い
っ
て
、
横
超
が
 

実
直
ち
に
二
十
 

存
 

願
位
 に
相
当
す
る
と
は
い
え
な
い
の
 で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
横
超
と
そ
の
同
一
圏
域
に
あ
る
日
 略
 紗
 目
の
思
想
に
は
、
十
八
願
 

の
 

腺
位
 に
相
応
す
る
部
分
が
少
な
か
ら
ず
存
す
る
か
ら
 で
あ
る
。
 

 
 

超
 、
す
な
わ
ち
真
実
と
見
 徴
 さ
れ
た
実
存
の
あ
り
方
が
 

 
 

 
 

廠
時
 処
か
ら
改
め
て
見
返
っ
た
時
に
、
な
お
十
分
に
 は
 真
実
で
な
い
も
の
と
し
て
批
判
的
に
析
出
さ
れ
て
、
 十
 八
 顕
位
と
十
九
顕
位
の
間
に
 

 
 
 
 

一
 
一
 
一
 定

位
さ
れ
た
横
位
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
 

三
 

二
十
顕
位
 

ひ
っ
さ
げ
て
聖
教
に
向
か
っ
た
時
、
臨
終
来
迎
批
判
は
い
 よ
い
よ
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
て
い
っ
た
に
違
い
な
い
。
 

以
上
の
よ
う
に
、
十
九
 願
位
は
 、
往
生
を
期
す
発
願
、
臨
 終
 来
迎
へ
の
 信
 、
通
数
を
重
ね
る
念
仏
の
行
な
ど
の
 相
 互
的
 絡
み
合
い
に
 

い
 て
、
自
力
性
、
自
利
性
、
感
覚
性
を
免
が
れ
な
い
。
 そ
 の
こ
と
を
親
鸞
は
「
論
詰
日
の
触
発
に
よ
っ
て
自
覚
し
 、
明
瞭
な
意
識
を
以
 

主
体
的
に
十
九
 願
位
 を
出
 表
 し
た
の
で
あ
る
。
 

て お 



既
に
、
十
九
 願
 

が
 、
で
は
一
体
、
 

事
と
し
て
阿
弥
陀
 

と
な
る
行
信
が
 、
 

の
で
あ
る
 0
 そ
 し
 

名
号
は
人
間
が
如
 

物
な
の
で
あ
る
。
 

の
こ
だ
わ
り
を
 透
 

数
行
、
専
ら
此
を
 

的
称
名
功
徳
 と
一
 

こ
で
は
名
号
は
既
 

徳
 」
（
 蛆
 ）
を
侍
 

従
っ
て
人
は
た
 

ば
よ
 い
 0
 そ
こ
で
 

「
執
持
名
号
 之
真
 位

は
 、
本
願
を
信
じ
名
号
を
称
え
る
そ
の
行
信
が
 、
ぃ
 ず
れ
も
自
利
性
を
免
が
れ
ぬ
こ
と
が
見
届
げ
ら
れ
た
の
で
 あ
る
 

自
利
性
を
挺
 無
 す
る
行
信
と
は
、
い
か
な
る
行
信
な
の
 か
 。
「
 略
紗
ヒ
 で
は
そ
れ
が
、
「
若
し
は
行
、
若
し
は
 信
 、
一
 

如
来
清
浄
 願
心
 Z
 廻
向
成
就
し
た
ま
 ふ
 所
に
非
ざ
る
 こ
 と
 有
る
こ
と
無
し
」
（
 邱
 ）
と
、
示
さ
れ
て
い
る
 0
 往
生
 の
因
 

@
 
簗
 ）
 

人
間
が
如
来
に
廻
向
す
る
行
信
か
ら
、
如
来
が
大
悲
を
 は
て
人
間
に
廻
向
す
る
行
信
へ
と
百
八
十
度
逆
転
さ
れ
て
 い
る
 

て
こ
の
如
来
か
ら
廻
向
さ
れ
た
行
信
と
人
間
と
の
接
点
 @
 
」
そ
が
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
い
う
名
号
で
あ
る
。
だ
か
ら
 そ
の
 

来
へ
の
帰
依
の
表
白
と
し
て
称
え
る
仏
名
で
は
な
く
、
 そ
 れ
 自
体
如
来
の
願
力
と
し
て
の
、
如
来
か
ら
廻
向
さ
れ
 た
賜
 

そ
れ
は
も
は
や
念
仏
の
遍
数
に
よ
っ
て
功
徳
の
果
が
決
 め
ら
れ
る
称
名
で
は
な
い
 0
 
 ヨ
略
 鈴
ヒ
 の
 冒
頭
に
は
、
 
遍
 数
へ
 

過
し
た
純
粋
な
念
仏
が
 、
 次
の
よ
う
に
勧
め
ら
れ
て
い
 る
 。
「
万
行
 円
備
 の
 嘉
号
は
、
 
障
を
消
し
疑
を
除
く
。
 
末
 代
の
 

修
す
べ
し
、
濁
世
の
目
足
、
必
ず
斯
を
勤
む
べ
し
」
（
㈱
 
）
。
こ
こ
で
「
障
を
消
し
疑
を
除
く
」
は
、
十
九
顕
位
 の
 呪
術
 

 
 

見
、
似
て
い
る
が
、
十
九
顕
位
は
人
間
が
如
来
に
向
か
 っ
て
称
え
る
一
声
に
功
徳
が
籠
め
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
 
 
 

 
 

に
 如
来
に
よ
っ
て
人
間
に
廻
向
さ
れ
た
「
利
他
円
満
の
大
 行
 」
（
 出
 ）
で
あ
る
。
ゆ
え
に
名
号
自
体
が
「
無
上
 
の
功
 

 
 

つ
の
で
あ
っ
て
、
も
は
や
称
名
の
呪
術
的
性
格
は
脱
落
し
 て
い
る
。
 

だ
 
「
万
善
 円
 修
之
勝
村
」
（
Ⅲ
）
た
る
名
号
を
、
そ
れ
に
 相
応
し
く
一
心
に
専
修
し
、
執
持
す
る
こ
と
に
意
を
用
  
 

龍
 樹
の
文
が
引
用
さ
れ
「
執
持
し
て
名
号
を
称
し
、
 疾
 く
 不
退
を
得
べ
し
」
（
㈱
）
と
、
執
持
名
号
が
 勧
励
 さ
れ
 て
、
 

譚
 、
一
心
不
乱
の
誠
 言
 、
必
ず
之
に
帰
す
べ
し
。
特
に
 之
を
仰
ぐ
べ
し
」
（
 拐
 ）
と
結
ば
れ
て
い
る
。
 

を 
そ 含 
こ み 
て，   

ま 値 
ず 面 
  て， 

国 は 
八 十 
の 八 
積 願 
極 位 
的 か 
倶 Ⅰ ら 

面 批 
を 手 U 的 
境 略 に ョ 
抄 界 
口 づ 

に げ 
則 ら 
し れ 
て る １ 概 % 
額 面 
し な 
て 持 
み っ 
力， Ⅰ   
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従
っ
て
二
十
顕
位
 は
 、
一
面
で
は
十
九
顕
位
と
は
決
定
 的
に
一
線
を
画
す
る
積
極
的
な
側
面
、
す
な
わ
ち
「
 略
紗
 目
で
示
さ
れ
た
覚
醒
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三 顧転 入と 親 始の実存 

る
 。
 又
 、
円
大
経
口
の
第
二
十
願
の
願
文
に
由
っ
て
 、
植
 諸
徳
 本
 、
 係
 余
宗
 主
 、
不
 果
 達
者
、
至
心
廻
向
と
い
う
 日
っ
の
 顧
客
が
掲
げ
ら
 

れ
て
い
る
。
更
に
 又
 「
方
便
真
門
」
（
 拐
 ）
 と
 名
づ
 け
 ら
れ
て
い
る
。
 

と
こ
ろ
で
「
愚
禿
 紗
ヒ
 で
は
横
超
に
属
す
が
ゆ
え
念
仏
が
 真
門
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
二
十
顕
位
は
如
何
な
 る
 意
味
で
な
お
も
 真
 

門
 と
い
わ
れ
て
い
る
の
か
。
「
真
門
」
と
い
う
用
語
は
叢
 口
 
導
の
次
の
よ
う
な
言
葉
に
由
来
す
る
。
「
仏
教
 多
門
に
 し
て
八
万
四
（
 
十
 ）
な
り
、
 

正
し
く
衆
生
の
機
、
不
同
な
る
が
 為
也
 。
安
身
常
住
の
処
 

先
づ
 裏
行
を
求
 て
 、
真
門
に
 
入
れ
」
（
Ⅲ
）
。
す
な
わ
 

ち
、
 各
々
の
人
に
と
っ
て
八
万
四
千
の
仏
教
の
教
え
の
中
 に
、
 一
 つ
は
 適
切
な
真
の
教
え
が
存
す
る
と
い
う
の
で
 あ
る
。
二
十
顕
位
 は
先
 

に
 見
た
よ
う
に
 ョ
 大
経
口
 円
 阿
弥
陀
経
ヒ
等
で
説
か
れ
た
 一
つ
の
教
え
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
 親
姪
 も
一
応
「
 速
 か
 仁
司
 修
 至
徳
の
真
門
 

に
人
 て
 、
 難
思
 往
生
を
願
 ふ
 べ
し
」
（
 酊
 ）
と
勧
め
る
。
 だ
が
他
方
で
、
そ
れ
を
十
八
願
位
か
ら
峻
別
し
て
こ
 う
 言
 う
 。
 一
 
1
 
間
 余
 と
言
は
 、
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で
は
、
十
八
願
位
か
ら
批
判
的
に
照
ら
し
返
さ
れ
た
二
十
 願
 の
 境
位
 と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
 

（
 
ニ
リ
 

2
 
乙
 
）
 

化
身
 上
巻
 に
お
い
て
二
十
顕
位
 は
 、
「
阿
弥
陀
経
芝
煮
 也
 、
至
心
廻
向
左
顧
、
不
定
家
 之
機
 、
難
 思
 往
生
」
（
Ⅲ
 ）
 と
 標
準
さ
れ
て
 ぃ
 

き
、
 唯
 弥
陀
の
名
号
を
専
念
し
て
生
ず
る
を
得
と
明
す
。
 

言
 へ
り
」
（
Ⅳ
）
と
釈
し
て
い
る
。
 

（
 拐
 ）
、
「
此
の
経
に
依
っ
て
名
号
を
執
持
せ
 
は
 決
定
し
て
 

こ
の
 境
位
 こ
そ
二
十
 願
位
 に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
 、
 

往
生
せ
 む
 」
（
Ⅲ
）
と
い
わ
れ
、
親
鸞
は
「
経
に
執
持
 

文
 弥
陀
経
の
中
の
如
し
。
一
日
七
日
弥
陀
の
名
号
を
専
 

化
身
上
巻
の
二
十
 願
位
 の
列
立
に
は
「
無
量
寿
経
の
四
 

食
 し
て
生
を
得
と
」
 

と
 言
へ
り
、
万
一
心
と
 

十
八
願
の
中
の
如
 

「
愚
禿
 
紗
 目
で
「
弥
陀
定
散
の
念
仏
、
是
を
浄
土
の
真
門
 と
日
 ふ
 。
 亦
 一
向
専
修
と
毛
く
る
 他
 し
（
 椛
 ）
と
記
さ
 れ
た
「
真
門
」
は
 、
 

日
略
 
抄
し
で
、
「
念
仏
の
真
実
聞
 柵
、
 

、
 @
 に
廻
 入
せ
し
む
」
（
 
）
と
訴
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
し
て
も
、
そ
の
時
点
 で
は
横
超
 と
見
敬
 さ
れ
 

て
い
た
と
い
え
よ
 う
 。
と
は
い
え
、
こ
の
真
門
こ
そ
が
、
 様
々
な
肉
付
け
な
得
て
二
十
顕
位
へ
と
展
開
す
る
の
で
 あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
 既
 

に
 念
仏
の
問
題
性
が
萌
芽
的
に
示
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
た
  
 



な
い
。
生
の
不
安
は
根
源
的
に
 

る
よ
う
な
、
生
涯
里
見
 ろ
 行
に
 

こ
ま
で
徹
底
す
れ
ば
、
或
い
は
 

弥
弥
陀
仏
名
」
（
㈹
）
で
あ
る
 

で
は
何
故
、
執
持
名
号
は
批
 

願
 名
の
第
一
「
 植
 諸
徳
 本
 」
 

る
よ
う
に
如
来
の
名
号
を
指
し
 

「
 
略
妙
 」
に
よ
っ
て
切
り
開
か
 

や
が
て
、
「
名
号
を
執
持
せ
ば
 

名
号
を
執
す
る
か
ら
こ
そ
往
生
 は

 死
へ
の
不
安
に
根
差
し
て
い
る
の
 え
 、
安
心
を
求
め
る
 念
仏
が
「
 此
 一
身
を
議
す
」
（
 瑚
 ）
と
い
わ
れ
 

極
ま
る
の
は
必
然
で
あ
る
。
善
導
も
法
然
も
行
住
坐
臥
 に
 努
め
て
、
臨
終
ま
で
励
む
念
仏
を
説
い
た
 0
 こ
 

専
修
専
心
の
念
仏
も
可
能
と
な
ろ
 う
 。
そ
れ
が
先
に
指
 摘
 し
た
「
執
持
名
号
」
（
 瑚
 ）
 、
 或
い
は
「
一
向
 専
 

制
 さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
。
次
に
こ
れ
を
顧
客
を
手
 掛
り
に
究
明
し
た
い
。
 

の
 穂
木
と
は
、
人
間
の
諸
々
の
善
行
徳
行
で
は
な
く
、
「
 徳
 本
は
如
来
の
徳
 号
 な
り
」
（
㈹
）
、
と
い
わ
れ
 

て
い
る
。
し
か
も
あ
く
ま
で
「
如
来
の
」
、
す
な
わ
ち
 如
 来
か
ら
廻
向
さ
れ
た
名
号
で
あ
る
。
親
鸞
 は 

れ
た
こ
の
他
力
名
号
の
地
平
に
立
っ
て
、
忠
実
に
名
目
 
万
を
 執
持
し
た
に
違
い
な
い
。
だ
が
そ
の
忠
実
さ
は
 

決
定
し
て
往
生
せ
 む
 。
即
知
 ぬ
 、
 多
 善
根
多
福
徳
 也
 」
 
（
℡
）
と
の
釈
論
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
、
自
分
が
 

で
き
る
の
だ
、
と
い
う
頑
固
な
信
念
に
固
ま
っ
て
い
く
。
 そ
う
し
て
名
号
を
実
際
に
称
え
続
け
る
と
い
う
 

こ
に
は
あ
る
。
た
と
え
専
修
念
仏
と
い
 5
 外
面
的
行
は
行
 い
 得
て
も
、
内
面
の
純
粋
性
を
求
め
れ
ば
求
め
る
ほ
ど
 雑
念
が
目
に
つ
ぎ
、
 
安
 

@
 
あ
 @
 

心
は
得
ら
れ
な
い
。
だ
が
、
往
生
の
正
業
が
念
仏
で
あ
る
 以
上
、
安
心
が
得
ら
れ
な
い
の
な
ら
、
そ
れ
だ
け
一
層
 念
仏
に
専
念
す
る
し
か
 

 
 

門
は
即
 八
万
四
千
の
仮
門
 地
 。
余
は
則
、
本
願
一
乗
 海
也
 」
（
Ⅲ
）
そ
れ
が
「
 門
 」
す
な
わ
ち
人
間
の
機
に
 応
 じ
 て
 説
か
れ
だ
教
主
、
従
 

 
 

っ
て
丈
人
間
の
理
解
可
能
性
、
実
行
可
能
性
の
枠
内
に
あ
 る 教
え
で
あ
る
限
り
、
真
門
す
ら
も
仮
門
に
含
ま
れ
る
 の
で
あ
る
 0
 
 「
経
宗
 は
 

一
切
諸
行
の
少
 善
 を
嫌
乏
し
て
、
善
本
 徳
 本
の
真
門
を
開
 示
し
」
（
 円
 ）
と
い
わ
れ
る
通
り
で
あ
る
。
 

教
え
の
水
準
で
あ
れ
ば
、
念
仏
し
た
ら
往
生
で
き
る
。
 だ
 が
 、
な
か
な
か
教
え
通
り
に
い
の
が
人
間
の
実
 
存
 で
あ
る
。
そ
の
 
現
 

 
 

実
 な
 、
親
鸞
は
先
ず
こ
 3
 把
握
す
る
。
「
各
々
 助
 正
閏
 雑
の
心
を
以
て
、
名
号
を
称
念
 す
 。
良
に
教
は
頓
に
し
て
 根
は
漸
機
 な
り
。
行
は
 

専
 に
し
て
心
は
間
 
離
 す
」
（
Ⅲ
）
。
教
え
が
真
実
で
完
全
 
で
あ
っ
て
も
、
私
は
不
完
全
で
救
わ
れ
な
い
、
と
い
う
 悲
 鳴
 に
も
似
た
響
き
が
こ
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三顧転入 とお 

流
転
し
て
、
出
離
 之
縁
 有
る
こ
と
無
し
と
 信
ず
 」
（
㏄
）
 
と
の
善
導
の
文
に
対
す
る
心
底
か
ら
の
共
感
が
、
如
来
 0
 名
ロ
万
の
み
に
一
、
心
に
 

 
 余

な
係
 け
さ
せ
る
実
存
へ
と
、
親
鸞
を
飛
躍
さ
せ
た
の
 で
あ
る
。
自
己
の
罪
悪
性
の
徹
底
的
自
覚
が
な
け
れ
ば
、
 如
来
の
名
号
に
自
己
の
 

救
い
 な
 賭
け
る
真
剣
さ
も
生
れ
得
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
 自
覚
は
、
要
請
さ
れ
こ
そ
す
れ
何
ら
問
題
は
な
い
と
 思
 わ
れ
る
 0
 だ
が
よ
く
よ
 

く
 考
え
れ
ば
如
来
の
名
号
に
値
遇
し
な
が
ら
、
な
お
も
 罪
悪
生
死
の
凡
夫
と
い
う
絶
望
に
と
ど
ま
る
こ
と
は
、
 一
 層
 深
 い
 自
己
執
着
で
は
 

あ
る
ま
い
か
 
0
 或
い
は
名
号
に
よ
っ
て
往
生
で
き
る
と
 承
知
し
た
上
で
、
自
己
の
罪
悪
を
告
白
し
て
み
る
こ
と
は
 

一
見
深
刻
な
よ
う
に
 

見
え
て
、
実
は
一
種
の
錯
倒
し
た
自
己
満
足
、
い
や
 目
 己
 陶
酔
に
過
ぎ
ま
い
。
念
仏
者
が
陥
る
こ
の
無
意
識
の
自
 愛
が
 、
「
愚
禿
 紗
 」
で
 

 
 

期
は
先
の
善
導
の
文
を
注
釈
し
て
、
「
決
定
し
て
 
自
 身

を
深
信
す
る
、
即
是
自
利
の
信
心
血
」
（
 鮒
 ）
と
鋭
く
 批
判
さ
れ
て
い
る
。
自
己
の
 

 
 

穏
 

罪
悪
へ
の
主
体
的
 信
と
 、
名
号
に
よ
る
救
済
へ
の
 主
体
的
 肩
 は
、
表
裏
一
体
の
も
の
で
あ
る
。
人
間
の
主
体
 性
を
未
だ
払
拭
し
て
い
な
い
 

こ
の
信
を
、
親
鸞
は
経
を
引
い
て
「
 此
諸
智
に
 
於
て
疑
惑
 し
て
信
ぜ
ず
。
然
る
に
 猶
 、
罪
福
を
信
じ
て
善
本
を
修
 習
 し
て
」
（
 珊
 ）
 と
示
 

し
て
い
る
。
主
体
的
 俄
 悔
や
信
念
が
あ
る
限
り
、
ま
だ
 仏
 智
を
信
じ
て
い
な
い
の
で
あ
る
 0
 

第
三
の
「
至
心
廻
向
」
は
、
十
九
 願
 位
の
廻
向
発
願
 と
 は
 異
質
な
廻
向
心
を
問
題
と
し
て
い
る
 0
 廻
向
発
願
 心
の
 内
実
を
な
す
も
の
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真
摯
な
念
仏
生
活
の
だ
だ
中
で
、
名
号
の
無
上
 

の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
不
定
 
聚
 」
と
名
指
さ
れ
 

む
 。
と
り
わ
け
、
経
典
に
忠
実
に
従
 う
 聖
人
や
 

は
 、
 自
ら
の
長
い
信
心
生
活
の
果
て
に
「
大
小
 

路
と
し
て
 別
 出
し
た
の
で
あ
る
。
 

第
二
の
「
採
食
宝
生
」
は
、
そ
の
 軸
 生
息
 調
め
 

つ
の
契
機
は
、
自
己
の
罪
障
の
自
覚
に
あ
る
。
 

め
徳
ず
 な
わ
ち
如
来
の
功
徳
が
、
 

多
 善
根
多
福
徳
な
る
 人
間
の
功
徳
に
す
り
 替
 っ
て
い
く
 

て
い
る
 2
5
 

に
、
執
持
名
号
は
遍
 数
を
持
と
 十
九
顕
位
 の
 念
仏
に
退
行
す
る
可
能
性
を
字
 

善
人
の
内
に
な
お
も
こ
の
よ
う
な
 我
 佳
の
妄
執
が
潜
ん
 で
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
親
鸞
 

 
 

 
 

聖
人
一
切
善
人
、
本
願
の
嘉
号
を
以
て
己
が
善
根
と
す
 る
 」
（
℡
）
と
、
念
仏
固
有
の
温
 

我
 性
の
在
所
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 

親
 ㌍
が
十
九
 願
 位
の
自
力
念
仏
を
放
側
し
た
 一
 

 
 

「
決
定
し
て
深
く
自
身
は
現
に
是
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
 

姑
 劫
 よ
り
日
来
、
常
に
没
し
常
に
 



（
㌘
）
 

十
八
願
 位
は
 
「
数
行
信
 澄
し
 全
体
を
統
べ
，
父
上
場
で
あ
 り
 、
数
番
 は
 
「
（
 
大
 ）
経
の
大
意
」
（
 2
 ）
を
、
 澄
巻
は
 
「
 
%
 思
議
往
生
」
（
 冊
 ）
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四 

十 
/ Ⅰ 

願 
ィ Ⅰ せ 

あ る 十 さ ぅ   
。 故 願 が て が 令 法 「 し 救 の 。 一 

に 位 、 く ふ 仏 に 偏 て 清 一 そ 般 

、 を 最 る 」 の 対 へ み に 心 れ 的 宗教 のであ 後に「先取り又将来 鮨 （ ） 自力 する に難 れば 至る p ょ 、 ゆえ を 麻思 こ 道 観 親 心 経の姉 、根深小栗 とも してい 遷 る。 という 超克し 執をも 往生の 法執 の である 鸞は   
い う 者   名 、 た と現を手強が 衷心をと 心 三え 十 る 

着 ら と 

に 、 の   
堤 焼 願 よ に い ぎ た 信 絶 を 経 
え に 名 
ら い が っは てお。 る」 と   ら し 、 望 を 「の 真三 
れ か 挙   
た な げ 

同 罪 そ 加 門 心 
主 「 顧 悪 れ ら を 」 

二るら 十人 れ 
体 不 さ の を ぬ 開 で 

の 可 れ 目 固 無 示 あ 
願 も て 
位 如 い     
の 来 る ほ の る 限 る な 自、 の 
美 海   よ 格 が 拠 心 宗 制、 に 

存 に 如 つ 号 、 を 理 教 の 、 対 
も 摂 来 て な 「 失 で 心 一、 し 

心 敬 の も 称 傭 い あ で 心、 、 

ず さ 願 克 念 へ 、 り あ を 至 
真 れ カ 月 反 し に 虚 " る 励 心 
実 教 は て ・ な 」 無 其 の し 廻 
に わ   き が 
救 れ 人 は とはの深 向 面目 に対 て難 

わ て 間 力し ら、ょ、 "  淵 な し 居 、 " 
ね い の 深 不 

る る 抜 刻 可 罪福 名号に転 信者 己 、 の往 き な 称 を 落 こ れ 生 を 
と そ 難 地 下 一 す そ の を 信   力 可 筋 る が 罪 勘 ず 
う い 我 信 説 

心 下 
に 他 陥 美 か る   信 は る に 」 と 

0 町   
遂 万 包 究 居 、   
」 で 摂 極 議   
が 既 し 的 の 
成 に て 

り 救 な 矛 悲 
立 わ お 
つ れ 店 誓願 露 が の て い 
で、 い   呈 せ   



を
 表
出
し
て
い
る
が
、
信
奉
 

は
 、
そ
の
標
準
 
に
 、
 一
 
1
 
至
心
 
信
楽
之
 
願
 、
正
定
聚
玄
機
」
（
㎎
）
と
あ
っ
て
、
と
り
わ
 

げ
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
 

て
い
る
 
0
 

二
十
顕
位
の
圏
域
に
あ
る
 

ヨ
略
紗
 
L
 と
、
「
数
行
信
 
澄
口
 を
 比
べ
る
と
、
前
者
が
教
 

行
澄
 の
 三
 法
門
で
組
織
さ
れ
 

て
い
る
の
に
対
し
、
 

後
者
は
教
行
信
譚
の
四
法
門
で
あ
る
。
殊
に
債
券
に
別
 

序
 が
つ
い
て
い
る
こ
と
は
、
借
券
 

が
 親
鸞
の
思
想
の
更
 
な
 る
 深
ま
り
の
表
現
で
あ
 

る
こ
と
を
示
し
て
 

Ⅹ
 
l
V
 

@
 
 

る
 
。
（
 

8
 
2
 
 

）
 又
 、
両
文
書
は
ほ
 
ば
 並
行
し
て
 

い
る
が
、
各
々
異
な
っ
た
時
期
、
異
な
っ
た
実
存
の
境
 

位
を
言
語
化
し
た
も
の
 

で
あ
る
か
ら
、
両
者
の
表
現
の
 

ズ
レ
 を
子
細
に
点
検
す
る
 

こ
と
に
よ
っ
て
、
二
十
顕
位
か
ら
境
界
 

づ
 げ
ら
れ
る
 
十
 八
 顕
位
の
実
存
を
照
ら
 

し
 出
す
こ
と
が
で
き
よ
 

5
0
 

さ
て
、
債
券
の
別
字
 
は
 「
特
に
一
心
の
華
文
を
開
く
。
 

且
く
 疑
問
を
至
し
て
遂
に
明
澄
を
出
す
し
（
 

仰
 ）
と
開
陳
 
さ
れ
て
い
る
が
、
 
こ
 

こ
に
十
八
願
 
位
 転
入
を
解
明
す
る
鍵
が
存
す
る
。
 

法
 執
 る
 打
破
し
得
る
の
は
外
か
ら
の
批
判
で
ほ
な
く
、
内
発
的
 

疑
問
の
み
で
あ
る
。
 

二
心
の
華
 文
 」
と
は
、
「
我
一
心
」
と
い
う
「
浄
土
論
 

し
 勇
 頭
の
言
葉
で
あ
り
、
そ
の
「
註
し
が
 

信
巻
に
 
次
の
よ
 
う
 に
引
用
さ
れ
る
。
 

「
称
名
憶
念
有
れ
ど
も
無
明
郎
存
し
て
、
所
願
を
満
て
ざ
 

ろ
 は
い
か
ん
と
な
ら
ば
、
一
に
は
信
心
淳
か
ら
ず
 二
 に
は
信
心
一
な
 

ら
ず
、
…
…
三
に
は
信
心
相
続
せ
ず
」
（
㎝
）
。
教
え
 

通
 9
 行
じ
得
て
も
、
な
お
救
済
さ
れ
ぬ
理
由
が
、
信
心
の
不
 

純
 不
定
断
続
に
あ
る
と
 

指
摘
さ
れ
、
そ
の
克
服
が
信
心
に
お
け
る
一
心
に
求
め
 

ら
れ
て
い
る
 
0
 し
か
し
、
親
鸞
は
自
問
す
る
 

0
 果
し
て
 
自
 利
 の
 一
 、
心
に
堕
さ
な
い
 

鮪
 
純
粋
な
信
心
が
可
能
で
あ
ろ
 

5
 か
 。
彼
は
己
れ
の
 
心
を
凝
視
し
て
こ
 

う
 舌
口
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
 

0
 「
無
始
 
よ
り
日
来
乃
至
今
日
今
時
に
 

れ
と
あ
」
と
い
う
立
場
を
と
っ
た
聖
覚
が
、
「
本
願
 

榊
歪
 ま
で
、
 
絨
悪
 汚
染
に
し
て
清
浄
の
心
無
し
 

、
虚
 

 
 

 
 

親
 

（
 
9
 ）
 

蝿
照
 的
で
あ
っ
て
、
信
心
の
陶
酔
か
ら
醒
め
果
て
た
 

実
存
か
ら
の
発
語
で
あ
る
。
 

一
 
一
 
一
 

と
こ
ろ
で
 
華
文
の
 「
一
心
」
は
 

、
 既
に
日
 
略
紗
 し
付
 強
 二
・
一
問
答
で
、
十
八
願
の
「
至
心
、
信
楽
、
欲
 

生
 」
 の
 三
心
に
開
か
れ
る
こ
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と
が
観
取
さ
れ
て
い
た
。
「
信
楽
」
は
対
象
へ
の
 信
 と
い
 ぅ
 よ
り
、
自
ら
発
 る
 信
の
喜
び
と
い
う
 趣
 ぎ
が
あ
る
。
 
だ
が
、
ど
れ
ほ
ど
一
心
 

に
 信
じ
称
え
て
み
て
も
、
親
鸞
の
心
に
は
何
の
歓
喜
も
生
 れ
て
こ
な
い
。
「
天
に
お
ど
り
地
に
お
ど
る
ほ
ど
に
 ょ
 ろ
 こ
ぶ
べ
き
こ
と
を
よ
 

ろ
こ
は
ぬ
 」
（
Ⅲ
）
、
と
い
う
開
き
直
っ
た
告
白
が
想
起
さ
 

れ
る
の
で
あ
る
 0
 こ
の
索
漠
た
る
心
境
が
、
「
衆
苦
輪
 に
 繋
縛
せ
ら
れ
て
清
浄
 

の
 信
楽
無
し
、
法
爾
と
し
て
真
実
の
信
楽
無
し
」
（
㏄
）
 

、
 と
 絶
望
的
に
嘆
じ
ら
れ
て
い
る
。
法
の
道
理
と
し
て
 人
 間
 に
は
信
楽
は
あ
り
 得
 

な
い
の
で
あ
る
。
 

だ
が
ま
さ
し
く
こ
こ
に
、
大
き
な
転
換
が
起
る
。
信
心
、
 信
楽
の
主
体
は
も
は
や
人
間
で
は
あ
り
得
な
い
の
だ
。
 親
鸞
は
一
転
し
て
、
 

「
信
楽
と
言
は
則
 是
 如
来
の
満
足
大
悲
円
融
 無
 擬
の
信
心
 海
な
り
」
（
㏄
）
と
説
き
示
す
。
こ
の
信
心
は
端
的
に
 如
来
の
心
な
の
で
あ
 

る
 。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
は
如
来
の
廻
向
に
よ
っ
て
 得
ら
れ
た
人
間
の
信
心
で
は
あ
り
得
な
い
。
 又
 、
如
来
 を
人
格
的
対
象
と
し
て
 

信
じ
る
信
で
も
、
更
に
経
の
教
え
や
本
願
を
対
象
的
に
信
 じ
る
信
で
も
な
い
 0
 こ
こ
に
至
っ
て
「
信
心
」
は
 、
通
 常
 
"
 信
 "
 が
含
む
 、
対
 

象
を
疑
わ
な
い
と
い
う
意
味
ム
ロ
い
を
止
揚
し
て
 

透
 脱
せ
 し
め
ら
れ
・
「
真
実
の
一
心
な
り
、
是
を
金
剛
の
真
心
と
 名
く
 、
金
剛
の
真
心
、
 

是
を
真
実
の
信
心
と
名
 く
 」
（
㏄
）
 
と
転
秋
 さ
れ
る
。
 疑
 問
 を
皇
さ
れ
た
「
一
心
」
は
 、
 終
に
如
来
の
利
他
の
真
 心
と
し
て
落
着
さ
れ
た
 

の
で
あ
る
。
人
間
の
信
心
の
絶
対
否
定
を
通
し
て
明
ら
か
 に
さ
れ
た
如
来
の
信
心
で
あ
っ
て
こ
そ
初
め
て
「
淫
薬
 の
 真
因
は
唯
信
心
を
以
 

  

 
 

て
す
」
（
 印
 ）
、
と
の
言
を
領
く
こ
と
が
で
き
る
。
十
八
願
 
位
の
 
「
至
心
信
楽
」
と
は
、
「
至
心
の
者
」
（
Ⅱ
）
 

す
 な
わ
ち
如
来
の
信
楽
な
 

の
で
あ
る
。
 

だ
が
な
お
、
如
来
の
真
心
は
人
間
と
は
隔
絶
し
た
も
の
で
 あ
り
、
そ
れ
と
人
間
が
ど
 う
 切
り
結
ぶ
の
か
と
い
う
 問
 は
 、
ま
だ
答
え
ら
れ
 

て
は
い
な
い
 
0
 如
何
に
し
て
救
わ
れ
る
か
、
は
更
に
問
い
 進
ま
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

十
八
願
位
の
行
を
説
く
行
 春
 に
は
、
だ
が
「
諸
仏
称
名
 の
願
 」
（
 臣
 ）
が
標
準
さ
れ
、
称
名
は
既
に
人
間
の
行
を
 拒
む
諸
仏
の
大
行
で
 

 
 

ム
 
め
る
こ
と
が
 闇
萌
 さ
れ
て
い
る
 
0
 二
十
 願
 位
で
は
、
如
来
 と
人
間
の
接
合
点
と
し
て
、
な
お
も
名
号
を
称
え
る
と
 い
 う
 行
為
が
要
請
さ
れ
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三顧転入と親鷹の 実存 

語
 を
使
 う
 。
こ
の
主
体
は
如
来
な
の
で
あ
る
。
 

信
も
行
も
名
号
さ
え
も
が
如
来
の
働
き
で
あ
る
と
す
れ
 ば
 、
人
間
は
救
わ
れ
る
た
め
に
一
体
ど
 う
 し
た
ら
 よ
 い
の
 だ
ろ
う
か
。
 

 
 

今
や
、
人
間
に
要
請
さ
れ
る
態
度
は
、
た
だ
 
"
 聞
く
 "
 と
 い
 う
 全
く
の
受
身
で
あ
る
ほ
か
な
い
。
そ
こ
を
親
鸞
は
 
「
願
力
を
聞
に
由
 

 
 

て
 、
報
土
の
真
因
決
定
す
る
」
（
㌍
）
 

と
 言
い
表
す
。
 文
コ
華
厳
経
口
を
独
自
に
訓
読
し
て
い
う
、
「
此
の
法
を
 

 
 

 
 

 
 

0
 錠
無
き
者
は
、
速
に
無
上
道
を
成
ら
む
」
（
㏄
）
。
聞
 

い
 て
 歓
喜
し
て
心
に
信
ず
る
の
で
ほ
な
く
、
聞
い
て
信
心
 を
 、
如
来
の
信
心
を
歓
 

 
 

て
 、
「
 略
妙
ヒ
 
序
文
に
は
、
「
末
代
の
教
 
行
 専
ら
此
を
修
す
 へ
し
 

行
信
 澄
 b
 総
 序
で
は
、
「
行
に
迷
ひ
信
に
 惑
ひ
 …
…
 障
 多
き
も
 

の
 根
本
的
転
換
が
示
さ
れ
て
い
る
。
「
斯
の
行
」
「
斯
の
 、
 
l
 
U
 」
 

は
た
だ
崇
め
仕
え
る
ほ
か
な
い
も
の
で
あ
る
 0
 こ
の
 
照
 察
 に
応
 

と
い
う
称
名
念
仏
の
余
韻
を
残
す
 願
 名
は
削
除
さ
れ
、
「
 %
 紗
 

果
 、
誓
願
に
顕
す
」
（
 朽
 ）
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。
 

厳
密
に
考
え
る
な
ら
ば
、
往
生
を
得
る
契
機
と
し
て
、
 た
 "
 
ナ
 Ⅰ
 

@
 
㌍
 @
 

堕
す
る
こ
と
を
免
が
れ
な
い
。
法
然
は
正
業
た
る
念
仏
   

 
 

外
 五
種
 是
也
 」
（
Ⅸ
）
と
、
念
仏
を
含
む
正
行
五
種
 全
 て
を
 助
 

で
は
、
助
業
か
ら
除
外
さ
れ
た
「
名
号
」
と
は
何
を
意
味
 す
 

命
で
あ
り
発
願
廻
向
の
行
で
あ
る
、
と
解
釈
さ
れ
た
。
 そ
 れ
を
 

お
い
て
は
、
人
間
が
称
え
る
名
号
も
、
人
間
か
ら
如
来
 へ
の
 呼
 

 
 

に
な
る
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
彼
は
、
「
南
無
阿
弥
陀
仏
と
 た
の
 

 
 

、
濁
世
の
目
足
必
ず
斯
を
勤
む
べ
し
」
（
 牡
 ）
と
記
さ
 れ
 *
 に
 。
 だ
べ
 T
 円
教
 

 
 

 
 

専
ら
斯
の
行
に
奉
へ
、
 
唯
 斯
の
心
を
崇
め
よ
」
 

（
一
）
と
、
主
体
 

は
 、
人
間
の
行
為
や
思
念
で
は
あ
り
得
な
い
も
の
、
 従
 っ
て
人
間
と
し
て
 

 
 

じ
て
、
 行
巻
 大
行
 駅
 で
は
「
 略
紗
 」
に
あ
っ
た
「
往
相
 正
 業
 立
願
」
（
円
）
 

ロ
の
 
「
如
来
の
本
願
称
名
に
顕
す
」
（
 

棚
 ）
は
、
 
行
巻
 で
は
「
報
土
の
因
 

の
 一
声
で
も
人
間
の
称
名
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
 

そ
れ
は
自
力
に
 

町
 憂
を
助
業
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
親
鸞
は
「
助
は
 名
号
を
除
ぎ
て
 已
 

 
 

業
 と
見
 敬
 し
去
っ
た
の
で
あ
る
。
 

る
の
か
。
名
号
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の
「
南
無
」
は
 、
善
 導
 に
よ
っ
て
 、
帰
 

更
に
親
鸞
は
「
本
願
招
喚
 之
 勅
命
」
（
 れ
 ）
 と
 敷
桁
 し
 て
い
る
 0
 親
鸞
に
 

び
 か
げ
で
は
な
く
、
本
姓
 へ
 帰
れ
と
い
う
如
来
か
ら
 人
 間
へ
の
呼
び
か
け
 

 
 

」
（
㈹
）
 
と
敬
 



書
 す
る
の
で
あ
る
。
名
号
を
信
じ
て
称
え
る
地
平
か
ら
、
 名
号
を
聞
い
 -
 
上
告
 ぶ
 地
平
へ
転
回
が
起
っ
て
い
る
。
 

こ
 こ
ほ
 ほ
も
は
や
疑
い
の
 

要
素
を
払
拭
 し
 得
な
い
人
間
の
信
心
が
介
入
す
る
余
地
 ほ
 な
い
。
 

だ
が
、
名
号
を
聞
く
と
は
、
た
だ
単
に
感
覚
的
に
耳
で
聞
 く
こ
と
で
は
な
く
、
 
又
 超
感
覚
的
幻
聴
で
も
な
い
。
 

更
 に
 単
に
説
法
を
聴
聞
 

す
る
こ
と
で
も
な
い
 0
 既
に
見
た
 
よ
う
 に
、
二
十
顕
位
 真
門
が
教
え
の
水
準
だ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
十
八
願
 位
は
 も
は
や
如
何
な
る
教
え
 

（
 
紬
 @
 

で
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
が
「
覚
え
ざ
る
に
真
如
の
 門
 に
転
入
す
る
」
（
 四
 ）
と
表
さ
れ
る
。
で
は
、
い
つ
 か
 自
然
に
聞
え
て
き
、
 

歓
喜
を
催
す
も
の
だ
ろ
う
か
。
い
や
、
親
鸞
は
、
「
 定
 聚
の
数
に
入
る
こ
と
を
喜
ば
ず
」
（
㏄
）
、
と
救
済
を
仝
ゑ
目
 べ
 ぬ
懐
 悩
を
吐
露
し
て
い
 

る
 。
「
歎
異
抄
 ヒ
 で
は
、
そ
の
極
北
の
座
に
居
直
っ
て
 ，
 
」
 ぅ
 言
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
「
よ
ろ
こ
ぶ
べ
 き
 こ
と
を
 よ
る
こ
ぱ
ぬ
 
に
て
 、
往
 

土
は
一
定
と
お
も
ひ
た
 ま
ふ
べ
 ざ
な
り
」
（
Ⅲ
）
。
 

い
っ
た
い
 喜
は
 な
く
て
さ
え
よ
い
な
ら
、
総
じ
て
人
間
の
 な
す
べ
 き
 事
は
何
も
あ
り
得
な
い
こ
と
に
な
り
、
 

"
 
如
 何
に
し
て
救
わ
れ
る
 

か
 "
 の
間
は
立
往
生
せ
ざ
る
を
得
な
い
 0
 そ
こ
で
こ
の
間
 ほ
且
く
 置
き
、
 
"
 何
に
よ
っ
て
救
い
は
成
り
立
つ
の
か
 "
 と
い
う
間
に
転
じ
て
 

み
た
い
。
 

救
済
成
就
の
根
拠
は
、
経
典
の
言
句
か
ら
、
名
号
、
 如
 来
の
真
心
へ
と
問
い
求
め
ら
れ
て
ぎ
た
が
、
何
で
あ
れ
 自
 己
の
外
に
、
自
己
に
 

対
し
て
立
て
ら
れ
る
も
の
は
、
自
己
の
救
い
の
真
実
の
根
 拠
 と
は
な
り
得
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
救
済
の
根
拠
 を
 衆
生
の
「
仏
性
」
と
 

し
て
 証
 示
す
る
経
典
こ
そ
、
「
摂
理
 経
 」
で
あ
っ
た
。
 
一
 一
十
顕
位
 は
 
「
 聞
 不
具
足
」
（
 冊
 ）
と
も
指
摘
さ
れ
、
 
そ
 の
 理
由
の
一
斑
は
、
「
 如
 

来
の
所
説
は
十
二
部
経
な
り
、
 

唯
 六
部
を
信
じ
て
未
だ
 工
 ハ
部
を
信
ぜ
ず
」
（
℡
）
と
い
わ
れ
た
。
親
鸞
は
浄
土
 三
 部
経
 の
ほ
か
に
日
揮
 
磐
 

経
ヒ
 や
 
日
華
厳
経
 L
 等
を
も
聴
聞
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
 

宗
派
を
超
え
る
一
乗
の
仏
道
を
志
向
し
た
の
で
あ
る
。
 

信
巻
 に
は
 
円
浬
穏
経
ヒ
が
 次
の
よ
う
に
引
用
さ
れ
て
い
 る
 。
「
一
切
衆
生
は
畢
に
定
で
大
信
心
を
得
べ
き
が
故
に
 
、
 読
て
一
切
衆
生
悪
 有
 

仏
性
と
言
 ふ
 な
り
。
大
信
心
は
即
星
仏
性
な
り
、
仏
性
は
 別
足
如
来
な
り
」
（
㏄
）
。
「
大
信
心
」
即
ち
如
来
の
心
と
 

、
人
間
の
仏
性
と
の
 
関
   



三顧転入 と薪 @ の実存 

れ る ど む 直 性 内 に に も る り   
芋窪ま 寡 佳輝 辞麟そ も文粛白 " 助党」 外 認猶れぅさ " てさい 示 
る に み れ も （ （ 

、「一 と人な連ま「 @ は 真 ので ） 6 0 ） 6 2 ね " と表 も仏性 すなわ 悪 れが めるこ と撞着 識論的 虚空の た。 可 命題と 

「 象 は ち い と す に加 能 、 切 

に の り 生 。 」 

な 刑 遼 海 

は 転 ぃ 一 
、 じ て 平 

。 丘   、 面 

通 逆 木 上 
0 % 来 に 

入 閣 新 あ 

絶は 間 と 提垣 り、 
は 沙 存 衆 
果 無 往 生 
質 明 し を   
ほ の な 超 
河 海 ぃ 越 
か 水 。 し 
に を そ た 
変 転 こ 彼 
化 じ に 方   

て 者 だ 

な め ず 定 

される く、海 大宝 海 " る と 

" 永 い の 

い と う で 

わ な 事 は 
もま る 態 な 
生 」 が い 

命 （ 成   

しかも はそ ） 3 9 立 り の と 

ま か 得 は   
65@ (261) 



こ
こ
で
初
め
て
、
先
ほ
ど
立
往
生
し
た
間
の
答
 処
が
 開
け
 て
く
る
。
人
は
喜
べ
な
い
、
聞
こ
え
な
い
、
と
立
往
生
 に
道
 い
 や
ら
れ
る
。
 

つ
ま
り
、
名
号
は
人
間
の
知
恵
で
は
絶
対
に
聞
こ
え
ず
 信
 じ
ら
れ
な
い
。
だ
が
こ
の
絶
対
の
撞
着
こ
そ
重
要
な
の
 で
は
あ
る
ま
い
か
 
0
 人
 

間
が
 
"
 い
か
に
救
わ
れ
る
か
 "
 を
追
求
し
て
い
る
限
り
、
 
水
は
衆
生
海
か
ら
真
如
海
へ
の
流
れ
と
な
っ
て
、
真
如
 海
を
ま
す
ま
す
遠
ざ
け
 

る
 。
親
鸞
は
「
真
実
の
信
楽
、
 

冊
 ）
と
述
懐
し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
続
い
て
こ
 う
 舌
口
わ
れ
る
、
「
何
を
以
 

の
 故
に
 

、
博
く
 
大
悲
 広
 慧
の
力
に
因
が
故
な
り
」
（
 
佃
 ）
 0
 如
来
の
 力
 に
依
る
 か
ら
信
じ
易
い
、
と
い
 

う
 な
ら
解
る
が
そ
の
逆
で
あ
る
 0
 か
つ
て
 
日
略
 抄
し
で
 は
 
「
 乃
し
 如
来
の
加
威
力
に
由
が
故
に
 、
博
く
 大
悲
底
意
 の
力
 に
困
る
が
故
に
 
、
 

@
 
㏄
 -
 

清
浄
真
実
の
信
心
を
獲
 ヒ
 
（
 用
 ）
と
書
か
れ
た
、
そ
の
 常
 識
 が
転
倒
さ
せ
ら
れ
た
の
だ
。
だ
が
考
え
て
み
れ
ば
、
 

全
く
如
来
の
 
力
 に
依
っ
 

て
 、
人
間
の
い
か
な
る
努
力
、
態
度
に
も
依
ら
な
い
、
 と
 い
う
の
は
、
実
は
人
間
に
と
っ
て
至
難
の
こ
と
で
あ
る
 。
立
往
生
と
は
、
救
わ
 

れ
よ
う
と
す
る
人
間
の
計
ら
い
と
努
力
が
一
切
無
効
で
あ
 る
と
知
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
単
な
る
行
き
詰
り
で
は
な
 い
 0
 迷
か
ら
 悟
 へ
、
 絨
 

か
ら
 浄
へ
 何
 %
 ぅ
 と
す
る
流
れ
そ
の
も
の
が
止
ん
だ
の
で
 あ
る
。
言
葉
を
換
え
れ
ば
、
自
ら
の
心
は
、
虚
仮
に
し
 て
 真
実
あ
る
こ
と
は
 

 
 

し
 、
と
い
う
事
実
が
徹
底
的
に
照
射
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
 人
間
の
不
可
 信
 不
可
知
不
可
能
が
こ
の
よ
う
に
聞
え
た
 時
 、
自
 と
 今
ま
で
の
 意
 

志
や
努
力
が
砕
け
、
執
持
の
一
心
が
解
き
放
た
れ
、
 人
 の
 心
は
空
げ
ら
れ
る
。
心
が
空
ぎ
さ
え
す
れ
ば
、
知
ら
ず
 計
ら
わ
な
く
と
も
、
 
既
 

に
廻
 施
さ
れ
て
い
る
信
心
海
が
、
従
来
の
流
れ
と
は
逆
 に
 沿
 々

と
流
れ
出
す
。
そ
れ
は
頭
で
の
理
解
や
心
理
的
 興
 奮
 で
は
な
く
、
ま
さ
に
 

全
身
心
の
喜
び
と
し
て
身
に
領
か
れ
る
も
の
で
あ
る
 0
 
「
 疑
心
有
る
こ
と
無
し
」
（
㏄
）
が
深
く
 肯
 た
る
の
で
あ
 る
 。
 

今
、
聞
こ
え
 ノ
 不
可
能
が
分
り
 ノ
 心
が
空
き
 ノ
 信
が
領
 か
れ
 ノ
 喜
び
が
湧
く
、
と
分
節
し
た
こ
と
は
、
獲
得
信
楽
 と
し
て
一
瞬
に
成
就
 

衆 で 
生 は 
の な 
研 い 有 
で 夫 
は 悲 
た の 
い 願 
が は   
家 譜 
生 仏 
の 称 
令 名 
@ ト V@ し 

@ し よ 

な る 
ま車妾 宅 
収 骨 
し す 
て な 
い わ 
る ち 
の 功 
で ・ 徳 

あ 大 
る 宝 

。 海 
と 

な 
  
て 

現 
V@ し 

流 
れ 
来 
ナ， し 

  
て 
  
る 

真 
女 
海 
Ⅰ ま 

絶 
対 
ア @ し 

(262) 

で
、
た
だ
思
い
や
計
ら
い
と
い
分
流
れ
の
 向
 ぎ
が
変
え
 ろ
 れ
る
こ
と
だ
と
領
解
さ
れ
て
く
る
。
し
か
も
衆
生
海
が
 自
ら
海
流
を
転
ず
る
の
 

 
  

 



三顧転入   親 曲の実存 

す
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
が
「
即
の
言
は
願
力
を
聞
に
 由
て
 、
報
土
の
真
因
決
定
す
る
時
 剋
 の
 極
促
を
光
閲
 す
る
 」
（
四
）
と
示
さ
れ
る
。
 

獲
得
時
の
「
 極
促
 」
は
、
人
間
の
体
験
と
し
て
の
頓
漸
 を
 越
え
た
「
 非
碩
非
漸
 」
た
る
 
"
 瞬
間
 "
 で
あ
る
。
人
間
 の
 求
道
の
延
長
上
に
は
 

タ
 @
 タ
 @
 

な
い
が
ゆ
え
、
「
 遇
 、
 浄
信
 を
獲
」
（
 仰
 ）
の
み
で
あ
る
  
 

聞
く
と
い
う
絶
対
の
受
動
に
お
い
て
、
信
楽
の
獲
得
と
い
 う
 能
動
が
送
り
、
虚
仮
不
実
の
悲
嘆
の
ど
ん
底
に
歓
喜
 が
 湧
 き
 起
る
。
ま
さ
 

に
 実
存
の
全
体
が
翻
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
 0
 こ
の
事
態
 こ
そ
が
「
転
入
」
で
あ
る
。
 

十
八
願
 位
は
 、
「
仏
土
は
則
報
仇
報
土
 地
 。
 斯
れ
乃
ち
曹
 -
 
願
 不
可
思
議
一
実
真
如
海
な
り
」
（
 仰
 ）
と
示
さ
れ
て
 い
る
 0
 こ
の
真
如
 海
 

の
 他
に
、
ど
こ
に
も
真
実
の
浄
土
、
す
な
わ
ち
報
土
は
な
 い
の
で
あ
る
 
0
 

こ
の
よ
う
な
実
存
的
な
転
入
を
果
し
た
後
、
親
掩
は
漸
く
 、
「
 唯
信
 妙
文
意
 ヒ
で
 
「
仏
性
」
を
自
ら
の
言
葉
を
以
 

っ
 て
 こ
 う
 示
す
 0
 「
 仏
 

性
 す
な
わ
ち
如
来
な
り
、
こ
の
如
来
、
微
塵
世
界
に
み
 ち
み
ち
た
ま
へ
り
。
す
な
わ
ち
一
切
群
生
海
の
心
な
り
。
 こ
の
心
に
誓
願
を
信
楽
 

す
る
が
ゆ
え
に
、
こ
の
信
心
す
な
わ
ち
仏
性
な
り
」
（
 ㈱
）
。
「
一
切
群
生
海
の
心
」
と
ほ
、
自
他
の
区
別
の
基
盤
 

で
あ
る
 
"
 個
人
 "
 が
 成
 

止
 す
る
以
前
の
処
、
自
覚
的
自
己
よ
り
も
っ
と
自
ら
に
 親
 し
く
身
近
い
、
自
己
の
生
 ふ
叩
 
と
い
え
よ
 
う
か
 0
 そ
し
て
 そ
こ
が
、
今
こ
こ
の
 救
 

済
 成
就
の
根
拠
と
し
て
、
仏
性
と
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
 た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
 又
 、
人
間
に
獲
得
さ
れ
た
信
心
も
 個
人
の
所
有
に
は
な
ら
 

な
い
か
ら
こ
そ
、
そ
の
人
間
の
生
き
ざ
ま
も
個
に
閉
塞
さ
 れ
ず
、
「
願
海
平
等
な
る
が
故
に
発
心
等
し
、
発
心
等
 し
 ぎ
が
故
に
道
等
し
」
 

（
 れ
 ）
と
い
う
如
来
の
大
道
に
開
か
れ
て
い
く
。
 

で
は
、
名
号
は
十
八
願
位
で
は
ど
 3
 位
置
づ
げ
ら
れ
る
の
 か
 。
「
 略
妙
 し
で
「
名
号
を
称
し
、
疾
く
不
退
を
得
 べ
 し
 」
（
用
）
 
と
訪
 わ
 

れ
た
所
は
、
 
行
巻
 で
は
次
の
よ
う
に
す
っ
か
り
改
め
ら
 れ
て
い
る
 0
 
「
如
来
の
号
を
称
し
て
、
大
悲
弘
誓
の
恩
を
 
報
 ず
べ
し
」
（
 何
 ）
。
 

-
 
舘
 @
 

名
号
は
、
も
は
や
救
済
論
の
中
に
は
ど
こ
に
も
位
置
づ
 け
 ら
れ
て
は
い
な
い
 0
 た
だ
報
謝
の
為
に
称
え
ら
れ
る
の
 み
で
あ
る
。
そ
し
て
 

称
え
ら
れ
た
名
号
 は
 、
も
は
や
自
己
の
も
の
で
は
な
い
。
 

念
仏
は
、
「
自
力
の
廻
向
を
す
て
は
 ケ
 、
毛
利
益
有
情
 
は
ぎ
 は
も
な
し
」
（
㈹
）
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 ③
 

②
 

①
 

耳 ． ， @ 斤 

八   
  

      二十 願   -l- 仮門 九瓶 

① ' 敢行仁田」 佳げ 

②「 ヰ抄 Ⅰ 、 「Ⅲ 禿紗 」 

③「敢行信 " コ 

と
訪
 わ
れ
る
 よ
う
 に
名
号
自
身
の
働
き
に
乗
じ
、
還
相
 廻
 向
 に
と
 

こ
の
転
入
は
親
鸞
の
実
存
の
歩
み
の
ど
こ
に
定
め
ら
れ
る
 の
か
 

る
 生
活
は
、
幾
度
か
親
鸞
を
執
持
名
号
の
砦
に
籠
ら
せ
た
 こ
と
で
 

 
 

で
あ
る
。
転
入
 
丈
 に
は
「
報
謝
（
の
）
為
に
真
宗
の
簡
要
を
 
樵
ふ
 」
 

さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
時
期
 は
 草
稿
本
執
筆
時
と
離
れ
 て
は
い
 

十
八
願
 位
は
 、
だ
が
親
鸞
の
聞
思
の
歩
み
の
 究
寛
 で
は
 十
ん
Ⅰ
 

よ
 @
o
 

し
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
論
究
は
別
の
機
会
に
譲
り
 十
ハ
 

-
@
@
o
 

レ
 
@
 

（
 三
願
 転
入
と
諸
文
書
の
関
係
）
 

還
流
し
て
か
く
の
で
あ
る
。
 

。
東
国
の
田
舎
で
人
 師
 と
な
り
、
 

あ
ろ
う
。
寛
喜
三
年
（
五
九
歳
）
 

（
 柵
 ）
と
あ
る
。
転
入
が
契
機
と
 

ま
い
。
そ
の
時
期
を
精
し
く
探
る
 

晩
年
の
苦
渋
に
満
ち
た
生
活
の
中
 
  
心 こ な の 農 

  

夫
 猟
師
や
商
人
 

熱
病
体
験
も
、
 

っ
て
「
 数
 行
信
 

と
は
自
ら
別
の
 

、
そ
の
思
索
は
 山

伏
ら
に
布
教
す
 

そ
の
反
省
の
一
酌
 

証
口
 撰
述
が
発
意
 

問
題
で
あ
る
。
 

更
に
深
ま
り
透
徹
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三顧 転 人と親鸞の実存 

註
 親

鸞
の
著
作
の
引
用
は
円
真
宗
聖
教
全
書
 ヒ
 
（
大
八
木
県
文
 
堂
 、
一
九
四
一
年
）
養
二
に
よ
っ
て
書
き
下
し
た
 0
 引
用
の
下
の
 数
字
は
こ
の
頁
奴
で
 

あ
る
。
 

（
 1
 ）
古
田
武
彦
ヨ
親
鸞
思
想
 
ヒ
 冨
山
房
、
昭
和
五
十
年
、
八
 セ
頁
 以
下
参
照
 

（
 2
 ）
同
店
、
五
三
九
頁
以
下
参
照
 

（
 3
 ）
そ
れ
ゆ
え
に
、
 
親
笘
が
 三
 顧
 位
を
求
道
的
実
存
の
辿
る
 べ
き
三
階
 程
 と
考
え
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
 0
 ち
な
 み
に
 両
 
〒
文
音
 
巴
や
 書
 

簡
 で
は
一
種
の
往
生
が
説
か
れ
て
い
る
。
 

（
 4
 ）
こ
れ
は
 又
 、
「
 三
 経
の
真
実
は
選
択
本
願
を
宗
と
為
す
 」
（
 冊
 ）
と
い
わ
れ
る
よ
 う
 に
三
顧
 位
 に
通
底
す
る
も
の
で
あ
 る
 。
 

（
 5
 ）
こ
れ
に
対
し
、
転
人
文
で
「
選
択
の
願
海
」
と
い
わ
れ
 る
 場
合
は
、
「
 掛
捉
 大
宝
 海
 」
（
㏄
）
と
同
じ
く
十
八
願
位
 な
 指
示
し
て
い
る
。
 

（
 6
 ）
親
鸞
の
著
作
に
は
、
一
般
的
に
諸
文
書
を
付
加
的
に
増
 広
 編
集
し
て
い
く
と
い
う
方
法
が
認
め
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
 
円
 略
紗
 」
「
愚
禿
 
抄
 」
 

日
 
如
来
二
種
廻
向
 文
 」
「
三
径
往
生
女
類
」
は
 
、
 多
く
の
文
言
が
 「
教
行
信
証
」
中
の
言
句
と
並
行
し
て
い
る
 0
 も
し
こ
れ
ら
が
 ㍉
数
行
信
 
譚
 」
 

以
前
の
成
立
で
あ
る
と
立
証
さ
れ
れ
ば
、
こ
れ
ら
が
資
料
、
 あ
 る
い
は
原
本
と
な
っ
て
コ
数
行
信
 譚
口
 が
編
集
さ
れ
た
こ
と
に
 な
ろ
 う
 。
今
は
 

前
二
 書
を
問
題
と
す
る
が
、
㍉
 略
紗
 L
 は
 つ
い
て
の
論
証
は
 、
 近
代
で
は
生
薬
克
明
、
桐
 渓
順
忍
 、
小
川
 貫
弐
 、
鷹
尾
 全
瑛
氏
 ら
に
よ
っ
て
 多
 

方
面
か
ら
遂
行
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
略
す
。
 
司
 
愚
禿
 紗
ヒ
 が
 
日
教
行
信
 燈
ヒ
 以
前
に
書
か
れ
た
と
い
う
論
拠
は
、
本
論
で
 指
摘
さ
れ
る
 諸
 

点
 の
 他
 四
つ
挙
げ
得
る
。
 け
 
㍉
愚
禿
 欽
 」
下
巻
は
刊
観
経
 疏
ヒ
 敬
喜
義
の
上
品
上
生
 段
 の
本
文
 に
 忠
実
に
沿
っ
た
整
理
解
釈
で
 あ
る
が
、
そ
の
 

文
言
が
円
教
行
信
 澄
 」
で
は
、
付
番
、
信
奉
、
化
身
七
巻
 に
一
 部
分
 づ
つ
 順
不
同
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
愚
禿
 紗
 」
 を
 資
料
と
し
て
 

円
教
行
信
 
舌
ト
の
 編
集
に
活
用
し
た
証
拠
で
あ
る
。
㈲
 、
ョ
略
紗
 」
 
円
 
愚
禿
 抄
ヒ
 と
も
に
 ヴ
ァ
ス
 。
ハ
ン
ド
 
ゥ
 の
訳
語
に
「
天
親
」
 を
 使
っ
て
 い
 

る
 。
一
方
（
 執
 行
信
 澄
口
 に
並
行
文
を
見
出
せ
な
い
ョ
大
山
 二
 門
侵
 」
 
向
 如
来
名
号
徳
ヒ
二
念
多
食
文
音
 
は
日
唯
信
 妙
文
意
 」
「
尊
号
真
像
 

銘
文
」
（
一
部
正
信
 褐
と
 重
複
）
に
 は
 「
世
親
」
が
使
わ
れ
て
 
い
る
。
そ
し
て
建
長
八
歳
（
 親
騰
 八
四
歳
）
の
奥
書
の
あ
る
「
 人
出
二
間
 侮
 」
 

に
は
「
旧
訳
に
は
天
親
、
此
は
是
誰
な
り
、
新
訳
に
は
世
親
 

な
り
、
是
を
正
と
為
す
」
（
 捌
 ）
と
明
記
さ
れ
て
い
る
 0
 こ
れ
 卜
ト
 
よ
っ
て
 円
略
 

抄
し
 
日
 
愚
禿
抄
し
が
晩
年
の
製
作
で
な
い
こ
と
は
確
証
で
き
る
 0
 た
だ
し
 臼
 数
行
信
 譚
 L
 も
「
天
親
」
の
み
を
用
い
て
お
り
、
 そ
の
前
後
関
係
 

 
 

は
 決
し
得
な
い
。
㈱
、
 
日
 
愚
禿
 妙
 」
上
巻
の
二
教
対
は
、
「
 選
 扱
葉
」
の
相
対
論
に
倣
っ
て
、
本
願
一
乗
 海
 
（
横
超
）
と
浄
土
 

 
 

が
 各
八
対
に
な
っ
て
対
比
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
 行
巷
 で
は
 、
も
は
や
一
乗
海
は
対
の
一
方
と
は
な
ら
ず
二
項
の
対
比
は
念
 仏
と
 諸
善
に
配
 

 
 
 
 

百
れ
、
そ
の
両
者
の
相
対
を
超
え
る
絶
対
不
二
の
教
と
し
て
 本
 願
 一
乗
海
が
位
置
づ
げ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
 邑
 先
綾
」
 が
 工
法
組
織
で
あ
 



（
。
 
，
 
）
 

（
 
1
 
2
 ）
 

（
 
1
 
3
 ）
 

（
 
1
 
4
 ）
 

（
 
7
 ）
 

（
 
8
 ）
 

（
 
9
 ）
 

（
 
1
 
0
 ）
 

っ
 の
に
、
 行
巻
は
 
一
乗
 海
 、
念
仏
、
諸
善
の
三
浩
で
あ
る
。
 

四
 、
横
超
・
横
田
 三
 門
の
教
相
 よ
 り
、
三
径
往
生
の
方
が
発
展
し
 た
 
段
階
で
あ
 

り
 、
用
語
、
文
辞
と
も
 
司
 
愚
禿
 抄
 」
 よ
 り
「
数
行
信
祐
一
の
方
 が
里
 
っ
て
い
る
。
 

横
超
の
内
実
と
同
格
 紗
ロ
の
 
思
想
と
の
対
応
は
次
の
点
に
求
め
 る
こ
と
が
で
き
る
 0
 横
超
は
「
大
無
量
寿
経
等
」
（
 肋
 ）
に
 示
 さ
れ
る
「
本
願
 

一
乗
」
（
 囲
 ）
の
教
え
で
あ
る
。
そ
の
要
は
「
真
実
 浄
 信
心
は
 
内
因
、
摂
取
不
捨
は
外
縁
な
り
」
（
 捌
 ）
と
示
さ
れ
る
如
来
の
 働
 ぎ
と
し
て
の
 

救
 い
 で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
 即
得
 往
生
」
（
 捌
 ）
で
あ
り
「
 仮
 極
頓
速
 円
融
円
満
」
（
 邱
 ）
と
強
調
さ
れ
る
。
天
親
の
「
我
一
   

文
 、
及
び
「
横
超
 断
 回
流
」
（
 拙
 ）
の
文
が
引
用
さ
れ
て
、
大
経
 の
 
「
利
他
の
三
信
」
（
Ⅲ
）
が
「
金
剛
の
真
心
」
（
Ⅲ
）
で
あ
る
 

と
 説
か
れ
る
。
 

ス
 
「
 難
 思
議
往
生
」
（
 川
 ）
と
命
名
さ
れ
る
。
一
方
、
日
 略
抄
 」
は
 、
 教
と
し
て
「
大
無
量
寿
経
」
（
 蝸
 ）
を
立
て
、
「
一
乗
 究
 克
之
 極
説
 」
 

（
 
綱
 ）
と
示
す
。
行
は
如
来
の
二
種
廻
向
に
 よ
 る
が
ゆ
え
「
 極
速
 
円
満
 二
 
（
 
田
 ）
の
救
 い
 で
あ
る
。
 
獲
 難
い
「
真
実
の
浄
 信
 」
（
 Ⅲ
）
を
「
摂
取
 

下
摺
 之
 真
理
」
（
 坤
 ）
に
よ
っ
て
 獲
 る
が
ゆ
え
「
 即
得
 往
生
」
 

（
Ⅲ
）
で
あ
る
。
天
親
の
「
我
一
心
」
（
用
）
の
 文
 、
「
 横
戯
 五
五
円
 
趣
 」
（
 甜
 ）
 

の
 文
が
引
用
さ
れ
、
澄
は
、
「
利
他
円
満
の
妙
果
」
（
 蝸
 ）
 と
 が
さ
れ
る
。
「
地
利
利
他
」
（
 幽
 ）
が
強
調
さ
れ
、
「
 難
 思
議
 往
生
」
（
 馴
 ）
 

「
横
超
末
弘
 せ
一
 

-
 
」
（
㈱
）
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
 

付
論
 の
 三
 、
一
 心
駅
 で
は
「
真
心
却
走
金
剛
心
し
（
 
拐
 ）
と
説
か
れ
、
大
経
の
二
 

一
心
、
観
経
の
 

三
心
、
天
親
の
一
心
の
 一
 が論
じ
ら
れ
て
い
る
。
 

伝
統
的
解
釈
で
は
十
九
顕
位
 は
 
「
裏
門
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
 

し
か
し
 
ョ
 
愚
禿
 鍍
 」
で
は
、
 
要
門
 と
仮
門
は
併
称
さ
れ
て
（
 棚
   

じ
く
 横
 出
を
指
し
、
 
又
 各
々
単
独
で
用
い
ら
れ
る
 場
 ム
ロ
も
同
様
 で
あ
る
（
 弼
 、
 嶽
 、
 辮
 ）
。
他
の
著
作
で
も
基
本
的
に
は
こ
の
 

概
 念
で
 貫
か
れ
て
 

い
 る
（
 田
 、
助
、
 
皿
 、
鮮
、
 
掩
 ）
。
 要
門
 が
十
九
願
を
指
す
と
 解
せ
る
用
法
は
唯
一
箇
所
（
 は
 ）
で
あ
り
、
仮
門
が
十
九
顕
位
 を
 指
す
二
回
の
 

用
例
（
 珊
 、
 邨
 ）
に
比
べ
少
な
い
。
仮
門
は
「
 数
 行
信
 澄
 」
で
 は
 、
聖
道
を
含
む
八
万
四
千
の
法
門
を
指
す
 例
 
（
Ⅲ
 、
 ㎝
 、
瑚
 ）
も
あ
る
が
、
 

転
入
 丈
 に
「
仮
門
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
十
九
顕
位
 は
 仮
門
と
呼
び
た
い
。
 

法
然
の
「
選
択
本
願
念
仏
集
」
（
「
法
然
・
一
遍
」
所
収
、
岩
波
 書
店
、
一
九
 セ
 一
年
）
、
 一
 0
0
 頁
 

例
え
ば
「
消
息
文
」
前
引
 書
 、
一
八
四
頁
参
照
。
な
お
、
同
選
 沢
柴
」
で
は
全
十
三
章
の
う
ち
、
七
章
三
日
一
っ
て
臨
終
来
迎
が
 

閲
読
さ
れ
て
 ぃ
 

る
 。
 

拙
論
、
「
阿
弥
陀
伝
承
の
起
源
」
（
「
 ゐ
 
示
教
研
究
 円
 二
六
三
号
、
 
一
九
八
五
年
）
、
一
九
三
頁
 

親
鸞
も
行
 巻
 で
は
 経
 釈
論
の
引
用
に
際
し
、
多
く
の
臨
終
来
迎
 文
を
含
ま
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
 

前
引
 書
 、
一
一
九
頁
 

こ
の
絵
図
、
摂
取
不
捨
 曇
陀
耀
 は
、
「
興
福
寺
奏
状
」
で
も
「
 擢
 邪
論
 目
 で
も
批
判
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
絵
図
と
十
九
顕
位
 の
 結
び
付
き
は
、
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71 (267:   

法
然
が
「
第
九
 ノ
鄭
肋
綜
 二
円
光
明
遍
照
十
方
世
界
、
念
仏
 

衆
 生
 摂
取
木
浩
二
ト
イ
フ
丈
ア
 
り
 」
 盆
 三
部
経
大
意
 
三
 前
引
 書
 、
一
 
一
七
頁
）
と
証
 



（
 篆
 ）
借
券
 は
 、
「
烙
鉄
日
什
諦
三
・
一
心
 釈
と
 多
く
並
行
し
 て
い
る
。
 

7
2
 

（
 豹
 ）
（
㏄
）
「
准
后
 欽
 L
 
 （
「
一
具
 

宗
 聖
教
全
書
」
 
巻
 二
所
収
）
 、
 セ
五
 0
 
頁
 

（
 綴
 ）
 
行
 巻
の
他
の
願
 名
 「
諸
仏
称
揚
」
「
諸
仏
 
姿
瑳
 」
も
こ
 れ
を
示
し
て
お
り
、
諸
仏
の
大
行
で
あ
る
が
ゆ
え
「
至
極
 無
擬
 之
 大
行
」
（
 祷
 ）
 と
讃
 

⑧
 

 
 
 
 

え
ら
れ
て
い
る
。
 

（
㌍
）
こ
の
解
釈
は
誓
名
別
 計
 の
 邪
義
 と
評
さ
れ
る
か
も
し
れ
 な
い
。
だ
が
日
米
 灯
紗
 」
十
一
 や
 
二
念
多
食
文
意
」
で
も
、
 
親
鸞
は
名
号
を
称
す
る
 

 
 

声
を
聞
い
て
疑
い
な
い
こ
と
を
、
唯
一
つ
の
行
信
と
説
い
て
い
 る
 0
 

（
㏄
）
ヨ
教
行
信
 譚
 」
万
延
 本
は
 、
こ
の
少
し
後
に
「
専
修
 と
 ぃ
ふ
 は
、
た
だ
仏
名
を
称
し
て
自
力
の
心
を
は
な
る
る
」
と
 書
 ぎ
 入
れ
、
 親
 俺
の
犀
利
 

な
 思
索
を
台
無
し
に
し
て
い
る
。
 

（
 綴
 ）
「
 覚
 」
は
「
オ
シ
 
ヘ
 」
と
訓
じ
ら
れ
「
 覚
 字
数
 昔
 」
と
 割
注
さ
れ
て
い
る
。
 

コ
 浄
土
和
讃
」
で
も
「
お
し
 へ
ざ
 れ
ど
も
 自
然
に
真
如
の
門
に
転
 

入
す
る
」
（
 蛾
 ）
 と
訪
 わ
れ
、
二
十
頭
位
 の
 
「
教
え
」
と
の
 対
 照
が
 窺
わ
れ
る
。
 
又
 、
も
は
や
教
え
で
は
な
い
十
八
願
 位
は
 
「
 不
可
説
不
可
 称
 

不
可
思
議
」
（
Ⅱ
）
と
形
容
さ
れ
て
い
る
。
 

（
 鍋
 ）
 

ョ
 浄
土
和
讃
 b
 
（
 僻
 ）
で
も
、
見
仏
性
の
彼
岸
性
未
来
 性
 が
示
さ
れ
て
い
る
。
 

ガ
ク
 

（
㏄
）
同
様
の
こ
と
が
「
大
信
心
海
は
甚
だ
も
て
入
り
回
し
。
 仏
力
 よ
 り
発
起
す
る
が
故
に
。
真
実
の
楽
都
、
甚
だ
以
て
往
き
 易
し
。
願
力
に
 籍
て
生
 

ず
 る
が
故
な
り
」
（
 瑚
 ）
と
い
う
逆
説
に
表
さ
れ
て
い
る
。
 

す
 た
 ね
ち
、
楽
 部
が
、
 
既
に
今
こ
こ
に
 廻
 施
さ
れ
て
あ
る
に
も
 拘
 ら
ず
、
人
間
が
 

自
力
に
よ
っ
て
そ
れ
を
我
が
物
に
し
ょ
う
と
励
む
矛
盾
が
 露
開
 さ
れ
て
い
る
。
 

（
 甜
 ）
と
は
い
え
、
報
謝
は
阿
弥
陀
仏
と
い
う
人
格
的
存
在
に
 対
す
る
感
謝
で
は
な
い
。
阿
弥
陀
仏
の
人
格
的
対
象
牲
は
十
九
 顕
位
で
夙
に
超
克
さ
れ
 

て
い
た
の
で
あ
る
。
 



 
 

一
物
語
と
し
て
の
神
話
 

 
 

 
  

 

 
  

 

本
稿
で
は
二
つ
の
中
世
ウ
ェ
ー
 几
ス
の
 民
話
「
小
さ
な
 グ 
ウ
ィ
 
コ
 

ン
物
語
 ヒ
 

と
「
タ
リ
 
ニ
 

ソ
ン
物
語
口
を
分
析
し
 
、
そ
れ
ら
が
元
来
は
 

口
論
文
要
旨
口
中
世
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
民
話
 
コ
 
小
さ
な
 グ
 ウ
ィ
 ョ
 ン
 物
語
 b
 と
ョ
タ
リ
ェ
シ
ソ
 物
語
」
は
、
そ
の
流
布
皮
や
寿
 囲
 気
に
お
い
て
異
な
 

っ
て
い
る
が
、
本
来
は
一
つ
の
物
語
で
あ
り
、
神
話
に
由
来
す
 る
と
思
わ
れ
る
。
 

本
稿
で
は
ま
ず
 
ヨ
 
小
さ
な
 グ
 ウ
ィ
 コ
 ン
物
語
」
を
他
の
ケ
ル
ト
 伝
承
と
比
較
し
、
中
心
が
「
聖
な
る
 軌
い
 液
体
に
よ
る
詩
作
・
 予
言
力
の
 獲
 

得
 」
の
テ
ー
マ
に
あ
る
の
を
示
し
、
つ
い
で
こ
の
テ
ー
マ
が
 、
 印
欧
語
族
の
諸
地
域
 ｜
・
 ア
イ
ル
ラ
 ソ
 ド
ロ
ー
マ
イ
ン
ド
 、
イ
ラ
 ソ
 

に
 見
ら
れ
る
神
聖
な
象
徴
の
「
水
中
の
火
」
の
捕
捉
を
め
ぐ
る
 神
話
と
関
係
す
る
こ
と
を
示
す
。
そ
の
中
で
も
 ィ
ラ
ソ
 伝
承
を
 主
に
検
討
し
、
 

日
 
小
さ
な
 グ
 ウ
ィ
 コ
 ン
物
語
 口
 に
王
権
を
め
ぐ
る
印
欧
語
族
神
話
 の
 構
造
が
保
存
さ
れ
て
い
る
の
を
指
摘
し
、
ま
た
 
ヨ
タ
リ
ヱ
シ
 ン
 初
五
明
白
 
に
 

お
い
て
も
イ
ラ
ン
に
見
ら
れ
る
の
と
同
様
の
王
権
観
念
が
認
め
 ら
れ
る
と
す
る
。
 

印
欧
語
族
神
話
に
表
明
さ
れ
て
い
る
王
権
の
観
念
は
、
民
話
化
 さ
れ
た
姿
で
中
世
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
民
話
の
中
に
見
い
出
さ
れ
る
 の
で
あ
る
 C
 

ハ
 
キ
ー
ワ
ー
ド
し
神
話
、
民
話
、
印
欧
語
族
、
ケ
ル
ト
、
 
ウ
ュ
 ｜
 ル
ズ
、
ア
イ
ル
ラ
 ソ
ド
 、
王
権
神
話
 

松
村
一
男
 

  

「
 
か
 き
な
 グ
 ウ
ィ
 コ
 ン
物
語
」
と
 日
 
タ
リ
ェ
 シ
ン
物
語
 
目
 に
お
け
る
印
欧
語
族
 
神
話
要
素
 



「
水
中
の
火
」
）
に
よ
る
神
聖
存
在
・
王
の
誕
生
と
選
別
」
 
に
関
す
る
神
話
が
、
そ
の
構
造
を
保
っ
た
ま
ま
残
さ
れ
 て
い
る
と
い
う
可
能
 

性
を
示
唆
し
て
み
た
い
。
 

だ
が
テ
キ
ス
ト
の
具
体
的
な
分
析
に
入
る
前
に
、
神
話
、
 民
話
と
い
う
用
語
を
定
義
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
 両
者
は
い
ず
れ
も
 

 
 

「
物
語
」
で
あ
り
、
他
の
物
語
で
あ
る
叙
事
詩
や
伝
説
等
 
と
も
共
通
す
る
形
態
を
有
す
る
。
神
話
を
は
じ
め
と
す
 る
こ
れ
ら
の
物
語
を
ど
 

9
 区
別
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
 
（
例
え
ば
 ヵ
 ー
 ク
 ）
 
ミ
 0
 。
 こ
 １
 %
 一
大
林
Ⅰ
 ま
の
 。
 黄
１
 の
 ご
 
エ
リ
ア
ー
デ
 ト
 
の
Ⅱ
 
下
 。
 

め
ピ
 
の
 ｜
一
 
N
N
m
 
 

一
ヴ
も
 

曲
目
（
 

@
-
0
 

ま
、
 
n
@
e
@
 
P
o
o
 

p
 
。
 。
 o
 w
.
 

一
 １
 ）
俺
の
一
口
「
）
㍉
 

オ
の
 
ユ
 
お
さ
。
 P
 
ー
の
 幸
 ）
 、
 必
ず
し
も
意
見
の
一
致
を
見
て
い
 な
い
。
こ
れ
ら
の
物
語
 

シ
ャ
ン
 ル
 を
形
態
の
上
か
ら
の
み
峻
別
す
る
の
が
困
難
な
 た
め
で
あ
る
。
 

こ
れ
ら
の
物
語
を
 よ
 り
厳
密
に
分
類
す
る
こ
と
は
今
後
の
 課
題
と
し
て
、
本
稿
で
は
以
下
の
議
論
を
進
め
る
上
で
 の
 作
業
仮
説
と
し
 

て
 、
神
話
と
民
話
の
一
応
の
定
義
を
試
み
て
お
ぎ
た
い
。
 ま
ず
神
話
は
あ
る
集
団
に
と
っ
て
の
神
聖
な
物
語
で
あ
 る
 0
 つ
ま
り
そ
の
集
団
 

の
 存
在
を
基
礎
 づ
 げ
て
い
る
宗
教
的
信
仰
体
系
の
、
 物
尭
 
帥
 
と
い
う
形
で
の
言
語
的
表
明
で
あ
る
（
従
っ
て
物
語
で
 は
な
 い
 分
数
要
理
・
 護
 

教
書
等
と
は
区
別
さ
れ
る
）
。
物
語
は
特
定
の
宗
教
集
団
 

そ
れ
は
政
治
集
団
・
文
化
集
団
で
も
あ
る
の
 維
持
に
役
立
つ
と
い
う
 

「
機
能
」
を
担
 う
時
 、
神
聖
化
さ
れ
神
話
と
さ
れ
る
。
 そ
 れ
ゆ
え
神
話
で
は
こ
の
宗
教
・
政
治
・
文
化
集
団
の
誕
 生
や
そ
の
規
範
的
機
構
 

・
習
慣
、
そ
し
て
そ
の
集
団
を
庇
護
す
る
神
々
や
超
自
然
 的
 存
在
が
中
心
と
な
る
。
し
か
し
神
話
が
属
す
る
宗
教
 的
な
場
が
失
な
わ
れ
た
 

り
 変
化
し
た
り
す
る
と
（
宗
教
や
集
団
の
変
化
・
衰
退
・
 滅
亡
、
他
宗
教
へ
の
 改
ゐ
不
 
）
、
神
話
は
そ
の
神
聖
さ
を
 （
少
な
く
と
も
表
面
的
 

に
は
 ）
失
 う
 。
他
方
、
民
話
は
本
来
的
に
 俗
 な
る
物
語
で
 あ
り
、
従
っ
て
も
っ
ぱ
ら
娯
楽
の
た
め
に
語
ら
れ
る
。
 更
に
そ
の
一
元
 牲
 
（
 
超
 

越
的
 感
覚
の
欠
如
）
・
平
面
性
（
特
定
の
空
間
・
時
間
の
 
欠
如
）
・
抽
象
的
様
式
（
つ
ま
り
 
紋
 切
り
型
の
決
ま
り
 ぎ
 っ
た
 パ
タ
ー
ン
）
等
に
 

よ
っ
て
も
民
話
は
特
徴
 づ
 げ
ら
れ
る
（
 リ
ュ
 テ
ィ
ト
の
の
の
 

一
 小
沢
ト
ミ
の
 @
 下
 0
 つ
 つ
る
の
の
）
。
ま
た
神
話
と
異
な
り
 

特
定
の
（
宗
教
的
）
 集
 

(270) 

一
つ
の
物
語
で
あ
り
、
 
両
 物
語
の
中
に
は
印
欧
語
族
が
み
（
ー
 
@
 

・
拡
散
以
前
の
時
代
か
ら
所
有
し
て
 

笛
る
 
液
体
（
 ま
 
・
 
た
は
 

 
  

 



回
 に
帰
属
す
る
も
の
で
は
な
い
。
以
下
で
紹
介
す
る
 ロ
 
小
さ
な
 グ
 ウ
ィ
 ョ
ン
 物
語
  
と
ョ
。
タ
リ
 
ェ
 ジ
ン
物
語
 L
 が
 神
話
で
は
な
く
民
話
で
 

あ
る
点
、
ま
た
同
じ
く
以
下
で
紹
介
す
る
印
欧
語
族
 期
ド
 レ
遡
 る
と
思
わ
れ
る
「
水
中
の
火
」
に
つ
い
て
の
伝
承
が
 神
話
で
あ
る
点
は
 、
充
 

分
 に
納
得
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
 う
 。
 

さ
て
上
記
の
神
話
の
見
方
に
従
 う
と
 、
宗
教
的
な
場
を
 失
っ
た
神
話
が
、
そ
の
姿
を
変
え
他
の
物
語
ジ
ャ
ン
ル
で
 あ
る
叙
事
詩
・
伝
説
 

・
民
話
等
に
採
用
さ
れ
、
な
お
か
う
神
話
的
要
素
を
残
し
 て
い
る
場
合
が
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
こ
 う
し
 た
 想
定
は
、
神
話
か
ら
 

他
の
全
て
の
物
語
様
式
が
生
ま
れ
た
と
す
る
進
化
論
的
 図
式
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
は
強
調
し
て
お
か
ね
ば
な
 う
な
い
。
ま
た
神
話
か
 

ら
の
変
容
と
は
逆
の
動
き
、
す
な
わ
ち
他
の
物
語
ジ
ャ
ン
 ル
 か
ら
神
話
に
採
用
さ
れ
る
と
い
う
 場
 ム
ロ
も
当
然
考
え
 
ら
れ
る
が
、
そ
う
し
た
 

例
を
発
見
、
立
証
し
て
い
く
作
業
に
つ
い
て
は
、
方
法
 %
 
珊
の
上
で
な
お
多
く
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
 

神
話
が
他
の
物
語
ジ
ャ
ン
ル
に
変
容
す
る
可
能
性
を
実
 証
 的
に
示
し
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
神
話
・
宗
教
史
学
者
 で
あ
る
 

G
 
.
 

ヂ
ユ
ノ
 

シ
 ル
で
あ
る
。
彼
は
印
欧
語
族
に
お
け
る
構
造
化
さ
れ
た
 大
神
群
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
、
古
代
ロ
ー
マ
の
伝
説
 上
 の
 王
達
 の
一
部
は
 、
 

印
欧
語
族
期
の
大
神
群
の
歴
史
化
さ
れ
た
姿
で
あ
る
と
し
 た
 
（
 
し
 年
日
ホ
ふ
 
ト
ト
 の
 
下
 
ト
一
ト
 
の
 
の
の
、
の
の
Ⅰ
１
 

%
 ひ
 
㍉
 等
 ）
 0
 
 
七
 
%
 た
こ
の
発
見
に
刺
激
さ
 

ね
 、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
 S
.
 

ウ
ィ
カ
 

ツ
ダ
 ー
は
イ
ン
ド
の
 大
叙
事
詩
「
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
 ロ
 の
主
人
公
達
パ
ー
ソ
 ダ
ヴ
ァ
 を
同
じ
く
印
欧
 

語
族
の
大
神
 群
が
 叙
事
詩
化
さ
れ
た
姿
で
あ
る
と
し
た
 
（
 
毛
守
 リ
コ
 
片
 Ⅱ
お
幸
 づ
 
）
。
こ
の
発
見
は
 デ
ユ
 ノ
 ジ
ル
 に
 よ
 っ
て
一
層
押
し
進
め
ら
 

明
伸
て
い
る
（
 
し
 佳
日
ひ
い
田
田
Ⅰ
の
の
 

9
 
 の
㏄
 
｜
い
い
 
～
）
。
主
 

よ
 た
 ゴ
ノ
 
ユ
ノ
ジ
か
 は
、
十
二
世
紀
デ
ン
マ
ー
ク
の
歴
史
家
ザ
ク
 ソ
 ・
グ
ラ
マ
テ
ィ
ク
 ス
 の
 

か
 

「
デ
ン
マ
ム
人
事
 
垂
 中
に
北
欧
神
話
の
要
素
 も
 指
摘
し
て
い
る
（
 こ
 二
日
小
出
 

F
P
 

の
Ⅱ
 
0
.
 

デ
ュ
 

メ
ジ
ル
 の
 業
績
全
般
に
つ
い
て
は
、
 リ
 

こ
う
し
た
神
話
以
外
の
物
語
中
に
残
さ
れ
た
神
神
通
し
て
、
消
失
し
て
し
ま
っ
た
 

諦
 

裡
 話
を
再
建
す
る
 

眠
 
ト
ル
ト
 ソ
こ
 ㏄
 
ト
を
 参
照
さ
れ
た
い
）
 0
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  な い ヱ 他 世 一 も 最 
中
世
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
民
話
「
小
さ
な
 グ
 ウ
ィ
 コ
 ソ
物
語
 口
 （
 
圭
ミ
ま
 Q
 き
 ～
も
さ
難
き
）
は
、
二
十
余
り
の
手
稿
で
 
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
 

も
 初
期
の
手
稿
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
国
立
図
書
館
手
稿
五
二
七
 六
 D
 と
い
う
、
エ
リ
ス
・
グ
リ
フ
ィ
ズ
（
田
打
の
 目
曲
 せ
き
）
の
手
に
な
る
 

の
で
、
十
六
世
紀
前
半
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
他
の
 手
稿
は
、
一
六
 0
 セ
 年
に
書
か
れ
た
ら
し
い
 ぺ
 ニ
ア
ル
 ス
 （
 
巾
 0
 コ
 ぎ
 Ⅰ
 
ヰ
 
す
り
 一
 

一
番
手
稿
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
 0
 こ
の
他
、
よ
り
後
代
 の
ヒ
 ヤ
ウ
 ェ
リ
 ン
・
 シ
 オ
ー
 ン
 （
Ⅰ
）
 

出
毛
の
モ
コ
 
の
 あ
コ
 ）
 版
の
 コ
ピ
ー
（
十
八
 

組
中
頃
 0
 グ
 ウ
ル
ト
マ
ウ
ル
（
 0
 老
臣
 ヨ
 曲
目
「
）
手
稿
 

二
 0
 ）
に
よ
っ
て
 、
 他
に
知
ら
れ
て
い
な
い
細
部
が
補
わ
れ
 る
 0
 

さ
て
最
古
の
グ
リ
フ
ィ
ズ
版
で
は
、
こ
の
物
語
の
次
に
 「
タ
リ
 ェ
 シ
ン
物
証
町
口
（
 

曲
 さ
さ
め
 

め
わ
ぎ
 
～
㏄
め
ぎ
）
が
続
い
て
 

い
る
 0
 こ
の
 初
 五
曲
は
 
、
 

の
手
稿
で
は
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
例
外
は
後
代
の
 シ
 オ
ー
ン
版
で
、
こ
れ
に
は
「
小
さ
な
 グ
 ウ
ィ
 コ
 ン
物
語
 し
の
後
に
 、
ロ
タ
リ
 

ソ
ン
物
語
口
の
冒
頭
部
（
以
下
で
示
す
 グ
り
 フ
ィ
ズ
版
の
 %
 ｜
 Ⅲ
行
に
相
当
す
る
部
分
）
が
続
い
て
い
る
（
二
つ
 の
 物
語
の
手
稿
に
つ
 

て
は
 弓
 0
q
 
ロ
ト
 の
Ⅱ
の
。
幸
臣
 

ト
 
1
 肚
の
の
に
よ
る
 
0
 
 
ま
た
 ヨ
タ
リ
 ヱ
 シ
ン
物
語
 L
 を
含
む
も
う
一
つ
の
謎
の
手
稿
に
つ
い
 て
は
、
ロ
テ
 肚
錘
ト
コ
 

・
 
p
 

参
照
）
。
 

以
下
の
概
要
が
示
す
よ
う
に
、
二
つ
の
物
語
は
中
心
と
 な
る
場
面
設
定
や
全
体
の
雰
囲
気
の
違
い
に
も
か
か
わ
ら
 ず
、
 一
つ
の
物
語
と
 

て
の
ま
と
ま
り
を
感
じ
さ
せ
る
 0
 こ
れ
ら
二
つ
の
物
語
の
 校
訂
版
を
作
り
っ
 っ
 あ
る
フ
ォ
ー
ド
も
、
こ
れ
ら
を
「
 殆
ど
一
つ
の
物
語
と
 

っ
て
よ
い
も
の
」
と
呼
び
、
場
景
の
違
い
そ
し
て
恐
ら
く
 は
 聴
衆
層
の
違
い
に
も
よ
っ
て
二
つ
に
分
離
し
、
別
々
 0
 題
を
持
つ
に
到
っ
 

  
一 

円
山
士
こ
七
は
 

ノ
 
U
 ウ
ィ
 ョ
ン
物
 五
明
口
上
し
 
ロ
タ
リ
エ
 シ
ン
 物
 五
ロ
 

-
-
 

百
 ロ
 

輻丑叩悔右叫 ン Ⅰ Ⅱ 曲コ 

目 や 
の ケ 

  
圏に づ 語 0 On 円 

目 お 
） い 

ミ て 
の ） も 有 
以 効 
下 で 
て ・ あ 
行 る 

な と 

ち @ 居 、 

の わ 
は れ 
ケ る 

ル ，へ 
h@ " 
語 ル 

圏 ト 

ケ @ し   
お ス 
け ぅ 

る フ   

語圏 同様 

の に 
試 お 

み げ 

る である 試 
  み 

と 

し 

て 
  

田ず 

のすの   

" Ⅰ 
ゆづ 

。 
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-
2
-
 

神
 
;
 

に
 毒
を
撤
散
ら
す
の
を
彼
女
は
見
る
だ
ろ
う
。
 

活か 

ぅ
 。
更
に
 、
 先
に
述
べ
た
三
滴
以
外
の
薬
草
の
液
は
 、
世
 界
 中
の
何
よ
り
も
破
壊
力
を
持
つ
 毒
 と
な
り
、
大
鍋
を
 壊
し
て
、
大
地
の
上
（
 

へ
 

そ
う
し
て
彼
女
は
 、
 多
く
の
薬
草
か
ら
の
徳
の
全
 て
を
含
ん
だ
三
滴
の
し
ず
く
が
最
終
的
に
飛
び
出
し
て
 く
る
の
を
見
る
だ
ろ
う
 0
 そ
 

話
 

 
 

し
て
そ
の
し
ず
く
を
浴
び
た
者
は
誰
で
あ
れ
、
様
々
な
 術
 に
 極
め
て
 委
ね
 、
予
言
の
 力
 を
充
 全
 に
持
つ
の
を
彼
女
 は
 認
め
る
で
あ
ろ
 

 
 

ら
民
 

 
 

た
と
考
え
て
い
る
。
前
半
（
「
小
さ
な
 グ
 ヴ
ィ
ヨ
ン
物
語
 も
 
）
は
魔
術
面
に
、
そ
し
て
後
半
（
 -
 
ダ
 リ
ェ
 シ
ン
物
語
 ヒ
 
）
 ほ
 歴
史
面
に
重
点
が
 

置
か
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
（
 弓
 o
 乙
 
P
o
 
べ
べ
 
，
 ）
の
 
ゅ
 ）
 
0
 景
 占
め
グ
り
 フ
ィ
ズ
版
で
こ
わ
ら
二
つ
の
物
語
が
連
続
し
 て
い
る
点
や
 、
シ
オ
｜
 

ン
 版
が
 ロ
タ
り
ェ
シ
ソ
 幼
帝
㌍
の
一
部
も
含
ん
で
い
る
点
 も
、
 二
つ
の
物
語
が
本
来
は
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
う
 見
 方
を
支
持
す
る
し
、
 以
 

下
で
示
す
よ
 う
 に
二
つ
の
物
語
に
印
欧
語
族
神
話
の
要
 素
 が
共
通
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
、
本
来
の
一
体
性
を
 裏
付
け
て
い
る
。
 

以
下
で
は
グ
リ
フ
ィ
ズ
版
を
中
心
に
二
つ
の
物
語
の
内
 容
を
見
て
い
く
。
他
手
稿
と
の
相
違
は
そ
の
後
に
示
さ
れ
 る
 0
 テ
キ
ス
ト
に
は
 

フ
ォ
ー
ド
が
校
訂
し
た
も
の
（
未
刊
）
を
用
い
た
。
 

「
小
さ
な
 
ダ
 ウ
ィ
 コ
 ン
物
語
 口
 

ア
ー
サ
ー
王
の
時
代
に
、
氷
池
（
「
 
テ
ギ
ズ
 の
湖
」
Ⅰ
 守
コ
 
さ
 （
の
 
性
 ③
を
領
有
す
る
 テ
ギ
ズ
 ・
 グ
 オ
イ
ル
（
円
の
牡
 
住
 く
 0
 臼
 ）
と
い
う
男
が
 

い
た
 0
 妻
の
ケ
リ
ズ
ウ
ェ
ン
（
の
の
（
 

田
臣
 0
 コ
り
は
魔
法
使
 い
で
あ
っ
た
。
彼
等
の
息
子
は
極
め
て
醜
く
、
モ
ル
 ヴ
 -
 
フ
ン
（
 緑
 O
q
h
q
p
 

コ
 ）
「
 
大
 

鴉
 し
と
い
う
名
で
あ
っ
た
が
、
 ア
ヴ
ァ
グ
ズ
イ
 （
巨
守
 
幅
 串
由
 
C
 ）
「
 真
 暗
闇
」
と
あ
だ
名
を
 つ
 げ
ら
れ
て
い
た
。
 息
 子
の
将
来
を
心
配
し
た
 

母
は
、
貴
族
 達
 が
息
子
を
迎
え
入
れ
て
く
れ
る
よ
 う
 に
 、
 彼
を
予
舌
口
者
に
し
ょ
う
と
す
る
（
 
2
 １
 れ
行
 ）
。
 

そ
の
方
法
は
、
大
鍋
の
水
の
中
に
薬
草
を
入
れ
、
そ
れ
 を
 一
年
と
一
日
 煮
 続
け
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
結
果
、
 次
の
よ
う
な
こ
と
が
 

起
こ
る
と
さ
れ
る
（
引
用
 盤
。
甜
行
 ）
。
 



ケ
リ
 ズ
ゥ
ェ
ン
 
は
目
を
さ
ま
し
、
何
が
起
っ
た
か
を
知
る
 と
、
グ
 ウ
ィ
 コ
 ン
を
追
い
か
け
た
 
0
 グ
 ウ
ィ
 コ
 ン
は
 彼
 女
か
ら
逃
れ
よ
う
と
 

し
て
様
々
に
姿
を
変
え
た
が
、
最
後
に
穀
粒
に
な
っ
て
 隠
 れ
て
い
た
所
を
 、
 黒
い
牝
鶏
に
な
っ
た
ケ
 リ
ズ
ウ
ヱ
ン
 
に
 飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
 

ぅ
 
（
 鵠
 １
行
（
 け
 ）
。
 

こ
う
し
て
彼
は
彼
女
の
体
内
に
入
り
、
時
が
来
て
彼
は
彼
 女
の
子
供
と
し
て
再
誕
生
す
る
。
そ
の
美
し
さ
を
見
た
 ケ
リ
ズ
ウ
ェ
ン
は
 、
 

彼
を
殺
す
に
忍
び
な
く
、
彼
を
皮
で
覆
っ
た
籠
に
入
れ
、
 水
 
（
 湖
 、
河
、
海
）
に
投
ず
る
（
 竹
｜
 ㏄
 行
 ）
。
 

日
 タ
リ
 エ
 シ
ン
物
語
 ヒ
 

 
 

 
 

地
主
の
 グ
 ウ
ィ
 ゾ
 
・
ガ
ラ
ン
ヒ
ル
（
の
 託
 せ
 年
隼
 
。
の
 

a
r
a
 

コ
 三
 Ⅰ
）
は
簗
を
持
っ
て
い
て
、
 
久
 .
 
の
 最
初
の
日
（
の
 巴
 P
 年
内
 
が
 心
曲
十
）
 

@
4
@
 
の
晩
に
多
く
 

の
 鮭
を
捕
え
て
い
た
 0
 彼
の
息
子
 ヱ
 ル
フ
ィ
ン
㊤
打
目
 コ
 ）
は
癒
し
難
い
浪
費
家
で
あ
っ
た
 0
 あ
る
年
、
父
親
は
 エ
ル
フ
ィ
ン
に
鮭
を
捕
 

り
に
行
か
せ
る
が
、
こ
の
 血
能
 な
息
子
は
一
匹
の
鮭
も
取
 れ
ず
、
た
だ
皮
で
覆
わ
れ
た
籠
を
得
た
の
み
で
あ
っ
た
 。
不
運
を
嘆
き
な
が
ら
 

エ
ル
フ
ィ
ン
が
皮
を
切
り
裂
く
と
、
そ
こ
か
ら
子
供
の
額
 が
 現
わ
れ
た
（
㏄
 ｜
 Ⅸ
行
り
。
 

タ
 @
@
 
シ
ゾ
 

そ
れ
を
見
た
エ
ル
フ
ィ
ン
は
、
「
輝
く
額
を
見
よ
（
（
㏄
）
 

ピ
め
 ぎ
）
 /
.
 
」
と
叫
び
、
そ
れ
が
子
供
の
名
と
な
っ
た
。
 こ
の
子
は
小
さ
な
 
グ
 

ウ
ィ
 コ
 ン
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
っ
た
。
 

タ
リ
ェ
シ
ン
は
 、
自
分
こ
そ
が
こ
れ
ま
で
・
楽
に
か
か
っ
た
 
う
 ち
で
一
番
 良
い
獲
物
だ
と
い
う
 歌
 

或
る
盲
目
の
老
人
と
「
小
さ
な
 グ
 ウ
ィ
 
コ
 ン
」
が
大
鍋
 を
 熱
す
る
仕
事
を
す
る
。
予
定
の
刻
が
近
づ
く
と
、
ケ
 リ
 
ズ
ウ
ヱ
ソ
 
は
息
子
を
大
 

鍋
の
傍
に
据
え
、
し
ず
く
が
か
か
る
 よ
う
 に
す
る
（
 笏
 １
 %
 行
 ）
。
 

し
か
し
そ
の
し
ず
く
を
浴
び
た
の
は
、
意
図
に
反
し
て
 グ
 ウ
ィ
コ
 
ン
 で
あ
っ
た
（
引
用
 鱗
｜
 ㏄
 行
 ）
。
 

そ
の
時
眠
り
が
彼
女
を
襲
っ
た
。
そ
の
時
三
滴
の
不
忠
 議
 な
し
ず
く
が
大
鍋
か
ら
飛
び
出
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
 モ
 ル
ヴ
 
ラ
ン
を
そ
の
場
 

 
 

所
か
ら
押
し
の
げ
 た
グ
 ウ
ィ
 
コ
 ン
の
上
に
降
り
か
か
っ
た
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神話から民話 へ 

  
あ 血玩 
る ヱ 馬 
  ル で 

  フ もよ 

    
@"" - ン タ 

お @T  リ 

  黄 ヱ 
て 金 ・ ン 

の ン 

  詰 め 
    つ 魔 
  た 法 
  
  

大 の 
鍋 カ 

手 な で 
千 @ 廿毒 発 

見 工 

（ ま レ 「   す ル 
  る フ 
- 笘 

Ⅱ コ 
（ ィ 

    
    
0% 763  . 馬 
下 行 は 

の卍｜ 

㌔ 王 
の 

の 
し ; つ 持 

  
ち 

概 
要 ） 

烏金 

て 

」 し 

を 

  
打 

オ 
ち 

  
破 
る 

  
  
  

更 
円 に Ⅰ 

  
o Ⅱ 年   
  エ 
の 
";. こ   
Ⅰ ア '   
下 
ⅠⅠⅠ   
臣 
  

ヰ申 @ と ロ @   
ト 
Ⅰ ア @ 小 
の ヤ @ し 

      

79@ (275) 

を
 作
っ
て
 、
 鮭
が
取
れ
ず
嘆
い
て
い
る
 ヱ
 ル
フ
ィ
ン
を
 慰
 め
た
。
事
実
、
 タ
り
ェ
シ
ソ
 を
見
つ
け
て
以
来
、
 エ
 ル
 フ
ィ
ン
は
 由
 
@
 
年
と
幸
運
に
 

恵
ま
れ
続
け
る
（
 脇
 １
 %
 行
 ）
。
 

さ
て
舞
台
は
マ
イ
ル
 ギ
ン
 （
ま
お
紅
ミ
 
コ
 ）
王
の
宮
廷
に
 移
る
。
エ
ル
フ
ィ
ン
は
ク
リ
ス
マ
ス
（
乞
い
年
。
 

目
ぬ
 
）
の
 祝
 い
に
参
上
す
る
が
、
 

そ
の
場
の
皆
が
女
王
と
宮
廷
詩
人
達
を
賛
美
す
る
の
で
、
 そ
れ
に
対
し
彼
は
次
の
よ
う
に
反
論
す
る
。
「
誓
っ
て
 申
し
ま
す
が
、
私
の
妻
 

@
 
二
 
Ⅰ
）
 

は
 国
中
の
ど
ん
な
 御
 婦
人
に
も
負
け
ぬ
ほ
ど
貞
淑
で
す
。
 ま
た
私
に
は
、
王
の
全
て
の
詩
人
達
よ
り
優
秀
な
一
人
 の
 詩
人
屋
お
り
ま
す
」
 

（
引
用
 棚
 １
 %
 行
 ）
。
こ
の
発
言
は
当
然
な
が
ら
王
を
怒
ら
 せ
、
ヱ
 ル
フ
ィ
ン
は
牢
に
入
れ
ら
れ
る
。
王
は
自
分
の
 息
子
で
並
び
な
ぎ
 
女
 

た
ら
し
の
リ
ン
（
 オ
す
臣
 
し
を
エ
ル
フ
ィ
ン
の
妻
の
も
と
に
 遣
わ
し
、
 ヱ
 ル
フ
ィ
ン
の
鼻
を
あ
か
そ
う
と
す
る
が
、
 タ
リ
エ
シ
ン
 の
予
言
力
 

に
よ
り
、
エ
ル
フ
イ
ソ
の
妻
の
貞
操
は
守
ら
れ
る
（
 瑚
｜
 蕊
 行
じ
。
 

タ
リ
ヱ
シ
ン
 は
宮
廷
に
や
っ
て
き
て
、
全
て
の
宮
廷
詩
人
 を
 魔
法
の
 力
 で
一
言
も
し
ゃ
べ
れ
な
く
し
て
し
ま
う
。
 そ
し
て
玉
の
前
に
連
 

れ
て
こ
ら
れ
る
と
、
詩
を
作
っ
て
み
せ
、
そ
の
巧
み
さ
 で
 宮
廷
に
い
る
人
々
全
て
を
驚
か
す
。
 
n
 
な
お
 タ
リ
ヱ
シ
 ソ
は
 語
中
で
、
「
 槍
 、
 

 
 

引
用
 皿
 １
 %
 行
 ）
と
い
う
。
こ
の
意
味
は
後
で
論
じ
た
 い
 U
o
 

こ
の
よ
う
に
し
て
 

は
 彼
は
、
主
人
の
発
言
が
正
し
い
と
立
証
す
る
。
彼
は
知
 識
 /
 知
恵
に
お
い
て
宮
廷
詩
人
達
に
勝
っ
た
の
で
あ
る
 0
 更
に
 タ
リ
ェ
シ
ン
 は
 

詰
め
力
 に
よ
っ
て
 、
 王
に
エ
ル
フ
ィ
ン
を
牢
か
ら
出
さ
 せ
る
。
そ
し
て
彼
は
 ヱ
 ル
フ
ィ
 ソ
 に
 、
 王
の
持
ち
馬
の
ど
 れ
よ
り
も
エ
ル
フ
ィ
ン
 

の
 馬
が
早
く
走
れ
る
 よ
う
 に
す
る
か
ら
と
述
べ
、
王
と
 ぬ
 
ぬ
 馬
で
勝
負
を
す
る
 よ
う
 勧
め
る
（
 鯛
１
 ㎝
 行
 ）
。
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㌔ A2 AI 前 

① 章 

では、       

指 口 くが ダウ らの一一 々木   

  
の熱さ獲得す グ ウィ 

の ョ る 
た ン 場 

めグ 
ウ か つ 

ィ る い 

ョ ング一 （ て 一 

種類の は指を リフィ 

口 ズ 伝 

浜 ㌔ 承 が 

れ あ 

し 
る 

ず 
の 

{ 
を 

を 
見 

飲 
ナ， Ⅰ 

  
み 
込 

す 

む 
な 
わ 

（。 へ ち 

    
  
  
  

  
オ 

  

最   
5.  4.  3.  2.  も 1.  シ が そ る 

オ " の     
を さ 子 ， 」） と 次 ず ら ・ 

楽 な に ア （ ケ の く の ゲ 
4 り よ を 三 ㏄ ｜ ウィで待つ めら ヴヱ グ 知識 / グク イブ Ⅰ ン l5 ズウ うな 吸う 滴の 
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間 稿   は o を飲み、五月 が （㏄ せ 旧 に に 彼 、 
は 見 に 小 
娘 ら は さ 
も れ こ な   つ い な れ グ   
た い か ウ 釜憶葺 まり 。 細 ら イ 

臆課輯ヲ   ライ   れ てがか 共に 
り か 分 か   
がロ Ⅱ   よ 
旧   ぅ 熱 

（ せ に さ 

ほ の     っ た 

  ） O 、 、 つ @ @ 
ナ， @   名 

） で， 

め彼 た （ ） 7 
は 

（ 01 指 
英 を 行 納屋 ）   国   

で ・ 諸 む こ 

あ 
  

島 
全 

入 

ナこ 部   
  マ " た 

 
 

ト
 1
 
目
 0
 ）
は
グ
リ
 7
 
ィ
ズ
坂
と
異
な
っ
て
い
る
。
 
例
 ，
 
@
 
ん
 ば
シ
 
オ
ー
ン
版
は
 
、
グ
 ウ
ィ
 
コ
 
ン
の
知
恵
の
獲
得
の
場
面
 を
 次
の
よ
う
に
描
い
て
 

 
 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

8
 
Ⅰ
 

「
こ
こ
に
Ⅰ
何
か
 
ロ
 私
の
た
め
の
も
の
が
あ
る
 /
.
 
」
と
 フ
 イ
 ン
 は
 @
 っ
て
、
シ
ー
ズ
に
逃
げ
込
も
 う
 と
す
る
相
手
 を
 剣
で
打
ち
、
そ
の
 

 
 

由
 に
対
応
す
る
型
は
 

（
主
旨
・
ま
た
は
フ
々
 

ロ
 ・
 ダ
器
 ・
 ワ
び
 6
H
b
.
 

ヌ
 e
 ～
～
も
き
め
 

0
0
 

か
 患
に
 

フ
ィ
ン
・
 ヴ
ア
 
・
バ
 

イ
 ル
 に
い
た
時
、
ブ
 

ラ
ン
ド
人
達
は
伝
え
 

ン
 は
そ
れ
を
知
り
、
 

果
、
柏
手
は
向
こ
う
 

を
 配
り
終
え
た
ば
か
 

指
 せ
扉
と
 柱
の
間
に
 ケ

ル
ト
世
界
に
は
他
に
見
ら
れ
な
い
。
他
方
磁
の
方
は
 、
 中
 ・
近
世
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
語
で
伝
わ
る
英
雄
フ
ィ
 
ソ
 

ン
ズ
つ
 ぎ
 e
 
 の
以
下
の
二
つ
の
物
語
に
対
応
 側
 が
認
 め
ら
れ
る
 0
 先
に
述
べ
る
の
は
、
 ま
の
せ
 凹
 さ
ヨ
 n
o
 

宙
の
Ⅹ
 

ト
に
 記
さ
れ
て
い
る
 
め
 も
 
ミ
 0
%
 

さ
め
 

寒
臥
ト
 （
 
才
円
 
の
せ
の
Ⅰ
 
ド
 
の
む
 
ど
の
仁
丹
 
｜
ひ
も
 
Ⅱ
 レ
か
ヒ
レ
 
0
4
 

も
の
で
、
二
ヰ
 

宙
目
は
、
 ナ
ミ
 
馬
 

n
Q
s
.
n
O
 

㌃
 鰻
め
 （
 
宙
ヒ
 
P
p
 
P
 

の
 A
P
 
、
 葵
 0
 ）
に
見
ら
れ
る
も
 の
で
あ
る
（
 婬
 ②
）
。
 

イ
ス
グ
 不
の
物
語
で
あ
る
 0
 フ
ィ
ア
ン
 

n
h
 

）
 
曲
コ
 
・
フ
ィ
ン
 と
 仲
間
の
若
者
達
 口
が
ス
 イ
ル
河
の
水
辺
の
 バ
ザ
ヴ
ァ
 

シ
ー
・
 

ス
 

ア
 ・
ビ
ル
 ゲ
 の
息
子
ク
ー
ル
ド
ゥ
 乙
か
フ
ヱ
ヴ
ェ
ソ
 の
 平
 原
 に
あ
る
妖
精
の
小
丘
か
ら
出
て
 き
た
 
（
 
と
ス
コ
 

て
い
る
）
。
そ
し
て
彼
ら
の
料
理
を
奪
い
去
っ
た
。
三
夜
 
に
王
 り
 彼
は
そ
れ
を
繰
り
返
し
た
が
、
三
度
目
に
フ
々
 

相
手
に
先
立
っ
て
フ
 エ
 ヴ
ェ
ン
の
シ
 l
 ズ
に
行
き
、
 相
 手
が
シ
ー
ズ
に
入
ろ
 う
 と
す
る
の
を
捕
え
た
。
そ
の
 
結
 

 
 

｜
ズ
 か
ら
出
て
く
る
人
の
女
と
出
会
う
㏄
。
）
女
は
飲
 物
 

り
で
、
手
に
は
ま
だ
液
の
し
た
た
る
容
器
を
持
っ
て
 い
 た
が
、
女
は
 シ
一
ズ
の
 扉
を
閉
じ
よ
う
と
し
、
フ
ィ
ン
 は
 

イ
ソ
 

挟
ま
れ
る
。
そ
こ
で
彼
は
指
を
口
に
入
れ
る
。
再
び
 指
 を
 取
り
出
す
と
、
彼
は
詠
 い
 始
め
た
。
霊
感
日
日
 ヴ
 a
 色
 



い
ず
れ
の
場
合
で
 ム
 フ
ィ
ン
の
知
恵
の
獲
得
は
、
冥
界
 へ
 の
扉
 と
の
接
触
に
よ
っ
て
起
き
て
い
る
 0
 こ
の
点
で
 ア
 イ
ル
ラ
ン
 -
 
ド
の
ブ
イ
 

ン
 伝
承
は
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
 グ
 ウ
ィ
 コ
 ン
の
場
合
と
異
な
 っ
て
い
る
か
に
見
え
る
。
し
か
し
、
第
一
の
話
に
お
い
 て
 、
フ
ィ
ン
が
 扉
 と
接
 

触
 す
る
直
前
に
、
液
体
を
し
た
た
ら
せ
た
容
器
を
持
つ
 女
 が
 登
場
す
る
点
は
 、
 恐
ら
く
そ
の
容
器
の
液
体
が
 ブ
イ
 ソ
 2
 指
に
か
か
り
、
 

そ
れ
に
よ
つ
て
知
恵
を
得
る
と
い
う
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
場
 合
 と
ほ
ぼ
同
一
の
話
 形
が
 ア
イ
ル
ラ
 ソ
ド
 に
も
存
在
し
 た
 可
能
性
を
示
唆
す
る
 

（
 
磁
 ③
）
。
 

ナ
ー
ジ
ュ
（
之
が
㏄
 
せ
ト
 の
㏄
 
0
 。
Ⅰ
の
の
コ
ト
 
ド
 ）
に
よ
れ
ば
 、
中
世
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
物
語
 

ン
 の
家
の
祝
 ぬ
安
 
」
（
Ⅰ
 げ
涛
づ
時
ぎ
 

の
キ
 
。
さ
あ
 

連
 ・
Ⅰ
 
0
 せ
コ
侍
 
e
 宙
 ・
 ト
の
 
㏄
の
。
 
ト
ト
 の
㏄
Ⅰ
１
ト
の
田
の
）
に
 

は
 、
フ
ィ
ン
と
そ
の
仲
間
が
シ
ー
ズ
に
押
し
込
ろ
 う
と
し
 た
 話
が
伝
え
ら
れ
て
い
 

る
と
い
う
。
そ
こ
に
は
知
恵
の
井
戸
が
あ
る
。
三
人
の
女
 が
 彼
等
の
侵
入
を
防
ご
 ぅ
と
 シ
ー
ズ
の
扉
を
閉
め
る
が
 、
そ
の
う
ち
の
一
人
は
 

井
戸
か
ら
の
液
体
で
満
た
さ
れ
た
容
器
を
持
っ
て
お
り
、
 そ
の
液
体
が
 ブ
イ
ソ
 の
口
の
中
に
入
り
彼
は
知
恵
を
得
 た
と
さ
れ
て
い
る
。
 こ
 

の
話
は
指
に
液
体
が
か
か
る
と
い
う
形
で
は
な
い
が
、
 ァ
 イ
ル
ラ
ン
ド
の
フ
ィ
ン
伝
承
に
お
い
て
も
、
聖
な
る
 液
 体
 に
よ
っ
て
知
恵
を
得
 

る
と
い
う
観
念
が
存
在
し
た
こ
と
を
確
実
に
し
て
く
れ
る
  
 

と
も
あ
れ
次
に
、
フ
ィ
ン
の
知
恵
の
獲
得
に
つ
い
て
の
 伝
 承
の
最
も
一
般
的
な
形
態
を
取
り
上
げ
よ
う
。
こ
の
場
 含
 も
や
は
り
親
指
を
 

口
 に
入
れ
た
結
果
と
し
て
彼
は
知
恵
を
得
る
の
だ
が
、
 指
 を
 口
に
入
れ
る
理
由
は
、
フ
ィ
ン
が
鮭
を
料
理
し
て
い
 て
そ
れ
に
触
れ
、
親
指
 

に
 火
傷
を
す
る
か
ら
で
あ
る
（
こ
れ
を
田
 塾
 と
す
る
）
。
 
次
の
例
は
 、
 ㍉
フ
ィ
ン
の
幼
年
期
の
物
語
し
ハ
 
志
 Ⅰ
 ぬ
奉
 ～
 ま
ミ
連
 Q
 卜
蛍
も
 
）
の
 毬
 

章
ネ
 Ⅰ
あ
る
（
客
の
せ
の
（
Ⅰ
 

舖
 Ⅰ
１
 
%
 。
の
 
の
 ）
）
。
 

七
年
間
、
口
詩
人
ロ
フ
ィ
ン
 不
ゲ
ズ
 は
 ボ
 イ
ン
河
に
い
て
 、
フ
ヱ
グ
 の
淵
で
鮭
を
待
っ
て
い
た
。
彼
は
、
も
し
 フ
 ヱ
グ
 の
鮭
を
食
べ
れ
 

ば
、
 世
の
申
の
全
て
を
如
去
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
 ぅ
予
 舌
口
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
 
0
 鮭
は
見
つ
か
り
、
 デ
 ヴ
 ネ
ロ
こ
の
 
ヨ
コ
 
の
・
 
フ
 

 
 

イ
 ン
の
幼
名
 口
が
 料
理
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
詩
人
は
彼
に
一
 口
 で
も
鮭
を
食
べ
て
は
な
ら
ぬ
と
い
っ
た
 0
 や
が
て
 料
 理
 を
終
㌔
小
姓
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神話から民話 へ 

こ
の
 ぬ
型
 、
つ
ま
り
魔
法
の
 力
 を
持
っ
（
熱
い
）
物
質
に
 触
れ
て
親
指
を
火
傷
し
、
そ
の
指
を
口
に
入
れ
た
結
果
 と
し
て
知
恵
や
予
 =
@
 

ロ
 

力
 を
得
る
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
ケ
ル
ト
 圏
 以
外
の
神
話
 や
 民
話
に
も
認
め
ら
れ
る
（
 目
こ
 0
 宙
 ）
の
の
 

N
 
@
 

の
 p
q
o
 

せ
 Ⅰ
 
の
 ㏄
の
 
@
 Ⅰ
の
の
方
の
 

Q
 臣
ト
の
 
の
Ⅰ
。
 

ト
ト
印
 
@
 之
が
 
的
吋
ト
の
 
㏄
 0
 
@
 

之
が
 

鍍
ぜ
ト
 
の
㏄
 
ト
 
ー
㏄
 0
,
 
 

ト
 
㏄
の
）
 

0
 
 
こ
 @
 
」
で
は
そ
の
一
例
と
し
て
、
北
欧
神
話
の
場
合
を
円
 古
ェ
 ッ
ダ
ロ
 の
「
フ
ァ
ー
 ヴ
 

ニ
ル
の
歌
」
か
ら
引
こ
 う
 。
知
恵
を
獲
得
す
る
の
は
英
雄
 シ
バ
 
ン
 ル
ブ
 
入
 、
つ
ま
り
 ヮ
 ー
 バ
ノ
ナ
 
l
,
0
 
 

日
工
ー
ベ
ル
 ソ
 Ⅰ
 
ノ
 ン
の
指
論
 L
 の
ジ
ー
ク
 

ブ
 リ
 一
ト
の
 北
欧
で
の
対
応
者
で
あ
る
 0
 彼
は
養
父
レ
ギ
 ソ
の
 頼
み
で
、
レ
ギ
 ソ
 の
兄
で
竜
の
姿
と
な
っ
て
黄
金
 を
 護
っ
て
い
る
フ
ァ
ー
 

ヴ
 ニ
ル
を
殺
し
、
そ
の
心
臓
を
料
理
す
る
（
引
用
は
 b
%
h
s
 

漱
 ま
 き
 の
 べ
 。
の
Ⅰ
 ハ
 
之
の
の
 
オ
 の
 p
 
。
 
本
 け
す
 
ロ
 Ⅰ
の
の
 

N
 。
 P
 
㏄
の
。
）
㏄
 

の
口
 
）
。
 

㌘
 

ロ
レ
ギ
ン
 ハ
り
三
口
 

苦
 
「
ま
あ
か
げ
な
さ
Ⅰ
Ⅰ
 

、
シ
グ
ル
 ズ
 0
 私
は
寝
よ
う
と
思
う
。
フ
ァ
 l
 ヴ
ニ
ル
 の
心
臓
を
 火
 に
か
け
て
く
れ
。
 

奴
の
血
を
飲
ん
で
か
ら
、
私
は
そ
の
心
臓
を
食
べ
た
 い
 の
だ
。
 
し
 

 
 

小
枝
に
刺
し
て
あ
ぶ
っ
た
。
心
臓
か
ら
の
血
が
あ
わ
 立
 ち
 、
も
う
す
っ
か
り
 

あ
ぶ
り
上
っ
た
か
も
知
れ
な
い
と
彼
は
考
え
、
指
向
単
数
 口
 で
そ
れ
に
触
れ
、
す
っ
か
り
あ
ぶ
り
上
っ
た
か
調
べ
 た
 。
彼
は
指
に
火
傷
 

を
し
、
そ
れ
を
自
分
の
口
に
入
れ
た
。
そ
し
て
フ
ァ
ー
 ヴ
 二
ル
 の
 心
臓
の
血
が
彼
の
舌
に
つ
く
と
、
彼
に
は
鳥
の
 言
葉
が
分
か
 つ
こ
 

-
3
@
+
 

l
 
ハ
 。
 

こ
う
し
た
親
指
を
口
に
入
れ
る
行
為
、
 幸
正
蔵
 

イ
 ソ
・
 

@
 
ス
 
小
ト
 
詩
人
 /
 予
 言
者
が
ケ
ル
ト
 語
 圏
で
形
成
し
て
い
る
宗
教
的
・
文
化
 的
 観
念
体
系
等
に
つ
 
83  (279) 

-
 
リ
リ
 

）
 

態
は
不
明
 し
 に
よ
っ
て
歌
う
と
、
い
つ
も
必
ず
、
そ
れ
 ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
彼
に
明
ら
か
に
放
る
の
で
あ
 つ
こ
 
ヰ
ハ
 
。
 

口
皓
 
F
F
p
.
 

は
親
指
に
 

と
小
姓
は
 

お
前
こ
そ
 

れ
た
。
 そ
 フ

ィ
ン
の
こ
と
 
ロ
 は
鮭
を
持
っ
て
き
た
 0
 
 
「
お
前
、
こ
の
 鮭
を
食
べ
た
か
し
と
詩
人
は
尋
ね
、
小
姓
は
「
い
い
え
 、
で
も
 僕
 

火
傷
を
し
た
の
で
、
口
の
中
に
入
れ
ま
し
た
」
と
答
え
 た
 。
「
お
前
、
何
と
い
う
名
だ
」
と
彼
は
尋
ね
た
。
「
 
デ
 ヴ
ネ
 で
す
」
 

答
え
た
。
「
お
前
は
こ
れ
か
ら
フ
ィ
ン
と
名
乗
る
が
い
 い
 」
と
彼
は
い
っ
た
 0
 「
そ
し
て
こ
の
鮭
は
お
前
が
食
べ
 

る
べ
 ぎ
だ
。
 

ま
さ
し
く
輝
く
者
な
の
だ
」
。
 

，
イ
 ソ
そ
こ
で
小
姓
は
鮭
を
食
べ
 
た
 0
 そ
れ
に
よ
っ
て
フ
ィ
ン
に
は
霊
感
 /
 知
恵
（
 片
抜
 
）
 が
授
 げ
ら
 

し
て
彼
が
親
指
を
口
に
入
れ
、
テ
イ
 ヌ
ヴ
 ・
ラ
イ
 ガ
ヌ
 の
ぎ
 目
団
櫃
 P
 詩
作
に
必
要
な
三
つ
の
技
術
の
一
つ
と
さ
 れ
る
が
 実
 



「
熱
い
液
体
に
よ
る
知
恵
の
獲
得
」
と
い
う
ケ
ル
ト
的
 

観
 念
 を
よ
り
広
い
印
欧
語
族
圏
の
伝
統
の
中
で
考
察
す
る
 

準
備
段
階
と
し
て
、
 

こ
こ
で
は
今
迄
の
も
の
と
は
や
や
異
質
の
二
つ
の
テ
キ
ス
 

ト
を
 取
り
上
げ
て
み
た
い
。
は
じ
め
は
、
シ
ナ
 

ソ
河
 （
 
現
在
の
 シ
 ヤ
ノ
ン
 河
 ）
 

と し わ ず っ に よ 土 の   
" 井 さ の て   

四 は 強 A3 と 演 接 の ず で 、 で と 稿 
あ い と 岡 奏 触 接 れ 具 あ 取 損 で 

タ 

  
ン 

の 

ドこ 

オ 
ト 
ゆ肚 

て @@ り   参 
照 ） 
  

単 
ケ Ⅰ し 

A3 
型 
モ 

チ 

  
  
が 

休 日 か 知 三 A3 つ な 神 
エ由 

や 
民 
-%i - 口 - - 
で ・ 

の よ 

< 
得 ン 担 、 つ 生   用 
」 物 づ に の 物 い     

られて られる 本質を   。 異   
念 そ 居 、 ら な 態 せ 以 界 る 
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次
の
諸
点
に
注
意
さ
れ
た
い
。
㈹
井
戸
は
海
中
に
あ
る
。
 ㈹
井
戸
に
は
榛
の
木
が
あ
り
、
そ
の
実
が
落
ち
る
と
 井
 戸
 に
は
「
王
の
如
 

ぎ
 」
紫
の
大
破
が
立
つ
官
庁
 甲
 。
 ぎ
年
 と
い
う
語
に
含
ま
 れ
る
「
 王
 」
 ヱ
 （
 
堺
け
 Ⅰ
 ご
 ）
に
つ
い
て
は
 注
 
（
㎎
）
 
参
 照
 ）
。
㈹
知
恵
 
/
 霊
感
 

は
 「
 木
 」
の
実
の
「
 液
 」
に
由
来
す
る
。
㈹
七
つ
の
「
 知
 恵
の
流
れ
」
が
流
れ
出
し
、
再
び
井
戸
に
戻
る
。
㈲
 知
 恵
を
獲
得
し
ょ
う
 と
 

「
 女
 」
が
井
戸
に
近
づ
く
が
、
女
は
無
資
格
と
さ
れ
井
戸
 は
 女
を
殺
す
。
 

 
 

ア
ン
ズ
 河
 
（
現
在
の
 ボ
 イ
ン
 河
 ）
起
源
 譚
 で
あ
る
（
の
（
 
0
 オ
 の
の
 ト
 
㏄
の
 
め
 。
㏄
 
ト
鋲
｜
あ
 

）
 0
 

 
 

は
 、
シ
ー
ズ
・
 不
 フ
タ
ー
ン
の
森
に
あ
る
秘
密
の
井
戸
 に
 赴
い
た
。
そ
こ
に
近
づ
く
 

ら
 

 
 

ァ
ブ
 と
い
う
名
の
彼
の
三
人
の
 
ハ
 
聖
日
 杯
 持
ち
 以
 外
は
誰
も
 、
 両
の
眼
を
焼
か
 

神
 

丸
 ず
に
は
戻
っ
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
。
か
つ
て
ボ
ー
ア
 ソ
 ス
は
 、
高
慢
さ
か
ら
井
戸
の
 力
 を
試
み
よ
う
と
し
、
 彼
 女
の
姿
を
抑
え
る
 秘
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4
@
 

・
カ
イ
ン
の
名
が
出
た
。
 

等
の
名
前
の
由
来
を
説
明
す
る
「
地
名
起
源
 譚
ヒ
 （
 
片
ぬ
 
さ
 ま
い
 
鎔
む
 巳
へ
 

援
ぬ
 さ
り
キ
さ
 

め
 
）
㏄
章
で
 の
 
セ
 る
 （
の
（
 

0
 ガ
 の
の
Ⅰ
㏄
 

ゆ
 
か
 
。
肚
の
の
１
づ
）
。
 

「
約
束
の
地
」
 

口
 
妖
精
の
国
 ロ
 出
の
 レ
ル
 の
息
子
 ロ
ダ
 ン
 ・
ル
ハ
ル
グ
ラ
ン
の
 娘
シ
不
ソ
ズ
 は
 、
 海
の
底
に
あ
 る
 コ
ン
ラ
の
井
戸
を
 

見
る
た
め
、
そ
こ
に
赴
い
た
 0
 そ
の
井
戸
に
は
榛
の
実
 

つ
ま
り
詩
作
の
知
恵
の
榛
の
実
が
あ
り
 、
そ
の
実
 と
花
 と
葉
 

は
 同
じ
時
に
口
木
か
ら
 し
 離
れ
、
井
戸
の
中
に
降
り
注
ぐ
 。
す
る
と
水
面
に
は
王
の
如
 き
 官
庁
 串
 。
 
ぎ
 ③
紫
の
大
 波
 が
現
わ
れ
る
。
 す
 

る
と
鮭
が
実
を
噛
み
、
実
の
液
が
鮭
の
紫
の
腹
と
な
っ
て
 現
わ
れ
る
。
そ
し
て
知
恵
の
七
つ
の
流
れ
が
流
れ
出
し
 、
 再
び
そ
こ
戸
井
 

戸
口
に
戻
っ
て
く
る
。
さ
て
シ
ネ
 ン
ズ
 は
霊
感
を
求
め
て
 行
っ
た
 0
 彼
女
は
知
恵
し
か
欲
し
く
な
か
っ
た
の
で
あ
 る
 。
流
れ
に
沿
っ
て
 

彼
女
は
行
 き
 、
「
 
填
 し
や
か
な
女
の
淵
」
、
つ
ま
り
ブ
リ
 ｜
 ・
 ェ
レ
 に
着
 き
、
 更
に
旅
を
続
け
た
 0
 し
か
し
井
戸
は
 逃
げ
出
し
、
彼
女
は
 

「
美
し
い
 背
 」
河
の
岸
ま
で
そ
れ
を
追
い
か
け
た
。
し
か
 し
そ
の
後
、
井
戸
は
彼
女
を
襲
い
、
そ
の
背
を
逆
さ
ま
。
上
 

に
し
た
 

o
 
n
 

シ
 ナ
ン
 

何
 の
 し
 こ
ち
ら
の
岸
に
彼
女
が
着
い
た
時
、
彼
女
は
死
を
 味
わ
っ
た
 0
 こ
れ
か
ら
、
シ
ナ
ン
、
リ
ン
・
ム
ナ
ー
，
 フ
ェ
イ
レ
、
タ
ー
ル
 



波
 が
出
て
彼
女
に
襲
い
か
か
り
、
そ
れ
ぞ
れ
彼
女
の
大
腿
 、
手
、
眼
を
壊
し
た
。
 恥
 か
し
さ
か
ら
彼
女
は
逃
げ
出
 し
、
 海
の
方
へ
向
か
 

っ
 た
が
、
水
は
彼
女
を
 ボ
イ
 ン
河
の
河
口
ま
で
追
い
か
け
 た
 0
 さ
て
彼
女
は
 ダ
グ
ダ
 神
の
息
子
オ
イ
ン
グ
ス
の
母
   

こ
こ
に
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
先
の
起
源
 譚
 と
の
 比
 較
か
ら
し
て
、
ボ
ー
ア
ン
ズ
は
河
口
で
溺
れ
死
ん
だ
と
 い
 う
 の
が
舌
ロ
Ⅱ
 

朴
 Ⅱ
に
 
示
 

さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
 0
 こ
の
テ
キ
ス
ト
に
は
 榛
の
実
も
鮭
も
登
場
し
な
い
 0
 重
要
な
の
は
次
の
諸
点
 で
あ
ろ
う
。
㈹
許
さ
れ
 

た
者
 

シ
ー
ズ
の
王
の
子
フ
タ
ー
ン
と
主
位
の
象
徴
の
 

こ
れ
ら
二
つ
の
話
を
田
、
 践
 と
す
る
と
、
そ
の
特
徴
は
次
 

聖
杯
（
 ァ
 ー
サ
ー
三
伝
説
を
思
え
 /
.
 
）
持
ち
の
三
人
の
 

の
よ
う
に
な
る
。
 

召
使
い
以
外
は
 、
 

井
戸
に
近
づ
け
な
い
。
女
は
た
と
え
王
女
で
あ
っ
て
も
、
 井
戸
の
 力
 を
試
み
よ
う
と
し
て
は
尚
更
だ
が
、
無
資
格
 者
で
あ
る
 0
 ㈹
聖
杯
を
 

が
 戸
に
持
っ
て
い
く
の
は
、
井
戸
の
液
体
が
霊
感
 /
 知
恵
 あ
る
い
は
主
と
し
て
の
 カ
 
（
「
王
の
如
 
き
 紫
の
大
波
」
 参
照
）
を
与
え
る
た
め
 

で
あ
ろ
う
。
㈹
三
人
の
杯
持
ち
、
三
度
巡
る
こ
と
、
三
つ
 の
 彼
等
、
三
と
い
う
数
字
が
多
く
現
わ
れ
る
。
㈹
眼
を
 っ
 ぶ
す
 輝
 ぎ
が
井
戸
 か
 

ら
 現
わ
れ
る
。
 

田
 
冥
界
の
井
戸
の
知
恵
は
榛
の
実
か
ら
 鮭
 へ
と
伝
わ
る
 。
ま
た
無
資
格
の
女
が
近
づ
く
と
、
井
戸
は
一
度
は
逃
 げ
る
が
、
河
岸
で
逆
 

に
女
を
殺
す
。
 

㏄
榛
の
実
も
鮭
も
不
在
。
し
か
し
小
さ
な
 
グ
 ウ
ィ
 コ
 ン
 の
場
 ム
ロ
と
 
同
様
に
三
回
液
体
が
降
り
か
か
る
（
も
っ
と
 も
 結
果
は
正
反
対
だ
 

ぢ
 。
逃
げ
る
無
資
格
者
の
女
は
（
恐
ら
く
）
河
口
で
殺
 さ
れ
る
。
 

さ
て
 田
 、
践
を
グ
リ
フ
ィ
ズ
 版
 
（
便
宜
上
 
M
 と
略
記
す
る
 ）
と
比
較
し
て
み
る
と
、
興
味
深
い
対
応
関
係
が
認
め
 
ら
れ
る
（
図
 2
 ）
 

二
一
 
O
 頁
 U
 。
 

M
 、
田
、
椛
の
い
ず
れ
で
も
女
は
超
自
然
的
液
体
自
体
 ま
た
は
そ
の
所
持
者
を
追
跡
す
る
か
、
あ
る
い
は
逆
に
 液
 体
 に
よ
っ
て
追
跡
さ
 

(282) 

密
の
力
な
ど
井
戸
に
は
な
い
と
公
言
し
、
井
戸
の
周
囲
 を
 左
か
ら
右
へ
 
戸
 凶
の
廻
り
と
め
ぐ
っ
た
。
「
す
る
と
 
し
 
井
戸
か
ら
三
つ
の
 

 
  

 



袖妻 由、 六軍 妊へ 

前
章
に
お
い
て
、
グ
リ
フ
ィ
ズ
坂
口
小
さ
な
 

グ
 ウ
ィ
 コ
 ン
 
物
語
 b
 が
 、
ネ
 フ
タ
ー
ン
の
井
戸
の
伝
承
と
同
一
の
 

主
 題
を
含
ん
で
い
る
こ
 

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
 

だ
が
こ
の
子
フ
タ
ー
ン
の
井
戸
の
伝
承
は
、
デ
ュ
バ
ジ
ル
 

に
よ
っ
て
、
イ
ン
ド
、
イ
ラ
 

ソ
 、
ロ
ー
マ
の
神
話
、
伝
 

説
 （
 臣
 １
％
固
有
の
 

神
話
が
編
年
紀
に
歴
史
化
さ
れ
た
姿
で
残
っ
て
い
る
こ
と
 

は
 既
に
述
べ
た
）
と
同
一
構
造
を
持
ち
、
印
欧
語
族
 

期
 に
 遡
る
神
聖
に
し
て
、
 

一
 そ
の
所
有
が
神
的
加
護
の
徴
で
あ
る
よ
う
な
「
水
中
 

0
 人
」
の
観
念
に
発
す
る
も
の
で
あ
る
と
解
明
さ
れ
て
 

い
る
（
 し
仁
巨
 
ひ
ふ
）
 
ト
 
の
巾
の
 

一
 

Ⅱ
 お
 お
。
㌍
 あ
 
@
 田
 ㌔
・
 
ロ
 0
 
巨
 ）
安
さ
 
0
 そ
の
議
論
の
 
全
て
を
繰
り
返
す
余
裕
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
問
題
 

全
体
に
関
し
て
は
名
称
の
同
 

一
 起
源
の
指
摘
の
み
に
留
め
、
そ
の
後
イ
ラ
ン
の
例
だ
 

け
 を
よ
り
詳
し
く
取
り
上
げ
比
較
す
る
。
す
な
わ
ち
イ
ン
 

ド
の
 ア
パ
ー
ム
・
 
ナ
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五 

他
の
印
欧
語
族
（
特
に
イ
ラ
ン
）
に
お
け
る
対
応
 例
 
｜
 
傍
 

れ
て
い
る
 0
 ま
た
殺
害
（
由
も
一
種
の
殺
害
）
は
い
ず
，
 

れ
 
も
 河
の
そ
ば
で
起
こ
る
 
0
 血
 と
田
で
は
知
恵
の
獲
得
が
 
明
確
に
主
題
と
な
っ
て
 

椛
 で
は
そ
れ
は
は
 

が
、
 椛
の
場
合
も
聖
杯
へ
の
言
及
を
考
え
る
な
ら
、
 

知
 恵
 （
し
か
し
む
し
ろ
 
知
 

恵
も
含
む
王
権
と
思
わ
れ
る
）
を
も
た
ら
す
超
自
然
的
 

な
 （
輝
く
）
 
液
 仮
の
獲
得
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
可
能
性
 

生
局
い
 。
ま
た
別
と
 
酩
 

で
は
「
 王
 」
と
液
体
の
関
係
が
強
調
さ
れ
る
が
、
 

皿
 す
な
 ね
 ち
グ
リ
フ
ィ
ズ
版
に
お
い
て
も
、
次
章
で
見
る
よ
 

う
 に
タ
り
ェ
シ
ン
 
は
王
に
 

勝
り
、
彼
自
身
が
実
質
的
に
は
王
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
 

よ
う
な
存
在
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
超
自
然
的
な
三
滴
の
し
 

ず
く
は
他
な
ら
ぬ
彼
の
 

も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
三
つ
の
話
は
 

、
 後
で
論
ず
る
構
成
上
の
違
 
い
 （
 
ぬ
 に
は
他
の
一
一
 

つ
に
 見
ら
れ
ぬ
再
誕
生
と
そ
 

れ
に
続
く
活
躍
が
含
ま
れ
て
い
る
）
 

や
 、
民
話
的
・
神
話
 
的
と
い
う
性
質
の
違
い
 
さ
 加
味
す
れ
ば
、
同
じ
モ
チ
ー
 
フ
が
変
化
し
て
現
わ
れ
 

る
レ
 ヴ
ィ
・
ス
ト
ロ
ー
ス
が
言
う
意
味
で
の
「
 

群
 」
 恩
 。
 
廷
づ
 
の
を
構
成
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
（
い
か
せ
 

中
 
。
 
の
 
圧
 
Ⅰ
 
か
 岸
の
の
 
ト
 
の
の
 
幸
 。
ト
ト
の
）
。
 



さ
て
イ
ラ
ン
で
は
、
こ
の
神
力
の
象
徴
「
水
中
の
火
」
が
 「
光
輪
」
 フ
フ
 ル
 テ
 フ
（
 パ
セ
き
 の
コ
曲
 
は
 ）
の
名
で
極
め
 て
 重
視
さ
れ
た
。
 
フ
 

フ
 ル
 テ
 フ
に
関
す
る
伝
承
は
 
、
 
ロ
ザ
ー
 ム
ヤ
 ズ
ド
・
ヤ
シ
 
ュ
 ト
 ロ
 （
 蕊
ミ
 潰
乱
田
器
Ⅱ
 メ
ま
 
P
e
 を
中
心
に
ま
と
 め
る
と
次
の
よ
う
に
な
 

ろ
う
（
 同
ヤ
 シ
ュ
ト
の
部
分
訳
を
含
む
概
要
は
、
伊
藤
 ）
 ゅ
 Ⅱ
 0
,
 
 

の
 ㏄
年
１
の
 
の
ト
 を
見
よ
）
。
 

L
 

フ
フ
 ル
 テ
 フ
は
 カ
ヤ
 ー
ン
サ
イ
 海
 ま
た
は
ウ
ォ
ル
 
カ
 シ
ャ
 海
 
（
両
者
は
同
一
と
考
え
て
よ
い
。
神
話
的
 
海
 ）
 で
 燃
え
、
光
り
輝
い
 

て
い
る
（
 憶
 悪
さ
も
 
Q
 こ
涼
 き
づ
 し
 ・
 ト
 ㏄
の
 @
N
 
１
べ
Ⅱ
 つ
 し
 "
 の
の
む
 の
 １
目
 一
 R
Q
 
ぬ
 ～
 お
 -
 ミ
 ・
伊
藤
上
掲
 書
巽
 ㏄
１
 0
 ）
。
 

乙
 

ウ
ォ
ル
 ヵ
 シ
ャ
海
中
に
は
白
木
ー
 
ム
 （
由
の
 
ヨ
 六
ト
 セ
 e
,
 甘
 p
o
 
ョ
ダ
維
卸
の
 。
日
の
）
樹
が
あ
り
、
そ
れ
を
食
べ
 
る
 者
は
不
死
に
な
る
 

（
 
め
ま
お
 
㌔
 蕊
キ
 
敬
さ
 円
り
 ・
の
 
む
 @
 年
１
㏄
Ⅱ
 
つ
 り
 "
 ニ
の
 @
P
@
 
も
 
伊
藤
の
の
～
）
。
 

ヤ
ザ
ク
 

田
 

ア
パ
ー
ン
 
ム
 ・
 ナ
 パ
ー
ト
は
 
フ
ヮ
か
々
フ
 を
 捉
，
え
、
 
そ
れ
に
よ
っ
て
神
は
男
子
を
創
成
す
る
（
 X
Q
 
ぬ
 ～
 お
 ・
 の
 ）
１
 

%
.
 

伊
藤
 び
巽
｜
 

S
 。
 フ
フ
 ル
 テ
 フ
は
 、
 後
で
も
再
度
見
る
は
う
に
、
 

創
 追
約
力
を
右
す
る
。
 

在
フ
フ
 ル
 テ
 フ
は
 、
 ㈲
 努
 た
め
の
寄
進
、
㈹
 牛
と
 ま
ぐ
さ
の
頻
年
、
㈹
勝
利
、
を
与
え
る
（
 ぎ
鸞
お
 ・
 紹
 ・
ビ
 
伊
藤
の
葵
）
。
 

こ
れ
は
、
デ
ュ
 
メ
ジ
ル
 の
提
唱
し
て
い
る
印
欧
語
族
三
機
 能
 体
系
（
 聖
性
 Ⅱ
第
一
機
能
、
戦
闘
性
Ⅱ
 筆
襄
駝
胆
 、
 生
産
性
Ⅱ
第
三
機
能
）
 

の
 三
機
能
全
て
を
、
 
フ
フ
 ル
 テ
 フ
が
保
証
す
る
と
い
う
ぬ
 ゑ
味
に
解
せ
る
（
㈹
Ⅱ
第
一
機
能
、
㈲
Ⅱ
第
三
機
能
、
㈹
 Ⅱ
第
二
機
能
）
。
 

訊
 

非
ア
ー
リ
ア
人
の
ト
ゥ
ー
ラ
ン
 人
 
（
従
っ
て
無
資
格
 者
 ）
で
あ
る
フ
ラ
ン
ラ
ス
キ
ン
は
、
三
度
に
わ
た
り
 フ
 フ
 ル
 テ
 フ
を
獲
得
し
 

よ
う
と
し
て
ウ
ォ
ル
カ
ン
 ャ
 海
に
潜
る
が
、
そ
の
度
に
 フ
 ヮ
ル
テ
 フ
は
逃
げ
る
 0
 ま
た
そ
の
 度
 毎
に
起
っ
た
波
に
 よ
り
新
し
い
三
つ
の
湖
 

（
 
6
0
 

l
 ）
 

㌍
 ｜
 お
参
照
）
。
 
ネ
 
フ
タ
ー
ン
も
本
来
は
 
、
 聖
な
る
「
 水
 中
の
火
」
を
支
配
す
る
神
で
あ
っ
た
。
 

す ス @ 
る （ ト 
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水
が
生
ず
る
（
 ヌ
 Q
 ぬ
 ～
 お
 ・
 簿
 
（
 
n
&
 の
 ）
１
 %
-
 
 
お
 １
 %
 

伊
藤
の
㏄
㏄
１
 
0
 ㊥
 0
 こ
の
部
分
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
 子
 フ
タ
ー
ソ
の
井
戸
の
伝
 

承
 と
ほ
と
ん
ど
同
一
で
あ
る
の
に
注
意
さ
れ
た
い
。
 

前
 仝
早
で
取
り
上
げ
た
ケ
ル
ト
世
界
の
一
二
つ
の
伝
承
（
 

田
、
 

朗
 ）
に
お
い
て
、
由
と
 M
 １
 %
 間
の
最
大
の
違
い
 は
 、
前
者
が
聖
な
る
 

フ
ラ
ク
 
ツ
 

力
の
所
有
者
の
誕
生
譚
で
も
あ
る
と
い
 5
 点
で
あ
っ
た
。
 と
こ
ろ
が
イ
ラ
ン
に
お
い
て
も
、
 
フ
ヮ
ル
テ
 フ
は
 議
 し
い
者
、
守
護
 霊
 

嚥
 

女
か
ら
出
た
光
り
が
天
を
み
た
し
、
地
を
み
た
 

調
 
そ
し
て
勿
論
 ザ
 ラ
ト
ゥ
シ
ュ
ト
ラ
自
身
も
、
「
 光
 

 
 

オ
 曳
の
 
す
 の
）
（
）
の
）
）
・
㌣
。
き
よ
り
引
用
）
。
 

お
 ・
 お
 ）
。
「
そ
し
て
水
兵
 月
 
複
数
 口
が
 ウ
ォ
ル
 カ
 シ
ャ
 海
 

書
か
れ
た
 ザ
 ラ
ト
ゥ
シ
ュ
ト
ラ
伝
で
あ
ろ
う
 0
 こ
れ
に
は
 

形
で
あ
る
。
 

わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
引
用
す
る
（
 伊
 

る
 0
 「
そ
れ
 ヲ
 プ
ル
 チ
ニ
 
は
ア
フ
ラ
・
 マ
 。
 
ス
ダ
 ー
に
 

っ
て
く
る
時
、
お
お
 ザ
 ラ
ト
ゥ
シ
ュ
ト
 ラ
よ
 、
そ
の
時
に
 

（
 
h
q
p
 

づ
抜
 Ⅰ
）
等
を
生
み
出
す
と
さ
れ
て
い
る
。
先
に
述
 

だ
が
 フ
フ
 ル
 テ
 フ
に
よ
る
誕
生
の
最
も
よ
い
例
は
 、
フ
 

オ
フ
ル
マ
ス
Ⅰ
ト
バ
 

か
 創
生
垣
 
し
た
フ
フ
 

L
 

ル
 テ
 フ
 卜
体
 
、
オ
フ
ル
マ
 

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
に
お
け
る
至
高
の
支
配
者
 ザ
 ラ
ト
ゥ
 

輪
の
中
に
い
る
 日
 「
光
輪
に
み
ち
た
童
 児
し
 （
伊
藤
 お
 ）
 

し
た
。
 

ュ
の
娘
 （
 ゾ
ロ
 ア
ス
タ
ー
の
母
）
に
は
い
っ
た
 0
 こ
の
 

藤
 ㏄
の
の
）
。
な
お
オ
フ
ル
マ
ズ
 

ド
 は
、
ア
フ
ラ
・
マ
ズ
ダ
 ｜
 

属
す
る
。
ア
フ
ラ
・
マ
ズ
ダ
ー
は
そ
れ
に
よ
っ
て
生
き
物
 

幸
い
邦
訳
が
あ
る
（
伊
藤
 ひ
 
1
 Ⅰ
の
 
由
 
）
が
、
内
容
の
要
約
 

 
 

べ
た
ア
パ
ー
ン
 ム
 ・
 ナ
 パ
ー
ト
の
場
合
の
他
に
も
 例
，
え
 

か
ら
、
ア
フ
ラ
・
マ
ズ
ダ
ー
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
 フ
ヮ
 

ァ
 ー
 ン
ヵ
 ル
ド
ロ
（
 む
 m
x
 
か
 口
達
）
 第
 セ
巻
を
中
心
と
す
る
 

ソ
 ニ
ト
ラ
は
、
本
来
は
印
欧
語
族
の
支
配
者
で
あ
る
王
に
 

ズ
ド
 の
前
か
ら
、
極
星
 し
 無
始
の
光
明
し
太
陽
 し
月
し
 

娘
 が
生
ま
れ
た
と
 き
 、
か
の
 

と
し
て
描
か
れ
る
。
 

ば
 次
の
よ
う
に
い
わ
れ
 

も
 伊
藤
に
よ
っ
て
行
な
 

か
々
フ
と
 共
に
立
ち
 昇
 

」
（
 ヌ
 Ⅰ
 ぬ
 
～
 ト
ひ
 
・
の
 
印
 

の
中
世
ペ
ル
シ
ア
語
 

を
創
別
る
・
・
 

-
 
パ
 
つ
 
已
 
：
」
（
 
ヌ
 Ⅰ
 ぬ
 
～
 

中
世
ペ
ル
シ
ア
語
で
 

星
辰
を
経
て
 ゾ
 ー
 イ
 

帰
属
し
て
い
た
伝
承
 

話
 

神
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

 
 

 
 



承
は
、
 竃
の
火
に
よ
る
彼
の
母
の
受
胎
、
 

力
 ま
と
そ
し
て
幼
児
 
セ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
 2
 頭
部
の
燃
え
る
火
に
つ
い
て
述
べ
て
い
 る
し
 
（
Ⅰ
 
才
 ぎ
の
 
-
 も
雙
 

 
 

承
が
 他
に
も
あ
る
 0
0
 

四
ト
ま
の
お
 

簿
 。
 P
 
紹
｜
 ㏄
参
照
）
 
、
 ま
た
イ
ソ
 ド
や
 イ
ラ
ン
 

で
は
、
王
が
そ
の
光
輝
で
人
々
や
世
界
を
破
壊
せ
ぬ
 よ
う
 に
 ヴ
ェ
ー
ル
で
顔
を
覆
っ
た
と
い
う
伝
承
も
あ
る
（
 
毛
ぃ
 
宙
の
 
コ
 m
q
 
の
 コ
 ・
 P
0
0
0
,
 

い
 か
 べ
 
）
。
 

以
上
の
 フ
ヮ
ル
テ
 フ
に
関
す
る
二
つ
の
伝
承
（
無
資
格
 者
に
よ
る
海
中
の
 フ
 ワ
ル
ナ
 フ
 捕
捉
失
敗
、
 フ
 ワ
ル
ナ
 フ
 に
よ
る
 ザ
ラ
ト
ヴ
シ
 

ュ
ト
ラ
 の
生
誕
）
は
次
の
よ
う
に
図
式
化
さ
れ
よ
う
（
㎝
 、
 2
o
C
 
 

図
 3
 ）
 
ロ
 二
頁
㌔
 

こ
れ
ま
で
見
て
 き
た
 よ
 う
 に
 、
フ
フ
 ル
 ナ
フ
 の
よ
う
な
 神
 聖
な
 「
水
中
の
火
」
の
観
念
は
、
印
欧
語
族
に
共
通
に
 
存
在
し
て
い
た
と
 考
 

 
 

に
も
共
通
に
存
在
し
て
い
た
と
仮
定
す
る
こ
と
は
、
 あ
 な
が
ち
不
可
能
で
は
な
 

い
 。
そ
こ
で
㎝
と
㏄
を
一
緒
に
す
る
と
ど
の
よ
う
な
話
 形
 に
な
る
か
を
考
え
て
み
よ
う
 0
 そ
の
話
形
に
は
二
つ
の
 条
件
が
備
わ
っ
て
い
な
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
㈹
 フ
ヮ
ル
テ
 フ
（
神
聖
な
る
「
 水
 中
の
火
」
）
が
無
資
格
者
に
よ
っ
て
追
跡
さ
れ
逃
亡
す
る
。
 
㈹
神
聖
な
子
が
（
 
当
 

然
な
が
ら
）
母
、
つ
ま
り
女
か
ら
生
ま
れ
る
。
 

唯
一
の
解
決
案
は
、
無
資
格
者
を
神
聖
な
子
の
母
に
す
 る
 （
 
/
.
 
）
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
彼
女
自
身
が
 聖
な
る
象
徴
の
「
 水
 

中
の
火
」
を
受
け
る
な
ら
、
彼
女
は
無
資
格
者
で
は
な
く
 な
り
、
矛
盾
し
て
し
ま
う
 0
 こ
の
点
を
解
決
す
る
に
は
 、
ま
ず
「
水
中
の
火
」
 

l
 
ヰ
 
上
 

を
 受
け
た
者
を
彼
女
が
追
い
か
け
て
飲
み
込
み
、
そ
し
て
 新
た
な
子
供
と
し
て
産
め
ば
 よ
 い
（
 /
.
 
）
で
あ
ろ
う
。
 こ
の
仮
定
説
話
形
を
 D
 

と
す
る
（
図
 4
 ）
二
三
夏
。
そ
れ
は
 由
 （
図
 2
 ）
 と
 構
造
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
同
一
で
あ
る
。
 

由
 と
沖
の
間
の
違
 い
は
 説
明
可
能
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
 社
 会
 が
異
な
る
と
、
最
も
称
賛
さ
れ
る
身
分
も
異
な
る
と
 い
う
 事
実
が
あ
る
。
 

ロ
ー
マ
で
は
政
治
家
、
ギ
リ
シ
ア
で
は
哲
学
者
、
ユ
ダ
ヤ
 で
は
予
言
者
が
そ
う
で
あ
ろ
う
し
、
イ
ラ
ン
の
 ゾ
ロ
ア
 ス
タ
ー
救
世
界
で
は
、
 

(286) 

を
 引
き
継
い
だ
と
 考
ぇ
 ら
れ
 

り
（
 

入
 
9
 
i
 
 

㌣
 例
 た
ば
王
政
 期
口
 ，
・
 
マ
 の
王
 セ
ル
ヴ
 4
 ウ
ス
・
ト
ゥ
リ
ウ
ス
（
 ま
 ゑ %
 
 づ
三
 岸
仁
の
 
）
Ⅰ
 ト
 つ
い
て
 ハ
り
伝
  

  
 



当
然
そ
れ
は
宗
教
改
革
者
 /
 予
言
者
と
な
る
。
ケ
ル
ト
 世
 界
 の
そ
れ
は
詩
人
 /
 予
 舌
口
者
で
あ
る
 0
 し
か
し
既
に
指
 摘
 し
た
よ
う
に
、
 
ザ
ラ
 

ト
ゥ
 シ
ュ
ト
 ラ
 も
 タ
り
二
 
シ
ン
も
印
欧
語
族
的
神
聖
王
 れ
 
拭
お
を
継
承
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
曲
の
大
鍋
 だ
 が
 、
ケ
ル
ト
世
界
に
は
 

「
詩
作
の
大
鍋
」
と
か
「
霊
感
の
大
鍋
」
（
 
づ
注
 q
o
p
 

毛
の
 

コ
 ）
 と
レ
 ム
 ノ
 観
念
が
士
の
り
（
二
の
ロ
受
 P
o
 

Ⅱ
の
 

｜
 ㏄
 0
 一
 ㏄
 R
p
 圧
コ
 
砂
の
 
オ
 Ⅰ
の
㏄
 

ト
り
 
、
イ
ラ
 

ソ
 世
界
で
の
神
話
的
海
が
由
で
大
鍋
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
 て
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
 0
 

そ
の
他
の
 
M
 の
特
異
性
は
、
そ
れ
が
中
世
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
 民
話
と
し
て
、
文
化
的
・
ジ
ャ
 ソ
 ル
的
変
更
を
受
け
て
 
残
っ
て
き
て
い
る
と
 

い
う
 観
点
か
ら
説
明
言
れ
よ
 う
 。
ま
ず
無
資
格
者
の
女
は
 魔
術
師
と
さ
れ
る
。
神
聖
な
子
は
輝
く
額
に
よ
っ
て
 特
 徴
づ
 げ
ら
れ
る
。
ま
た
 

ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
 
グ
ウ
 。
 コ
 ン
 と
 多
く
の
点
で
対
応
を
示
す
 ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
フ
ィ
ン
の
名
は
 、
 （
 
ぎ
 ㌧
「
美
し
い
、
 白
 い
 、
祝
福
さ
れ
た
、
 

幸
運
な
」
と
い
う
形
容
詞
に
由
来
す
る
点
も
併
せ
て
 指
 摘
 し
て
お
ぎ
た
い
。
こ
れ
と
対
照
的
に
、
無
資
格
者
の
方
 ほ
 黒
色
に
よ
っ
て
特
徴
 

 
 

つ
げ
ら
れ
る
（
ケ
リ
 
ズ
ゥ
ェ
ン
 
の
息
子
「
 黒
鴉
 」
、
「
 
真
暗
 黒
 」
 0
 そ
し
て
ケ
リ
ズ
ウ
ェ
ン
自
身
の
黒
牝
鶏
へ
の
変
身
 ）
。
さ
て
子
供
が
い
る
 

以
上
、
ケ
リ
ズ
ウ
ェ
ン
に
は
夫
も
お
り
、
更
に
も
 う
 
一
人
 の
子
供
も
い
る
と
い
う
異
説
も
生
ず
る
。
だ
が
そ
の
場
 合
も
、
対
比
を
強
調
す
 

る
 民
話
の
傾
向
か
ら
し
て
、
第
二
子
は
女
の
子
と
さ
れ
 （
 男
ノ
 女
の
対
比
）
、
し
か
も
最
も
美
し
い
娘
と
さ
れ
る
 （
 醜
 /
 美
 ま
た
は
 黒
 /
 

白
の
対
比
）
。
だ
が
こ
う
し
た
変
容
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
 

水
 
（
 テ
ギ
ズ
 
・
 ヴ
 オ
イ
ル
が
湖
を
領
地
と
す
る
、
河
谷
 で
の
飲
み
込
み
、
大
鍋
 

。
の
水
）
 、
火
 
（
大
鍋
を
熱
す
る
）
 、
 聖
な
る
植
物
（
 薬
 草
 ）
 、
三
 と
い
う
数
字
（
三
滴
の
し
ず
く
）
等
イ
ラ
ン
の
 場
合
と
共
通
す
る
細
部
は
 

残
っ
て
い
る
。
 

へ
 

以
上
グ
リ
フ
ィ
ズ
 
版
日
 小
さ
な
 グ
 ウ
ィ
 ョ
ン
 初
五
 ㌍
と
い
う
、
ケ
ル
ト
世
界
の
「
知
恵
の
獲
得
 口
 観
念
の
 
一
端
を
構
成
す
る
民
話
が
 
、
 

ヱ
 
」
 
ロ
 
 
 

ほ
 

印
欧
語
族
 期
 に
由
来
す
る
神
聖
な
 王
 と
そ
の
徴
し
 
ほ
 つ
い
て
の
伝
承
を
継
承
し
て
い
る
と
い
う
仮
説
を
検
討
 し
て
き
た
が
、
そ
の
グ
リ
フ
 

目
ィ
ズ
版
 「
小
さ
な
 グ
 ウ
ィ
 コ
 ン
物
語
」
と
強
い
 
連
 続
性
 
・
一
体
性
を
示
し
て
い
る
 

円
 タ
リ
 ェ
 シ
ン
物
語
口
に
 
お
い
て
も
、
タ
リ
 ヱ
シ
ン
 に
 

 
 

神
は
三
機
能
全
般
を
統
治
す
る
印
欧
語
族
的
三
観
念
 

が
 認
め
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
（
こ
の
点
は
フ
ォ
ー
ド
教
授
 の
御
 教
示
に
 よ
 る
）
。
ま
ず
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2
 

 
 

る
 0
 べ
う
ソ
 に
お
い
て
も
、
 
フ
フ
 
ル
 テ
 フ
が
 

図
 

図
 

三
機
能
全
て
を
与
え
る
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
想
い
出
し
 て
い
た
だ
ぎ
た
い
 
0
 更
に
第
二
章
で
日
タ
リ
 ヱ
シ
ソ
物
 語
 三
の
概
要
を
示
し
た
 

際
 、
 矧
｜
 ㍾
行
を
引
用
し
た
が
（
七
頁
）
、
そ
れ
も
や
は
 

り
 三
機
能
体
系
へ
の
言
及
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
 
す
 な
 ね
ち
、
 

槍
 （
第
二
機
 

能
 ）
 、
石
 つ
ま
り
宝
石
（
第
三
機
能
）
、
そ
し
て
（
 

聖
な
 る
 ）
指
輪
（
第
一
機
能
。
 

ブ
 イ
ン
が
指
を
口
に
入
れ
て
 霊
 感
を
得
る
こ
と
参
照
）
 

に
 価
し
な
い
者
は
近
寄
る
な
、
 

と
タ
リ
ヱ
ノ
 
ン
が
い
う
部
 公
 だ
が
、
そ
れ
は
 タ
リ
ヱ
 
シ
ン
自
身
が
そ
の
全
て
に
 
価
 す
る
 聖
的
 王
者
の
伝
統
 

  
A2 ① : 同上 づ 同上 ～ グ ウィ コ ンの 指 ～ 口 

② : 冥 界の 扉 づブ インの 指 ヨ 口 

③ 冥界の井戸の 液体 (- 水フィンの手 旨 )  ～ 口 

A3: 冥界の榛の実 づ 冥界の井戸～ 鮭         二 % 。 イ 0% ス協 ) 

Al:( 白い少女 ) づ 黒い少年 ( 「 認藩潟姿い女 ( 黒 牝鶏に変身 )   
逃走Ⅰ 

(. が ォ の谷で   ) 女は少年を飲み 入し 込む て二 殺害 ) 
  

一鮭 のように水を 行き簗にかかるⅠ少年は タりヱシン として再生 
一ヨ ニ ルフィンのもとへ 

女 ( 二 無資格者 )   
河岸で女は殺される 

B3 : 井戸 ( 王のため， 
眼を焼く輝 き )   

く 恐らく ) 河口で女は殺される。 

タ
リ
ェ
シ
ン
 は
 、
 王
の
宮
廷
詩
人
達
を
無
力
 

化
し
、
彼
が
詩
作
と
い
う
知
恵
 /
 霊
感
に
お
 

い
て
彼
等
に
勝
る
の
を
示
す
 0
 タ
リ
ェ
シ
ン
 

が
 詩
人
 /
 予
言
者
と
し
て
特
徴
 づ
 げ
ら
れ
て
 

い
る
以
上
、
こ
の
行
為
は
印
欧
語
族
第
一
機
 

能
の
神
聖
な
る
知
識
に
発
す
る
と
い
え
よ
 

ぅ
 。
次
い
で
 タ
リ
ェ
シ
ン
 は
競
馬
に
お
い
 

て
 、
主
人
工
ル
フ
ィ
ン
の
馬
を
 、
 王
の
所
有
 

す
る
い
ず
れ
の
 馬
 よ
り
も
早
く
す
る
。
馬
は
 

印
欧
語
族
戦
士
 層
 
（
第
二
機
能
）
の
代
表
的
 

な
 象
徴
で
あ
る
 0
 最
後
に
、
タ
リ
 ヱ
シ
ン
 は
 

エ
ル
フ
ィ
ン
に
黄
金
の
詰
っ
た
大
鍋
を
与
え
 

て
い
る
。
富
裕
さ
は
第
三
機
能
の
特
徴
で
あ
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ト
と
フ
 プ
ル
 チ
フ
 に
つ
い
て
の
ソ
ロ
ア
ス
タ
ー
 
教
 伝
承
・
 神
話
と
構
造
的
対
応
を
 

物
語
 b
 を
含
む
他
の
ケ
ル
ト
伝
承
で
の
「
熱
い
液
体
に
 

示
す
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
グ
リ
フ
ィ
ズ
 

得
 」
の
観
念
と
「
 
ネ
 フ
タ
 一
ン
の
 井
戸
」
と
い
う
神
話
 

ズ
 板
ヨ
小
さ
な
 グ
 ウ
ィ
 コ
 ン
物
語
 ヒ
は
 、
印
欧
語
族
 
神
 

び
 後
者
の
印
欧
語
族
的
「
水
中
の
火
」
神
話
の
同
一
 

起
 版

 「
小
さ
な
 
ク
 ウ
ィ
 コ
 ン
 

的
伝
承
の
結
び
つ
き
、
 
及
 

話
 ・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
中
 

源
か
ら
し
て
、
 
グ
リ
 ブ
 イ
 

よ
 る
知
恵
 /
 霊
感
の
獲
 

世
 ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
お
け
る
民
話
化
し
た
姿
を
示
し
て
い
 

る
と
考
え
ら
れ
る
 
0
 ま
た
 

こ
の
物
語
と
連
続
し
て
い
る
 
円
 タ
リ
 ヱ
 シ
ン
物
語
し
に
し
 
て
も
、
や
は
り
印
欧
語
 

族
的
 神
聖
王
の
姿
を
残
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
 

一
 
一
つ
の
民
話
 
は
、
 単
な
る
 

 
 
 
 

偶
然
の
結
果
と
し
て
結
び
っ
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
 

，
 
し
れ
 
ろ
 二
つ
の
民
話
は
 
、
 

 
 

 
 

  

神話から民話へ 

図 3   逃亡 

三つの湖が生まれる 

C2 : フ ワルナ フ 

Ⅰ 
天体 

Ⅹ 
女 
㌧ 
子供 ( 輝く 体 ， 頭 ) 

図 4 

*Dl: 神話的 海づフヮルテ フ ( 「水中の穏 ¥( 少年 ?) 
逃亡 
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敗
 

二
夫
 

（
キ
よ
 

者
跡
者
 

構
造
 格
 

資
｜
 
山
賀
 

虹
 一
皿
 

Ⅰ
 

  
者
跡
 （
 

な
 

格
 
追
年
 
聖
 

資
 １
 
4
 歩
１
枠
 

無
 

は
は
 

Ⅰ
女
友
 

の女 

?7 を飲み込む 

子を産む 

を
 担
っ
て
い
る
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。
 

Ⅰ
 ハ
結
 

ま
中
 

以
上
の
検
討
か
ら
、
時
代
的
・
地
域
的
・
ジ
ャ
ン
ル
 的
 な
 違
い
に
も
か
か
わ
ら
 

ず
 、
グ
リ
フ
ィ
ズ
 版
 「
小
さ
な
 グ
 ウ
ィ
 コ
 ン
物
語
」
は
 、
 ア
パ
ー
ン
 ム
 ・
 ナ
パ
｜
 



を
 読
ん
だ
際
に
得
た
着
想
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
 ア
イ
ル
 
-
 
フ
ン
ド
 語
と
 ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
を
教
え
て
下
さ
り
、
解
釈
や
文
献
 ほ
 つ
い
て
も
 御
 教
示
 下
 

q
o
 
よ
教
授
に
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
 
ト
 z
p
m
 
ぺ
 教
授
に
 
は
、
ブ
イ
ン
 
伝
承
に
つ
い
て
や
は
り
多
く
の
 御
 教
示
を
た
ま
 わ
っ
 

さ
っ
た
下
内
 

た
 。
同
じ
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
引
用
は
 、
 特
に
断
 わ
 り
の
な
い
限
り
、
筆
者
の
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

注
 

（
 1
 ）
印
欧
語
族
（
 
宙
 &
o
 
由
 u
r
o
 

で
の
の
 

口
 ）
と
は
、
中
央
ア
ジ
ア
 か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
か
け
て
の
一
大
言
語
群
に
与
え
ら
れ
た
 名
 称
 。
印
欧
語
族
は
紀
元
 

前
 五
千
 ト
 三
千
年
紀
に
一
つ
の
集
団
を
な
し
、
（
恐
ら
く
は
）
 南
 ロ
シ
ア
に
住
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
徐
々
に
分
化
し
、
 

ユ
ー
ラ
シ
ア
、
 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
拡
散
し
て
、
文
化
・
 

@
=
 

ロ
ま
叩
に
お
い
て
変
化
 し
 、
イ
ン
ド
・
イ
ラ
ン
語
、
ラ
テ
 ソ
語
 、
ギ
リ
シ
ア
語
 、
 ゲ
ル
 マ
ン
 語
 、
そ
し
 

て
 本
稿
 で
 取
り
上
げ
る
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
 や
 ア
イ
ル
ラ
 
ソ
ド
 語
を
 含
む
ケ
ル
ト
 語
等
 の
諸
語
派
を
形
成
し
た
。
言
語
面
に
つ
い
 

て
は
、
高
津
 

ト
 
の
り
 
ト
 @
 考
古
学
的
知
見
に
つ
い
て
は
、
 

o
@
 
ヨ
ヴ
目
 
（
 
い
 の
 ト
っ
 
㍉
 っ
 一
）
 
の
 お
 、
文
化
的
側
面
に
つ
い
て
は
、
㏄
の
 
コ
ヰ
 
の
 コ
 @
n
 
（
の
 お
 9
 
 等
参
照
  
 

（
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 ）
 
0
 円
の
毛
目
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 Ⅰ
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P
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破
り
目
せ
 
隼
巨
 
0
 倖
ゅ
仁
ゆ
 
0
 Ⅱ
 コ
幅
ゼ
 コ
リ
幸
臣
 
0
 せ
 の
す
Ⅰ
 
せ
由
 Ⅰ
Ⅱ
 
0
 キ
ミ
ヤ
 
曲
 0
 由
 が
 0
%
 
ゴ
卜
オ
 o
h
 
ピ
隼
ぺ
 三
曲
圭
史
生
せ
 こ
ペ
宙
年
巴
帳
毛
ヴ
毛
 

-
o
m
E
 
Ⅰ
 隼
ペ
コ
ぺ
 の
㏄
 
@
 
い
仁
 

す
ぜ
 
戸
コ
 0
 隼
住
 
@
0
 
億
 
ゴ
ぜ
 
Ⅰ
Ⅱ
 円
 
Ⅱ
（
 隼
曲
 
ヰ
目
 曲
 Ⅰ
Ⅰ
 
0
 缶
汁
 
オ
 @
 
「
 セ
コ
セ
ヴ
 Ⅰ
が
の
 

臣
 せ
臣
ま
 @
0
 
目
 圭
 @
 
ぜ
 コ
寸
曲
色
ぃ
 
Ⅰ
 コ
か
斡
 Ⅱ
の
め
 コ
ゆ
 
@
 セ
 o
 由
ぜ
コ
せ
ヴ
ペ
隼
 
0
 軸
ぜ
年
 
。
Ⅱ
 
コ
 @
 
由
 

Ⅰ
 へ
す
圭
臣
コ
せ
田
 
0
 づ
ド
曲
 

～
せ
つ
い
 甲
せ
 戸
ロ
 口
 Ⅰ
古
年
 
@
 
肢
 9
 山
～
二
毛
 
コ
せ
幅
 牽
 @
0
 
口
車
 
@
 
せ
い
簿
ヨ
ヴ
 0
 コ
コ
 ゼ
山
ロ
 簿
 -
P
 
Ⅰ
 

（
 3
 ）
 
へ
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せ
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曲
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㏄
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せ
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幅
毛
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日
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n
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日
。
 

ア
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ル
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の
 
サ
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組
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ギ
リ
ス
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教
の
万
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、
 

八
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ケ
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世
界
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杉
本
卓
 洲
著
 

イ
ン
ド
仏
塔
の
研
究
 

仏
塔
崇
拝
の
生
成
と
基
盤
 

平
 楽
手
書
店
一
九
八
四
 

B
5
 判
 
三
 一
・
五
二
二
 

V
.
 

二
三
頁
一
八
、
 

0
 

ム
 「
 
西
 

本
書
は
イ
ソ
 ド
 仏
塔
の
成
立
と
仏
塔
崇
拝
の
形
態
に
つ
い
 

研
究
し
た
も
の
で
あ
る
。
イ
ン
ド
の
仏
塔
は
今
日
も
な
お
 偉
 

お
り
、
著
者
は
申
で
も
保
存
の
よ
い
サ
ー
ン
チ
ー
大
塔
を
中
 

論
じ
て
い
る
。
生
命
感
あ
ふ
れ
る
イ
ン
ド
仏
塔
の
秘
密
が
ひ
 

解
明
さ
れ
て
ゆ
く
の
を
読
み
進
ん
で
ゆ
く
と
、
わ
れ
わ
れ
 自
 

世
界
に
身
を
置
い
て
仏
塔
を
目
の
あ
た
り
但
し
て
い
る
よ
 う
 

わ
れ
る
。
多
数
の
挿
図
も
適
切
で
効
果
的
で
あ
る
。
 

中
国
・
日
本
な
ど
で
は
 塔
 
（
五
重
塔
な
ど
）
 ほ
 寺
院
の
重
 

で
あ
り
、
 塔
と
 寺
院
、
従
っ
て
仏
教
教
団
と
の
関
係
は
明
白
 

か
し
イ
ン
ド
で
は
仏
塔
は
元
来
仏
教
教
団
と
は
別
に
存
在
し
 

大
乗
仏
教
成
立
の
中
核
的
母
体
と
な
る
と
と
も
に
、
他
方
で
   順 :  一一 年 

同 - 一月   二判 
教 がし 物 襲 ドつ にてに 

書
評
と
紹
介
 

教
団
と
も
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
 故
 仏
教
史
の
立
場
か
 ら
 見
る
と
 

き
 、
仏
塔
の
成
立
・
発
達
と
仏
教
史
の
展
開
と
が
ど
の
よ
う
に
 関
わ
り
あ
 

ぅ
 か
は
極
め
て
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
学
界
に
お
け
る
中
心
 テ
 １
％
 の
一
 

つ
と
な
っ
て
い
る
。
 

し
か
し
著
者
は
こ
の
よ
う
な
立
論
に
は
一
歩
距
離
を
置
い
て
 
い
る
。
 

「
は
し
が
き
」
に
よ
る
と
、
著
者
は
イ
ソ
 

ド
 留
学
当
時
サ
ー
ン
 チ
 ｜
 大
塔
 

に
 大
き
な
感
銘
を
受
け
、
三
度
も
訪
れ
た
こ
と
が
仏
塔
研
究
の
 端
緒
に
な
 

っ
 た
と
い
う
。
そ
の
体
験
が
お
そ
ら
く
本
書
の
重
要
な
底
流
と
 な
っ
て
 
い
 

る
で
あ
ろ
う
。
仏
塔
に
描
か
れ
た
「
当
時
の
イ
ン
ド
の
人
々
の
 信
仰
生
活
 

の
 生
き
生
き
と
し
た
光
景
」
を
肌
に
感
じ
た
著
者
に
と
っ
て
 、
 仏
塔
と
は
 

と
り
も
な
お
さ
ず
こ
の
直
接
経
験
の
源
泉
と
し
て
の
存
在
で
あ
 る
 0
 
 
㌍
性
 
っ
 

て
 仏
塔
の
考
察
を
通
じ
て
、
絶
え
ず
仏
塔
の
具
体
的
な
事
実
や
 イ
メ
ー
ジ
 

が
 前
提
と
し
て
存
在
す
る
。
著
者
の
関
心
は
そ
れ
ら
の
具
体
的
 な
 事
実
や
 

イ
メ
ー
ジ
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
汲
み
と
り
、
解
明
す
る
こ
と
に
 向
 げ
ら
れ
 

る
 0
 そ
し
て
お
 
ょ
そ
イ
 
ソ
 ド
 仏
塔
で
あ
る
限
り
、
そ
れ
が
何
で
 あ
り
 ぅ
る
 

か
と
い
う
全
体
像
を
描
き
出
そ
う
と
す
る
。
そ
し
て
仏
塔
の
誕
 生
 自
体
が
 

元
来
仏
教
教
団
の
外
で
の
出
来
事
で
あ
っ
た
以
上
、
そ
の
解
明
 の
た
め
に
 

ほ
 仏
教
資
料
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
く
仏
教
外
の
資
料
を
も
渉
猟
 し
て
比
較
 

検
討
を
加
え
て
い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
仏
塔
が
イ
ン
ド
 文
 化
の
中
に
 

深
く
根
ざ
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
 0
 著
 者
は
こ
の
 

方
法
を
共
 時
 的
と
呼
び
、
そ
の
課
題
を
仏
塔
論
と
し
、
通
時
的
 方
法
に
よ
 

る
 仏
塔
 史
 と
対
比
し
て
い
る
。
 

序
章
「
研
究
目
的
・
方
法
及
び
資
料
・
研
究
略
定
」
に
お
い
て
 以
上
の
 

趣
旨
を
論
述
し
た
あ
と
、
本
論
に
入
る
。
第
一
篇
「
仏
塔
崇
拝
 の
 成
立
墓
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盤
 」
は
仏
塔
の
起
源
及
び
存
在
形
態
を
イ
ン
ド
文
化
と
の
関
連
 に
お
い
て
 

と
ら
え
よ
う
と
す
る
。
仏
塔
の
原
語
と
し
て
は
ス
ト
ゥ
ー
 パ
と
 チ
ャ
イ
 テ
 

ィ
ヤ
 が
あ
り
、
そ
の
ほ
か
に
ダ
ー
ト
 ヴ
 ガ
ル
 バ
 
（
 界
胎
 、
遺
骨
 の
蔵
所
 ）
 、
 

ダ
ル
マ
ラ
 
一
ジ
カ
 が
あ
る
 0
 ま
ず
第
一
章
「
ス
ト
ク
ー
パ
の
 話
 議
 し
で
は
 

リ
グ
 
・
ヴ
ェ
ー
ダ
、
グ
リ
 
ヒ
ヤ
 ス
ー
ト
ラ
及
び
仏
典
の
用
例
を
 
検
討
す
 

る
 0
 リ
グ
 
，
ヴ
ェ
ー
ダ
の
四
例
に
お
い
て
ス
ト
ゥ
ー
 パ
 は
そ
れ
 ぞ
れ
樹
木
 

の
冠
 、
火
炎
の
冠
毛
、
天
地
を
 っ
 な
ぐ
 軸
 、
黄
金
の
塊
の
意
味
 に
 用
い
ら
 

れ
て
い
る
 0
 
「
樹
木
の
冠
」
と
し
て
の
ス
ト
ゥ
ー
 

バ
 は
 、
ウ
パ
 
二
 シ
ャ
ッ
 

ド
 等
に
も
知
ら
れ
る
根
を
上
方
に
 、
 枝
を
下
方
に
持
つ
木
の
 イ
 メ
ー
ジ
の
 

中
で
描
か
れ
て
い
る
が
、
著
者
は
実
際
の
仏
塔
が
宇
宙
 水
 を
象
 徴
す
る
と
 

い
う
通
説
を
超
え
て
、
逆
立
ち
す
る
宇
宙
水
 の
 イ
メ
ー
ジ
を
 結
 び
つ
 げ
 仏
 

塔
の
覆
鉢
を
大
地
に
拡
が
る
 枝
 、
平
 頭
 （
ハ
ル
 、
、
、
ヵ
 

ー
）
を
 天
 上
の
根
に
 

対
応
せ
し
め
る
。
「
火
炎
の
冠
毛
」
は
二
本
の
引
火
木
の
摩
擦
 か
ら
生
じ
 

た
 火
に
つ
い
て
言
わ
れ
る
が
、
著
者
は
こ
 ム
 に
 祭
 人
垣
と
の
 
結
 び
つ
き
を
 

見
る
 0
 
「
天
地
を
つ
な
ぐ
 
軸
 」
は
 リ
グ
 
・
ヴ
ェ
ー
ダ
で
は
 
薪
か
 ら
 立
ち
 昇
 

る
 煙
の
「
毛
の
房
」
と
し
て
あ
る
も
の
を
著
者
が
そ
の
よ
う
に
 評
価
し
て
 

い
る
。
「
黄
金
の
塊
」
は
 り
グ
 
・
ヴ
ェ
ー
ダ
で
は
意
味
が
不
明
 確
 で
あ
る
 

が
 、
著
者
は
有
名
な
 ヒ
ラ
 
ニ
 ャ
 ・
ガ
ル
。
 
ハ
 （
黄
金
の
胎
）
 と
の
 関
連
を
求
 

め
る
 0
 そ
し
て
ス
ト
ク
ー
パ
が
ダ
ー
ト
ク
・
ガ
ル
 バ
 と
も
呼
ば
 ね
 、
タ
タ
 

１
ガ
 タ
 ・
ガ
ル
 バ
 
（
如
来
蔵
）
と
も
関
連
す
る
こ
と
か
ら
、
 

ス
  
 

と
 ガ
ル
 バ
 と
の
間
に
は
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
 
と
 
推
測
 

し
、
 特
に
仏
塔
の
覆
鉢
が
 ア
 ン
 ダ
 
（
 卵
 ）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
を
 
ふ
ま
え
 

て
 、
再
生
・
復
活
の
観
念
を
読
み
取
ろ
 う
 と
す
る
。
ま
た
水
や
 士
 
亜
 と
の
 関
 

連
も
指
摘
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
が
大
母
神
と
も
関
連
し
 、
非
ァ
｜
 
リ
ア
ン
的
 

要
素
の
あ
る
こ
と
に
も
言
及
す
る
。
 

 
 

以
上
に
つ
い
て
著
者
は
丁
寧
な
検
討
を
加
え
て
い
る
が
、
仏
塔
 が
 何
故
 
托
 

ス
ト
ク
ー
パ
 
と
 呼
ば
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
「
残
念
な
が
ら
 何
 も
 明
ら
か
の
 

に
し
得
な
い
し
と
言
わ
れ
る
。
著
者
は
文
献
や
考
古
学
的
遺
品
 に
も
と
づ
（
 

い
て
様
々
な
意
味
連
関
を
採
り
出
そ
う
と
し
つ
つ
、
謙
虚
に
断
 定
を
避
け
 

て
い
る
。
 

こ
れ
に
対
し
て
 
グ
リ
ヒ
ヤ
 
ス
ー
ト
ラ
の
記
述
は
ジ
ャ
ー
タ
カ
 と
 比
較
す
 

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
具
体
的
な
物
的
対
応
を
見
出
す
こ
と
が
 出
 来
る
。
 す
 

な
わ
ち
ス
ト
ゥ
ー
 パ
 あ
る
い
は
ス
ト
ク
ー
 ピ
カ
と
 呼
ば
れ
る
も
 の
が
呪
術
 

的
な
目
的
で
屋
根
の
上
に
つ
け
ら
れ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
 、
こ
れ
は
 

実
際
に
そ
の
よ
う
な
状
態
で
水
瓶
の
形
を
も
つ
も
の
と
し
て
 考
 古
学
的
遺
 

品
 に
お
い
て
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
 0
 し
か
し
建
築
物
の
一
部
 公
 で
あ
る
 

か
ら
、
仏
塔
と
直
接
具
体
的
に
は
結
び
つ
か
な
い
。
 

最
後
に
墳
墓
と
し
て
の
ス
ト
ゥ
ー
 パ
 が
あ
る
 0
 パ
ー
リ
「
大
舶
 
浬
穏
 

径
 」
に
よ
る
と
、
ス
ト
ゥ
ー
 パ
 を
建
て
る
に
値
す
る
者
は
如
来
 ・
阿
羅
漢
 

正
 等
覚
者
、
辞
 支
 仏
、
如
来
の
声
聞
、
転
輪
聖
王
の
四
者
で
 あ
る
。
 
こ
 

ュ
に
転
輪
聖
王
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
文
献
上
は
バ
ラ
モ
ン
 や
 仏
教
 外
の
 

宗
教
家
の
ス
ト
ゥ
ー
 パ
 の
存
在
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
 に
は
仏
教
 

の
 ス
ト
ク
ー
パ
が
主
体
で
あ
る
。
 

以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
ス
ト
ゥ
ー
 パ
 の
毒
が
元
来
は
仏
教
 外
 で
 成
立
 

し
な
が
ら
、
仏
教
に
お
い
て
現
存
す
る
仏
塔
の
よ
う
な
独
自
な
 展
開
を
遂
 

げ
た
こ
と
が
あ
と
 づ
 げ
ら
れ
る
。
 

次
に
第
二
章
に
お
い
て
同
様
の
方
法
で
、
チ
ャ
イ
テ
ィ
 ヤ
 に
 つ
 い
て
 考
 

察
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
チ
ャ
イ
テ
ィ
 ヤ
 の
語
義
と
し
て
聖
火
 壇
 、
 祭
柱
 、
 



祭
儀
の
場
、
聖
 樹
 、
精
霊
の
棲
 処
 ・
神
祠
、
火
葬
場
，
墳
墓
、
 記
憶
・
 記
 

念
 す
べ
 き
 場
所
及
び
建
造
物
を
取
り
出
し
、
宇
宙
 軸
 、
ヤ
ク
 シ
 ニ
 ー
な
ど
 

様
々
な
問
題
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
バ
ラ
モ
ン
の
 文
 献
 と
も
 密
 

接
 な
関
係
を
有
し
て
お
り
、
特
に
そ
の
崇
拝
形
態
に
関
し
て
は
 第
三
章
に
 

お
い
て
 グ
リ
ヒ
マ
 ス
ー
ト
ラ
、
ア
ル
タ
シ
ャ
ー
ス
ー
ト
ラ
、
 ジ
 ャ
 ー
タ
カ
 

を
 資
料
と
し
て
比
較
検
討
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
第
二
篇
第
二
 章
 、
第
五
 

章
の
仏
教
に
お
け
る
仏
塔
供
養
と
対
比
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
 ま
た
第
四
 

章
 で
は
古
代
イ
ソ
 ド
 の
葬
送
・
墓
制
を
詳
述
す
る
が
こ
れ
は
 第
 ニ
億
第
二
 

章
 「
仏
陀
の
葬
儀
次
第
」
と
対
比
さ
れ
る
。
 

最
後
に
第
五
章
で
は
仏
塔
の
起
源
と
象
徴
性
に
つ
い
て
諸
学
者
 の
 説
を
 

詳
し
く
紹
介
・
検
討
し
て
か
ら
、
仏
塔
の
発
掘
記
録
を
ふ
ま
え
 て
 特
に
 宇
 

宙
軸
と
聖
樹
 崇
拝
を
と
り
上
げ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
が
 バ
う
そ
 ン
や
 農
耕
 

牧
畜
従
事
者
と
か
 ュ
 わ
る
の
に
対
し
て
、
仏
塔
文
化
を
育
ん
 だ
 中
心
的
 

階
層
は
王
族
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
て
、
王
族
と
の
関
わ
り
  
 

カ
ー
に
見
出
そ
う
と
す
る
。
す
な
わ
ち
ハ
ル
 ミ
ヵ
 ー
が
単
に
神
 々
や
仏
陀
 

の
 住
所
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
王
の
坐
 所
 ・
住
所
の
意
味
を
 も
ち
、
 仏
 

陀
を
理
念
的
な
王
者
「
法
王
」
（
 ロ
 ゴ
 a
 「
 
ョ
 p
 轟
ざ
 ）
と
す
る
も
の
 で
あ
る
と
 

み
な
し
、
仏
塔
が
ダ
ル
マ
ラ
ー
ジ
 ヵ
 と
も
呼
ば
れ
る
こ
と
の
あ
 る
 根
拠
を
 

こ
ュ
に
見
出
そ
う
と
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
仏
塔
に
付
加
さ
れ
 た
の
は
 ア
 

シ
ョ
ー
カ
 王
 と
関
係
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
み
る
。
 

次
に
第
二
篇
「
仏
塔
崇
拝
の
確
立
と
そ
の
意
義
」
に
お
 い
て
仏
塔
の
実
 

照
際
 が検
討
さ
れ
る
。
第
一
章
で
は
仏
舎
利
塔
以
前
の
仏
塔
 
と
し
て
、
如
来
 

 
 

 
 

形
態
が
こ
 ム
 に
知
ら
れ
る
か
否
か
に
叙
述
の
重
点
が
置
か
れ
て
 
い
る
の
 

で
、
結
論
的
に
は
否
定
的
と
な
っ
て
い
る
が
、
伝
承
内
容
の
吟
 味
 に
は
 重
 

要
 な
指
摘
も
多
い
。
第
二
章
「
仏
陀
の
葬
儀
と
舎
利
及
び
 搭
供
 養
 」
と
 第
 

三
章
「
舎
利
八
分
と
十
 塔
 建
立
の
伝
説
」
は
「
大
敵
淫
薬
籠
」
 と
そ
の
 異
 

木
 類
に
お
け
る
仏
陀
 浬
某
 後
の
記
述
を
詳
細
に
比
較
検
討
し
た
 も
の
で
あ
 

る
 。
葬
儀
に
関
し
て
は
バ
ラ
モ
ン
系
資
料
が
規
定
す
る
も
の
と
 相
違
す
る
 

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
著
書
に
 よ
 る
と
、
葬
儀
そ
の
 も
の
は
 当
 

時
の
一
般
的
な
習
俗
に
従
っ
て
火
葬
と
し
て
営
ま
れ
た
が
、
 文
 献
上
で
は
 

こ
れ
に
意
図
的
に
仏
陀
を
神
話
化
し
て
誇
張
・
脚
色
が
加
え
 も
 ね
 、
転
輪
 

聖
王
の
葬
法
に
準
じ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
中
 心
 に
あ
る
 

遺
骨
崇
拝
や
塔
供
養
は
ア
ー
リ
ア
ン
文
化
に
は
な
か
っ
た
も
の
 で
あ
り
、
 

死
者
を
忌
避
せ
ず
、
死
者
を
追
憶
し
、
死
者
と
合
歓
饗
宴
を
共
 に
す
る
 種
 

族
 ・
部
族
の
文
化
が
習
合
し
て
い
る
と
解
し
て
い
る
。
 

次
に
舎
利
八
分
伝
説
に
つ
い
て
諸
本
を
比
較
し
て
相
違
の
多
い
 こ
と
を
 

指
摘
し
、
特
に
パ
ー
リ
本
が
他
 と
 著
し
く
隔
っ
て
い
て
後
代
の
 修
正
改
作
 

を
 経
て
い
る
と
説
く
。
ま
た
仏
舎
利
塔
が
十
増
築
か
れ
た
と
 伝
 説
 に
 =
=
 

ロ
ラ
 

が
 、
考
古
学
的
に
ど
こ
ま
で
確
認
出
来
る
か
を
個
々
の
塔
に
っ
 い
て
検
討
 

す
る
 a
 十
塔
 の
う
ち
 カ
ピ
ラ
ヴ
ア
ッ
 ト
 ウ
 （
 
ピ
 プ
ラ
ー
 ヮ
 ー
）
 と
ヴ
ヱ
｜
 

サ
ド
リ
ー
の
三
塔
の
み
が
発
掘
さ
れ
、
他
は
全
く
不
明
の
状
態
 
で
あ
る
 

が
 、
こ
の
 三
 塔
 に
 関
し
て
も
伝
説
に
言
 う
 仏
塔
で
あ
る
か
否
か
 が
 疑
わ
れ
 

て
い
る
。
し
か
し
著
者
は
 ヴ
ス
 ー
サ
ー
リ
ー
の
塔
が
古
塁
を
保
 ち

な
が
ら
）
 

舎
利
が
発
見
出
来
な
か
っ
た
の
は
、
本
来
こ
れ
が
 炭
 塔
で
あ
っ
 て
 、
文
献
㏄
 

上
 、
仏
舎
利
塔
に
格
上
げ
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
り
 ぅ
る
、
と
推
 
 
 

る
 。
ま
た
舎
利
八
分
伝
説
は
作
為
的
な
要
因
を
い
く
つ
も
含
ん
 で
い
る
こ
 



と
を
指
摘
し
、
ど
こ
ま
で
史
実
を
反
映
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
 疑
問
視
し
れ
る
よ
う
な
 艶
 臨
も
あ
る
が
、
象
徴
解
釈
の
困
 難
さ
を
反
映
す
る
の
み
 

 
 

で
、
特
に
欠
点
と
し
て
指
摘
す
る
に
は
及
ば
な
い
で
あ
ろ
う
。
 むし
ろ
 
全
稔
 

て
い
る
。
 

第
四
章
「
仏
塔
の
支
持
層
と
信
仰
の
様
態
」
は
第
一
節
「
 ナ
｜
 ガ
と
 仏
体
と
し
て
は
著
者
の
客
観
的
な
態
度
を
称
え
た
い
 。
そ
し
て
象
徴
解
釈
の
 

 
 
 
 

塔
 」
、
第
二
節
「
ス
ト
ゥ
ー
 
パ
 祭
り
と
 ア
 シ
ョ
ー
 カ
 」
・
第
三
節
 
「
女
性
と
方
法
論
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
き
、
単
に
仏
 
塔
 研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
 

仏
塔
信
仰
」
、
第
四
節
「
 

、
、
 

、
ト
ク
 ナ
と
 仏
塔
」
か
ら
成
り
、
い
ず
 れ
も
 碑
 

広
く
象
徴
に
関
心
を
持
つ
人
々
に
も
本
書
を
推
 賞
し
た
い
。
 

文
 ・
彫
刻
を
文
献
と
っ
 
ぎ
 あ
わ
せ
て
論
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

内
容
的
に
 

も
 興
味
深
い
ば
か
り
で
な
く
、
考
古
学
的
遺
品
と
文
献
と
の
 対
 応
を
求
め
 

る
 著
者
の
方
法
が
最
も
報
わ
れ
て
い
る
部
分
と
言
え
よ
う
。
 

最
後
に
第
五
章
で
「
仏
塔
信
仰
の
意
義
」
を
略
述
し
、
 付
篇
に
 そ
の
 典
 

ぬ
 と
な
っ
た
梵
文
日
観
察
世
間
経
」
と
 チ
ベ
，
ト
 誠
司
 聖
 
・
 観
 大
乗
経
 ヒ
 

の
 テ
キ
ス
ト
及
び
の
 宕
冬
 の
の
 
ヨ
 u
c
c
a
 

せ
曲
 と
そ
の
漢
訳
に
お
 け
 る
 引
用
文
 

0
 対
照
と
、
女
装
日
大
唐
西
域
記
 L
 に
お
け
る
ス
ト
ク
ー
パ
の
 一
覧
表
を
 

掲
げ
て
い
る
。
 

は
 上
本
書
の
内
容
を
概
観
し
た
が
、
 

イ
 ソ
 ド
 社
会
に
存
す
る
 ァ
  
 

ン
と
非
 ア
ー
リ
ア
ン
の
文
化
的
相
違
、
バ
ラ
モ
ン
、
ク
シ
ャ
ト
 リ
 ヤ
等
の
 

社
会
的
階
層
や
女
性
の
問
題
、
さ
ら
に
主
題
と
は
な
っ
て
い
な
 ぃ
が
 仏
教
 

部
 派
や
大
乗
仏
教
な
ど
、
お
よ
そ
仏
塔
に
関
わ
り
の
あ
る
あ
ら
 ゆ
る
問
題
 

が
 論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
常
に
考
古
学
的
遺
品
を
論
議
の
 基
礎
と
し
 

て
い
る
点
が
特
筆
す
べ
 

き
 本
書
の
特
徴
で
あ
る
。
仏
塔
論
を
主
 題
 と
し
た
 

著
者
の
意
図
は
充
分
に
達
成
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
仏
塔
研
究
 に
と
っ
て
 

貴
重
な
礎
石
と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
確
信
す
る
。
 

も
っ
と
も
象
徴
解
釈
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
著
者
は
 諸
学
者
 

の
種
々
な
る
解
釈
を
丹
念
仁
紹
介
・
検
討
し
、
多
様
性
を
包
括
 し
う
る
よ
 

5
 断
定
を
避
け
て
い
る
場
合
が
多
い
 0
 稀
に
ハ
ル
 
、
、
 

、
カ
ー
の
 解
 釈
 に
見
ら
 



 
 課

 祖
道
 著
 

パ
ー
リ
仏
教
註
釈
文
献
の
研
究
 

 
 

の
上
座
部
的
様
相
 

 
 

爪
 書
房
仏
書
林
一
九
八
四
年
二
月
刊
 

A
5
 

判
七
五
九
頁
一
九
、
 

0
0
0
 
円
 

田
中
 
教
照
 

我
国
に
お
い
て
パ
ー
リ
語
仏
教
文
献
の
研
究
が
は
じ
ま
っ
た
の
 

は
 明
治
 

時
代
で
あ
り
、
我
国
の
仏
教
研
究
の
歴
史
的
蓄
積
か
ら
す
れ
 

ば
 、
こ
の
分
 

野
は
未
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
と
舌
口
っ
て
も
過
言
で
な
い
。
 

高
楠
順
次
 

、
龍
山
草
真
な
ど
に
始
ま
り
、
元
、
水
野
弘
元
 

郎
 、
長
井
真
琴
、
赤
沼
 

両
 博
士
に
至
る
ま
で
、
世
界
に
誇
る
べ
 

智
善
 

き
パ
 
 
 

数
々
が
公
刊
さ
れ
て
ぎ
た
が
、
そ
れ
ら
は
、
多
く
原
始
仏
教
 

の
 領
域
に
集
 

中
し
て
い
る
。
勿
論
、
原
始
仏
教
研
究
は
南
伝
仏
教
（
上
座
 

仏
教
）
 
と
北
 

仏
教
（
主
に
大
乗
仏
教
）
が
分
岐
す
る
以
前
の
教
義
を
確
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
仏
教
の
根
木
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
 

伝
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 



書評と紹介 

か
ら
、
最
優
先
さ
る
べ
 

き
 研
究
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
 い
 が
な
  
 

し
か
る
に
、
イ
ン
ド
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ビ
ル
マ
、
ク
イ
に
伝
え
 ら
れ
た
 

，
｜
リ
 仏
教
文
献
の
量
は
鹿
大
で
あ
り
、
そ
れ
ら
全
体
の
調
査
 研
究
と
い
 

5
 点
か
ら
み
る
と
、
日
南
伝
大
蔵
経
」
全
土
八
十
五
巻
（
大
蔵
出
 

版
社
 ）
 と
 

し
て
、
 径
 
・
 律
 ・
論
な
ど
の
基
本
典
籍
が
翻
訳
さ
れ
た
に
す
ぎ
 ず
 、
こ
れ
 

ら
 三
蔵
の
注
釈
文
献
（
下
官
 
プ
 リ
ガ
の
（
下
岡
ア
ッ
タ
カ
タ
ー
）
の
 研
 究
 と
な
る
 

と
 全
く
と
言
っ
て
よ
い
程
、
等
閑
に
付
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
 。
註
釈
文
 

敵
 に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
成
立
年
代
は
い
 つ
 ご
ろ
で
あ
 

る
か
、
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
我
国
で
紹
介
さ
れ
る
機
会
   

の
は
、
研
究
者
の
関
心
が
、
南
方
上
座
仏
教
そ
の
も
の
の
成
立
 、
展
開
、
 

現
況
の
客
観
的
研
究
に
向
け
ら
れ
て
来
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
 ぅ
 。
そ
の
 

背
景
に
は
東
南
ア
ジ
ア
地
域
研
究
そ
の
も
の
へ
の
関
心
の
稀
薄
 
さ
が
あ
 

る
 。
 

本
書
の
著
者
、
森
祖
道
博
士
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
に
あ
  
 

ら
 、
ま
さ
に
、
孤
軍
 奮
囲
 さ
れ
て
、
パ
ー
リ
仏
教
文
献
の
重
要
 性
を
明
ら
 

か
に
し
て
こ
ら
れ
、
こ
の
度
、
そ
の
業
績
を
ま
と
め
ら
れ
た
わ
 
げ
で
あ
 

る
 0
 そ
し
て
、
パ
ー
リ
仏
教
文
献
の
主
力
は
、
釈
尊
の
教
 説
を
 記
し
た
 原
 

姶
 仏
典
（
五
二
カ
ー
 ヤ
 ）
と
い
う
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
く
つ
が
 ぇ
し
、
む
 

し
ろ
、
そ
れ
は
「
上
座
部
的
様
相
」
の
方
に
あ
る
こ
と
を
明
確
 に
さ
れ
た
 

の
で
あ
る
。
 

わ
れ
わ
れ
は
、
も
は
や
、
パ
ー
 り
 仏
典
を
も
っ
て
 、
 主
に
 、
漢
 訳
 河
合
 

経
典
の
補
完
文
献
と
か
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
な
ど
の
イ
ン
ド
思
想
に
 関
連
す
る
 

文
献
と
し
て
の
み
取
扱
う
こ
と
に
 肯
 じ
て
は
い
ら
れ
な
く
な
っ
 た
 0
 ア
ッ
 

タ
カ
タ
ー
研
究
を
進
め
て
、
南
方
上
座
部
の
教
理
の
展
開
を
た
 ど
る
こ
と
 

が
 、
そ
れ
ら
の
文
献
を
今
日
ま
で
伝
承
し
て
ぎ
た
南
方
上
座
 仏
 

で
に
斯
学
界
の
大
家
水
野
弘
元
博
士
に
よ
っ
て
詳
細
な
書
評
が
 上
梓
さ
れ
 

教
 教
団
 

の
、
 真
の
歴
史
的
文
化
的
特
色
を
解
明
す
る
こ
と
に
な
り
、
 同
 時
に
 、
そ
 

れ
ら
文
献
そ
の
も
の
の
今
日
に
お
け
る
人
類
的
な
意
義
を
も
 明
 ら
か
に
す
 

る
こ
と
に
な
ろ
 う
 0
 こ
の
こ
と
を
痛
感
せ
し
め
る
の
が
本
書
で
 あ
る
。
 

本
書
の
パ
ー
リ
仏
教
研
究
に
お
け
る
大
い
な
る
貢
献
に
つ
い
て
 は
、
す
 

宅
 仏
教
研
究
」
第
十
四
号
、
昭
和
五
九
年
十
二
月
刊
）
、
ま
だ
、
 七
口
一
万
月
 

伯
 

行
氏
 に
よ
っ
て
も
有
益
な
論
評
が
加
え
ら
れ
て
い
る
（
「
仏
教
学
 セ
ミ
ナ
 

｜
 」
 第
伯
号
 ）
の
で
、
筆
者
が
こ
の
上
加
え
る
べ
き
何
物
も
持
 ち
 合
わ
せ
 

て
い
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
を
述
べ
る
力
も
筆
者
に
   

読
者
諸
賢
は
、
ま
ず
、
こ
れ
ら
二
氏
の
論
評
を
参
照
さ
れ
る
こ
 と
を
切
望
 

す
る
。
 

ま
た
、
筆
者
に
与
え
ら
れ
た
紙
幅
は
、
上
記
 二
 氏
の
も
の
よ
り
 格
段
に
 

僅
少
で
あ
る
か
ら
、
全
体
の
構
成
や
梗
概
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
 
ら
に
 譲
 

り
 、
こ
こ
で
は
、
著
者
の
数
々
の
業
績
の
う
ち
、
筆
者
が
興
味
 を
そ
そ
ら
 

れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
 ニ
 ・
 三
 と
り
あ
げ
る
に
と
ど
め
た
い
。
 

，
｜
リ
 註
釈
文
献
と
は
、
 経
 ・
 律
 ・
論
の
三
蔵
に
つ
い
て
註
釈
 を
加
え
 

た
 ア
ッ
タ
カ
タ
ー
レ
ロ
ゴ
 
麓
 左
注
 す
卸
と
 
称
さ
れ
る
文
献
の
こ
と
で
 あ
る
 0
 こ
 

れ
ら
は
、
㈹
イ
ギ
リ
ス
で
出
さ
れ
た
下
目
二
円
の
 
メ
 計
の
 o
n
@
 

の
 か
ぜ
（
㌧
 

づ
の
 
）
 版
、
 

㈲
ス
リ
ラ
 ソ
カ
 で
出
さ
れ
た
組
ヨ
 0
 コ
目
の
毛
四
ま
 
村
 「
コ
 
0
 い
の
 
口
 目
 0
 の
目
の
の
 

 
 

 
 

目
草
 阿
セ
ぎ
ゅ
母
 

・
 
Q
q
a
 
コ
 （
 
ぎ
ヨ
 目
り
（
ナ
ー
ラ
ン
ダ
ー
）
版
に
収
め
ら
 

れ
て
い
る
。
㏄
 

 
 

し
か
る
に
、
こ
れ
ら
の
 い
 わ
ゆ
る
註
釈
文
献
と
総
称
す
べ
き
も
 の
の
中
 に
 



は
、
 ㈹
三
蔵
の
基
本
的
註
釈
 書
 
（
お
よ
び
 
ヨ
 清
浄
道
諦
目
せ
ぁ
臣
 卸
ロ
ア
 
@
 
コ
 の
。
 

穏
 ）ば
か
り
で
な
く
、
㈲
そ
の
他
の
第
一
次
註
釈
 書
 
（
ア
ッ
 タ
カ
タ
ー
 

ラ
ン
ク
に
あ
る
 
書
 ）
 、
 ㈹
歴
史
書
お
よ
び
歴
史
資
料
的
説
話
 集
 、
 ㈲
テ
ィ
 

１
ヵ
ー
（
 
復
註
 ）
の
原
典
で
あ
る
綱
要
書
な
ど
が
あ
る
。
著
者
 は
 、
今
、
 

こ
れ
ら
の
う
ち
最
も
重
要
と
思
わ
れ
る
㈹
を
と
り
上
げ
る
。
 そ
 し
て
、
 
こ
 

れ
ら
の
ア
ッ
タ
カ
タ
ー
が
 依
用
 す
る
引
用
文
献
（
源
泉
資
料
）
 

ほ
 つ
い
て
 

逐
一
精
査
し
、
大
別
し
て
六
種
の
源
泉
資
料
を
抽
出
す
る
。
 す
 た
 ね
ち
、
 

㈲
パ
ー
リ
三
蔵
、
㈲
 蔵
外
 の
羽
書
目
 @
 
）
 
@
 
コ
 &
p
b
p
 

ロ
オ
 
w
 、
 Z
 の
（
（
 

@
 
口
曲
 
ガ
曲
 
Ⅱ
が
臣
が
 

@
 

 
 

謂
 シ
ー
ハ
 

ラ
ー
・
ア
ッ
タ
カ
タ
ー
（
ス
リ
ラ
ン
カ
で
成
立
し
た
も
の
）
 
、
 ㈲
 地
脈
 説
 

の
 引
用
（
或
る
人
々
、
 
脆
 弁
論
者
）
 、
 ㈲
そ
の
他
で
あ
る
。
 

こ
 ね
 ち
に
つ
 

い
て
、
著
者
は
、
ま
ず
、
 

円
 清
浄
道
諦
 ヒ
に
 引
用
さ
れ
る
三
蔵
 の
名
、
と
 

そ
の
回
数
を
調
べ
、
次
に
 蔵
外
 の
羽
書
が
各
ア
ッ
タ
カ
タ
ー
に
 引
用
さ
れ
 

る
 回
数
、
パ
ー
リ
・
ア
ッ
タ
カ
タ
ー
相
互
の
引
用
状
況
を
調
べ
 て
 相
関
関
 

係
を
表
示
す
る
。
そ
の
結
果
、
著
者
は
、
コ
清
浄
道
諦
」
が
 三
 蔵
 を
ま
 ん
 

べ
ん
な
く
引
用
し
、
か
つ
、
パ
ー
リ
・
ア
ッ
タ
カ
タ
ー
諸
文
献
 

こ
の
 ょ
う
 な
文
献
の
引
用
、
被
引
用
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
 

に
 広
く
引
 

こ
と
 

片
 さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
清
浄
通
論
」
を
最
初
の
註
釈
文
 献
 と
結
論
 

つ
け
て
い
る
。
ま
た
、
引
用
。
 

被
 引
用
の
関
係
 ょ
 り
、
「
長
部
 
注
卜
 
「
 中
 

都
柱
日
ョ
相
応
部
 注
卜
 
円
墳
支
部
 註
 」
、
は
こ
の
順
に
製
作
さ
 

れ
て
い
る
 

こ
と
、
お
よ
び
、
ブ
ッ
ダ
ゴ
ー
サ
は
ダ
ン
マ
パ
ー
 う
 な
ど
他
の
 
註
釈
家
 た
 

ち
よ
り
以
前
に
註
釈
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
と
す
る
。
 

は
 、
文
献
を
扱
 う
 上
で
の
基
礎
的
な
作
業
と
 い
 え
る
。
こ
の
 
ょ
 う
 な
基
礎
 

的
 研
究
す
ら
未
だ
詳
細
に
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
も
っ
 て
し
て
も
 

｜
リ
 仏
教
註
釈
文
献
は
未
開
の
分
野
な
の
で
あ
る
。
 森
 博
士
 は
こ
の
 未
 

開
地
に
、
ま
ず
 通
 す
じ
を
作
ら
れ
た
わ
げ
で
あ
る
。
し
か
し
、
 引
用
・
 被
鬨
 

 
 

 
 

概
に
 言
い
切
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
今
後
は
、
博
士
の
右
の
見
解
 に
そ
っ
て
 

思
想
的
な
必
然
関
係
が
 跡
 づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
、
そ
の
見
解
を
 確
実
な
も
 

の
に
す
る
と
思
う
。
 

次
に
、
著
者
は
㈲
の
シ
ー
ハ
 ラ
 ・
ア
ッ
タ
カ
タ
ー
に
つ
い
て
、
 
ア
 @
 
7
 々
 カ
 

ラ
ン
の
業
績
（
 ロ
 ・
 
ミ
 ・
ト
口
 
す
ヨ
 の
 r
p
 
コ
 @
 守
ニ
 せ
由
 @
 
の
 
（
 
0
 ～
 
セ
 0
 片
口
 E
 山
 ロ
ゴ
 
@
 
の
 コ
 
（
 

日
 9
 色
 0
 コ
 ）
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
そ
の
詳
細
な
再
検
討
を
行
っ
て
 
い
る
。
 

こ
れ
が
、
著
者
の
本
書
に
お
け
る
第
一
篇
の
中
心
的
な
業
績
で
 あ
る
 0
 こ
 

の
な
か
で
、
著
者
は
、
 鈴
種
 に
の
ぼ
る
マ
ハ
ー
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
派
 の
古
 資
料
 

を
 逐
一
整
理
し
、
そ
の
結
果
、
そ
れ
ら
は
 ア
 ッ
 タ
ヵ
タ
 ー
 と
名
 の
 付
く
 文
 

献
 原
資
料
」
と
「
特
定
の
専
門
家
集
団
乃
至
は
共
通
の
見
解
 
立
場
を
採
 

る
 長
老
グ
ル
ー
プ
」
に
二
大
別
さ
れ
、
さ
ら
に
各
々
に
つ
い
て
、
 「
イ
ン
ド
 

に
 起
源
を
有
す
る
様
な
古
い
原
資
料
」
と
「
ス
リ
ラ
ン
カ
、
 マ
 ハ
ー
ヴ
ィ
 

，
｜
ラ
 派
自
身
の
比
較
的
新
し
い
原
資
料
」
に
 分
 げ
ら
れ
る
、
 と
 す
る
。
 

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
 古
 資
料
の
う
ち
最
も
重
要
な
役
割
を
演
じ
 て
い
る
の
 

が
 、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
作
ら
れ
た
マ
ハ
ー
・
ア
ッ
タ
カ
タ
ー
で
、
 そ
れ
は
 時
 

に
 「
根
本
誌
」
 
日
里
 お
手
が
ぎ
 臼
 ひ
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
 ぅ
 。
現
存
 

す
る
ア
ッ
タ
カ
タ
ー
は
こ
の
よ
う
な
 古
 資
料
を
引
用
増
広
し
て
 作
ら
れ
た
 

た
め
に
相
互
に
共
通
す
る
箇
所
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。
 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
 ょ
 う
な
結
論
を
導
く
方
法
と
し
て
、
著
者
は
 、
こ
れ
 

ら
の
資
料
名
を
出
す
文
献
と
そ
の
引
用
箇
所
を
主
と
し
て
検
討
 の
 材
料
と
 



書評と紹介 

づノ @   
㌶
 0
 １
 ㎏
 0
0
 
）
と
し
、
前
二
世
紀
の
黄
金
時
代
を
経
過
し
て
、
 紀
 先
後
一
世
 

紀
 に
主
要
部
分
の
完
成
を
見
、
三
世
紀
末
に
は
最
終
的
な
形
が
 整
っ
た
 と
 

仮
定
し
て
い
る
 0
 こ
れ
は
ア
テ
ィ
カ
ラ
ン
の
紀
元
後
一
世
紀
 中
 頃
を
下
限
 

と
す
る
説
を
大
ぎ
く
修
正
す
る
も
の
で
、
今
後
の
研
究
に
と
っ
 て
 重
要
な
 

問
題
提
起
と
い
え
る
。
 

次
に
、
第
三
篇
パ
ー
リ
ア
ッ
タ
カ
タ
ー
制
作
者
の
研
究
に
お
い
 て
は
 主
 

と
し
て
、
ブ
ッ
ダ
ゴ
ー
サ
の
伝
記
に
つ
い
て
検
討
す
る
 0
 こ
こ
 で
は
、
 
コ
 

｜
 サ
ン
 ビ
と
 ロ
ー
の
所
説
、
お
よ
び
ニ
ャ
ー
 ナ
 モ
ー
リ
の
反
論
 を
 参
照
し
 

つ
つ
、
著
者
独
自
の
資
料
を
加
え
て
、
従
来
の
伝
記
の
真
偽
に
 迫
っ
て
 
い
 

る
 0
 例
え
ば
、
出
身
地
を
示
す
 語
 と
し
て
の
せ
 い
ヌ
き
ぎ
 
を
の
  
 

ロ
 ゴ
 仁
つ
丼
ぷ
 

a
 「
 び
 中
り
の
用
例
に
よ
っ
て
証
明
し
、
モ
ー
ラ
ン
ダ
 ケ
 
｜
 タ
カ
 

峯
 。
昼
中
 
宙
リ
 
ガ
 ア
 の
 ゎ
ジ
 
末
が
を
彼
の
出
身
地
と
確
定
し
て
い
る
。
 

チ
ュ
ラ
ヴ
ァ
ン
 
サ
 の
「
ブ
ッ
ダ
ゴ
ー
サ
 伝
 」
に
は
多
く
の
問
題
 点
が
あ
 

り
 、
そ
れ
を
ブ
ッ
ダ
ゴ
ー
サ
自
身
の
著
作
等
の
記
述
お
よ
び
そ
 の
 資
料
の
 

示
す
文
献
的
事
実
等
に
よ
っ
て
訂
正
す
る
と
い
う
作
業
は
適
切
 な
 資
料
が
 

多
く
得
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
な
 い
 の
で
、
な
か
な
か
真
偽
を
明
 確
に
す
る
 

こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
が
、
彼
の
出
身
地
を
北
 イ
 ソ
 ド
や
 ビ
ル
 て
 に
求
め
 

る
 説
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
明
確
に
さ
れ
た
。
ま
た
、
彼
が
 ス
 リ
ラ
ン
カ
 

で
 活
躍
し
た
の
は
四
二
 0
 年
代
後
半
か
ら
 三
 0
 年
代
後
半
ま
で
 の
 十
年
弱
 

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

ま
た
、
ダ
ン
マ
パ
ー
ラ
に
つ
い
て
は
、
彼
の
著
作
に
マ
ハ
ー
ヴ
  
 

 
 

ラ
 派
の
文
献
が
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
ス
リ
ラ
ン
 力
 人
の
名
 一
 
明
が
 皆
無
㏄
 

で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
 

南
 イ
ン
ド
で
著
述
し
た
も
の
と
考
え
 ら
れ
て
 
ぃ
 

㏄
 

る
 。
ま
た
、
彼
の
著
作
に
ブ
ッ
ダ
ゴ
ー
サ
の
著
作
が
引
用
さ
れ
 る
が
、
 そ
 



の
 逆
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
よ
り
、
彼
は
ブ
ッ
ダ
ゴ
ー
サ
よ
り
後
 代
の
人
と
が
、
ア
ッ
タ
 ヵ
タ
｜
 研
究
に
向
け
て
必
要
不
可
 欠
 な
文
献
整
理
と
紹
介
を
 

完
成
し
た
こ
と
は
何
よ
り
も
喜
ぶ
べ
 き
 こ
と
で
あ
る
。
博
士
の
 

 
 

確
定
し
て
い
る
。
 

第
四
篇
は
、
ア
ッ
タ
カ
タ
ー
に
あ
ら
わ
れ
る
「
或
る
人
々
」
 
下
 由
由
 
P
 

解
は
 、
後
学
の
も
の
に
と
っ
て
よ
い
刺
激
と
な
る
で
あ
ろ
う
 0
 こ

の
「
 世
 

㈱
 

 
 

下
 っ
麓
 
（
の
・
 

H
 （
の
「
の
 

，
 Ⅱ
 オ
の
 
n
n
 
の
 
，
已
ガ
 
P
 
㌧
 p
q
 
の
・
 
ぺ
 p
 円
の
）
の
所
説
 を
と
り
出
男
の
パ
ー
リ
仏
教
に
お
け
る
一
大
金
字
塔
」
（
 水
野
博
士
 評
 ）
を
座
右
の
 

し
て
、
そ
れ
ら
が
、
マ
ハ
ー
グ
 ィ
 ハ
ー
ラ
派
以
外
の
 
ア
 バ
ヤ
 ギ
 リ
派
等
 の
 

友
 と
し
て
、
パ
ー
リ
仏
教
研
究
は
さ
ら
に
大
 き
 く
 前
進
す
る
こ
と
が
望
ま
 

所
説
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
 0
 ま
た
、
そ
れ
ら
の
 所
説
は
 
、
 

れ
る
。
 

ゥ
 パ
テ
ィ
 
"
 サ
 0
 
ョ
解
説
道
論
 ヒ
 0
 所
説
と
必
ず
し
も
一
致
せ
 ず
 、
そ
の
 

上
、
ア
 バ
ヤ
 ギ
リ
 往
者
達
、
 
北
 手
仕
者
達
、
サ
ー
ラ
サ
マ
ー
サ
 0
 話
 師
 な
 

ど
に
分
配
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
著
者
は
、
サ
ー
ラ
サ
マ
ー
サ
の
 諸
師
は
南
 

山
寺
の
グ
ル
ー
プ
で
、
 

ア
 。
ハ
ヤ
 
ギ
り
 住
者
即
ち
北
山
寺
往
者
と
 は
 区
別
す
 

来
れ
ば
、
上
座
仏
教
の
ス
リ
ラ
ン
 ヵ
 に
お
け
る
展
開
が
明
瞭
に
 

べ
き
こ
と
を
示
し
て
い
る
点
は
注
目
に
価
す
る
。
こ
れ
ら
の
 異
 な

る
で
あ
 

諜
者
達
が
 

ど
の
よ
う
な
思
想
大
系
を
も
っ
て
い
た
か
を
こ
れ
ら
の
抽
出
さ
 れ
た
一
部
 

の
 文
献
か
ら
再
構
成
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
と
思
わ
れ
る
が
 、
今
後
の
 

研
究
に
よ
っ
て
少
し
で
も
そ
の
思
想
的
系
譜
の
特
色
を
見
出
す
 こ
と
が
 出
 

ろ
 う
 。
 

森
 祖
道
博
士
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
現
存
の
パ
ー
リ
 仏
 教
 註
釈
 

文
献
が
 、
 多
く
シ
ー
ハ
 
ラ
 ・
ア
ッ
タ
カ
タ
ー
に
依
存
し
て
制
作
 さ
れ
て
 
ぃ
 

る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
思
想
の
解
明
こ
そ
、
今
日
の
上
座
 仏
 教
 の
恵
和
 心
 

解
明
の
鍵
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
 

博
士
は
従
来
の
研
究
を
総
括
さ
れ
、
そ
の
上
に
多
く
の
新
説
を
 提
示
さ
 

れ
た
。
こ
の
「
ア
ッ
タ
カ
タ
ー
研
究
の
総
論
」
を
土
台
と
し
 
て
 、
今
後
 

は
 、
さ
ら
に
詳
細
な
思
想
史
的
論
証
を
博
士
自
身
明
ら
か
に
し
 て
 下
さ
る
 

こ
と
を
心
よ
り
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
バ
ー
リ
 仏
教
研
究
 



現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
宗
教
変
容
の
問
題
を
考
え
よ
う
と
す
 
る
場
 

合
 、
祖
先
崇
拝
の
行
方
を
み
き
 ね
 め
る
こ
と
は
逸
す
る
こ
と
の
 で
き
な
い
 

重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
柳
川
啓
一
・
阿
部
美
哉
 
両
氏
は
 

「
日
本
に
お
け
る
宗
教
社
会
学
の
課
題
」
と
い
う
一
九
七
七
年
 の
 「
国
際
 

ぬ
不
 
数
社
 ム
 耳
学
会
」
（
 

C
I
S
R
 

）
で
の
報
土
 

ロ
 に
お
い
て
、
西
欧
 に
お
け
る
 

現
今
の
「
世
俗
化
」
問
題
に
比
較
す
べ
 き
 根
本
的
な
宗
教
変
動
 を
 日
本
に
 

お
い
て
見
出
そ
う
と
す
る
な
ら
、
個
々
の
制
度
宗
教
の
動
向
ょ
 り
 、
む
し
 

ろ
 祖
先
崇
拝
の
そ
れ
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
 「
東
洋
学
 

術
 研
究
」
第
十
七
巻
第
三
号
、
一
九
七
八
年
）
。
 

対
馬
路
人
 

日
本
基
督
教
団
出
版
局
一
九
八
四
年
六
月
刊
 

 
 

B
6
 判
 
三
 0
 四
頁
 
一
 、
 

  
森 
岡 

  
の著 
変 

貌 
と 

先 
祖 
の 

祭 

 
 

 
  
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
 



  
本
書
は
円
真
宗
教
団
と
家
制
度
目
以
来
、
日
本
に
お
け
る
 家
 
（
 
族
 ）
 と
 

宗
教
の
か
か
わ
り
の
問
題
を
持
続
的
に
追
求
し
て
き
た
著
者
が
 、
 改
め
て
 

明
治
よ
り
今
日
ま
で
を
視
野
に
収
め
て
、
近
代
日
本
に
お
け
る
 祖
先
祭
祀
 

の
 変
容
を
 、
 家
の
変
化
と
の
か
か
わ
り
で
 跡
 づ
 け
よ
う
 と
し
た
 労
作
で
あ
 

る
 。
た
だ
し
、
著
者
自
身
も
断
っ
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
は
近
 伏
日
本
の
 

穿
 と
先
祖
祭
祀
の
変
遷
に
つ
い
て
網
羅
的
、
概
説
的
な
通
史
を
 目
 ざ
し
た
 

も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
各
時
代
に
つ
い
て
、
当
該
問
題
に
 か
か
わ
る
 

ト
ピ
ッ
ク
を
二
つ
づ
 つ
 取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
を
堀
り
下
げ
る
こ
 と
に
よ
っ
 

て
 、
主
題
に
多
角
的
な
側
面
か
ら
照
明
を
あ
て
た
も
の
と
言
え
 2
@
 
っ
 0
 

本
書
の
全
体
は
、
全
体
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
述
べ
た
と
思
わ
れ
 る
序
セ
早
 

と
 、
本
書
の
本
体
部
分
と
目
さ
れ
る
三
つ
の
 章
と
 、
「
死
後
 観
 の
 変
化
」
 

と
題
さ
れ
た
終
章
の
五
つ
の
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
 に
 「
柳
田
 

国
男
に
お
け
る
先
祖
観
の
展
開
」
と
い
う
論
文
が
付
 論
 と
し
て
 付
さ
れ
て
 

い
る
。
本
体
部
分
の
三
つ
の
章
は
、
明
治
初
期
、
明
治
末
か
ら
 昭
和
初
期
 

ま
で
、
現
代
（
戦
後
）
と
い
っ
た
 具
ム
ロ
 
に
、
時
代
ご
と
に
区
分
 さ
れ
て
 ぃ
 

る
 。
 

さ
て
、
明
治
初
期
の
家
と
先
祖
祭
祀
を
扱
っ
た
第
一
章
の
前
半
 で
は
、
 

明
治
国
家
最
初
の
全
国
統
一
戸
籍
で
あ
る
壬
申
戸
籍
が
社
寺
塔
 併
記
の
形
 

式
 を
と
る
に
到
っ
た
経
緯
と
、
そ
れ
が
廃
止
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
 が
 家
の
宗
 

教
 性
の
衰
亡
に
か
ら
め
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
 0
 戸
籍
簿
へ
の
 社
 手
者
併
記
 

ガ
 
の
真
の
ね
ら
い
が
キ
リ
ス
ト
教
の
侵
入
の
防
止
に
あ
っ
た
 こ
と
が
明
ら
か
 

獅
 
に
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
が
信
仰
の
自
由
の
声
の
高
ま
り
な
 ど
か
ら
廃
止
さ
 

 
 

 
 

の
 防
止
）
へ
の
家
の
宗
教
性
の
利
用
の
断
念
を
意
味
す
る
と
 評
 価
し
、
 戸
 

籍
の
世
俗
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
 

第
一
章
の
後
半
部
は
、
前
半
の
テ
ー
マ
の
裏
面
と
も
言
う
べ
 き
 維
新
潮
 

浦
上
キ
リ
シ
タ
 ソ
 に
よ
る
仏
教
葬
祭
の
拒
否
（
キ
リ
ス
ト
教
 自
 葬
 ）
と
、
 

そ
れ
に
対
す
る
群
臣
事
件
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
 が
 弾
圧
覚
 

悟
の
上
で
 敢
て
 自
棄
に
踏
切
っ
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
 よ
り
彼
ら
 

の
そ
れ
ま
で
の
面
従
腹
背
の
妥
協
的
態
度
が
罪
で
あ
る
と
教
え
 ら
れ
た
た
 

め
だ
 る
ぅ
 と
し
た
上
で
、
彼
ら
が
い
か
に
徹
底
的
に
伝
統
的
な
 神
仏
や
先
 

祖
 祭
祀
等
の
民
間
信
仰
を
排
し
て
い
っ
た
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
  
 

第
一
章
で
は
全
体
と
し
て
家
を
先
祖
祭
祀
そ
の
も
の
と
い
う
 ょ
 り
、
む
 

し
ろ
キ
リ
ス
ト
教
と
そ
れ
ら
と
の
葛
藤
の
問
題
に
主
と
し
て
 光
 が
 あ
て
ら
 

れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
 0
 そ
の
意
味
で
は
や
や
 特
殊
な
問
 

題
と
い
 え
る
が
、
そ
れ
だ
げ
に
著
者
の
祖
先
崇
拝
へ
の
問
題
視
 角
 の
一
端
 

が
う
か
が
わ
れ
て
興
味
深
い
。
 

第
二
章
は
明
治
末
か
ら
戦
前
ま
で
の
時
期
の
問
題
を
対
象
但
し
 
て
い
 

る
 。
前
半
部
は
「
 イ
ヂ
オ
 p
 ギ
｜
的
 祖
先
観
の
登
場
」
と
題
さ
 
れ
て
お
 

り
 、
公
教
育
等
通
し
て
説
か
れ
た
家
族
国
家
親
の
な
か
で
祖
先
 崇
拝
が
ど
 

の
よ
う
に
位
置
づ
げ
ら
れ
て
い
る
か
を
、
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
 た
ち
の
 所
 

説
を
比
較
検
討
し
な
が
ら
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
 0
 こ
う
し
た
 上
か
ら
の
 

「
祖
先
 教
 」
の
教
化
は
む
し
ろ
貸
本
主
義
化
、
産
業
化
の
進
展
に
 よ
る
 家
 

 
 

 
 

の
再
 統
合
、
共
同
体
の
回
復
を
計
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
 
 
 

Ⅰ
 
 
 
1
 

 
 

て
 、
現
実
の
崩
壊
・
変
質
は
隠
し
お
お
せ
る
も
の
で
は
な
か
っ
 た
と
い
う
 



の
が
著
者
の
結
論
で
あ
る
 0
 

第
二
章
の
後
半
部
で
は
「
新
宗
教
に
お
け
る
先
祖
祭
祀
」
と
し
 て
 、
 帝
 一
ぬ
 

大
会
を
代
表
と
す
る
先
祖
祭
祀
を
特
に
強
調
す
る
新
宗
教
の
先
 祖
 祭
祀
 観
 

の
 内
容
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
 よ
 る
と
、
霊
友
会
系
統
 の
 先
祖
 祭
 

祀
 で
は
、
直
系
的
に
た
ど
ら
れ
、
個
性
を
失
っ
た
集
合
的
先
祖
 を
 中
心
と
 

し
 、
謝
恩
・
宣
誓
・
祈
請
の
対
象
と
な
る
強
力
な
家
父
長
の
 イ
 メ
ー
ジ
の
 

先
祖
 観
 を
も
つ
伝
統
的
な
家
の
先
祖
祭
祀
と
異
な
り
、
双
糸
的
 で
、
近
親
 

者
を
中
心
と
し
、
し
か
も
成
仏
で
き
な
い
た
め
に
子
孫
を
守
る
 こ
と
が
で
 

き
ず
、
む
し
ろ
子
孫
に
救
い
を
求
め
る
無
力
な
先
祖
の
 ィ
メ
｜
 ジ
 を
も
つ
 

非
家
的
先
祖
祭
祀
が
説
か
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
 こ
 れ
は
、
 先
 

祖
か
ら
の
財
産
の
継
承
を
受
け
ず
、
た
だ
夫
婦
双
方
の
労
働
の
 成
果
を
も
 

ち
 よ
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
生
活
の
成
り
立
つ
よ
う
な
、
幸
正
 
文
会
の
 受
 

容
 基
盤
と
な
っ
た
都
市
下
層
の
労
働
者
層
の
生
活
実
態
に
適
ム
ロ
 
的
な
先
祖
 

額
 で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
家
の
変
容
・
解
体
の
状
況
を
反
映
し
 、
ま
た
後
 

に
 述
べ
る
戦
後
の
非
家
的
先
祖
祭
祀
の
あ
り
方
を
先
取
り
し
た
 も
の
と
 音
レ
 

義
 づ
け
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
 

第
二
章
で
は
上
か
ら
の
伝
統
的
先
祖
祭
祀
の
商
強
化
の
試
み
と
 、
 下
か
 

ら
の
新
し
い
先
祖
祭
祀
の
登
場
が
対
比
さ
れ
、
こ
の
時
期
が
家
 と
 先
祖
 祭
 

祀
の
変
容
の
過
渡
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
と
い
 え
 よ
 う
 。
 

第
三
章
で
は
戦
後
の
先
祖
祭
祀
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
 、
一
 

三
車
 

ま
で
の
記
述
が
資
料
的
な
制
約
な
ど
か
ら
、
一
般
の
民
衆
あ
り
 方
や
祖
先
 

祭
祀
の
実
態
と
い
う
 ょ
 り
、
む
し
ろ
国
家
の
側
の
政
策
や
特
殊
 な
 事
例
を
 

扱
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
こ
こ
で
は
社
会
調
査
の
デ
ー
タ
ー
を
 
駆
使
し
 

て
 、
で
き
る
限
り
一
般
の
人
々
の
先
祖
祭
祀
の
実
態
に
迫
ろ
 う
 と
し
て
い
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ら
え
た
本
書
の
内
容
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。
論
じ
ら
れ
て
い
る
 対
象
や
分
 

祈
め
 ス
タ
イ
ル
は
多
彩
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
部
分
を
と
っ
て
 も
 、
資
料
 

の
 扱
い
の
周
到
 さ
 、
分
析
の
精
 級
 さ
と
い
う
点
で
完
成
度
、
完
 結
度
 の
 度
 

合
は
高
い
。
例
え
ば
評
者
の
関
心
領
域
と
重
な
る
部
分
の
最
も
 大
き
い
 帝
五
 

文
会
系
教
団
の
先
祖
観
を
分
析
し
た
部
分
を
と
っ
て
み
て
も
、
 -
 
」
れ
ま
で
 

不
明
の
点
の
多
か
っ
た
同
教
団
の
初
期
の
歴
史
や
思
想
に
つ
い
 て
 独
白
の
 

資
料
を
駆
使
し
て
解
明
が
な
さ
れ
て
お
り
、
新
し
い
知
見
が
少
 た
か
ら
ず
 

提
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
だ
げ
に
各
部
分
の
内
容
面
の
 独
立
性
も
 

強
く
、
ま
た
そ
れ
ら
の
う
ち
に
に
は
評
者
の
通
暁
し
て
い
な
い
 分
野
の
問
 

題
も
少
な
く
な
い
の
で
、
個
々
の
部
分
に
つ
い
て
論
点
を
満
 遍
 な
く
取
り
 

上
げ
て
論
評
を
加
え
る
こ
と
は
評
者
の
能
力
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
  
 

そ
れ
ゆ
え
以
下
で
は
著
者
の
現
代
日
本
の
先
祖
祭
祀
の
行
方
に
 つ
い
て
の
 

全
般
的
見
解
に
つ
い
て
若
干
の
感
想
を
述
べ
る
こ
と
で
こ
の
 紹
 介
立
を
し
 

め
く
く
る
こ
と
に
し
に
い
 ，
 

さ
て
、
主
と
し
て
本
書
の
後
半
部
で
展
開
さ
れ
て
い
る
家
の
変
貌
 
 
 

体
し
に
伴
 う
 非
家
的
か
つ
私
事
化
さ
れ
た
先
祖
祭
祀
の
浸
透
 と
 い
 う
 著
者
 

の
 見
解
で
あ
る
が
、
依
拠
す
る
デ
ー
タ
ー
か
ら
し
て
、
ま
た
 R
 
J
.
 ス
 

ミ
ス
、
米
村
昭
二
、
幸
木
真
と
い
つ
た
現
代
日
本
の
祖
先
崇
拝
 の
 研
究
 

者
た
ち
に
よ
っ
て
も
あ
る
と
程
度
同
様
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
 
る
と
い
 

ぅ
 点
か
ら
も
、
確
か
に
説
得
力
を
も
つ
も
の
と
言
え
る
で
あ
 
ろ
 う
 0
 た
 

今
 

だ
、
こ
う
し
た
変
化
が
果
し
て
祖
先
崇
拝
そ
の
も
の
の
 衰
 退
を
意
味
す
る
 

櫛
 

の
か
（
あ
る
い
は
衰
退
に
つ
た
が
る
の
か
）
、
そ
れ
と
も
 
"
 て
の
内
容
の
変
 

舘
質
 

ほ
と
ど
ま
も
の
か
と
い
う
点
に
関
し
て
は
著
者
の
見
解
，
 

イ
 
も
し
く
は
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
 ろ
 
 
 

し
 し
 
,
 

ほ
 紹
介
し
た
結
論
部
の
内
容
に
示
さ
れ
た
 よ
う
 に
、
先
祖
崇
拝
 の
 私
事
化
 

と
 同
時
に
衰
退
の
傾
向
が
強
調
さ
れ
て
い
る
 よ
う
 に
思
わ
れ
る
 
0
 確
か
に
 

私
事
化
を
仏
壇
所
持
率
の
低
下
と
結
び
つ
け
る
限
り
、
そ
れ
は
 あ
る
程
度
 

そ
の
衰
退
を
含
意
し
て
い
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
 し
 、
著
者
 

が
 私
事
化
の
傾
向
と
い
う
同
様
の
文
脈
で
霊
友
会
系
教
団
の
先
 祖
 祭
祀
を
 

引
き
合
い
に
出
す
の
は
や
や
問
題
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
 霊
 文
会
系
 教
 

団
は
確
か
に
非
家
的
双
糸
帥
先
祖
祭
祀
を
主
張
し
て
い
る
が
、
 先
祖
祭
祀
 

自
体
は
中
心
的
な
救
済
手
段
と
し
て
、
即
ち
任
意
的
な
も
の
で
 な
く
規
範
 

的
な
要
請
と
し
て
著
し
く
重
視
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
む
 
し
ろ
 祖
 

先
 崇
拝
の
再
活
性
化
の
傾
向
を
示
す
事
例
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
 か
ら
で
あ
 

る
 。
ま
た
別
の
と
こ
ろ
で
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
な
お
先
祖
が
 聖
な
る
 存
 

在
 で
あ
る
と
い
っ
た
記
述
も
み
ら
れ
る
 0
 そ
う
し
た
点
で
は
 祖
 先
 祭
祀
の
 

私
事
化
は
直
ち
に
祖
先
崇
拝
自
体
の
衰
退
を
意
味
す
る
も
の
で
 は
な
い
と
 

考
え
て
お
ら
れ
る
 よ
 う
に
解
釈
し
 ぅ
 る
の
で
あ
る
。
 

こ
の
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ツ
は
西
欧
に
お
け
る
「
世
俗
化
」
を
め
ぐ
 る
 議
論
 

の
そ
れ
、
即
ち
そ
れ
を
宗
教
性
の
哀
 退
 と
み
る
か
、
そ
れ
と
も
 個
人
化
と
 

み
る
か
の
見
解
の
対
立
を
想
起
さ
せ
る
と
い
う
点
で
興
味
深
い
 。
い
ず
れ
 

に
せ
よ
今
後
の
日
本
人
の
祖
先
崇
拝
の
行
方
に
つ
い
て
考
え
よ
 ぅ
 と
す
る
 

時
 、
祖
先
崇
拝
の
変
容
と
衰
退
の
両
面
へ
の
目
配
り
と
、
相
互
 の
 関
連
へ
 

の
 配
慮
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
 

そ
し
て
も
し
祖
先
崇
拝
の
内
容
の
変
化
と
区
別
し
て
そ
の
衰
退
 0
 度
 ム
ロ
 
 
 
 
 

に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
す
る
な
ら
、
お
そ
ら
く
 脱
 祖
先
崇
拝
の
 志
向
を
も
㈹
 

っ
 宗
教
意
識
の
動
向
（
そ
の
思
想
・
意
識
の
内
容
、
そ
の
拡
が
 り
 、
祖
先
 

H
 

崇
拝
意
識
と
の
葛
藤
の
度
台
な
ど
）
は
一
つ
の
重
要
な
指
標
と
 な
る
よ
 う
 



仁
 思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
例
え
ば
、
祖
先
崇
拝
を
強
調
 す
る
雲
夜
 

会
系
教
団
に
対
し
て
、
あ
え
て
取
上
げ
な
か
っ
た
「
創
価
学
会
 や
天
 照
皇
 

大
神
宮
教
の
よ
う
に
先
祖
祭
祀
を
重
視
し
な
い
宗
教
」
（
二
三
 一
一
頁
）
の
 

動
向
を
何
ら
か
の
し
か
た
で
検
討
し
て
お
く
こ
と
が
有
意
義
な
 こ
と
で
あ
 

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
 
0
 著
者
が
第
一
章
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
 分
 析
 の
な
か
 

で
 祖
先
崇
拝
 と
脱
 祖
先
崇
拝
の
志
向
を
も
つ
宗
教
意
識
の
葛
藤
 の
 問
題
 に
 

あ
え
て
焦
点
を
あ
わ
せ
て
い
る
だ
げ
に
、
問
題
視
角
の
一
貫
性
 と
い
う
 観
 

点
か
ら
も
な
お
さ
ら
そ
の
よ
う
に
感
じ
る
の
で
あ
る
。
 

他
方
、
家
の
解
体
の
進
展
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
日
本
人
に
 と
っ
て
 

「
先
祖
」
が
聖
な
る
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
続
け
る
と
す
る
な
ら
、
 

そ
 れ
は
お
 

そ
ら
く
先
祖
崇
拝
が
家
と
い
う
社
会
制
度
上
の
枠
を
超
え
た
 ょ
  
 

あ
る
い
は
よ
り
深
い
社
会
，
文
化
的
土
壌
に
根
ざ
し
て
い
る
た
 め
で
あ
る
 

と
 解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
に
は
再
び
日
本
人
 の
 先
祖
 観
 

や
 霊
魂
 観
 そ
の
も
の
へ
の
深
い
次
元
で
の
問
い
直
し
が
必
要
と
 な
る
で
あ
 

ろ
 う
 0
 そ
の
意
味
で
は
、
本
書
の
到
達
点
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
 著
者
の
 
@
 

ぅ
よ
 う
に
な
お
我
々
は
こ
の
問
題
を
「
追
及
す
る
手
を
緩
め
て
 は
な
ら
な
 

い
 」
（
五
頁
）
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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「
古
代
キ
リ
ス
ト
教
思
想
序
説
」
と
い
う
副
題
が
与
え
ら
れ
る
の
 で
あ
る
 

二
九
 ｜
二
 0
 。
 
へ
｜
ジ
 ）
。
 

「
序
論
」
を
別
に
す
れ
ば
、
全
体
は
四
つ
の
部
に
分
げ
ら
れ
、
 そ
 れ
ぞ
 

れ
の
部
が
や
や
異
な
っ
た
角
度
か
ら
「
探
求
」
を
論
じ
て
い
る
  
 

第
一
部
「
基
礎
的
概
念
の
成
立
」
は
、
「
探
求
」
の
概
念
及
び
 そ
れ
と
 

相
関
す
る
「
発
見
」
の
概
念
を
め
ぐ
る
初
期
キ
リ
ス
ト
教
の
思
   

の
 再
検
討
に
あ
て
ら
れ
る
。
新
約
聖
書
で
問
題
と
な
る
箇
所
は
 

「
マ
タ
 

イ
 に
よ
る
福
音
書
し
 セ
 ・
七
で
あ
る
が
、
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
 は
 、
異
端
 

者
の
探
求
と
対
決
し
つ
つ
、
信
に
基
づ
い
て
探
求
と
発
見
を
峻
 則
 す
る
と
 

い
 う
 方
向
で
こ
れ
を
解
釈
し
た
。
著
者
は
、
そ
の
解
釈
を
念
頭
 に
お
 き
な
 

が
ら
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
、
 ヱ
イ
 レ
ナ
イ
オ
ス
、
ア
レ
ク
サ
ン
   

ク
レ
メ
ン
ス
な
ど
の
解
釈
を
概
観
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
 こ
 の
 句
が
神
 

学
的
認
識
論
そ
の
も
の
に
か
か
わ
る
解
釈
学
的
機
能
を
果
た
し
 て
 ぎ
た
」
 

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
ア
レ
ク
サ
 ソ
 ド
リ
ア
 の
ブ
イ
 p
 

ン
 に
目
を
向
け
、
彼
が
ギ
リ
シ
ア
的
な
「
探
求
に
よ
る
発
見
」
 に
 へ
ブ
ラ
 

ィ
な
的
 「
探
求
な
き
発
見
」
を
導
入
し
て
、
探
求
と
発
見
と
の
 関
係
の
あ
 

命
題
を
自
覚
的
に
と
り
あ
げ
た
も
の
と
し
て
、
殉
教
者
 

ュ
ス
 

ら
ゆ
 ち
 場
合
を
整
理
し
て
ま
と
め
、
「
探
求
な
ぎ
発
見
」
を
 量
 

テ
ィ
ノ
 ス
 の
 弁
 

局
の
段
階
 

で
あ
る
と
同
時
に
す
べ
て
の
探
求
を
基
礎
づ
け
る
 始
元
 と
考
え
 て
い
た
こ
 

と
を
指
摘
す
る
。
 

第
二
部
「
 ニ
 ス
テ
ィ
ノ
 ス
と
 探
求
の
問
題
」
で
は
、
フ
ィ
 p
 ン
 的
な
問
 

酩
 

評
論
 が
 詳
細
に
吟
味
さ
れ
る
。
そ
の
さ
 い
 、
日
本
語
の
「
 求
道
二
と
い
う
 

 
 

 
 

的
 探
求
で
あ
る
が
、
学
問
的
（
哲
学
的
）
探
求
を
排
除
し
な
い
 全
体
的
な
 

探
求
二
で
あ
る
 0
 つ
ま
り
、
 
ュ
 ス
テ
ィ
ノ
 
ス
 は
、
キ
リ
ス
ト
教
 の
 立
場
と
 

そ
れ
以
前
の
立
場
と
の
間
に
存
す
る
断
絶
と
連
続
と
を
統
一
的
 に
 説
明
す
 

る
こ
と
の
で
き
る
新
し
い
考
え
方
を
提
出
し
ょ
う
と
し
た
。
 そ
 れ
が
 
ロ
 ・
 
ゴ
 

ス
 論
で
あ
る
 0
 ニ
 ス
テ
ィ
ノ
 
ス
 の
考
え
で
は
、
諸
々
の
哲
学
は
 、
部
分
的
 

ロ
ゴ
ス
の
は
た
ら
ぎ
に
 
よ
 る
も
の
で
あ
り
、
自
ら
に
と
ど
ま
る
 限
り
 

p
.
 

ゴ
 

ス
 牲
を
失
っ
て
し
ま
う
 0
 そ
の
た
め
、
そ
れ
ら
は
、
「
 全
 
・
 ロ
 コ
ス
的
な
 

も
の
」
を
指
向
し
、
そ
れ
に
統
合
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 ロ
ゴ
ス
の
 

は
た
ら
き
は
「
 生
 」
全
体
に
か
か
わ
る
の
で
あ
る
 0
 し
た
が
っ
 
て
 、
こ
の
 

よ
う
な
探
求
な
い
し
求
道
は
終
末
論
的
性
格
を
も
つ
。
 

第
三
部
「
古
代
キ
リ
ス
ト
教
と
そ
の
周
辺
に
お
け
る
探
求
の
 
諸
相
」
 

は
 、
こ
れ
ま
で
の
論
述
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
探
求
概
念
 を
 、
さ
ら
 

に
 広
 い
 視
野
か
ら
と
ら
え
な
お
す
。
そ
の
手
が
か
り
は
、
宗
教
 的
 問
題
と
 

し
て
の
「
好
奇
心
」
に
求
め
ら
れ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
フ
ィ
 
 
 

「
使
徒
行
伝
」
、
ア
ブ
レ
イ
ク
ス
は
、
い
ず
れ
も
概
念
と
し
て
の
 

好
奇
心
 

で
は
な
く
、
具
体
的
な
宗
教
的
生
の
構
造
に
お
い
て
は
た
ら
 ぃ
 て
い
る
 好
 

昔
心
を
と
り
あ
げ
て
お
り
、
し
か
も
、
こ
こ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
 異
 な
っ
た
 好
 

奇
石
論
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
 ね
 ち
、
そ
れ
は
、
フ
ィ
ロ
ン
で
 は
 、
人
間
 

絢
実
存
の
「
移
転
」
（
メ
タ
ナ
ス
タ
シ
ス
）
の
う
ち
に
含
ま
れ
 た
 弁
証
法
 

的
な
契
機
と
見
な
さ
れ
、
「
使
徒
行
伝
」
で
は
、
徹
底
的
な
転
 換
 と
し
て
 

の
 
「
悔
い
改
め
」
（
メ
タ
ノ
 
イ
ア
 ）
の
対
極
に
位
置
づ
げ
ら
れ
 
ア
プ
 レ
 

 
 

イ
ウ
ス
 
で
は
、
「
変
身
」
（
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
シ
ス
）
と
関
係
 つ
け
ら
れ
 

c
J
 

る
 。
古
代
教
父
は
、
こ
れ
ら
の
思
想
を
完
全
に
継
承
し
た
わ
 け
  
 

 
 

く
 、
好
奇
心
を
一
方
に
お
い
て
は
し
り
 ぞ
 げ
つ
つ
、
他
方
に
お
 い
て
は
 承
 



誌
 す
る
と
い
う
「
好
奇
心
二
重
説
」
が
と
ら
れ
る
 よ
う
 に
な
っ
 た
 。
著
者
 

は
、
 
「
キ
リ
ス
ト
教
の
事
柄
を
理
解
し
よ
う
と
努
力
す
る
」
 

オ
 リ
ゲ
ネ
ス
 

の
 立
場
を
高
く
評
価
し
て
お
り
、
人
間
的
知
恵
と
神
的
知
恵
と
 の
 連
続
性
 

と
 不
連
続
性
の
問
題
が
こ
れ
と
連
関
し
て
い
る
と
考
え
る
。
 さ
 
ら
に
ま
 

た
 、
ギ
リ
シ
ア
的
パ
イ
デ
イ
 ア
と
 キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
係
を
 バ
 シ
 レ
イ
オ
 

ス
に
 そ
く
し
て
考
察
し
、
彼
の
思
想
に
見
ら
れ
る
「
超
形
成
的
 な
 教
育
」
 

「
修
道
に
 よ
 る
世
界
離
脱
」
・
「
 脱
 学
習
」
の
志
向
を
明
ら
か
に
 す
る
。
 

第
四
部
「
神
と
探
求
」
で
ほ
 、
 再
び
フ
ィ
ロ
ン
と
新
た
に
「
 ピ
 リ
ピ
人
 

へ
の
手
紙
」
二
・
一
三
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
宗
教
的
探
求
と
枠
 と
の
関
係
 

が
 論
じ
ら
れ
る
 0
 こ
こ
で
著
者
が
注
目
し
て
い
る
の
は
「
自
ら
 求
め
、
 見
 

出
す
能
動
的
な
は
た
ら
き
を
、
（
神
に
よ
っ
て
）
与
え
ら
れ
る
 受
動
と
し
 

て
、
 更
に
 、
 神
が
与
え
る
、
神
の
能
動
的
な
は
た
ら
き
と
し
て
 受
 げ
と
 め
 

る
 態
度
」
で
あ
る
 0
 著
者
に
よ
れ
ば
、
 

フ
 。
ロ
ン
は
、
ア
リ
ス
 
ト
テ
レ
ス
 

の
範
崎
 
に
お
け
る
能
動
と
受
動
を
前
提
と
し
つ
つ
も
、
こ
の
よ
 う
 な
二
分
 

法
 で
説
明
で
き
な
い
人
間
と
神
と
の
関
係
を
「
能
動
的
受
動
性
 」
と
で
も
 

呼
ぶ
べ
 き
 新
し
い
 範
 時
に
よ
っ
て
と
ら
え
よ
う
と
し
た
 0
 ま
た
 

「
 ピ
リ
 

ピ
 人
へ
の
手
紙
」
二
・
一
二
も
 、
 
「
は
た
ら
ぎ
を
は
た
ら
く
 
神
 」
と
い
う
 

思
想
を
述
べ
て
い
る
 0
 こ
の
箇
所
の
神
学
的
重
要
性
を
最
初
に
 認
識
し
た
 

の
は
 オ
リ
ゲ
ネ
ス
で
あ
っ
た
が
、
近
代
の
新
約
聖
書
神
学
に
お
 い
て
は
、
 

そ
の
よ
う
な
認
識
は
あ
ま
り
展
開
さ
れ
な
か
っ
た
。
特
に
歴
史
 的
 ・
批
判
 

駒
方
法
の
時
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
こ
の
箇
所
の
引
用
は
 、
神
 学
か
ら
 一
 

帰
 さ
れ
た
感
が
あ
り
、
傍
流
に
属
す
る
も
の
の
中
に
わ
ず
か
に
 現
わ
れ
る
 

に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
「
聖
書
神
学
、
歴
史
神
学
 、
教
義
 神
 

学
 の
い
ず
れ
の
一
つ
に
よ
っ
て
も
十
分
見
通
さ
れ
な
い
、
個
別
 的
 神
学
を
 

越
え
た
課
題
」
が
ひ
そ
ん
で
 い
 る
こ
と
を
、
著
者
は
示
唆
す
る
 
の
で
あ
 

 
 

 
  

 

る
 。
 

以
上
の
概
観
を
通
し
て
、
本
書
の
内
容
は
ほ
 ば
 明
ら
か
に
な
っ
 
た
と
 思
 

②
 

 
 
 
 

わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
全
体
を
ふ
り
か
え
り
な
が
ら
 、
著
者
の
 

根
本
的
意
図
と
そ
の
方
法
と
を
さ
ぐ
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ょ
う
  
 

著
者
の
研
究
の
根
底
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
理
解
を
近
・
現
代
的
 偏
見
か
 

ら
 解
き
放
ち
た
い
と
い
う
願
い
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
 思
 わ
れ
る
。
 

「
古
代
仁
は
中
世
や
近
代
と
は
異
な
る
そ
れ
独
特
の
問
題
が
豊
か
 に
 存
在
 

す
る
」
（
二
四
八
ぺ
 

ー
 ジ
）
の
で
あ
る
か
ら
、
古
代
キ
リ
ス
ト
 教
 思
想
を
 

理
解
す
る
鍵
は
、
古
代
キ
リ
ス
ト
教
自
体
の
う
ち
か
ら
見
出
さ
 れ
な
け
れ
 

ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
著
者
の
基
本
的
考
え
方
で
あ
ろ
う
 0
 こ
の
よ
 

う
な
立
場
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
約
聖
書
の
記
述
も
 、
古
 代
的
 枠
組
 

の
中
に
あ
る
も
の
と
し
て
見
な
お
さ
れ
る
。
確
か
に
、
歴
史
的
 
批
判
的
 

方
法
に
基
づ
く
現
代
の
旧
・
新
約
聖
書
研
究
は
、
伝
承
の
移
り
 変
わ
り
に
 

関
す
る
精
密
な
知
識
を
も
た
ら
し
は
し
た
が
、
そ
れ
を
 い
 き
 た
 り
 現
代
的
 

関
心
に
結
び
つ
げ
よ
う
と
す
る
性
急
な
態
度
を
ま
ぬ
か
れ
て
は
 い
な
か
っ
 

た
 。
そ
の
意
味
で
は
、
歴
史
的
・
批
判
的
方
法
は
、
本
来
歴
史
 学
的
方
法
 

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
分
「
史
的
」
に
な
り
 き
 れ
な
い
 と
い
う
 デ
 

ィ
 レ
ン
マ
を
含
ん
で
い
た
。
著
者
の
主
張
は
、
そ
の
盲
点
を
つ
 
い
て
お
 

り
 、
そ
れ
な
り
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
 

し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
や
ほ
 り
 、
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
 て
き
た
 

問
 い
が
 も
 う
 
一
度
投
げ
か
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
 、
過
去
 か
 

ら
 現
在
に
い
た
る
長
い
歴
史
の
中
で
、
特
に
古
代
だ
け
に
重
 き
 を
お
く
 理
 

由
は
何
か
、
歴
史
を
考
察
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
最
終
的
に
は
 、
現
代
と
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の
か
か
わ
り
の
中
で
考
察
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
 い
う
問
い
 

で
あ
る
。
も
し
解
釈
す
る
者
が
現
代
の
視
点
を
脱
し
え
な
い
と
 す
れ
ば
、
 

い
っ
そ
の
こ
と
、
伝
え
ら
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
そ
の
ま
ま
 共
時
的
 に
 理
解
す
 

る
 方
が
徹
底
し
て
い
る
と
さ
え
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 

と
も
か
く
、
古
代
キ
リ
ス
ト
教
思
想
を
理
解
す
る
た
め
の
も
の
 と
し
て
 

著
者
が
見
出
し
た
鍵
は
、
「
宗
教
的
探
求
」
と
い
う
概
念
で
あ
 っ
た
 0
 こ
 

れ
ば
 、
古
代
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
内
容
を
さ
し
示
す
と
共
に
 、
 そ
れ
を
 理
 

解
す
る
方
法
を
も
さ
し
示
す
「
歴
史
的
な
基
本
語
」
で
あ
る
。
 
「
西
欧
の
 

神
学
は
概
し
て
、
 八
 乞
お
 r
n
 

口
の
Ⅴ
抜
き
で
 

ヨ
信
と
知
ヒ
 0
 間
 題
 

と
い
う
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
テ
ー
ゼ
も
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
は
受
 け
 を

 論
じ
て
 

入
れ
ら
れ
 

き
た
」
（
五
四
ぺ
 ー
 ジ
）
の
で
あ
り
、
「
キ
リ
ス
ト
教
の
 ギ
 U
 シ
ア
化
」
 

な
い
。
そ
れ
が
内
容
と
方
法
を
対
立
的
に
と
ら
え
て
い
る
か
ら
 で
あ
る
。
 

著
者
が
諸
思
想
と
の
相
互
関
係
の
場
を
「
宗
教
的
フ
ロ
ン
ト
」
 と
 呼
び
、
 

「
内
か
ら
 プ
 ロ
 ソ
ト
 に
歩
み
出
て
自
己
理
解
を
試
み
て
い
る
 姿
 」
 に
お
い
 

て
 古
代
キ
リ
ス
ト
教
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
時
、
そ
こ
に
は
、
 著
者
自
身
 

の
 真
面
目
な
探
求
と
努
力
の
姿
勢
が
二
重
写
し
に
な
っ
て
い
る
 よ
う
に
 思
 

わ
れ
る
。
 

だ
が
、
こ
こ
で
も
あ
え
て
疑
問
を
提
起
す
る
と
す
れ
ば
、
「
 ゐ
ホ
 
教
的
探
 

求
 」
と
い
う
場
合
の
「
宗
教
的
」
の
意
味
が
い
ま
ひ
と
つ
は
っ
 き
り
し
な
 

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
 0
 
 
「
実
存
の
最
も
深
い
 
次
元
か
ら
 

人
間
存
在
の
全
体
に
わ
た
っ
て
意
味
を
与
え
よ
う
と
す
る
」
一
応
の
説
明
が
あ
る
が
（
 

一
 三ぺ
 ー
 ジ
）
、
具
体
的
に
古
代
 キ
リ
ス
ト
教
も
の
と
い
う
 

一
 思
想
を
論
じ
て
い
く
さ
い
に
、
こ
の
言
葉
が
か
な
り
多
様
 に
 用
い
ら
れ
て
 

い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
十
分
説
得
的
な
説
明
に
な
っ
て
 い
 ス
リ
レ
 

し
は
 @
 ロ
 

い
に
く
い
 0
 
 「
宗
教
的
」
探
求
と
「
キ
リ
ス
ト
教
的
」
探
求
 と は
そ
も
そ
 

も
 ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
宗
教
的
 探
 ナ
小
の
星
 @
 
向
 

段
階
が
キ
リ
ス
ト
教
的
探
求
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
 あ
れ
ば
、
 

そ
れ
は
、
比
較
的
単
純
な
護
教
論
の
定
式
の
再
生
産
に
ほ
か
な
 う
な
い
。
 

そ
れ
と
も
、
著
者
の
言
う
「
宗
教
的
フ
ロ
 ソ
ト
 」
と
は
、
キ
リ
 ス
ト
教
が
 

自
ら
を
消
去
す
る
ま
で
に
自
ら
を
越
え
出
て
 い
 く
 場
 な
の
で
あ
 ろ
 う
か
 。
 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
現
代
 の
 相
対
化
 

志
向
の
必
然
性
が
、
む
し
ろ
積
極
的
に
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
 ら
な
い
の
 

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
 

著
者
に
 ょ
 れ
ば
、
本
書
は
、
宗
教
学
的
研
究
で
も
宗
教
哲
学
的
 研
究
で
 

も
な
く
、
「
思
想
的
研
究
」
で
あ
る
（
一
二
ぺ
 

ー
 ジ
）
。
だ
が
、
 ，
 
」
の
「
 思
 

想
 的
研
究
」
と
言
わ
れ
る
も
の
は
、
他
の
諸
々
の
研
究
の
中
に
 ど
の
よ
う
 

に
 位
置
づ
げ
ら
れ
 ぅ
 る
の
で
あ
ろ
う
か
。
著
者
は
、
方
法
を
限
 走
 す
る
こ
 

と
に
き
わ
め
て
慎
重
で
あ
る
 0
 し
か
し
、
お
 ょ
そ
 方
法
の
な
い
 と
こ
ろ
に
 

学
問
は
成
立
せ
ず
、
そ
こ
に
学
問
そ
の
も
の
の
限
界
も
あ
る
の
 で
は
な
い
 

だ
ろ
う
か
。
宗
教
的
フ
ロ
 ソ
ト
 に
は
政
治
的
・
社
会
的
な
契
機
 も
 含
ま
れ
 

て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
（
一
六
ぺ
 ー
 ジ
）
、
古
代
 キ
リ
ス
 

ト
教
 思
想
の
研
究
は
 、
 遅
か
れ
早
か
れ
方
法
的
自
覚
を
も
た
 ざ
 る
を
え
な
 

い
で
あ
ろ
う
。
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0
 
日
ゐ
 
示
教
研
究
三
編
集
委
員
会
 

日
時
昭
和
六
 0
 年
 七
月
一
 0
 日
 （
水
）
午
後
六
時
 

場
所
学
士
会
館
本
郷
分
館
七
号
 室
 

月
水
昭
男
 

出
席
者
井
上
順
孝
、
金
井
新
 三
 、
 J
.
 ス
イ
 ン
 ゲ
ド
目
 

議
題
 

一
、
二
六
七
号
（
五
九
巻
四
韻
）
、
二
六
八
号
（
 六
 0
 巻
 一
輔
）
 編
 

実
方
針
 

一
 、
「
展
望
」
の
 件
 

一
 、
論
文
締
切
の
繰
り
上
げ
の
 件
 

一
 、
そ
の
他
 

0
 理
事
会
 

日
時
昭
和
六
 0
 年
 八
月
三
日
（
土
）
午
後
三
時
 

場
所
学
士
会
館
本
郷
分
館
六
号
室
 

出
席
者
荒
井
 献
 、
井
 門
富
 二
夫
、
石
田
慶
和
、
池
田
昭
、
岡
田
 
重
精
 、
 

小
口
健
一
、
小
野
泰
博
、
鎌
田
純
一
、
後
藤
光
一
郎
、
 

小
山
窟
 丸
 、
佐
 木
 秋
夫
、
桜
井
秀
雄
、
竹
中
信
 常
 、
 

田
中
英
三
、
田
丸
 徳
善
 、
中
川
秀
 恭
 、
中
村
 瑞
隆
 、
 

橋
本
芳
契
、
 華
園
聴
麿
 、
平
井
直
属
、
藤
田
富
雄
、
 

前
田
専
 学
 、
松
最
有
 慶
 、
山
折
哲
雄
、
脇
本
手
 也
 、
 

渡
部
室
 陽
 、
塚
本
英
恵
、
北
川
前
 肇
 

議
題
 

一
 、
新
入
会
員
の
承
認
 

報
 

会
 

新
入
学
会
員
と
し
て
別
記
三
四
名
の
入
会
を
認
め
た
。
 

1
8
 

 
 

一
 、
第
四
四
回
学
術
大
会
発
表
者
の
承
認
 

二
六
三
名
の
発
表
者
が
承
認
さ
れ
、
 

プ
 
p
 グ
ラ
ム
の
原
案
が
検
 計
り
 

 
 
 
 

さ
れ
た
 0
 
そ
の
経
過
の
中
で
 

け
 オ
ー
バ
ー
ド
ク
タ
ー
の
所
属
欄
は
空
欄
の
ま
ま
で
 よ
 い
の
か
  
 

㈲
副
題
は
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
が
、
議
論
さ
れ
た
。
 

一
 、
田
丸
梅
毒
学
会
長
か
ら
、
日
本
学
術
会
議
哲
学
研
究
連
絡
 委
員
 

会
 委
員
の
推
薦
者
と
し
て
藤
田
富
雄
氏
を
推
薦
す
る
提
案
が
な
 さ
 

ね
 、
承
認
さ
れ
た
。
 

0
 
学
会
賞
選
考
委
員
会
 

日
時
昭
和
上
 ハ
 
0
 年
 八
月
三
日
（
土
）
午
後
六
時
 

場
所
学
士
会
館
本
郷
分
館
十
号
 室
 

出
席
者
鎌
田
純
一
、
田
村
芳
朗
、
前
田
専
 
学
 

議
題
 

一
 、
審
査
委
員
長
の
互
選
 

田
村
芳
朗
氏
を
審
査
委
員
長
と
し
て
互
選
し
た
。
 

一
 、
審
査
手
続
の
決
定
 

0
 評
註
 員
 選
考
委
員
選
挙
 

日
時
昭
和
六
 0 
年
 八
月
一
 
0
 日
 
（
土
）
午
後
一
時
半
 

場
所
本
郷
学
士
会
館
六
号
室
 

出
席
者
 
井
門
富
 二
夫
、
小
口
佳
一
、
高
崎
直
道
、
竹
中
信
 常
  
 

田
丸
 徳
善
 、
中
川
秀
 恭
 、
平
井
直
属
、
柳
川
啓
一
 

一
 、
評
議
員
選
考
委
員
選
挙
開
票
 

開
票
結
果
 



①
理
事
互
選
 分
 

投
票
者
総
数
五
三
（
投
票
率
六
四
・
六
 
%
 ）
 

有
効
投
票
者
数
五
三
 

無
効
投
票
者
数
 
0
 

有
効
投
票
数
一
五
九
票
の
内
訳
 

脇
本
手
 也
 
二
七
、
柳
川
啓
一
一
八
、
小
口
健
一
九
、
 

井
門
富
 二
夫
人
、
上
田
 閑
照
六
 、
（
以
下
略
）
 

こ
の
結
果
、
脇
本
手
 
也
 、
柳
川
啓
一
、
小
口
俸
一
の
二
瓦
 

脇
本
手
 也
 
三
六
、
小
口
佳
一
二
三
、
上
田
 
閑
照
 
一
九
、
 

が
 理
事
互
選
に
よ
る
選
考
委
員
に
選
出
さ
れ
た
。
 

②
一
般
投
票
 
分
 

投
票
者
総
数
 三
セ
四
 （
投
票
率
二
八
・
九
 

%
 ）
 

有
効
投
票
者
数
 三
セ
三
 

 
 

無
効
投
票
者
数
 

開
票
結
果
 

小
山
 宙
 九
一
九
、
佐
々
木
 宏
幹
 
一
九
、
柳
川
啓
一
一
五
、
 

山
折
哲
雄
一
四
、
桜
井
徳
太
郎
 一
 三
、
赤
池
憲
昭
一
一
、
 

石
田
慶
和
一
一
、
岡
田
重
精
一
一
、
玉
城
 
康
 四
郎
一
一
、
 

中
川
秀
恭
一
 0
 、
竹
中
信
 常
一
 0
 、
前
田
恵
羊
一
 0
 、
 

堀
越
知
己
 九
 、
宮
家
 準
九
 （
以
下
略
）
 

こ
の
結
果
、
理
事
互
選
で
選
出
さ
れ
た
脇
本
甲
 

也
 、
柳
川
 

啓
一
、
小
口
 
岸
 一
の
 
三
 氏
を
防
い
て
上
田
、
小
山
、
佐
々
 

木
 、
山
折
、
桜
井
、
赤
池
、
岡
田
、
石
田
、
玉
城
、
中
Ⅲ
 

の
一
 0
 氏
が
一
般
投
票
に
 
よ
 る
当
選
者
と
さ
れ
た
。
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佐
々
木
 
啓
 

 
 岡

本
 

充
博
 

俺
 谷
行
事
 

小
野
文
 洸
 

加
藤
浩
二
 

令
兄
 

慧
 

神
尾
和
寿
 

木
村
武
史
 

久
保
田
力
 

河
野
公
一
 

黒
田
泰
司
 

後
藤
元
 

小
林
 

敬
 

高
富
町
伊
佐
美
 九
セ
九
 

デ
ィ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
大
学
院
 

田
 
大
田
区
 

山
王
 一
｜
三
 0
 １
元
 

姫
路
市
立
 琴
ケ
丘
 高
校
講
師
 
肋
｜
は
 
姫
路
市
 勝
原
 

図
工
一
一
三
 ｜
一
 

立
正
大
学
仏
教
学
部
助
教
授
 
醜
 
港
区
高
輪
 ニ
ー
八
 

｜
一
 

立
正
大
学
非
常
勤
講
師
 
弼
 
藤
岡
市
藤
岡
四
六
一
 

東
北
大
学
大
学
院
 

獅
仙
 ム
ロ
面
相
 
木
ニ
ー
五
｜
三
 0
 

高
畠
ビ
ル
 三
 0
 士
ハ
 

熊
谷
大
学
大
学
院
 
鱗
 
貝
塚
市
中
八
五
 0
 

京
都
大
学
大
学
院
 
弼
 
京
都
市
左
京
区
吉
田
 下
 河
津
 

虹
二
三
大
島
三
郎
 方
 

筑
波
大
学
大
学
院
 
鱒
 
新
治
郡
 桜
 村
上
の
室
一
七
三
 

セ
 
久
松
 荘
二
 F
 九
号
 

東
北
大
学
大
学
院
 

妓
仙
 ム
ロ
 
市
 六
十
人
町
人
 0
 

立
正
大
学
大
学
院
 
盤
 
市
川
市
 真
 間
 三
｜
一
｜
三
 一
 

京
都
大
学
助
手
 
驚
 
大
阪
市
旭
区
高
殿
 四
｜
 一
七
 ｜
 

一
 
O
 

毎
日
新
聞
別
名
古
屋
市
中
村
区
名
親
 四
｜
セ
ー
 了
一
 

五
 

八
代
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
℡
西
宮
市
手
束
 園
二
 

｜
 一
二
ー
 二
 0
 

北
海
道
大
学
助
手
㎜
札
幌
市
北
区
八
条
六
丁
目
 シ
 

サ
ン
ボ
ー
ル
札
幌
五
 
0
 
一
 

 
 

高
橋
在
久
江
戸
川
女
子
短
期
大
学
専
任
講
師
 
掛
｜
は
 

富
津
市
は
 

 
  
 

大
堀
一
五
五
一
 

 
 

 
 

田
村
 

徳
章
 
毎
日
新
聞
 
研
 

杉
並
区
井
草
田
 ｜
ハ
｜
 二
三
 

西
片
九
 %
 
 日
蓮
宗
安
楽
寺
副
住
職
㎝
四
日
市
市
栄
町
 山
 、
一
 

ノ
｜
 

安
楽
寺
内
 

挽
地
茂
男
東
京
大
学
大
学
院
Ⅲ
豊
島
区
西
池
袋
 
三
｜
 
 
 
一
山
、
 

/
 ｜
 

一
 一
 

下
目
 絆
目
 p
l
 

～
の
㏄
 

o
C
 の
 ロ
ペ
 

天
理
大
学
助
教
授
 
網
 

京
都
 市
北
 

区
 紫
竹
上
芝
本
町
六
三
 

牧
野
真
一
駒
沢
大
学
大
学
院
 

糊
 

大
宮
市
大
和
田
 二
｜
 一
四
九
 

八
 

高
 佐
貫
長
立
正
大
学
大
学
院
Ⅲ
世
田
谷
区
北
烏
山
 
五
  
 

 
 

安
田
 
至
広
 

立
正
大
学
大
学
院
 
弗
 
佐
倉
市
井
野
一
一
 
セ
 四
｜
一
 

八
 

山
本
和
人
京
都
大
学
大
学
院
㎝
京
都
市
伏
見
区
桃
山
 

帝
大
島
 

町
 七
四
 ｜
六
 

山
本
忠
義
京
都
大
学
大
学
院
㎝
京
都
市
伏
見
区
向
島
 

二
ノ
丸
 

町
 一
五
一
 ｜
三
 0
 
 ニ
 ー
 E
 ｜
 七
三
一
 

渡
部
光
男
酪
農
学
園
大
学
教
授
 

睨
１
 ㎝
札
幌
市
白
石
 区
 犀
利
 

中
央
四
条
二
丁
目
一
二
二
ー
 
七
 



石
川
工
業
高
等
専
門
学
校
助
教
授
 

洋
 

浅
見
 

東
京
大
学
助
手
 

小
田
淑
子
 

東
京
大
学
大
学
院
 

松
村
一
男
 

愛
知
大
学
非
常
勤
講
師
 

松
岡
由
香
子
 

北
海
道
大
学
助
教
授
 

今
西
 
順
吉
 

武
蔵
野
女
子
大
学
助
教
授
 

田
中
 
教
照
 

関
西
学
院
大
学
助
教
授
 

対
馬
路
人
 

%
 海
道
大
学
助
教
授
 

博
 

土
屋
 

執
筆
者
紹
介
（
執
筆
順
）
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From Myth to Folklore : The Indo- 
European Elements in "The Tale of Gwion 

Bach" and "The Tale of Taliesin" 

Kazuo Matsumura 

Both in mood and range of popularity, two medieval Welsh folktales 
known as "The Tale of Gwion Bach" and "The Tale of Taliesin" 
differ each other, but originally they might have constituted a single 
composition and might be regarded as stemming from a single type 
of myth. 

First focusing on "The Tale of Gwion Bach", this paper compares 
the tale with other Celtic legends, indicates that its central theme is 
"composing poetry by virtue of a hot and holy liquid/acquiring the 
power to prophecy," and points out that this theme has connections 
with a type of myth found in areas such a s  Ireland, ancient Italy, 
India and Iran where the Indo-Europeans dominated: a type of myth 
centering in the seizure of a holy symbol characterized a s  "fire in 
water." Examination of the Iranian legend in particular leads us to 
the indication that "The Tale of Gwion Bach" preserves the structure 
of the Indo-European myth having to do with regal authority. It is 
further maintained that "The Tale of Taliesin" likewise permits us to 
discern the same concept of regal authority as  the one found in Iran. 

The idea of regal authority expressed in Indo-European myth took 
shape in folktales and may be found today in the folktales of medie 
val Wales. 



The Reorientation of the Three Vows 
and the Life of Shinran 

Yukako Matsuoka 

The task of this paper is to clarify Shinran's reorientation of the 

Three Vows by means of a new form of documentary criticism under- 

taken with close attention to his actual life. 
After an account of the development of two documents that predate 

Shinran's Ky6gyoshinsh6 [Teaching, Practice, Faith, and Attainment], 
namely, the Ryakush6 [Compend] and the Gutokush6 [Scribblings of a 
Baldheaded Booby], an analysis is presented of the categories of being 
that they afford, categories such as  z6gy6 [diverse exercises] and 
hongan [original vow], 6shutsu [crosswise going-out] and dch6 [cross- 

wise transcendence], with particular reference to their connections 

with the Nineteenth, Twentieth, and Eighteenth vows. 

At the level of the Niteteenth Vow, which designates the coming 
of Amida Buddha to welcome a person's spirit a t  the hour of death, 
one finds the hope of a place in the nine-grade Paradise. Shinran 
surmounted this level by "contact detonation" in his Ronchii [Explan- 
atory Notes], where he paradoxically speaks of the sentient reality of 
Buddha and the Pure Land, the self-reliance involved in the invocation 
of Amida, and the self-advantage that accrues to the maker of selfless 

vows. 
The enlightenment accessible a t  the level of the Twentieth Vow is 

the same a s  the enlightenment of crosswise transcendence. In its active 

dimension, according to the Ryakusho [Compendl, faith and ascetic 

exercise alike are equivalent to an Enlightened One's transfer of merit 

to another so that the other may attain Buddhahood; the point of 

contact between this act of merit-transfer and the human being is 

said to be the Name bestowed by the tathagata. It is also pointed out, 

however, that in its passive dimension, even this sutra-based but 

attachment-bearing Name continues to manifest a remnant of selfhood 

and attachment to the Law. 



A Religio-historical Approach to Holy Scriptures 

Yoshiko Oda 

The purpose of this paper is to ponder how the historian of religions 
can study and interpret holy scriptures from his/her own perspective, 
which is clearly distinguished from dogmatic and theological per- 
spectives. 

Since all types of religious phenomena are given equal importance 
in the history of religions approach, the absolute normativeness of 
holy scriptures is relativized so that they can be studied as a specific 

type of religious phenomena. It is possible, from this perspective, to 
compare the soteriological functions and literary and symbolic expres- 
sions in holy scriptures with, for example, myth and divination found 
in religions of non-literate societes. 

Therefore, a religio-historical elucidation of holy scriptures, on the 

one hand, can be completely freed from, and go beyond, the theolo- 
gical intentions and the self-understanding of holy scriptures. On the 
other hand, however, it ought to be able to understand and explicate 
the significance of a holy scripture qua the holy scripture of a particular 
religion. In this case, the historian of religions does not necessarily 
describe the theological interpretations, but rather he or she tries to 
"explicate the type of being-in-the-world unfolded in front of the text" 
(P .  Ricoeur) of the holy scripture by using as clues the general 

categories and structures of the history of religions, such as  "the idea 
of holy," etc.. 

Taking the Qur'an as a case study, this paper applies the her- 

meneutical method outlined above. 



At the level of the Eighteenth Vow, enlightenment results neither 
from the teaching nor from self-knowledge nor yet from invocation 
of Amida Buddha. On the contrary, it is  only when one accepts that 
every human effort to attain salvation avails nothing that joy springs 
up in mind and body of its own accord. The Name then becomes an 
invocation for the expression of gratitude. 



Errors and Lacunae in the Personal Chronology of 

Suzuki Daisetsu 
- His Years a t  the No. 4 Higher and Middle School, 

and Work as Primary School Teacher - 

Hiroshi Asami 

This essay focuses on the life of Suzuki Daisetsu between the ages 
of seventeen and twenty, covering his student days a t  the No.4 
Higher and Middle School, and experience as  primary school teacher. 

Previous chronologies of Suzuki's life have not only left many 
omissions for this period, but, judging from new evidence, are in need 
of completed revision. This new evidence includes (1) "A Synopsis of 
the No.4 Higher and Middle School*; (2)"Achievement Records for the 
No.4 Higher and Middle School" ; (3) "A History of the Iida Primary 
School"; and (4) "A History of the Mikawa Primary School." 

Through sources (1) and (2) we learn that Suzuki failed the 
preparatory course for the No.4 Higher and Middle School due to 
poverty, and was not included in the Gasonkai which it is said he 
organized and encouraged with his school friend Nishida KitarO and 
others. From (3) and (4), information can be gained allowing us to 
correct the details regarding the date and circumstances of his first 
sanzen a t  the temple Kokutaiji in Etchu. 

Further, when the young Suzuki's life is reconstructed on the basis 
of this corrected chronology, it is evident that the thought and 
activities of the later Suzuki had their source in the style of life and 
tribulations which he experienced during this early period. 




